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l 焼継あり。焼継溶液で「せら田志ミ

春や」（せらだ しみずや）と記載。IJI区

1号遺物集中箇所62（第89図）

4 焼継あり。焼継溶液で「せら田 志ミ

寿や」（せらだ しみずや）と記載。皿区

1号遺物集中箇所7（第86図）

7 徳利の底部に墨書で「大町井筒屋斜

格子囲い内に舛の字」（おおまちいづつ

や屋号）と記載。1II区22号土坑6（第78

図）

2 焼継あり。焼継溶液で「せら田 志ミ

すや」（せらだ しみずや）と記載。W区

2号土坑21（第109図）

5 焼継あり。焼継溶液で「文吉」（ぶんき

ち）と記載。Il区1号竪穴状遺構 1（第74

図）

8 染付士瓶の文様下に呉須で「松川亭」ま

たは「杉山亭」か。Il区1号竪穴状遺構 1

（第74図）

口絵 1

3 焼継あり。焼継溶液で「せら田志ミ

寿”や」（せらだ しみずや）と記載。rn
区1号遺物集中箇所123（第94図）

6 焼継あり。赤色で「千せ」（ちせ）と記載。

III区一括25（第98図）

9 焼継あり。口唇部7カ所に赤茶色の指

先状痕跡。高台端部に黒色の焼き付いた

痕2カ所。1II区1号遺物集中箇所63（第

89図）



口絵2

10 内面に赤色等付着。右奥： II区1号溝11、左奥： III区23号土 11 各所から出士した「円盤状加工品」。 高台部を利用したものも

坑2、中央： II区2号溝 1、右手前： III区一括28、左手前： II 多い。

区13号土坑 l

ヽ

12 各所から出上した灯明具（在地製土器 皿） 13 各所から出土した灯明具（陶器 油皿と受皿）

14 各所から出士した灯明具（ひょうそく） 15 各所から出士しだ灯明具（両口形カンテラ）



口絵3

16 肥前磁器染付広東碗の揃い 17 肥前磁器染付広東碗の揃い

‘ `  
18 肥前磁器 染付小広東碗の揃い 19 肥前磁器染付端反碗の揃い

20 肥前磁器染付碗の揃い 21 肥前磁器染付端反碗の揃い

22 肥前磁器染付皿の揃い 23 瀬戸・美濃陶器 染付皿の揃い



口絵4

24 群馬県では貴重品だった江戸時代後期の焼塩壷 25 江戸時代後期の陶器蓋各種

26 江戸時代後期の陶器徳利 27 江戸時代後期の置き寵

28 江戸時代後期の手水鉢 29 江戸時代後期の火鉢



序

清和源氏一門の有力な武士団であった新田氏一族の根拠地として平安時代末期に成

立した新田荘の荘域は、上野国新田郡全域から勢多郡・佐位郡・武蔵国榛沢郡の一部

という広大な範囲に及び、平成12年には、新田荘遺跡群の構成要素のうちの11箇所が

国の史跡に指定され、改めてその歴史的価値が高く評価されることになりました。

また、近世になると、江戸に幕府を開いた徳川将軍家が、新田氏の支族である得川

氏の末裔を自称したことによって、徳川氏発祥の「聖地」と認定され、幕府による手厚

い保護が加えられるに至りました。

このように歴史的に高い意義を有する地域に位置し、周囲に堀を持つ中世の集落の

形態を遺す遺跡として知られて参りました本遺跡の一部が、平成25年度から26年度に

かけて、主要地方道大間々世良田線の世良田交差点改良工事に先立って当事業団に

よって発掘調査されました。

このたび、世良田交差点の北西・南東・南西側における発掘調査の成果がまとめら

れ、平成25~26年度に発掘調査された範囲全域について発掘調査報告書が刊行され、

事業が完結することになりました。

発掘調査から報告書の刊行に至るまでには、群馬県太田土木事務所、群馬県教育委

員会、太田市教育委員会、地元関係者の皆様方に、多大なるご指導とご協力を賜りま

した。篤く御礼を申し上げますとともに、本書が地域における歴史の解明に資するこ

とを願いまして、序といたします。

平成27年11月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 中野三智男





例 言

本書は、社会資本総合整備（防災 ・安全）（交安 ・重点）（主）大間々世良田線世良田交差点改良工事に伴う埋蔵文化財

発掘調査による、世良田環濠集落遺跡II~N区にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書である。

なお、 I区の調査成果については、 当事業団が、平成27年 1月16日に発行した『公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団調査報告書第595集 世良田環濠集落遺跡(1)社会資本総合整備（防災 • 安全）（交安 ・ 重点）（主）大間々世良

田線世良田交差点改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』に纏めてあるので、併せて参照されたい。

2
 
所在地 太田市世良田町1086-1、1086-8、1087-1、1088-1、1089-1、1089-2、1089-3、1360-1、

1360-3、1360-4、1361-2、1361-4 

3

4

5

 

事業主体

調査主体

調査期間

6

7

 

調査面積

群馬県太田土木事務所

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

履行期間

調査期間

履行期間

調査期間

平成26年5月1日～平成27年8月29日

平成26年6月1日～平成26年6月30日

平成26年10月1日～平成27年2月27日

平成26年11月1日～平成26年12月31日

280m+1,172m 

発掘調査体制は次の通りである。

発掘調査担当 調査統括 ・上席専門員

遺跡掘削工事請負

地上測量業務委託

山下工業株式会社

関根慎二、主任調査研究員

株式会社

有限会社

藤井義徳

毛野考古学研究所

シン技術コンサル

8
 
整理期間 履行期間

整理期間

平成27年4月1日～平成27年11月30日

平成27年4月1日～平成27年9月30日

，
 

整理体制は次の通りである。

整理担当 専門員（総括） 商島英之

遺物写真撮影

遺物保存処理

デジタル編集

補佐（総括）

補佐（総括）

関

関

主任調査研究員

邦一、専門員（総括）

邦一

齊田智彦

津島秀章、専門員（総括） 高島英之、専門調査役 藤巻幸男

10 本書作成の担当者は次の通りである。

編集 ・執筆 専門員（総括）

遺物観察表（土器 ・陶磁器）

高島英之、専門調査役

専門調査役

藤巻幸男（第4章第2節）

藤巻幸男

遺物観察表（石器）

遺物観察表（鉄製品）

専門員（総括）

補佐（総括）

津島秀章

関 邦一

1

2
 

1

1

 

発掘調査書資料及び出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

発掘調査及び報告書作成に際しては、下記の方々、機関にご協力、ご指導をいただきました。記して感謝いたしま

す。（敬称略 ・順不同）

峰岸純夫、須永光一、小宮俊久、群馬県教育委員会、群馬県立文書館、太田市教育委員会、太田市立新田荘歴史資料館



凡例

1 本文中に使用した座標・方位は、すべて世界測地系（日本測地系2,000平面直角座標第1X系）を使用している。なお、

座標北と真北との偏差は、調査対象地中央付近のX=29,568、Y=-49,848で東偏0゚19'41.40”である。

2 遺構平面図に記した数値は標高を表し、単位はmを用いた。

3 遺構．遺物実測図の縮尺率は原則として以下の通りとした。1 : 3以外の縮尺の遺物については、遺物番号の後に

縮尺を記入してある。遺物観察表における遺物法量の単位はcm、重量の単位はgである。

遺構 1 : 40 

遺物 中近世陶器・土器（甕・鉢．焙烙・鍋などの大型品）・瓦 1 : 4 

中近世陶磁器（碗皿などの小型品） 1: 3 

石製品（砥石など）・鉄製品 1 : 2 

石製品（硯など）・銅銭 1: 1 

4 本書で掲載した地図は、下記のものを使用した。

国土地理院 地形図 1 : 25,000「上野境」（平成14年2月1日発行）、「深谷」（平成14年9月1日発行）

1 : 50,000「深谷」（平成10年9月1日発行）、「高崎」（平成10年12月1日発行）

国土地理院 地勢図 1: 200,000「宇都宮」（平成23年6月1日発行）

太田市役所地形図 1: 2,500（平成23年3月測図）

5.本書の図版に使用したスクリーントーン及びマークは、次のことを示す。

遺物出土地点 石器 ・ 土器 ・

遺構図 攪乱（断面図） 讐言言：

遺物偲 石器摩耗痕 lil!lil!li! 摩耗痕の範囲（断面図） •——• 

土器スス付着 '’’’’’’i]][ 
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12. II-7区6号ピット全景 ・土思断面（北）

13. II -7区7号ピット全景・士層断面（南）

14. II-7区8号ピット全景（北）

15. II-7区9号ピット全景（北）

PL. 8 

I. II-6区1号地下式坑全景（南西）

2. II-3区1号竪穴状遺構遺物出士状況（東）

3. II-3区1号竪穴状遺構全景（北）

4. II-4区2号竪穴状遺構全景（東）

5. II-4区2号竪穴状追構土層断面（南）

6. II-6区l号礎石全景（南）

7. ID-I区全景（北）

8. ID-1区上層断面（南）



PL. 9 

I. ID-2区全景（南西）

2. m-3区全景（南）

3. m-4区全景（南）

4. m-5区全景西端（南）

5. m-5区全景（南東）

6. m-5区全景（北西）

7. m-5区全景（南東）

PL. 10 

l. m-5区 1号土坑全景（北東）

2. m-5区 1号士坑士層断面（東）

3. n-5区2号土坑全景（北西）

4. m-5区2号土坑土陪断面（東）

5. m-5区3号士坑全景（北）

6. n-5区3号土坑土附断面（南西）

7. m-5区4号士坑全景・遺物出士状況（北東）

8. n-5区4号土坑土層断面（南東）

9. m-5区5号士坑全景・士層断面全景（北東）

10. m-5区6号士坑士層断面（南東）

11. m-3区7号上坑全景（東）

12. m-3区7号士坑士陪断面（東）

13. m-3区8号土坑全景（南東）

14. m-3区8号土坑上屈断面（東）

15. m-5区9号士坑全景（西）

PL.11 

1. ID-3区IO号土坑全景（東）

2. 皿ー 3区］0号土坑土囮断面（東）

3. m-5区11号士坑全景（南西）

4. m-5区II号土坑土層断面（南西）

5. m-5区12号土坑全景・土層断面（南西）

6. m-5区13号土坑全景 ・士層断面（北）

7. m-5区］4号土坑全景・遺物出土状況（北東）

8. m-5区］5号土坑全景（南西）

9. m-5区］5号土坑土層断面（南西）

IO. ID-5区］6号士坑全景・士層断面（北東）

l1. m-5区］7号土坑全景（南）

12. m-s区］7号土坑土思断面（北西）

13. m-s区18号士坑全景 ・土層断面（北西）

14. m-s区］9号土坑全景（南西）

1s. m-2区20号士坑全景（東）

PL.12 

I. lll-2区21号士坑全景・士層断面（東）

2. Ill-2区22号土坑退物出土状況（東）

3. Ill-2区22号士坑全景 ・士層断面（東）

4. Ill-2区23• 24号土坑全景（南）

5. Ill-2区23• 25号土坑全景（北西）

6. Ill-2区23• 25号士坑士層断面（南）

7. Ill-5区27号土坑全景（南西）

8. Ill-5区28• 29号土坑全景（南西）

9. Ill-4区30号土坑全景（南東）

10. Ill-4区30号士坑士層断面（東）

II. lll-4区31• 58号土坑全景（西）
12. Ill-4区31号土坑土阿断面（東）

13. Ill-5区32号士坑全景（東）

14. Ill-5区32号土坑土屑断面（南東）

15. lll-4区33• 37号士坑全景（南東）

PL.13 

l. m-4区34号士坑全景（南東）

2. m-4区34号土坑土層断面（西）

3. m-4区35号土坑士展断面（西）

4. m-4区36号土坑全景（北西）

5. m-4区36号土坑上層断面（南）

6. III-4区38号上坑全景（西）

7. III-4区38号士坑士層断面（西）

8. III-4区40• 41号上坑全景（南西）

9. III-4区42• 44~46号土坑全景（北西）

10. III-4区42号士坑土層断面（南西）

11. III-4区44号土坑全景（南東）

12. III-4区46号士坑士展断面（南東）

13. III-4区47号土坑全景（西）

14. 皿ー4区47号土坑土層断面（南東）

15. III-4区47号士坑礫下全景（西）

PL.14 

l. m-4区47号士坑礫下士層断面（南）

2. m-4区48号土坑全景（南西）

3. m-4区50号士坑全景 ・士層断面（南東）

4. m-5区51~54• 57 • 60号土坑全景（北西）
5. m-5区51号土坑土層断面（南西）

6. m-5区52号土坑士層断面（南東）

7. m-5区53号土坑上層断面（北東）

8. m-5区54号土坑土層断面（北東）

9. m-5区55号土坑全景（北東）

10. m-5区55号上坑土層断面（南西）

11. m-5区56号士坑全景（北東）

12. m-5区56号土坑土層断面（南西）

13. m-5区57号土坑全景・土府断面（南西）

14. ill-I区59号士坑士層断面（北）

15. m-5区60号土坑土層断面（北西）

P L. 1 5 

I.皿ー5区］号井戸全景（北西）

2. m-5区］ 号井戸土層断面（北東）

3. ill-4区2号井戸全景（北西）

4. ill-4区2号井戸土層断面（南東）

5. m-4区3号井戸全景（南東）

6. m-4区3号井戸土層断面（北東）

7. ill-5区］ 号溝全景（北）

8. 皿ー 3区3号溝全景（南西）

PL. 16 

I. ID-3区3号溝土層断面（南西）

2. ID-4区3号溝全景（南西）

3. ID-4区3号溝土層断面（南西）

4. m-2区4号溝全景（南西）

5. ID-3区4号溝土層断面A-A'（南西）

6. ID-3区4号溝土廣断面B-B＇（北東）

7. ID-4区5号溝全景（南東）

8. ID-4区5号溝土層断面（南）

PL.17 

l. Ill-5区2号ピット全景 ・土屈断面（北）

2. Ill-5区3号ピット全景 ・士陪断面（東）

3. Ill-5区5号ピット全景（北西）

4. Ill-5区5号ピット土贋断面（北西）

5. Ill-5区6号ピット土層断面（西）

6. Ill-4区7 • 18号ピット全景（北西）

7. Ill-4区8• 9号ピット全景（北西）
8. Ill-4区10号ピット全景（南東）

9. III-4区12号ピッ ト全景（南）

10. 皿ー4区13号ピット全景（北西）

II.皿ー4区13号ピッ ト土陪断面（南）

12. III-4区ピット群（北西）

13. III-5区21号ピット土層断面（北）

14. III-5区22号ピッ ト土陪断面（西）

15. 皿ー5区23号ピット土層断面（南）



PL.18 

I. ill-5区24号ピット土層断面（北西）

2. ill-5区25号ピット土府断面（南東）

3. 皿ー5区26号ピット士層断面（北西）

4. ill-4区27号ピット土層断面（北西）

5. ill-5区ピット群全景（東）

6. ill-5区］号礎石全景（北東）

7. ill-5区］号礎石土府断面（北東）

8. ill-5区］号礎石石組み状況（南）

9. ill-5区2号礎石全景（東）

10. ill-5区2号礎石全景（南西）

11. ill-5区2号礎石士陪断面（西）

12. ill-4区3~7局礎石全景（南）

13. ill-4区3• 4号礎石士層断面（北西）

14. ill-4区3号礎石土層断面（北西）

15. ill-4区4号礎石全景（北西）

PL.19 

I. ill-4区4号礎石土阿断面（東）

2. ill-4区5号礎石全景（北東）

3. m-4区5号礎石土園断面（南東）

4. ID-4区6号礎石全景（北西）

5. m-4区6号礎石土層断面（東）

6. ill-4区7号礎石全景（西）

7. ill-4区7号礎石土層断面（東）

8. m-4区8号礎石全景（西）

9. m-3区］号配石全景（西）

10. m-3区］号配石完掘後全景（西）

II. ID-3区2号配石全景（西）

12. m-3区2号配石完掘後全景（西）

13. IV-I区全景（南）

14. IV-2区全景（北東）

15. IV-3区北東端全景（北東）

PL.20 

1. N-3区西端全景（西）

2. N-3区西全景（東）

3. N-3区中央全景（南）

4. N-5区全景（東）

5. N-5区全景（東）

6. N- 4 区 1 号士坑全景•土府断面（南）

7. N-5区2号上坑全景（南）

PL.21 

I. IV-3区4号土坑全景・士屁断面（東）

2. IV-I区5号士坑全景 ・土層断面（東）

3. IV-I区6号土坑全景 ・土陪断面（東）

4. IV-I区7号土坑全景・土層断面（東）

5. IV-I区8号士坑全景 ・土府断面（東）

6. IV-I区9号上坑全景（南）

7. IV-I区］0号士坑全景 ・土屑断面（南東）

8. IV-I区II号土坑全景（南東）

9. IV-I 区］ 1号土坑• 5号井戸土層断面（東）

10. IV-I区II号土坑底部付近士層断面（南西）

II. IV-I区12号士坑全景（北西）

12. IV-I区12号土坑土府断面（東）

13. IV-I区13号土坑土庖断面（西）

14. IV-4区14号士坑全景（南西）

15. IV-4区15号土坑全景 ・土庖断面（東）

PL.22 

l. N-4区16号土坑全景（北）

2. N-4区16号士坑士層断面（北東）

3. N-4区17号土坑土脳断面（北）

4. N-4区18号土坑士層断面（南西）

5. N-3区21号士坑全景（南東）

6. N-3区21号士坑土層断面（南西）

7. N-3区22号土坑出土追物（東）

8. N-3区22号土坑全景（南西）

9. N-3区22号士坑土層断面（北）

10. IV-3区23• 25号土坑土府断面（南東）

II. IV-3区25号土坑出土遺物（南東）

12. N-3区26号士坑全景・土屈断面（北西）

13. IV-3区28号土坑全景（西）

14. IV-3区29号士坑全景出士辿物状況（北）

15. IV-3区29号土坑全景（北）

PL.23 

I. IV-3区29号土坑土屑断面（西）

2. IV-4区30号士坑全景・士層断面（北）

3. IV-3区32号土坑遺物出土状況（南）

4. IV-3区32号土坑全景（南）

5. IV-3区32号士坑士層断面（南西）

6. N-3区33号土坑全景・土阿断面（西）

7. IV-4区34号土坑土阿断面（南）

8. N-3区36号士坑全景・土脳断面（北西）

9. N-3区38号土坑遺物州土状況（南西）

10. IV-3区38号士坑全景（南）

ll. N-3区38号土坑土層断面（南西）

12. N-3区39号土坑全景（東）

13. N-3区39号士坑士層断面（南）

14. N-3区40号土坑全景（西）

15. N-3区40号土坑上屑断面（北西）

PL.24 

I. N-3区41号土坑全景（北）

2. N-3区42号土坑全景（東）

3. N-3区42号土坑土屈断面（南）

4. N-3区43号士坑全景（南）

5. N-3区43号土坑士層断面（南西）

6. N-2区44号士坑全景 ・上贋断面（北）

7. N-3 区 1 号井戸全景•土屁断面（東）

8. N-3区2号井戸全景・土層断面（南）

9. N-1区3号井戸全景（南東）

10. N-1区3号井戸土府断面（南西）

II. N-1区4号井戸士層断面（北東）

12. N-3区6号井戸全景（北東）

13. N-3区6号井戸土層断面（南東）

14. N-3区7号井戸全景（北東）

15. N-3区7号井戸土陪断面（南東）

PL.25 

I. N-3区8号井戸全景（北）

2. N-4区9号井戸全景（東）

3. N-3区］0号井戸全景・土屁断面（北）

4. N-3区II号井戸全景 ・土層断面（東）

5. N-2区］2号井戸全景（西）

6. N-2区12号井戸土熟断面（北東）

7. N-3区13号井戸全景（北東）

8. N-2区］3号井戸全景・土層断面（南）

PL.26 

l. N-5区1号溝全景（南）

2. N-5区1号溝土層断面（北）

3. N-5区2号溝全景（南東）

4. N-5区2号溝（北）

5. N-1 区 3 号溝全景 • 土腔断面（東）

6. N-4区4号溝士層断面（南）

7. N-5区4号ピット上層断面（南）

8. N-5区5号ピット全景（南）



PL.27 

I. N-5区6号ピット全景（南）

2. N-5区7号ピッ ト土層断面（東）

3. IV-I区21号ピット士層断面（東）

4. N-1区22• 23号ピット全景（北西）
5. N-1区22号ピット土陪断面（南）

6. N-1区24~27• 30 • 3 I • 33号ピット群全景（南東）
7. N-I区23号ピット土胴断面（南西）

8. N-1区24号ピット士阿断面（南）

9. N-1区25号ピット土層断面（西）

10. N-I区26号ピット土阿断面（南）

II. N-1区27号ピット士層断面（南）

12. N-1区30号ピット土層断面（南西）

13. N-1区31号ピット士附断面（南西）

14. N-4区34号ピット全景 ・土層断面（南西）

15. N-4区36号ピット土閥断面（北東）

PL.28 

l. N-4区37号ピット士胴断面（東）

2. N-4区38局ピット土層断面（南西）

3. N-4区39号ピット土囮断面（北西）

4. N-3区40~42号ピット全景・土丹断面（南東）

5. N-4区60号ピット土層断面（南）

6. N-4区61• 62号ピット土囮断面（南）
7. N-3区63号ピット土層断面（南）

8. N-3区64号ピット全景（北）

9. N-3区65号ピット全景（西南）

10. N-3区66号ピッ ト全景（北）

II. N-3区66号ピット士屑断面（北西）

12. N-3区67号ピット全景（北）

13. N-3区68号ピット全景（北西）

14. N-2区69号ピット士層断面（東）

15. N-2区70号ピット上層断面（南西）

PL.29 

I. N-2区71号ピット土層断面（南西）

2. N-2区72号ピット士層断面（南）

3. N-4区3~5号礎石全景（南東）

4. N-5区2号礎石全景（南）

5. N-5区2号礎石士層断面（南）

6. N-4区3号礎石全景（南西）

7. N-4区3号礎石掘方全景（南）

8. N-4区4号礎石全景（南西）

9. N-4区4号礎石上面石取り上げ後（南）

10. N-4区4号礎石完掘後全景（北）

II. N-4区5号礎石全景（南西）

12. N-4区5号礎石下面全景（南）

13. N-4区5号礎石完掘後全景（南）

14. N-2区旧石器確認調査坑全景（南）

15. IV-2区旧石器確認調査坑士層断面（北西）



第1節調資に至る経緯

第 1章 調査に至る経緯、調査の方法・経過

第 1節調査に至る経緯

世良田環濠集落遺跡は群馬県太田市世良田町に所在す

る（第 1図）。世良田町は太田市の南西の端にあたり、旧

尾島町の西端に位置する。

発掘調査は、世良田町を南北に走る主要地方道大間々

世良田線、同伊勢崎・深谷線と、東西に貫く国道354線と

が交わる世良田交差点の改良工事に先立って行われた。

改良工事では、交差点付近の道路が拡幅されるため、

交差点4方向が発掘調査の対象となった。国道354線の

北側、主要地方道大間々世良田線の北東側にあたる調査

区(1区）における調査成果については、平成27年 1月16

日に当事業団から刊行された『公益財団法群馬県埋蔵文

化財調査事業団発掘調査報告書第595集 世良田環濠集

落遺跡（ l ）社会資本総合整備（防災•安全） （交安・重点）

（主）大間々世良田線世良田交差点改良工事に伴う埋蔵文

化財発掘調森報告書』にすでに纏められている。

この市業については、平成25年5月10日、群馬県県土

整備部建設企画課から群馬県教育委員会事務局文化財保

護課に対して、平成25年度社会資本総合整備（防災•安全）

（交安・ 重点）（主）大間々世良田線世良田交差点改良工事

についての事業照会から始まった。県教育委員会文化財

保護課は、同年6月18日、当該箇所が周知の埋蔵文化財

包蔵地の範囲内にあたることから、文化財保護法第94条

による届出が必要なこと、工事対象地の遺構の有無次第

では埋蔵文化財発掘調査が必要なことを回答した。

8月26日に、県太田土木事務所と県教育委員会文化財

保護課により現地協議が行われ、県教育委員会文化財保

護課からは試掘調査の実施が提案され、 9月30日に県教

育委員会文化財保護課が試掘調査を実施し、遺構の存在

を確認したため、埋蔵文化財の記録保存を前提とした発

掘調査が行われ、県太田土木事務所から当事業団に委託

V "褐
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第 1節 調査に至る経緯
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第3図

されることとなった。

世良田交差点北東側の発掘調査は、平成26年2月1日

から28日まで当事業団によって実施され、平成26年9月

1日から平成27年 1月31日までの間、整理作業が実施さ

れた。

調査区設定図

交差点北西・南東・南東側の発掘調査は、平成26年6

月1日から 6月30日までと、平成26年10月1日から12月

31日までの2回にわたって実施し、整理業務を平成27年

4月1日から 9月30日までの間実施した。
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第 1章 調資に至る経緯、調杏の方法・経過

第2節調査の方法と経過

1.調査の方法

調査の対象になったのは世良田交差点の北西、南東、

南西側3箇所であり、南東側をII区、南西側をIII区、北

西側をW区とした。それぞれの調査区は、対象地に隣接

する民家への進入路、あるいはすでに地下に埋納された

ライフライン確保のため寸断され、 II区はII-1~7調

査区、 III区は皿一l~5調査区、 W区はN-l~5調査

区に細分して調査を行った。

遺構の測量には世界測地系（日本測地系2000平面直角

座標IX系）を用いた。調査区が狭小であるため、特に本

遺跡特有のグリッドは設けていない。位置の表示が必要

な場合は、 lmXlm単位のグリッドを作り、その南東

側の差票の下三桁を用いて表している（例： X=29,565、

Y =-49,804の場合、 565-804と表す）。

調杏の方法であるが、バックホーによる表土除去の後、

鋤簾を用いて遺構確認を行い、確認できた遺構について

発掘調査を行った。住宅密集地における発掘調査だった

ため、遺構確認面には多くの攪乱がみられ、遺構確認は

困難を極めた。確認できた主な遺構は、地下式坑 1、土

坑132、溝18、井戸20、ピット117、礎石14などであり、

それぞれ埋土の土層観察のために半裁するなどをして掘

り下げた。各遺構の名称は、各調査区ごと、各遺構の種

類ごとに番号を付して表現した。

遺構の測量は測量業者に委託し、平面図、断面図とも

に縮尺は 1/20とし、データをデジタル化してその後の

整理作業の便を図っている。また、写真撮影はデジタル

一眼レフカメラにより、一部にブローニー版の白黒フィ

ルムを使用している。

なお、すでに報告書を刊行した 1区では、調査対象地

に、ロームではないかと思われる土層の堆積が認められ

たため、 I -3調査区において 2mX2mの旧石器確認

のためのトレンチを設定して確認調査を実施したが、良

好なローム層は確認することができなかったので、本調

査区でも旧石器の分布はないものと判断し、それ以上の

調査は行なっていなかった。

今回の調査では皿ー 4調査区及びN-3調査区におい

て2mX2mの旧石器確認のためのトレンチを2箇所設

4 

定して確認調査を実施したが、良好なローム層は確認す

ることができなかったので、本調査区でも旧石器の分布

はないものと判断し、それ以上の調査は行わなかった。

2.調査の経過

現地における発掘調査は平成26年6月2日（月）から着

手し、最初に世良田交差点南東側にあたる II区の調査か

ら着手した。 6月27日（金）まで1Iー5区の調査を実施し

て、 一時中断し、その後、 11月7日（金）から再着手した。

11月10日（月）からはIII区・ N区の調査にも着手し、 11月

14日（金）には 1Iー7区の埋め戻しに着手し、 11月17日

（月）には1I区のすべての調査を終了し、 II区から撤収し

ている。

以後、 11月下旬からはIII区 ・N区の発掘調査が主体と

なり、 12月15日（月）からはW区、翌12月16日（火）からは

III区でも1日石器の確認調杏に着手し、 12月18日（木）には

III • N区ともに埋め戻しに着手、 19日（金）まで実施し、

現場での作業を終え、以後は12月24日（木）まで碁礎整理

を実施した。

第3節整理作業の概要

整理作業は平成27年4月 1日（水）から 9月30日（水）ま

で、 6箇月間実施した。

遺構図面は調査区ごとに順次、点検 ・修正 ・編集を行

い、掲載図面をデジタルデータとして作成した。遺物に

ついては、接合・復元 ・写真撮影 ・実測の後、実測図を

スキャンニングしてデジタルデータ化した。遺物実測と

並行して遺物の観察を行い、遺物観察表を作成した。

写真は、遺構・遺物ともデジタル写真から編集をおこ

なった。

以上の作業と並行して本文の執筆、土層説明や各種一

覧表を作成し、それらを併せてレイアウトを作成した後

にデジタル編集し、 9月上旬までに報告書原稿を作成し

た。



第1節地理的環境

第2章遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境 世良田の集落となっており、宅地以外にば畑地である。

今回、調査対象地となったのは集落中心部の交差点周辺

であり、江戸時代後期～幕末期の絵図でも宅地として描世良田環濠集落遺跡は群馬県南部の平野域の東部に位

置する太田市の南西隅付近、旧尾島町の町域の西端近く

に所在している。

広大な関東平野の北端に位置しており、市全体の地形

は、北から中央東側にかけて金山・八王子丘陵があるが、

それ以外はほぼ平坦地で、全体的には起伏に乏しい地形

である。

市域の西側には広大な大間々扇状地が広がり、その南

側には低い台地と、それとあまり標高差のない低地が広

がっている。

市域の北東部は渡良瀬川によって栃木県と、南は利根

川によって埼玉県と接しており、古代以来、上野国と下

野 ・武蔵両国との国境地帯に位置し、交通の要衝であっ

た。

本遺跡地の標裔は、世良田交差点で37.5mである。

周辺の地形分類は、第4図（ I区発掘調査報告書『公益財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書第

595集世良田環濠集落遺跡(1)社会資本総合整備（防災 ・

安全） （交安・重点） （主）大間々世良田線世良田交差点

改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 2015.1．よ

り引用）に見るように大間々扇状地の南側にあたり、利

根川の沖積作用によって形成された平野が広がってい

る。

本遺跡は、伊勢崎市街地から広瀬川右岸に沿って東に

延びる伊勢崎台地の東端にあたり、先端は旧尾島町の中

心市街地にまで及ぶ幅 1km前後の細長く低い台地で、「伊

勢崎砂層」で構成される「尾島台地」上に立地し、「伊勢崎

砂層」の表層には二次堆積のローム層が堆積していると

いう（澤口宏「第二章地形 ・地質」 『尾島町誌通史編』上巻

尾島町、 1993）。本遺跡では第一次調査、第二次調査と

も旧石器の確認調査を実施したが、いずれの調査区にお

いても純粋なローム層は確認できていない。

現在、本遺跡の周辺では、北側の低地が水田、南側の

台地が集落や畠として利用され、遺跡のある地域は現在、

かれており、古くから宅地として利用されていたと考え

られる。そのため、調査範囲には多くの攪乱が入り、遺

構の残りはよい状態ではなかった。

第2節 歴史的環境

調査対象地は、インターネッ ト上に公開されている群

馬県統合型地理情報システム(GIS)マッピングぐんまの

「遺跡 ・文化財」 http://mapping-gunma. pref. gunma. 

jp、 2015年9月現在のデータ）によれば、南北 1km、東

西1kmほどの範囲にわたって、「J0052世良田環濠集落」

として中世集落 ・城館跡の周知の埋蔵文化財包蔵地とさ

れている。埋蔵文化財包蔵地として認定されている範囲

には、国指定史跡新田荘遺跡群を構成する総持寺境内、

長楽寺境内、東照宮境内など中世から近世にかかわる寺

社などが存在している。

なお、第5図「周辺の遺跡」に掲載した周辺遺跡の名称・

位置 ・範囲は、上記マッピングぐんま「遺跡 ・文化財」の

データに依拠した。

なお、上記は、本遺跡の先行報告書である当事業団編

（資料統括高井佳弘編集担当） 『公益財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団発掘調査報告書第595集 世良田環濠

集落遺跡 ( 1 )社会資本総合整備（防災 •安全）（交安 ・重点）

（主）大間々 世良田線世良田交差点改良工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書』2015.1．の第 1章第 1節「調査に至

る経緯」 • 第 2 章第 1 節 「地理的環境」 • 第 2 章第 2 節「歴

史的環境」を一部引用した。

1. 旧石器時代

遺跡が所在する尾島台地上では、これまでのところ本

遺跡を含めて旧石器時代の遺構 ・遺物は全く検出されい

ない。

本遺跡の北、約 1kmに位置する尾島工業団地遺跡群内
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第2章逍跡の位置と環境

石り

第4図周辺地形分類図

（地形分類は群馬県『上地分類基本調査 ・深谷』(1991)、『同・高崎』(1993)による。国士地理院

50,000分の 1地形図「深谷」（平成10年9月 1日発行）、 『高崎』（平成10年12月 1日発行）使用）
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第2章遺跡の位置と環境

第 1表周辺の遺跡一覧表(1)
番号 追跡名称 所在地 時 代 種類 文献等

世良田環濠集落追跡 太田市世良田町 中世 躾落 ・城館
本報告書

I 
尾烏町誌専門貝会1993「尾島町誌通史編上巻」

2 上新田追跡 太田市世良田町 古墳・中世 散布地、城館 （株）東京屯力1988「西田 ・谷津 ・中逍・上新田 ・今井追跡」

3 新田館跡 太田市世良田町 中世 城館
（株）東凩電力1988「西田・谷津 ・中道 ・上新田 ・今井迫跡J、尾

島町教育委員会1997「新田館跡」

今井地区追跡群 太田市世良田町 古墳 • 平安～中近世
渠落 ・城館 ・ 寺

平成元～6に5次の発堀調査を実施4 
社 ・給

5 今井追跡 太田市世良田町 中世・近世 躾落 （株）東京電力1988「西田 ・谷津 ・中逍 ・上新田 ・今井追跡」

6 世良田館跡 太田市世良田町 中世 城館 群馬県教育委旦会1988「群馬県の中世城館跡」

7 長楽寺追跡 太田市世良田町
弥生・古瑣・中世 ・ 躾落、社寺、 古 尾島町教育委員会］978「長楽寺追跡」、1984「長楽寺追跡」、1992「長

近世 墳 楽寺迫跡」

8 世良田新町追跡 太田市世良田町 中世 社寺 平成105~7発掘調査実施， 東照宮南追跡 太田市安設寺町 中世 ・近世 城館 「群馬県の中世城館跡」

10 上新田Il追跡 太田市世良田町 中世 集落 昭和639~10発掘調査実施

11 岩松陣屋跡 太田市世良田町 中世 ・近世 城館 「群馬県の中世城館跡」

船田館跡 太田市世良田町 古墳 ・中世・近世
集落・城館 ・

「尾島町誌通史編上巻」12 
寺社

宝栢院跡 太田市世良田町 古墳 ・中世・近世
集落 ・城館 ・

尾島町誌専門員会］993「尾島町誌通史編上巻」13 
寺社

14 世良田陣屋 太田市世良田町 中世 ・近世 その他 平成14• 15発掘調査実施

15 精進場追跡 太田市世良田町 奈良 • 平安 散布地 昭和61.11試掘

16 世良田下町追跡 太田市世良田町 古瑣 ・中世 ・近世 散布地

世良田諏訪下迫跡 太田市世良田町 古瑣・平安・中近世
占墳 ・集落・

尾島町教育委員会1994「世良田諏訪下辿跡」17 
生産

18 下原古瑣群 太田市世良田町 古墳 古墳

19 世良田下江田前追跡 太田市世良田町 不明 不明
尾島町教育委員会1992「出塚大日南追跡 ・粕川黒川追跡 ・世良

[II下江田前迫跡」

20 下江田前追跡 太田市世良田町 中世 その他 群埋文1991「飯土井二本松遺跡 ・下江田前迫跡」

21 FP泥流下追跡群 太田市 古墳 集落 • 生産

22 世良田若宮迫跡 太田市世良田町 古墳 散布地

23 世良田諏訪東追跡 太田市世良田町 古瑣 ．奈良 散布地

出塚大日南迫跡 太田市出塚町 古墳 散布地
尾島町教育委旦会1992「出塚大日南追跡 ・粕川黒川追跡 ・世良

24 
田下江田前追跡」

25 徳川館跡 太田市徳川町 中世 城館 昭和63.5発掘調査実施

26 縁切寺満徳寺追跡 太田市世良田町 近世 社寺 発掘調査実施

27 大舘御蔵追跡 太田市大舘町 古墳 ・中世 散布地 昭和61.12調査（試掘）

28 大舘館跡 太田市大舘町 縄文・古瑣 散布地 「群馬県の中世城館跡」

29 安投寺西居立追跡 太田市安設寺町 中世 城館 「群馬県の中世城館跡」

30 安祇寺居立迫跡 太田市安設寺町 縄文 ・古瑣 散布地

31 安投寺森南追跡 太田市安設寺町 古墳 ・巾世 ・近世 城館 ・その他

32 安投寺森ノ内追跡（安迷寺館跡） 太田市安設寺町
弥生 ・古墳 ・中世 ・

散布地・城館
「群馬県の中世城館跡」、尾島町教育委員会「安設寺館跡」 2004

近世

33 安設寺北原迫跡 太田市安設寺町 中世 ・近世 その他 平成126~8発掘調査実施

34 粕川本郷追跡 太田市粕川町 古墳 ・奈良 散布地

35 安蓑寺東居立追跡 太田市安設寺町 中世 城館 「群馬県の中世城館跡」

安設寺森西遺跡 ・大舘馬場追跡 ・
太田市安浪寺町 群埋文1955「安祇寺森西追跡 ・大舘馬場追跡 ・阿久津宮内追跡」36 

阿久津宮内追跡

37 粕川新堀下追跡 太田市粕川町 古切•平安 集落・墓 尾島町教育委員会2000「粕川新堀下追跡」

38 紐岡軽浜追跡 太田市亀岡町 中世 ・近世 その他 尾烏町教育委員会2005「亀岡軽浜追跡」

39 尾島裏組迫跡 太田市尾島町 古坑 ・中世 散布地

40 下田島迫跡 太田市下田島町 縄文 ・古頃 古切 ・集落
太田市教育委員会2003「市内追跡XIV」、 2004「市内辿跡20」、

2005「市内遺跡21」

41 石之塔迫跡 太田市中根町 古坑 散布地

長福寺追跡 太田市下田島町
古墳 • 平安 ・ 近世 ・ 集落 ・城館 ・ 太田市教育委員会1992「長福寺迫跡発堀調査概報」、 2005「長福

42 
中世 ・江戸 寺社 寺追跡第I11次」

43 西田島追跡 太田市下田島町
縄文 ・ 古瑣 • 平安 ・ 古墳 ・集落 ・ 太田市教育委員会］ 987 「西田島追跡」 、 199 1 「西田島追跡 Il —下

近世 城館 田島上跡の調査ー」

44 岩松館址 太田市下田島町 中世 城館

45 延亨割追跡 太田市泉町 縄文・古切 古瑣・集落 太田市教育委員会］996「延亨割追跡」

46 なた山追跡 太田市粕川町 縄文 ・古墳 散布地

47 粕川山之神追跡 太田市粕川町 縄文～近世 散布地
尾島町教育委貝会1992「粕川山之神追跡」、1994「粕川山之神追

跡[]」、1997「粕川山之神迫跡」、 1998「粕川山之神追跡m」
48 杉ノ内追跡 太田市上田島町 古瑣 散布地

49 松木ヶ谷P追跡 太田市中根町 古墳 散布地

50 下田追跡 太田市新田木崎町 縄文 ・古墳 散布地・その他 新田町教育委員会］992「下田追跡」

51 大豆柄追跡 太田市新田木崎町 縄文 ・古瑣 散布地 ・その他 『直料編（上）』「新田町誌」第2巻

52 長命寺裏追跡 太田市新田木崎町 縄文 ・ 古墳 • 平安 散布地 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

53 中通追跡 太田市新田木崎町 古瑣 散布地 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

花園追跡 太田市新田木崎町
旧石器・縄文～平安・

集落
新田町教育委員会1996「中江田追跡群花園迫跡」、 2001「新田町

54 
中世 内追跡旧」
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第 2節歴史的環境

第2表周辺の遺跡一覧表（2)
番号 辿跡名称 所在地 時 代 種類 文献等

55 下耕地追跡 太田市新田赤堀町 古tJ'i 散布地 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

56 寒沢追跡 太田市新田中江田町 古瑣 散布地 『汽料編（上）』「新田町誌」第2巻

八ッ縄追跡 太田市新田中江田町 集落 ・給
縄文・古坑～平 群埋文1995「中江田八ツ縄辿跡」、新田町教育委旦会1999「八ツ

57 
安 ・巾近世 縄辿跡」

中江田原辿跡 太田市新田中江田町
旧石器 ・縄文～奈良・

躾洛
新田町教育委員会1979「中江田（原）消防詰所辿跡」、 1985「中江

58 
平安 田追跡」、1997「中江田追跡群」他

59 原館跡 太田市新田中江田町 中世・近世 城館 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

60 御門追跡 太田市下江田町 古lfi 城館 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

61 五反田追跡 太田市新田下江田町 縄文 ・古瑣 散布地

62 下江田本郷辿跡 太田市新田下江田町 縄文 ・古泊 散布地 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

63 中江田本郷館跡 太「n市新田中江田町 中世 ・近世 城館 『箕料編（ヒ）』「新田町誌」第2巻

中江田本郷辿跡（中江田本郷廃
太田市新田中江田町

縄文 ・古瑣～平安・
集洛 ・寺社

新田町教育委旦会1979「中江田（原）消防詰所辿跡」、 1985「中江
64 

中世 田辿跡」、1997「中江田追跡群」他寺）

赤仏迫跡 太田市新田中江田町
古瑣 ． 奈良 • 平安 ・

散布地65 
他

中江田宿通追跡 太田市新田中江田町 古瑣・奈良 • 平安 梨落
新田町教育委員会1979「中江田（原）消防詰所追跡」、1985「中江

66 
田辿跡」、1997「中江田辿跡群」他

67 中江田c追跡 太田市新田中江田町 旧石器 ・古墳 散布地 『汽料編（上）』「新田町誌」第2巻

68 中江田 B追跡 太田市新田中江田町 旧石器・縄文・ 古瑣 散布地 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

69 旧来迎寺跡 太田市新田中江田町 中世 ・近世 社寺 『汽料編（上）』「新田町誌」第2巻

IR石器 ・縄文～奈良 ・
新田町教育委且会］979「中江山（原）消防詰所迫跡」、1985「中江

70 中江田A追跡 太田rli新田中江田町
平安

集落 田追跡」、1997「中江田辿跡群」、2001「上野井古瑣群・揚原追跡・

巾江l8A追跡」

歌舞伎追跡 太田市世良田町
古瑣～奈良•平安～

集落 群埋文1982「歌舞伎追跡」尾島町教育委員会1998「歌舞伎辿跡」71 
中世

72 世良田土屋分辿跡 太田市世良田町 古tJ'.I•奈良 ・ 平安 巣洛 尾島町教育委員会1995「世良田土屋分追跡J

73 鼠塚追跡 太田市小角田町 縄文 ・ 古瑣 • 平安 占瑣 ・集落 太田市教育委員会2012「尾島工業団地辿跡」

小角田前追跡 太田市世良田町
古瑣～奈良 ・平安 ・

巣洛
群埋文1986「小角田前迫跡」、1995「小角田前 1• Il辿跡」、太

74 
中世 田市教育委員会2011「尾島工業団地辿跡」

小角田下辿跡 太田市小角田町
縄文・古瑣～奈良・

古瑣 太II日1市教育委員会2011「尾島工業団地追跡」75 
中世

76 小角田古瑣群 太田市小角田町 古墳 古墳

77 小角田追跡群 太田市小角田町 古瑣 • 平安 ・近世 集格 ・硲他 尾島町教育委員会1997「小角田追跡群」

78 小角田中通辿跡 太田市小角田町 中世 ・近世 集落 ・墓 平成121~2発掘調査実施

中道追跡 太ITI市新田下田中町 古瑣～中世
（株）東京屯力1988「西田 ・谷津 ・中道 ・上新田 ・今井追跡」、群

79 
埋文1995「下田中中近辿跡 ・ド田中川久保追跡」

下田中川久保辿跡 太lllrli新田下田中町 中世
新田町教育委員会2005「新田町内追跡VII」、群埋文1995「下田中

80 
中迫迫跡・下田中川久保追跡」

三ツ木皿沼追跡 伊勢崎市埓三ツ木町
縄文 ・ 占瑣 • 平安 ・

占瑣・集落• 生産 群埋文2000「三ツ木皿沼追跡」81 
近世

82 三ツ木越戸3追跡 伊勢崎市埃三ツ木町 奈良 • 平安 散布地

83 三ツ木 ・越戸辿跡 伊勢椅市埓三ツ木町 奈良 • 平安 散布地 ・集落 群埋文1981「三ツ木追跡」

84 三ツ木・越戸2追跡 伊勢崎市境三ツ木町 古瑣・奈良•平安 散布地

85 三ツ木 ・住林寺追跡 伊勢崎市境三ツ木町 古瑣 ・ 奈良 • 平安 北落 発掘調査1983~85実施

86 水久保追跡 太田市小角田町 縄文・古瑣•平安 古泊 ・城館 太田市教育委員会2013「尾島工業団地追跡」

87 水久保1J追跡 太田市小角田町 占頃～奈良 • 平安 集落 太田市教育委員会2014「尾島工業団地追跡」

88 水久保III追跡 太田市小角田町 古瑣～奈良 • 平安 巣落 太田市教育委員会2014「尾島工業団地追跡」

89 水久保IV追跡 太田市小角田町 古瑣～奈良 • 平安 集落 太田市教育委旦会2014「尾島工業団地追跡」

90 三ツ木迫跡 伊勢崎市境三ツ木町 縄文～奈良・平安 集落 群埋文1985「三ツ木辿跡」他

91 三ツ木 ・自光坊辿跡 伊勢崎市悦三ツ木町 縄文～奈良•平安 散布地 ・集落 境町教育委員会］980「西今井 ・三ツ木迫跡調査概報」

92 上矢島辿跡 伊勢崎市境上矢烏町 古瑣～奈良 • 平安 集落 ・募 培町教育委員会1979「上矢島追跡発掘調査概報」

三ツ木 ・西林追跡 伊勢崎市災三ツ木町 縄文 ・古瑣～中世 媒格 ・笙
山崎ー1979「上毛古城昼址の研究」、境町教育委員会1979「西林

93 
追跡第 1次発掘調査概報」

94 女塚 ・下田追跡 伊勢崎市炭三ツ木町 古泊 • 平安～中近世 集落・筵 境町教育委員会］979「西林迫跡 ・下田追跡発掘調査概報」

95 栄 ・谷口追跡 伊勢碕市境栄町 古泊 ・ 奈良 • 平安 散布地

96 女塚 ・大蔵塚追跡 伊勢崎市悦女塚町 奈良 • 平安 散布地

97 女塚辿跡 伊勢椅市境女塚町 奈良 • 平安 散布地・集落 境町役場］978「境町の古代追跡」他

98 女塚・追西追跡 伊勢崎市瑳女塚町 奈良 • 平安 散布地

99 女塚 • 新開地迫跡 伊勢崎市境女塚町 古lti· 奈良 •平安 散布地

100 女塚・堀込追跡 伊勢崎市炭三ツ木町 古珀・奈良 • 平安 散布地

101 三蔵城跡追跡 太田市世良田町 中世 城館 「群馬限の中世城館跡」

102 女塚 ・熊之野3辿跡 伊勢崎市境米岡町 奈良 •平安 散布地

103 女塚・熊之野2追跡 伊勢崎市脱米岡町 縄文 散布地

104 女塚・熊之野 l追跡 伊勢崎市境米岡町 縄文 散布地

105 北米岡追跡 伊勢崎市税米岡町 縄文・古瑣～中世 散布地・集落 県立伊勢崎女子尚等学校1962「群馬眼境町北米岡辿跡」

米岡 ・沼端追跡 伊勢崎市境米岡町
縄文 ・古墳 ・奈良 ・

散布地106 
平安

107 米岡 ・光正坊追跡 伊勢崎市境米岡町 平安 ・中世 散布地

，
 



第 2章遺跡の位置と環境

第3表周辺の遺跡一覧表（3)
古墳

番号 古瑣名称

1 世良田村 1号頃

2 世良田村2号切

3 世良田村3号墳

4 世良田村4号泊

5 世良田村5号墳

6 世良田村6号団

7 世良田村7号瑣

8 世良田村8号瑣， 世良田村9号墳
10 世良田村］0号墳

11 世良田村］1号珀

12 世良田村12号墳

13 世良田村13号瑣

14 世良田村14号墳

15 世良田村15号切

16 世良田村］6号墳

17 世良田村17号瑣（一本松塚古項）

18 世良田村］8号墳

19 世良田村19号墳

20 世良田村20号培

21 世良田21号瑣（しどみ山古墳）

22 世良田村22号瑣（第二しどみ山古泊）

23 世良田村23号墳（二体地蔵塚古tfi)

24 世良田村24号J-fl（治歯塚古収）

25 
徳川義孝累代の墓 ・世良田村25号珀

（文珠山古墳）

26 世良田村26号墳（稲荷111占頃）

27 世良田村27号瑣（ドノ諏訪古墳）

28 世良田村28号団（二子塚古瑣）

29 世良田村29号墳（御稲荷山古瑣）

30 世良田村30号泊（歌舞伎山古珀）

31 世良田村31号墳（鼠塚古墳）

32 世良田村32号瑣（銭神塚古瑣）

33 世良田村33号泊（トノ諏訪古tfi)

34 世良田村34号墳

35 世良田村35号瑣

36 世良田村36号瑣

37 世良田村37号墳

38 世良田村38号瑣

39 世良田村39号墳

40 世良田村40号泊

41 世良田村42号墳

42 世良田村43号瑣

43 世良田村44号墳

44 世良田村45号瑣

45 中道 1号瑣

46 矢抜神社古墳

47 ニッ山古瑣

48 旧来迎寺跡東古墳

49 石川古瑣

50 本郷古瑣

51 百庚申占頃

52 原占瑣

53 森下古瑣

54 木崎村5号泊（ニツ塚占墳）

55 長疫塚占頃

56 長命寺古泊

57 大豆柄古墳

58 木崎ニッ塚古墳

59 神明塚古坑

60 尾島町 1号墳

61 尾島町2号墳
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所在地 時 代 種類 文献等

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古切 古瑣 「上毛古切総買」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛古頃総党」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古項 古瑣 「上毛古瑣総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛古墳総屁」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古切 古瑣 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻J

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛占瑣総笠」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 占頃 古瑣 「上毛古瑣総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 占頃 「上毛古瑣総究」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古頃 古墳 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古瑣 古瑣 「上毛古瑣総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛古瑣総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古瑣 古煩 「上毛古瑣総覧」、「尾島町誌通史編上巻J

太田市世良田町 古墳 古墳 「I：毛古瑣総究」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古瑣 古泊 「上毛古瑣総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛占瑣総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古項・中世 ・近世 散布地 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 占瑣 「上毛古泊総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古頃 古瑣 「上毛古墳総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 占墳 古泊 「上毛古打｛総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 ・中世 ・近世 散布地 尾島町教育委員会］994「世良田諏訪下追跡」

太田市世良田町 古瑣 古れ 「上毛古項総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太1J:I市世良田町 古墳 ・巾世・近世 散布地 「上毛古瑣総究」、「尾島町誌通史編上巻J

太田市世良田町 古坑 古項 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太11]市世良田町 古墳 ・中世 古墳 ・墓その他 「士毛古墳総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古培 「上毛古泊総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古切 古切 「上毛古瑣総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 「上毛古墳総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古瑣 古切 「上毛古泊総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 占墳（前方後円瑣） 太田市教育委員会2011「尾島___[業団地追跡」

太田市世良田町 古瑣 古墳 太田市教育委員会2011「尾島工業団地追跡」

太田市出良田町 占墳 古瑣 「上毛古瑣総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市世良田町 古墳 古墳 尾島町教育委員会］998「世良田諏訪下追跡」

太田市世良田町 古墳 古墳 尾島町教育委員会］999「世良田諏訪下追跡」

太田市柑良田町 古泊 古閉 尾島町教育委員会2000「世良113諏訪下追跡」

太11」市世良田町 古墳 古墳 尾島町教育委員会2001「世良田諏訪下追跡」

太田市世良田町 古珀 古閉 尾島町教育委旦会2002「世良11:1諏訪下追跡」

人II」市世良田町 古墳 古墳 尾島町教育委員会2003「世良田諏訪下追跡」

太田市世良田町 古れ 古瑣 「上毛古項総覧」、 「尾品町誌通史編上巻」

太田巾小角田町 占墳 占瑣 尾島町教育委員会2004「世良田諏訪下辿跡」

太田市小角田町 古瑣 古墳 尾島町教育委員会2005「世良田諏訪下追跡」

太田巾小角田町 占墳 古瑣 尾島町教育委員会2006「世良田諏訪下追跡」

太田市小角田町 古瑣 古墳 尾島町教育委員会2007「世良田諏訪下追跡」

太田市新田下田中町 占培 古瑣 群埋文1995「下田中中道追跡 ・下田中川久保追跡」

太111市新田中江田町 古墳 古墳

太田市新田中江田町 古瑣 古切

太田市新田中江田町 古墳 古墳

太田市新田中江田町 古切 古坑 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

太田市新田中江田町 古墳 占墳

太田市新田中江田町 古瑣 古墳 『箕料編（上）』「新田町誌」第2巻

太田市新田中江田町 占墳 占瑣

太田市新田中江田町 古墳 古墳 『責料編（上）』「新田町誌」第2巻

太田市新田下江田町 古瑣 古tfi 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

太n1市新田下江田町 古墳 古墳

太田市新田木崎町 古切 古切 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

太田市新田木崎町 古墳 占墳

太田市新出木崎町 古墳 占墳 『資料編(J:)』「新田町誌」第2巻

太田市新田木椅町 古切 古頃 『資料編（上）』「新田町誌」第2巻

太田l1i尾島町 占墳 古墳 「上毛古柑総覧」、「尾島町誌通史編上巻」

太田市尾島町 古墳 古墳 「上毛占墳総覧」、 「尾島町誌通史編上巻」



歌舞伎遺跡（71)で終末期の尖頭器、中江田A遺跡（70)と

中江田原遺跡（58)からも浅間山火山灰(As-Bpブロック）

を含む層位からスクレイパーが 1点とナイフ型石器が2

点出土している。

2.縄文時代

遺跡が所在する尾島台地上では、現在までのところ縄

文時代の遺跡も見つかっていない。

周辺では、前期～後期の集落遺跡がいくつか発見され

てはいるものの、いずれも小規模である。

前期集落 本遺跡の北東約1.2kmに位置する花園遺跡

(54)がある。

中期集落 本遺跡から約 1~1.5km北に位置する尾島工

業団地遺跡群内の歌舞伎遺跡(71)・小角田下遺跡(75)• 

小角田前遺跡（74) • 水久保遺跡（86)• 水久保 II 遺跡（87) ・

水久保III遺跡（88)・鼠塚遺跡（73)などがある。

後期集落 尾島工業団地遺跡群内小角田前遺跡（74)と本

遺跡の東北東約3kmに位置する粕川山之神遺跡（47)など

がある。

3.弥生時代

弥生時代になるとようやく尾島台地にも小規模ながら

集落が形成され始めてくる。

これら本遺跡周辺で確認されている弥生時代の集落遺

跡も、本遺跡周辺の縄文時代集落と同様、いずれも小規

模なものばかりである。

中期 本遺跡から約700m南側という近い位置に所在す

る長楽寺遺跡(6• 7 ・25などとほぼ同位置）では、弥生

時代中期中葉（須和田式期）の竪穴住居が2棟調査されて

いる。この他、本遺跡の西南西約3kmに位置する阿久沖

宮内遺跡（36)では中期の条痕文土器が、また、中期の土

器が、本遺跡の東北東約1.4kmに位置する花園遺跡(54)

や歌舞伎遺跡（71)などから出土している。

後期 小角田前遺跡（74)では、樽式期の竪穴住居 l棟が

調査されている。

4.古墳時代

前期集落等 群馬県における古墳時代前期土器の標識遺

跡である石田川遺跡が本遺跡の東約6kmに存在し、本遺

跡から約700m南側という近い位置にあり、弥生時代中

第2節歴史的環境

期中葉（須和田式期）の竪穴住居が2棟調査された長楽寺

遺跡(6• 7 • 25などとほぼ同位置）では、古墳時代前期

の竪穴建物が31棟が検出されている。

他に、鼠塚遺跡（73)・小角田前遺跡(74)・小角田下遺

跡（75)・花園遺跡（54)・水久保遺跡 I~IV(86~89)、

本遺跡から北西に約2.5kmの三ツ木遺跡（90)などで古墳

時代前期の竪穴建物群や方形周溝墓、壺棺墓等が検出さ

れている。

中期集落 中期では前期以上に集落の規模が拡大してい

く様相がみられる。

尾島工業団地遺跡群では、古墳時代中期の竪穴住居合

計117棟などと共に幅4.2m・深さ1.2mの南北方向の濠

が検出され（鼠塚遺跡（73))、張り出しがみられることか

ら、平面形は五角形状で、南辺約105m・東辺約60m• 

北東辺約110m・北西辺約90m・西辺約70m（溝）という

規模を呈する古墳時代の豪族居館跡と想定された。南側

の谷、北東側の旧早川、北西側の湿地という自然地形を

うまく利用し、台地を分断するように 2本の濠を掘って

区画しており、時期は、溝からの出土遺物と士層断面の

状況から、 5世紀後半～6世紀初頭と見られる。

この他、歌舞伎遺跡(71)や花園遺跡（54)でも集落が調

査されている。

中期の畠 本遺跡の北東約800mに位置する大舘馬場遺

跡(27• 28付近）では、榛名山火山灰FA層下の畠も調査

されている。

後期集落 本遺跡から東北東に約400mという至近に位

置する宝積遺跡（13)で、この時期の集落が検出されてい

る。

大規模な集落は、本遺跡の約 l~1.5km北に位置する

尾島工業団地内遺跡群で、古墳時代後期（鬼高期）の竪穴

住居合計611棟検出され、周囲の世良田諏訪下遺跡（17)、

小角田前遺跡（74)・歌舞伎遺跡（71)、本遺跡から北東へ

約1.5kmの場所にに位置する中江田A遺跡（70)・中江田

原遺跡（58)、本遺跡の東北東約1.4kmに位置する花園遺

跡（54)など多くの遺跡から後期の集落が発見されてい

る。

後期の畠 本遺跡の西南西約2kmに位置する安養寺森西

遺跡・阿久津宮内遺跡(36)では洪水層下の古墳時代の畠

が検出された。

古墳 1938（昭和13)年に刊行された『上毛古墳総覧』に

11 



第2章遺跡の位置と環境

は、旧世良田村内で55碁の古墳が掲載されている。その

多くは古墳時代後期 • 6世紀以降の径10m前後の小型円

墳であるが、本遺跡の周辺で最も規模が大きい古墳は、

本遺跡の北北東約1.5kmに位置する全長約90mの前方後

円墳、世良田村37号墳（古墳表37)であり、大刀・刀装具・

金環・埴輪多数が出土している。

本遺跡から約700m南側という近い位置に所在する長

楽寺遺跡(6• 7 • 25などとほぼ同位置）からは、周濠に

榛名山火山灰FA層が堆積する円墳5碁と埴輪棺 l基が

発見されている。

本遺跡の北東約 1kmに位置する尾島第二工業団地内遺

跡群内の世良田諏訪下遺跡（17)では、帆立貝式古墳4埜

を含む古墳73基が調査された。一部が低地に立地したた

め、平安時代に起こった洪水で埋没し、埴輪が配置され

た状態のままで検出された。

本遺跡の北約1.2kmに位置する世良田工業団地内遺跡

群の鼠塚遺跡（73)では、円墳とともに『上毛古墳総覧』に

「世良叫寸31号墳（鼠塚）」（古墳表31)として掲載されて

いる古墳が調査され、全長44mの前方後円墳であったこ

とが判明した。

5. 奈良•平安時代

郡・郷 本遺跡の地は律令制下には新田郡内にあたる。

新田郡の郡名「新田」は、中世の『万葉集』の写本では「爾

比多」、平安時代の『延喜式』や『和名抄』では「休布多」と

読みが振られており、「ニヒタ」とか「ニフタ」などと発音

されていたと考えられる。旧新田町内の遺跡では、「入田」

と記載した墨書土器が多く出土しており、「ニフタ」と発

音されていたことを裏付ける。

新田郡は、西側を佐位郡と、北東から東側にかけては

山田郡と、北側を勢多郡と接し、南側は利根川を隔てて

武蔵国と接している。

平安時代中期に成立したわが国最初の百科事典である

『和名類緊抄』では、郡内に新田（ニフタ）・滓野（カスノ）・

石西（イワセ）・祝人（ハフリ）・淡甘（タンカイまたはタ

コウ）・駅家（ウマヤ）の6郷があったとされる。

郡名を負う新田郷と駅家郷は郡家や駅家が設置された

官衝地区の周辺である郡域中央東部一帯、滓野郷は旧尾

島町粕川周辺、石西郷は太田市街地南部の岩瀬川町周辺、

祝人郷は八王子丘陵西麓の平坦地一帯などがそれぞれ有

12 

力な比定地と考えられている。

淡甘郷世良田の周辺には「上田中」 ・「下田中」 ・「高尾」

などという地名が存在することから「淡甘郷」の故地に比

定されている。淡甘郷に関わる古代の史料としては、正

倉院蔵の調布に、「（表）上野国新田郡淡甘郷戸主矢田部

根麻呂調黄嘉返長六丈廣一尺九寸 （裏）天平勝賣四年十

月主富國司正六位上行介阿部朝臣息道郡司擬少領元位他

田部君足人」とあり、 752（天平勝宝4)年段階における郡

司の氏名がわかる稀有な史料とである。また『東大寺要

録』には、 747（天平19)年に勅命によって東大寺に1000戸

の食封が施入されたことを示す記事があり、その中に上

野国新田郡内の50戸が含まれている。

新田郡家 新田郡家は、旧新田町と太田市との市町境に

位置する太田市天良町天良七堂遺跡である。1955（昭和

30)年に行われた発掘調査で、南北16m・東西7m、6

間X3間の南北棟総柱大型礎石建物が検出され、付近か

ら炭化米が多数出土した。この大型総柱礎石建物は、新

田郡家正倉院を形成する倉庫群のうちの一棟と考えら

れ、この遺跡が新田郡家の遺跡である可能性が指摘され

た。2007（平成19)年5月の発掘調査によっても正倉院

の一角を構成していたと考えられる大規模な総柱建物が

発見され、さらに同年6月には主要地方道伊勢崎・足利

線の北側から巨大な郡庁院の遺構が検出され、天良七堂

遺跡が新田郡家の遺跡であることは確実となった。

新田駅家 『延喜式』兵部省諸国駅伝馬条によれば、新田

郡内には東山道駅路が東西に貫通し、上野・下野両国か

ら武蔵国への分岐点となった陸上交通上の要衝であり、

官人の公務通行を支援すべく設けられた施設である新田

駅家が置かれていた。古代において、官衝はそれぞれが

比較的近辺にまとまって配置されていた様子が判明して

いるので、新田駅家も新田郡家からさほど遠くない場所

に設置されていたものと考えるのが自然である。新田駅

家の所在地としては、太田市新田村田から寺井にかけて

の場所に想定する意見が強い。

古代交通の要衝周知のように、 711（宝亀2)年、武蔵

国が東海道に所管換えとなり、新田駅家から南へと分岐

して武蔵国府に至っていた東山道駅路武蔵路は駅路とし

ての扱いを受けなくなった（『続日本紀』宝亀2年10月己

卯条）。これによって、制度的には、新田駅家は駅路分

岐点としての重要拠点から駅路路線上の一般的な駅家と



同じになるわけで、官術としての性格に大きな変更が生

じたように感じられるが、新田駅家と武蔵国府とを結ぶ

道路自体が実際に廃止されたわけではない。東山道駅路

武蔵路が、道路そのものの若干の位置の変更はあるにせ

よ、ルートとして中世の鎌倉街道にほぼ踏襲されている

ことからみても、そのことは明白である。東山道駅路武

蔵路は、あくまでも駅路ではなくなったというだけのこ

とで、上野・下野両国間にわたる東山道駅路と武蔵国府・

東海道駅路とを結ぶ連絡路的な官道として機能し続けた

ものと考えられる。それによって、駅路分岐点ではなく

なったものの、東山道駅路と東海道駅路とを連絡する官

道との分岐点として、古代陸上交通上の要衝としての重

要性は、決して変わるものではなかったと見るべきであ

ろう。

古代交通の遺跡 旧新田町内では、牛堀・矢ノ原ルート

と称される高崎市南部の平地から玉村町を経て1日境町に

かけて東西に貰＜幅約12mの古代道路遺構に続く道路遺

構と、その南側数百メートルの位置を、牛堀・矢ノ原

ルートに並行して東西に貫く幅約10mの下新田ルートの

二系統の駅路遺構が検出されている。また、北関東自動

車道の建設に関わる調査では、さらに東に寄った金山丘

陵の東麓地域である太田市東今泉町の地域で、約 1kmに

わたって幅約12mの古代道路遺構が検出され、これは牛

堀・矢ノ原ルートにつながる道路遺構であると考えられ

ている。

群馬県高崎市南部から玉村町、旧境町、旧新田町南部

にかけて検出されている牛堀・矢ノ原ルートと、その延

長上の道路と考えられる太田市東今泉町付近で検出され

た幅12mの古代道路遺構は、いずれも 8世紀中葉から後

半にかけて廃絶していることが調査の結果明らかになっ

ており、牛堀・矢ノ原ルート、下新田ルートいずれも『延

喜式』兵部省諸国駅伝馬条に記載のある段階の東山道駅

路とは異なる段階の駅路の跡とみられ、むしろ『延喜式』

段階における東山道駅路は、牛堀・矢ノ原ルートや下新

田ルートよりはかなり北側に位置する榛名山東麓から赤

城山南麓の台地上を通っていたものと考えられる。平安

時代の東山道駅路は、本遺跡の北方、旧藪塚本町域内を

通っていたと想定できるが、旧藪塚本町域や太田市北部

地域では、現在までのところ、古代の道路遺構が検出さ

れた遺跡はない。

第2節歴史的環境

集落 多くの集落遺跡が調査されている。なかでも尾島

工業団地内遺跡群では、奈良時代の竪穴住居が199棟、

平安時代の竪穴住居211棟・大型掘立柱建物 l棟を含む

掘立柱建物69棟が検出され、古墳時代中期から継続的に

集落が営まれた様相が明らかになっている。

この他、世良田諏訪下遺跡(17入歌舞伎遺跡(71)、小角

田前遺跡（74)、中江田宿通遺跡(66)、中江田本郷遺跡(64)、

花園遺跡（54)など多くの集落遺跡が調査されている。

なお、尾島工業団地内遺跡から出土した9世紀中葉の

滑石製紡輪には、上面に「矢田衆即□矢田公□子口」と線
刻されたものが出土している。

水田 世良田諏訪下遺跡（17)では、 9世紀の洪水で埋没

した水田が 2面と浅間山火山灰As-B層下水田跡が検出

されている。こうした水田跡は小角田遺跡群でも検出さ

れている。

6.中世

新田荘上野国内の荘園で最も著名な新田荘は、平安時

代末期に成立した。

天仁元（1108)年に起きた浅間山の大噴火による火山灰

(As~B) の降下によって荒廃した新田郡東南部の平野部

を清和源氏嫡流の流れを汲む在地豪族新田義重が地主職

を得て再開発し、 1157（保元2)年に19郷を、時の治天の

君である鳥羽院の御願寺であった金剛心院に寄進し、領

家を当時中納言であった藤原（花山院）忠雅とした。その

功績によって新田義重は改めて下司職に任ぜられ、新田

荘の立券に成功したことによって成立した。

その範囲は、当初、北を鹿田山、東を金山丘陵、西を

早川、南を利根川に囲まれた地域の19郷とされ、新田郡

の西側を占めていた。その後、 1170（嘉応二）年の「新田荘

嘉応二年目録」には新たに37郷が追加され、新田郡全域

に及び、義重の没後はその子供たちによって分割された。

その後、鎌倉時代の1224（元仁元）年段階では、新田

氏本宗家と庶流の世良田氏・岩松氏（父系では足利氏流）

の3氏の間で分割支配されるようになるが、新田氏本宗

家は、義重の曾孫にあたる新田政義の代に没落し、以後

は『吾妻鏡』にも登場しないようなー地方御家人にまで零

落してしまった。

新田氏本宗8代目の義貞は、後醍醐天皇の挙兵に呼応

して、足利尊氏の嫡子（後の義詮）を奉じて鎌倉を攻め、
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鎌倉幕府の中枢を滅ぼした。以後、新田氏一門は南朝軍

の中核となるが、次第に敗退を重ねていく南朝と共に没

落してゆき、早く北朝に降った岩松氏が事実上の本宗家

の地位を占めて新田荘を支配した。だが、戦国時代に入

ると岩松氏も家臣で新田義宗の末裔を称した由良氏に

よって下剋上され、さらに小田原北条氏の傘下にあった

由良氏も、 1590（天正18)年、豊臣秀吉による関東攻略

で秀吉軍に敗れ、居城である金山城と所領を失い、新田

荘は完全に解体された。

女堀 なお、赤城山南麓の標高90~100mの等高線の間

をほぼ東南東方向に、前橋市東部の荒口町、 二之宮町、

伊勢崎市赤堀町下触などを経て同市西国定までの全長約

13kmに及ぶ12世紀初頭に開削された未完の農業用水路跡

である女堀は、新田氏の関与が想定された時期もあった

が、近年では、 1108（天仁元）年の浅間山大噴火の降灰に

よって壊滅した大間々扇状地地域の農地、淵名荘の再開

発のための農業用水の供給を目的に、下野国西部から上

野国東部にかけて一大勢力を形成し、上野国術の在庁官

人としても主要な位置を占めていた秀郷流藤原氏の淵名

氏を中心とする豪族連合であると見るのが有力である。

開削が未完に終わった理由は、自然条件的に無理が多

い計画であったことや、土木技術の未熟さによる工事の

破綻、義国流河内源氏と秀郷流藤原氏が次第に対立関係

に陥ったことにあるとする見方がある。

新田荘関連遺跡群 本遺跡周辺には新田荘に関係する遺

跡が多く存在する。

本遺跡の西、約600mに位置する現 ・総持寺一帯は、

新田氏館跡（3）とされ、新田義直居館説や世良田頼氏 ・

新田義貞などの居館説などがある。規模からみても新田

氏本宗家惣領級の豪族の館であることには間違いないだ

ろう。

長楽寺 本遺跡の南側に近接し、境内が史跡新田荘遺跡

群の構成要素となっている長楽寺(7)は、 1221（承久3)

年に得川義季がわが国の臨済宗の開祖である栄西の高弟

である栄朝を開山として創建した東日本初の禅寺（「東関

最初禅窟」）であるが、禅の専門道場ではなく、顕密三宗

兼学の寺であった。幕府から「関東十刹」の第7位に列せ

られ、新田本宗家の滅亡後も鎌倉公方家の帰依を得、関

東屈指の臨済宗大寺院として繁栄したが、戦国時代には

寺運は著しく衰退した。
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その後、 長楽寺は江戸に幕府を開いた徳川家康の顧問

であった天海僧正によって天台宗に改宗され、江戸時代

には歴代徳川将軍の帰依を受け、世良田東照宮の別当寺

ともなり、末寺七百余ヶ寺を擁する大寺院として隆盛を

極めた。

なお、長楽寺境内はこれまで、 1976（昭和51)年3~4

月に行われた長楽寺現境内の南側、東照宮現境内の東側

に隣接する尾島町立世良田小学校の改築に伴う発掘調査

では、中世の基壇や井戸が、また、 1981（昭和56)年9~

10月に行われた長楽寺庫裏に隣接する世良田保育園改築

工事に伴って行われた発掘調査では、境内の区画溝が、

さらに1992（平成4)年10月に行われた長楽寺庫裏改築に

伴う発掘調査では、近世末期の庫裏の建物跡の一部にあ

たる礎石建物跡が検出されている。この調査で検出され

た遺構・遺物は、本遺跡の今回の発掘調査で検出された

遺構・遺物の年代観に近い。

普光庵跡古墓 世良田東照宮境内に所在する普光庵跡

は、長楽寺第5世月船深海のために、同寺第11世牧翁了

ーが建立した墓地の跡で、長く所在地が不明であった

が、 1937（昭和12)年9月、落雷を受け倒れた老杉の根を

撤去するために掘削したところ、骨蔵器が発見され、禅

僧の埋葬形式である普同塔（共同埋葬）であることが判明

した。

月船深海は、鎌倉時代後期の1282（弘安5)年に長楽寺

の住持となり、同寺の韮礎を確立した名僧で、 1307（徳

治2)年に京都東福寺第8世となり、翌、 1308（延慶元）年、

東福寺において入滅、時の花園天皇より 「法照禅師」の謡

を下賜された。

塔所は、東福寺に営まれたが、牧翁了ーによって長楽

寺にも分骨されたのである。

月船深海の骨蔵器である古瀬戸灰釉竺耳壺は、安山岩

製の縦54.5cm、横36.3cm、高さ30cmの石櫃の中に納めら

れ、「月船和尚」の刻銘のある一辺30cm・厚さ 6cmの凝灰

岩製の蓋が載せられていた。弟子6人の骨蔵器は古瀬戸

灰釉四耳壺2点と灰釉瓶子4点であり、月船深海石櫃の

西側に南北一列に並んで発見された。

このように埋葬者が特定できる中世の骨蔵器は全国的

に希であり、これらは瀬戸焼の編年碁準となる貴重な資

料として注目されている。

運河 世良田諏訪下遺跡（17)では、鎌倉時代の溝が調査



され、早川から中世世良田宿を通り石田川に至る物資連

搬のための運河と考えられている。この大溝からは、中

世の笹塔婆、皿、板草履など大量の木製品が出土してい

る。

中世陶磁器の出土 徳川館跡（25)には新田氏の祖である

新田義重の墓と伝えられている五輪塔があり、募地整理

の際に骨蔵器として使用された13世紀前後の古瀬戸四耳

壺が出土した。こうした古瀬戸や在地産陶器を利用した

中世の骨蔵器は、東照宮境内(6• 8付近）の普光庵跡古

募の他に円福寺境内伝新田氏累代幕でも発見されてい

る。

花園遺跡（54)では古瀬戸鉄釉印花合子、歌舞伎遺跡

(71)からは古瀬戸灰釉水滴、上新田遺跡（新田館跡） （2) 

からも古瀬戸鉄釉水滴などが出土、また、長楽寺には青

磁香炉・花瓶などが伝世しており当時の繁栄が窺える。

7.近世

家康関東移配 天正18(1590)年、豊臣秀吉による小田原

北条氏攻略後の徳川家康関東入封に伴い、徳川四天王・

徳川十六神将•徳川三傑に数えられ、家康覇業の功臣と

して名高い榊原康政が上野国館林城に入り、徳川家臣中

第2位の10万石を与えられ、現在の館林市 ・太田市域ほ

ぼ全域を領した。

榊原康政は、この地の堤防工事や街道整備などに力を

注ぎ、慶長11(1606)年5月14日に館林城にて死去。榊原

家は三代にわたって館林城主の地位にあったが、寛永20

(1643)年に陸奥国白河（福島県白河市）に転封され、世良

田の地域は天領となった。

徳川郷 当初、「松平」の苗字と藤原氏の氏名を名乗って

いた徳川家康は、新田氏の祖である新田義重の子の得川

義季の末裔を自称し、武家の棟梁の一つである清和源氏

の流れであることを主張するようになる。永禄9年(1566

年）、勅許を得て徳川を名乗ることを許され、従五位下

三河守に叙任された。時の正親町天皇は、当初、この先

例のない申請に対して勅許を躊躇したが、吉田兼右が万

里小路家文書を調査した結果、先例が発見されたことに

より、勅許を得るに至ったのである。家康は、朝廷より

三河守の官職を得ることによって領国たる三河国支配の

正当性を得るとともに、清和源氏一門である新田氏の流

れを汲む徳川氏を公称することによって、家格の向上を
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図ったのみならず、後に征夷大将軍に補任される正当性

をも得ることになった。

1617（元和3)年に、家康の遺言に従って二代将軍秀

忠が駿河国久能山より下野国日光へ家康の遺骸を改葬

した際に建てられた東照社の社殿を、 三代将軍家光は、

1636（寛永13)年の家康21年神忌に向けて寛永の大造替

を開始し、今日見られる荘厳な社殿への大規模改築が行

われた。 1645（正保2)年11月11日には、後光明天皇か

ら宮号が授与され、東照社から東照宮と改称され、国家

守護の「日本之神」として、翌年の例祭からは朝廷からの

奉幣が恒例となり、奉幣使（日光例幣使）が派遣されるよ

うになった。その日光例幣使が日光と京都とを往復する

道を例幣使街道と呼んだ。

補注

なお、第5図「周辺の遺跡」に掲載した周辺遺跡の名称・位置 ・範囲は、

上記マッピングぐんま「遺跡・ 文化財」のデータに依拠したものであり、

また、以上の記述は、本遺跡の先行報告書である当事業団編（資料統括

高井佳弘編集）『公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告

書第595集世良田環濠集落遺跡（ I) 社会資本総合整備（防災・安全） （交

安 ・菫点）（主）大間々世良田線世良田交差点改良工事に伴う埋蔵文化財

発堀調査報告書』2015.1．の第2章第 1節「地理的環境」、第2章第2節「歴

史的環境」を全面的に参考とし、 一部引用した部分もあり、第5図「周辺

の遺跡」及び第2~4表「周辺の遺跡」（古墳表を含む）は、同報告書から

の全面的引用であることを明記しておく。

参考文献

・群馬県統合型地理情報システム(GIS)マッピングぐんまー「遺跡 ・文

化財」 http://mapping-gunma. pref. gunma. j p/pref-gunma/top/ se I ect. 
asp?dtp=86&p I =3、2015年9月現在のデータ）

・能登健・峰岸純夫編『よみがえる中世5浅間火山灰と中世の東国』平凡

社 1989.12.

・尾島町誌編纂委員会編『尾島町誌 通史編』尾島町 1993 

•新田町誌編紺委員会編『新田町誌第4巻新田荘と新田氏』新田町

1984 

•新田町誌編纂委員会編『新田町誌第 1 巻通史編』新田町 1990 

• 太田市史編紺委員会編『太田市史通史編 中世』 太田市 1997 

・神谷佳明「第2章第2節「歴史的環境」」（公益財団法人群馬県埋蔵文化

財調査事業団事業団編『公益財団法群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調

査報告書第595集世良田環濠集落遺跡（ 1) 社会資本総合整備（防災•安

全）（交安 ・重点）（主）大間々世良田線世良田交差点改良工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書』2015)
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第3章調査の成果

第1節成果の概要

本遺跡は、市街地化が進んだ地域の中に所在しており、

しかも今回、調査の対象となった地域は、直前まで宅地

として利用されていたため、ゴミ穴などが沢山掘られる

など、現代の攪乱が数多く、遺構の残存状態は、必ずし

も良好ではなかった。そのような中で調査できた遺構は、

II区からN区あわせて、 土坑132甚、井戸20基、溝18条、

ピット117基、地下式坑 l基、竪穴状遺構2甚、礎石14珪、

配石2碁であった。それぞれの調査区が狭小であるため、

遺構の全容を調査できたものは少なく、ほとんどの遺構

が調査区外までかかっていたり、部分的に破壊されたり

していた。各区とも遺構確認面の起伏が甚だしいのが特

色である。

この遺跡において最も多く検出された遺構である土坑

は、調査区の全域に分布しており、とくに集中箇所はな

い。形態には様々なものが見られるので、用途も様々な

ものがあったらしい。井戸も市街地にあるため16基と多

い。いずれも素堀の井戸である。溝は区画溝の一部と見

られるものがあった。ピットの検出数も多く、数碁ずつ

集中しているようであり、何らかの建物の柱穴として把

握できたものは皆無であった。これは礎石についても同

様に言えることである。配石も礎石の一部である可能性

が高いが、礎石ほど明確ではない。

第2節 1I区で検出された遺構と遺物

II区は、昨年度調査をした 1区からみて、国道354号

線を挟んだ南側にあたる部分と、同線と直角に交差する

主要地方道伊勢崎深谷線の東側に道路を拡幅する部分に

あたる。

調査区は7箇所に分かれ、世良田交差点を北の起点と

する主要地方道伊勢崎・深谷線の東側の拡幅部分を、南

側から順次、 II-l調査区、 II-2調査区、 II-3調査

区、 II-4調査区、 II-5調査区とし、世良田交差点に

おける国道354号線との交差箇所をII-6区、国道354号
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線の南側の調査区をII-7区とした。

II区で検出された遺構は、土坑27基、井戸4甚、溝9

条、ピット15墓、地下式坑 l基、竪穴状遺構2甚、礎石

1基である。

II―l調査区は、 II区の最南端にあたり、 X=29,485 

~29,495 • Y =-49,860に位置する。

主要地方道伊勢崎 ・深谷線を挟んでIII-1調西区の東側

にあたる。土坑3基、井戸 l基、溝 1条が検出された。

IIー2調査区は、 II区の南から二番目の場所で、 X=

29,500~29,515 • Y =-49,855~-49,865に位置し、 主

要地方道伊勢崎・深谷線を挟んで西側にはIII-2調査区

がある。土坑 l碁、井戸2碁、溝 l条が検出された。

II -3調査区は、 II区の南から三番目の場所で、 X=

29,515~29,535 • Y =-49,850~-49,860に位置し、主

要地方道伊勢崎・大間々線を挟んで西側にIII-3調査区

がある。 II区最大の調査面積を有する調査区である。土

坑7基、溝4条、ピッ ト6括、竪穴状遺構 l基が検出さ

れた。

II-4調査区は、 II-3区のさらに北側の調査区であ

り、 X=29,535~-29,545 • Y =-49,850~-49,855に位

置する。主要地方道伊勢崎・深谷線を挟んで西側にはIII

-3区がある。土坑2基、溝 1条、竪穴状遺構 l珪が検

出された。

II-5調査区は、 II-4調査区のさらに北側の調査区

であり、主要地方道伊勢崎・深谷線に面する最北端の

調査区である。 X=29,545~29,555 • Y =-49,845~-

29,855に位置し、主要地方道伊勢崎・深谷線を挟んで西

側には皿ー4調査区がある。土坑2埜、溝 l条、ピット

l碁などが検出された。

II-6調査区は、世良田交差点に面した三角形状を呈

する調査区であり、世良田交差点の西側にはIII-4調査

区、北西側には I-3調査区、北側には I-4調査区が

ある。II区ではこの5調査区とその東側に位置する 6調

査区が国道354号線に面した調査区である。X=29,555 

~29,560・ Y =-49,835~-29,845に位置する。土坑3基、

溝l条、井戸 l碁、地下式坑 l碁が検出された。



IIー 7調査区は、世良田交差点の東側、国道354線に

面する II区では最東端の調査区である。X=29,550~ 

29,565 • Y =-49,8145~-29,835に位置し、国道354号

線を挟んで北側には I-2 • 3調査区がある。土坑9拮、

溝5条、ピット 7碁が検出された。

1.士坑

II区では27星の土坑が検出された。II区の最南端にあ

たる II-1調査区では 3星、その北側に位置する II-2 

調査区では 1埜、さらにその北側に位置する II-3調査

区では7甚、さらに北側のII-4調査区では2基、さら

に北側のII-5調査区では2碁、世良田交差点に面した

三角形状を呈する II-6調査区では3碁、世良田交差点

の東側、国道354線に面する II区では最東端の調査区で

ある II-7調査区では9甚が検出された。

なお、 23号土坑は欠番である。

(1) 1号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： IIー 3調査区の南東隅付近に位置する 2号土坑の

すぐ東側、 5号土坑のすぐ南側に隣接する。1~5号土

坑はII-3区の南東端付近に 5桔まとまって存在する。

それぞれの里複が甚だしい。X=29,516~29,517、Y

=-49,856~-49,857。

重複関係： 西側を 2号土坑に掘り込まれる。

方向： N-120°-E。

規模と形状：西側を2号土坑に破壊されるが、東西に長

い楕円形状を呈する。長さ0.95m・幅0.85m・深さ0.18m。

全体に浅いが、西側が深く、東に行くに従って浅くなっ

ている。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期： 不明。

(2)2号土坑（第8• 55図、 PL.2) 

位置： Ilー 3調査区の南端付近の中央部に位置する。

3 • 4号土坑のすぐ南側に隣接する。 X=29,517、Y=

-49,886。

重複関係： 1号土坑の西辺を掘り込む。

方向： N-4 °-E。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長さ0.65m・

幅0.55m・深さ0.23m。

埋土：暗褐色土。 遺物：砥石片l点。 時期：不明。

第2節 II区で検出された遺構と遺物

(3)3号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： IIー 3調査区の南端付近のほぼ中央部に位置する。

4号士坑のすぐ北東側、 5号土坑のすぐ北西側に隣接す

る。X=29,518~29,519、Y=-49,856~-48,857。

重複関係： 4号土坑の北東辺を掘り込み、 5号土坑に南

東辺を掘り込まれる。

方向： N-75°-E。

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長さ

0.83m・幅0.8m・深さ0.17m。全体的に扁平で浅い。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(4)4号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： IIー 3調査区の南端付近のほぼ中央部に位置する。

南西部落ち込みのすぐ東側、 3号土坑のすぐ西側に隣接

する。 X=29,518、Y=-49,857。

重複関係： 3号土坑に北東辺を掘り込まれる。

方向： N-20°-E。

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長さ

0.8m・幅0.76m・深さ0.09m。全体的に扁平で浅い。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(5)5号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： IIー 3調査区の南端付近のほぼ中央部に位置する。

1号土坑のすぐ北側、 3号士坑のすぐ南側に近接する。

X =29,517~29,518、Y=-49,856。

重複関係： 3号土坑の南東辺を掘り込む。

方向： N-45°-E。

規模と形状：北東・南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長さ0.7m・幅0.63m・深さ0.19m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(6)6号土坑（第8• 55 • 56図、 PL.2) 

位置： II-3調査区のほぼ中央部のやや西寄りに位置す

る。 3号溝のすぐ東側、 2号溝のすぐ西側に近接する。

X =29,524~29,526、Y=-49,856。

重複関係： 2号溝の西端を掘り込む。

方向： N-14°-E。

規模と形状：南北方向に長い長円形状を呈する。長さ

1.57m・幅0.55m・深さ0.37m。土坑自体の特異な形状や、

皿・碗のような供食型遺物がまとまって出土しているこ
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と、とくにその中に人為的穿孔が施された皿が含まれて

いることなどから、土葬墓あるいは何らかの祭祀 ・信仰

に関わる遺構である可能性も考えられるが、埋土等の状

況からは、積極的な証左は得られなかった。

埋土： 上層に暗褐色土、中層に黒褐色土、下層に鈍い黄

褐色土の堆積が見られた。 遺物：肥前磁器染付皿4点、

瀬戸 ・美濃陶器染付皿2点、在地土器皿4点、鉄製釘 1

点。土師器皿の1点には底部に人為的な穿孔がなされて

いる。 時期： 近世末期。

(7) 7号土坑（第8 • 56図、 PL.2) 

位置： II-3調査区のほぼ中央部のやや西寄りに位置

する。3号溝の東側、4号溝の西側に近接する。X=

29,527~29,529、Y=-49,856。

重複関係 ：3号溝に西辺を掘り込まれる。4号溝の西端

を掘り込む。

規模と形状： 不定形。検出長1.25m・検出幅1.05m・深

さ0.3m。

埋土： 上層に鈍い暗褐色土、下層に明灰褐色土の堆積が

見られた。 遺物：円盤状土製品 l点。 時期：近世末期。

(8)8号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： II-2調査区で検出された唯一の土坑で、調査区

のほぼ中央部のやや北寄り、西端に位置する。1号井戸

の北西側、2号井戸の西側に位置する。X=29,507~ 

29,509、Y=-49,860~-49,961。

重複関係 ：3号溝を掘り込む。

規模と形状： 不定形。長さ1.57m・残存幅0.95m・深さ

0.27m。

埋土 ：上層に黒褐色土、下層に褐灰色土の堆積が見られ

た。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(9)9号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： II-5調査区の北西端に位置している。10号土坑

のすぐ北側に隣接する。X=29,550~29,551、y=-

49,849~-49,850。

重複関係 ：3号溝のII-5調査区における北西端部を掘

り込む。

規模と形状： 不定形。検出長1.5m・検出幅1.3m・深さ

0.42m。底部は浅いすり鉢状を呈している。
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埋土 ：褐灰色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(10) 10号土坑（第8図、 PL.2) 

位置 ：IIー 5調査区の中央部の西寄りの位置にある。9

号土坑のすぐ南側に隣接する。 X=29,547~29,549、

Y =-49,849~-49,850。

重複関係 ：3号溝により西辺を掘り込まれる。

規模と形状 ：北側に張り出しを持つ台形状に見えるが、

西側を破壊されているため、全容は不明である。不定形。

長さ1.91m・検出幅0.74m・深さ0.15m。底部は浅く扁平。

遺物： なし。 時期： 不明。

(11)11号土坑（第8図、 PL.2) 

位置： IIー 4調査区の南東隅寄りに位置する。 II-4 

調査区の東端約三分の二を占める12号土坑のすぐ西側

に近接する。X=29,534~29,535、Y=-49,853~-

49,854。

重複関係： 3号溝を掘り込む。

方向： N-105°-E。

規模と形状 ：東西に長い楕円形状を呈する。長さ1.3m• 

幅0.75m・深さ0.17m。

遺物： 鉄銭小片 l点（泉文解読不能）。

時期： 近世末期。

(12) 12号土坑（第9• 56図、 PL.2) 

位置： IIー 6調査区の東端の南側約三分の二を占める巨

大な土坑。11号土坑のすぐ東側に近接する。 X=29,534 

~29,539、Y=-49,851~-49,852。

重複関係： なし。

規模と形状： 調査区内では南北に長い不整楕円形状に見

えるが、東側大半が調査区の東側に出、南端も調査区外

に出るため、全容は不明である。不定形。検出長4m・

検出幅1.03m・深さO.lm。底部は浅く扁平。

埋土：黒褐色土。 遺物：在地系土器火鉢片 l点、瀬戸・

美濃陶器燭徳利 1点、銅銭 l点（文久永宝：文久3(1863) 

年2月から慶応3(1867)年まで鋳造）。 時期：近世末期。

(13)13号土坑（第9• 56~59図、 PL.2 • 3) 

位置： II-1調査区のほぼ中央に位置する。3号井戸

のすぐ南端を掘り込む。X=29,489~29,491、y=-



49,864~-49,865。

重複関係：なし。

方向： N-100°-E。

規模と形状：北東ー南西方向に長い隅丸長方形状を呈す

る。北側がオーバーハングする。長さ1.55m・幅0.6m• 

深さ0.25m。

埋土：鈍い黄褐色士。 遺物： 19点を取り上げた。肥前

磁器染付丸碗2点、肥前磁器染付碗蓋片 l点、肥前磁器

染付鉢片 1点、 京 ・信楽系陶器碗片 l点、瀬戸・ 美濃系

陶器灰釉丸碗片 l点、瀬戸 ・美濃系陶器灰釉折縁輪禿皿

片2点、丹波陶器すり鉢片 l点、在地系土器瓦質鉢片 l

点、在地系土器焙烙片7点、円盤状加工土製品 1点、羽

口l点である。いずれも近世末期～近代初等頃のものと

考えられる。 時期：近世末期。

(14) 14号土坑（第9図）

位置： II-l調査区の北端のほぼ中央に位置する 3号

井戸の北側に隣接する。X=29,492~29,493、y=-

49,864~-49,865。

重複関係： 3号井戸に南側を掘り込まれる。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈するものと思われ

るが、北側が調査区外に出、南側を破壊されているため

全容は不明である。検出長0.95m・幅0.72m・深さ0.2m。

遺物：なし。 時期：近世末期

(15) 15号土坑（第9図）

位置： II ~ 1調査区の南西隅に位置する。X=29,488、

Y =-49,864~-49,865。

重複関係： 3号溝を掘り込む。

規模と形状：楕円形状を呈するものと思われるが、西側

及び南側が調査区外に出るため、全容は不明である。検

出長0.55m・現存幅0.33m・深さ0.37m。

埋土：褐色土。遺物：なし。 時期：不明。

(16) 16号土坑（第9• 59 • 60図、 PL.3) 

位置： II-6調査区の北東寄りに位置する。II-6調査

区の北東隅にある 1号地下式坑のすぐ西側、 II-6調査

区の北辺にかかる26号土坑のすぐ南東側に隣接する。X

=29,560~29,561、Y=-49,840~-49,841。

重複関係：なし。

第2節 II区で検出された遺構と遺物

方向： N-95°-E。

規模と形状：東西にわずかに長い楕円形状を呈する。長

さ1.55m・幅0.6m・深さ0.25m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：産地不詳急須片•徳利片

各 1点、在地系土器煤炉片 2点、在地系土器火鉢片2

点、銅銭小片（文久永宝 ：文久3(1863)年2月から慶応

3 (1867)年まで鋳造）など 8点、鎌など鉄製品片2点、

礫石器磨石l点が出土した。急須の底部には「トチ」とい

う墨書がある。 時期：近世末期。

(17) 17号土坑（第9図、 PL.3) 

位置： IIー7調査区の最東端付近にまとまって点在して

いる。17号土坑は、 II-7調査区の最東端近くの北側に

位置する。18号土坑の北西側、 19号土坑の東側に位置す

る。X=29,555、Y=-49,817~-49,818。

重複関係：なし。

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(18) 18号土坑（第9図、 PL.3) 

位置： IIー7調査区の最東端付近の南壁にほぼ接して位

置する。17号土坑の南側に位置する。南端が調査区の

南端と接する。X=29,554~29,555、Y=-49,817~-

49,818。

重複関係： 8号溝を掘り込む。

方向： N-20°-E。

規模と形状：北西ー南東方向にわずかに長い楕円形状を

呈する。長さ0.55m・幅0.5m・深さ0.2m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(19) 19号土坑（第9図、 PL.3) 

位置： II-7調査区の最東端付近、 17号土坑の南側

に位置する。X=29,555~29,556、Y=-49,819~-

49,820。

重複関係： 7• 8号溝を掘り込む。

方向： N-25°-E。

規模と形状：北東ー南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長さ0.6m・幅0.5m・深さ0.08m、浅い。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。
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(20) 20号土坑（第9図、 PL.3) 

位置： IIー 7調査区のほぼ中央部付近、 21号土坑の東

側に位置する。X=29,555~29,556、Y=-49,819~-

49,820。

重複関係： 9号溝と 8号ピットに掘り込まれる。

規模と形状 ：不整形。検出長0.9m・検出幅0.85m・深

さ0.55m。

埋土：J:.中層暗褐土、下層褐灰色土。 遺物：なし。 時期：

不明。

(21)21号土坑（第10図、 PL.3) 

位置： IIー 7調査区の中央部からやや西寄りの付近、 20

号土坑のすぐ西側、 22号土坑のすぐ東側に隣接する。X

=29,557~29,558、Y=-49,826~-49,828。

重複関係： 9号溝に掘り込まれる。

規模と形状 ：南側が調資区外に出るため全容は不明であ

る。検出長0.9m・検出幅0.85m・深さ0.83m。

埋土：上層暗褐色土、中層鈍い黄褐色土、下層黒褐色土。

遺物： なし。 時期： 不明。

(22) 22号土坑（第10図、 PL.3) 

位置 ：IIー 7調査区の西寄りの位置、21号土坑のすぐ西

側、5号ピッ トのすぐ東側に隣接する。X=29,558~ 

29,559、Y=-49,829~-49,830。

重複関係： 9号溝、 4号ピットに掘り込まれる。

規模と形状： 南北両端が調査区外に出るため全容は不明

である。現存長1.26m・現存幅1.03m・深さ0.5m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(23)24号土坑（第10• 61~63図、 PL.3) 

位置： IIー 7調査区の西端寄りの位置、 10号ピットのす

ぐ東側に隣接する。X=29,559~29,560、Y=-49,831 

~49,832。

重複関係： 27号土坑の北西辺を掘り込む。

方向： N-89°-E。

規模と形状： 西北隅が調査区外に出るため全容は不明で

あるが、東西に長い隅丸長方形状を呈するものと思われ

る。長さ1.23m・幅0.53m・深さ0.93m。

埋土： 上層褐色土、中層暗褐土、 下層褐色士。 遺物 ：

多種多様な陶器片、 土器片などが出土し、いわゆるゴミ
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捨ての穴と考えられる。ここでは、 34点の遺物を取り上

げた。肥前磁小坪2点、肥前磁器染付猪口片2点、 肥前

磁器染付皿片 l点、瀬戸 ・美濃系磁器小坪3点、瀬戸・

美濃系磁器染付猪口 1点、瀬戸・美濃系陶器染付皿2点、

瀬戸 ・美濃系磁器染付端反碗l点、瀬戸 ・美濃系陶器錆

釉灯明油皿3点、瀬戸 ・美濃系陶器鉄絵乗燭l点、京 ・

信楽系陶器灰釉蓋2点、京・信楽系灰釉灯明油皿片3点、

在地系士器皿 l点、在地系土器さな片 l点、搬入形塩焼

壺蓋l点、搬入形塩焼壺片 l点、制作地不詳の碗 l、蓋l、

透明釉蓋 l、染付蓋 1、灰釉片口鉢 1、鍋蓋片l、白磁

端反皿1、桟瓦片2点、銅製品銭貨 l点。瀬戸美濃系陶

器乗燭底部には「に」と墨書されている。 時期： 近代。

(24) 25号土坑（第10図、 PL.4) 

位置： II-6調査区の北西隅。26号土坑のすぐ西側、 l 

号礎石のすぐ北西側に隣接する。X=29,561~29,562、

Y =-49,842~-49,843。

重複関係： なし。

規模と形状 ：北及び西側が調査区外に出るため全容は不

明である。現存長1.06m・現存幅0.43m・深さ0.5m。

埋土：上層暗褐土、中層黄褐土、下層暗褐色土。 遺物：

なし。 時期 ：不明。

(25) 26号土坑（第10図、 PL.4) 

位置： II-6調査区の北西寄りの位置。北端。25号土坑

のすぐ西側、 4号井戸のすぐ北側、 16号土坑のすぐ北西

側に隣接する。X=29,561~29,562、Y=-49,840~-

49,842。

重複関係： なし。

規模と形状 ：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。現存長2.03m・幅0.43m・深さ0.5m。

埋土： 上層黒色土、下層黄褐色土。 遺物： なし。

時期： 不明。

(26) 27号土坑（第10図、 PL.4) 

位置： II-7調査区の西端寄りの位置。6• 9号ピット

の東側、 4号ピット・22号土坑西側に近接する。X=

29,558~29,559、Y=-49,831。

重複関係 ：北西辺を24号土坑に掘り込まれる。5号ピッ

トを掘り込む。



規模と形状： 南側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出長1.5m．検出幅 lm・ 深さ0.8m。

埋土：表土褐色土（砂質）、上層暗褐色土、下層暗褐色土。

遺物： なし。 時期： 不明。

(27) 28号土坑（第10図、 PL.4) 

位置： IIー7調査区の最西端寄りの位置。 6• 9号ピッ

トの北西側、 10号ピット西側に近接する。X=29,560 

~29,561、Y=-49,833~-49,834。

重複関係： 中央部を7号ピットに掘り込まれる。

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。下部がオーバーハングしている。検出1.23m・検出

幅0.57m・深さ1.03m。

埋土： 表土褐土ローム混、上層明黄褐色土、下層暗褐色

土ローム塊混。 遺物： なし。 時期： 不明

2.井戸

II区では4基の井戸が検出されている。II-1調査区

で1基、 II-2調査区で2碁、 II-6調査区で 1基であっ

た。II区世良田交差点から国道354号線に面する II-7 

調査区では全く井戸は検出されなかった。また、 II-3 • 

5調査区からも井戸は検出されていない。

ただし、主要地方道太田 ・大間々線に面したII-4調

査区では、世良田交差点以北でも井戸は検出されている

ので、世良田交差点以北には井戸はないということでは

ない。

II区で検出されたのは、いずれも素堀の井戸であり、

また、径も比較的小さかったことや、現状で、いずれも

交通量が激しい道路に面した箇所での調査であり、調査

区が民家とも隣接していたため、調査及び周辺民家及び

通行の安全を最優先し、底面までの完掘はいずれも断念

せざるを得なかった。

(1) 1号井戸（第11• 63図、 PL.4) 

位置： IIー2調査区の中央部から南寄りの位置、3号溝

のすぐ東側に隣接する。X=29,504~29,506、y=-

49,860~-49,861。

重複関係： なし。

規模と形状： 不整円形状を呈する。幅lm・調査深度約

lm。

第2節 II区で検出された遺構と遺物

埋土： 黒褐色土ベース。 遺物：在地系土器皿片2点。

時期： 近世末期。

(2)2号井戸（第11• 63図、 PL.4) 

位置： IIー2調査区の中央部の東端南寄りの位置。 X=

29,505~29,508、Y=-49,859。

重複関係： なし。

規模と形状： 東側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出長2.55m・検出幅1.15m・調査深度約0.7m。

埋土： 表土にぶい黄褐土・灰黄褐色土 ・にぶい黄色土 ・

褐灰色土（砂質土）、埋土最上層褐灰色土、上層黒褐色土、

下層中央暗褐色土、下層壁際褐灰色土（粘土ブロック崩

落土）。遺物： 11点を取り上げた。肥前磁器染付湯呑片

1点、肥前磁器染付丸碗片 l点、肥前磁器丸碗片 1点、

瀬戸 ・美濃陶器染付筒形湯呑片 l点、在地系土器皿片、

京 ・信楽系陶器灰釉壺 1点、甕片、焙烙片、 置輪片各 1

点、砥石片2点。 時期： 近代。

(3)3号井戸（第11• 63図、 PL.5) 

位置： II -l調査区の北寄りの位置。 X=29,491~ 

29,492、Y=-49,864~-49,865。

重複関係： 14号土坑、 3号溝を掘り込む。13号土坑に掘

り込まれる。

規模と形状： 東北側約四分の一が調査区外に出るため全

容は不明であるが、楕円形状を呈するものと考えられる。

本遺跡では最大規模の井戸である。検出長2.3m・検出

幅2.2m・調査深度約0.8m。

埋土：表土暗褐色土、上層黒褐色土、中層黄褐色土（ロー

ム塊多く含む）、下層褐灰色粘質土。 遺物： 在地系土

器皿片、鉢片各 l点。 時期： 近世末期。

(4) 4号井戸（第11• 64図）

位置： IIー6調査区の中央から西寄りの位置。16号土坑

のすぐ南西側、 25号土坑のすぐ南東側。26号土坑のすぐ

南側に隣接する。X=29,560~29,562、Y=-49,841 

~-49,843。

重複関係： 埋絶後に 1号礎石が築かれる。8号溝を掘り

込む。上層を大きく攪乱されている。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。オー

バーハングしている。長さ1.62m・幅1.43m・調査深度
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約0.7m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物：肥前磁器染付丸碗片 l点、

中国白磁皿片 l点、瀬戸 ・美濃陶器天目茶碗片 l点、常

滑陶器甕片 l点、焼締陶器甕片 l点、砥石2点、中央に

孔が穿たれた石製品 l点。 時期： 近世末期。

3.溝

II区では9条の溝が検出されている。II-1区から II

-6区にかけて検出された確認総延長約650mに及ぶ3

号溝、 II-6調査区から II―7調査区にかけて検出され

た確認総延長22.5mに及ぶ8号溝の他は、ほぼ各調査区

内での検出である。

(1) 1号溝（第12• 64~71図、 PL.5) 

位置： IIー 3調査区の最北端。 X=29,530~29,533、

Y =-49,854~-49,855。

重複関係： 埋没後上面を11~14号ピットに掘り込まれ

る。底部を 1号竪穴状遺構に掘り込まれる。 7号土坑に

南辺の一部を掘り込まれる。

規模と形状： 東西方向に流れる深い溝の長さ約 lm分が

検出されたに過ぎない。幅lm・ 調査深度約 lm。

埋土：上層暗褐色士、褐灰色土、黒褐色土、 中層褐色土、

黒褐色土、暗褐色土、下層灰黄褐色土、黒褐色土。 遺

物： 71点を取り上げた。肥前磁器染付小坪4点、肥前磁

器染付筒形湯呑片2点、肥前磁器染付湯呑4点、肥前磁

器染付端反碗4点、肥前磁器染付丸碗2点、肥前磁器染

付碗l点、肥前磁器染付丸碗2点、肥前磁器染付平碗 l

点、肥前磁器染付広東碗 l点、肥前磁器染付皿2点、肥

前磁器染付禿皿2点、堺 ・明石陶器すり鉢片 1点、肥前

磁器染付輪花鉢2点、瀬戸 ・美濃陶器染付湯呑 l点、瀬

戸 ・美濃陶器錆釉灯明油皿9点、瀬戸 ・美濃陶器腰錆碗

片1点、瀬戸 ・美濃陶器灰釉折縁輪禿皿片 l点、瀬戸 ・

美濃陶器皿片 1点瀬戸 ・美濃陶器水瓶片 1点、瀬戸 ・美

濃陶器半胴甕片 l点、瀬戸 ・美濃陶器灰釉大皿片 l点、

在地系土器皿片2点、在地系土器煎鍋片2点、在地系土

器十能片2点、在地系土器鉢片3点、在地系土器置き輪

片l点、在地系土器焙烙片7点、在地系土器置鼈 l点、

円盤状加工土製品 l点、制作地不詳灰釉端反碗 l点、制

作地不詳土瓶片 l点平瓦片3点、桟瓦片3点、鉄釘 l点、

銅製キセル吸口 1点、砥石片 l点。なお、平瓦の裏面に
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「大」ヵ 「丈」力と墨書されたものがある。 時期 ：近代。

(2)2号溝（第12• 71図、 PL.5) 

位置 ：IIー 3調査区のほぼ中央部を 1号溝と並行して東

西方向に流れる。X=29,525、Y=-49,854~-49,855。

重複関係： 西端部を6号土坑に掘り込まれる。

規模と形状 ：東西方向に流れる溝で、西端は 6号土坑

に掘り込まれる。検出長1.83m・幅l.lm ・深さO.lm。

遺物：肥前磁器染付小坪2点、肥前磁器白磁香炉片 1点、

瀬戸 ・美濃陶器染付皿 1点、瀬戸 ・美濃陶器鉄釉灯明油

皿2点、在地系土器置鼈片 1点、制作地不詳陶器蓋 l点、

鉄釘 1点。 時期 ：近世末期。

(3) 3号溝（第13• 14 • 72図、 PL.5 • 6) 

位置 ：II-l ～II-5調査区の西壁にかかる位置。X=

29,489~29,550、Y=-49,850~-49,866。

重複関係 ：IIー 1区では3号土坑、 14• 15号土坑を掘り

込む。II-2区では中央部付近を8号土坑に掘り込まれ

る。II-3区では北端部を 1号溝に掘り込まれる。II-

4区では南端部付近を11号士坑に、北端部を2号竪穴状

遺構に掘り込まれる。II-5区では北端部を9号土坑に

掘り込まれる。

規模と形状 ：II-1区から II-5区まで、総延長650m

に及ぶが、 IIー 3区の南側では、 一部検出されなかった

区間がある。 II-2区では調査区の北端まで溝が延びて

いるので、 II-2区からII-3区に至る間の未調査箇所

でいったん止まるものと考えられる。II-5調査区の北

端が9号土坑によって掘り込まれているため、溝がII-

5調査区の更に北に延びるのか否かは不明である。各調

査区西側が調査区外に出るため、溝幅は全く不明である。

検出総延長約650m・検出幅0.2~0.58m・深さ0.17~

0.55m。

埋土 ：上層暗褐色土、下層褐色土、黄褐色土。 遺物：

肥前磁器染付端反碗片 l点、肥前磁器染付丸碗片 l点、

常滑陶器甕片 l点、在地系土器皿片 1点、在地系土器鉢

片l点、在地系土器火鉢片 l点、在地系土器焙烙片 1点、

円盤状加工土製品 l点、銅銭 1点（寛永通宝）、銅製キセ

ル雁首 1点、砥石片 l点。 時期： 近世末期。

(4) 4号溝（第12図）



位置： IIー3調査区の北寄りの位置。 1号溝のすぐ南側、

2号溝の北側を両溝に並行して東西方向に流れる。 1. 

2号溝との新旧関係は不明。X=29,527、Y=-49,853 

~-49,855。

重複関係： 西端を7号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：東西方向に流れる小規模な溝。検出長2.lm・

幅0.33m・深さ約0.23m。

埋土：上層暗褐色土、下層黒褐色土。 遺物：なし。 時期：

近世末期。

(5)5号溝（第12• 72図、 PL.6) 

位置 ：IIー7調査区の中央部からやや東寄りの位置。北

壁際。7号溝のすぐ北側。X=29,556~29,557、Y=-

49,853~-49,855。

重複関係： 9号溝2の西端を掘り込む。

規模と形状： II-7調査区北壁側から南北方向に流れる

小規模な溝。8号溝の手前で止まる。検出長0.84m・幅

0.56m ・深さ約0.llm。暗黒褐色土。

遺物： 在地系土器皿片 1点、瓦片 1点。 時期： 不明。

(6) 6 • 7号溝（第14• 72 • 73図）

位置： IIー7調査区の東寄りの位置。X=29,554、Y=

-49,819~-49,823。

重複関係： 19号土坑に掘り込まれる。18号土坑を掘り込

む。南端を8号溝に掘り込まれる。

規模と形状： II-7調査区東 ・北壁の外側から南西ー東

北方向に流れる比較的大きな溝。8号溝が7号溝の北側

をほぼ並行して流れ、 7号溝に合流する。南側をほぼ並

行して 8号溝が流れる。検出長3.8m・幅0.71m ・深さ

約0.1~0.15m。

遺物 ：6号溝出土の遺物2点（瀬戸 ・美濃陶器尾呂茶碗

片1点、常滑陶器甕片 l点）、 7号溝出土の遺物4点（肥

前磁器染付丸碗片 l点、肥前磁器陶胎染付碗片 1点、瀬

戸・美濃灰釉丸碗片 1点、志戸呂陶器鉄釉灯明油皿 1点）

を取り上げた。 時期： 近世末期。

(7) 8号溝（第15図、 PL.7) 

位置： IIー6調査区のほぼ南半分を占め、 II-7調査区

の南東隅部分で検出される。II-6調査区では東西両端

が調査区外に出、 II-7調査区では南西側及び東端が調

第2節 II区で検出された遺構と遺物

査区外に出る。 X=29,554~29,560、Y=-49,817~-

49,842。

重複関係： IIー6区では 4号井戸に北辺を掘り込まれる。

II-7調査区では18号土坑に掘り込まれる。7号溝を掘

り込む。

規模と形状 ：東西方向に流れる大溝。検出長22.5m．幅

0.75m ・深さ約0.47m。

埋土：上層暗褐土、黒褐色土、中層灰黄褐色土、褐色土、

下層褐灰色土。 遺物： 3点を取り上げた。京 ・信楽系

陶器灰釉碗片 l点、常滑陶器甕片 l点、砥石片 l点。

時期： 近世末期。

(8)9号溝（第15図、 PL.7) 

位置： IIー7調査区のほぼ中央部に位置する、 X=

29,555~29,559、Y=-49,816~-49,827。

重複関係： 20~22号土坑を掘り込み、 5号溝に掘り込

まれる。

規模と形状 ：東西方向に流れる溝。ほぼ中央部が土橋状

に掘り遺される。長さ6.57m・幅0.6m・深さ約0.6m。

埋土： 灰黄褐色土。 遺物： 肥前磁器染付丸碗片 1点。

時期： 近世末期。

4. ピッ ト

II区では15基のピットが検出されている。 1 ~10号

ピッ トはいずれも用途不明の小穴である。11~15号ピッ

トは建物の礎石だった可能性が考えられる。

検出されたのは、 II-3調査区から 7碁、 II-5調査

区から 1碁、 II-7調査区から 7基である。

(1) 1号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： IIー3調査区の中央部から南寄りに位置する。3

号溝の東側に近接する。 X=29,520、Y=-49,856~_ 

49,857。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.45m ・短径0.4m・深さ約0.28m。

埋土 ：褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(2)2号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： IIー3調査区の北東寄りに位置する。 2号溝の
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北側、 4号溝の南側に近接する。X=29,526、y=-

49,854。

重複関係： なし。

規模と形状：北東ー南西方向にやや長い隅丸方形状を呈

する。長径0.33m・短径0.3m・深さ約0.3m。

(3) 3号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： Il-5調査区の中央部、南端寄りに位置する。3

号溝の東側に近接する。X=29,545、Y=-49,850。

重複関係： なし。

規模と形状： ほぼ円形状を呈する。径0.3m・深さ約

0.16m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(4)4号ピット（第16• 73図、 PL.7) 

位置： IIー7調査区の中央部から西寄りの位置。 9号溝

のすぐ西側、 5号ピットのすぐ北側に隣接し、 27号土坑

のすぐ東側に隣接する。X=29,558~29,559、y=-

49,829。

重複関係： 22号土坑、 5号ピットを掘り込む。

規模と形状： 不整円形状を呈する。長径0.34m・短径

0.33m ・深さ約0.llm。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物： 在地形土器火鉢 1点。

時期： 不明。

(5)5号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： IIー7調査区の中央部から西寄りの位置。9号溝

の西側に近接する。4号ピットとほぼ同じ位置である。

X =29,558~29,559、Y=-49,829。

重複関係： 27号土坑を掘り込む。5号ピットに掘り込ま

れる。

規模と形状： 不整円形状を呈するものと思われるが、南

端が調査区外に出る。長径0.52m・短径0.42m・深さ約

0.14m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期：不明。

(6)6号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： IIー7調査区の西端寄りの位置。9号ピットのす

ぐ南側に隣接する。27号土坑の西側に近接する。X=

29,559、Y=-49,852~-49,853。
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重複関係： なし。

規模と形状： 不整円形状を呈するものと思われるが、南

辺が調査区外に出るため、 全容は不明である。現存最大

径0.64m・現存最幅0.3m・深さ約0.15m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期： 不明。

(7) 7号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： Ilー7調査区の西端寄りの位置。 9 • 10号ピット

の西側に近接する。X=29,560、Y=-49,830。

重複関係： 28号土坑を掘り込む。

規模と形状：不整円形状を呈するものと思われるが、北

辺が調査区外に出る為全容は不明である。検出最大径

0.5m ・検出最大幅0.3m・深さ約0.2m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期： 不明。

(8)8号ピット（第16図、 PL.7) 

位置： II-7調査区の中央部から東寄りに位置する。X

=29,560、Y=-49,830。

重複関係： 20号土坑を掘り込む。

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。南辺が

調査区外に出る。長径0.55m・短径0.44m・深さ約0.84m。

埋土： 暗赤褐色土。 遺物： なし。 時期：不明。

(9)9号ピット（第14図、 PL.7) 

位置： II-7調査区の西端寄りに位置する。6号ピット

のすぐ北側、 10号ピットのすぐ南側、 24号土坑のすぐ西

側に隣接する。X=29,560、Y=-49,832~-49,833。

重複関係： なし。

規模と形状：北東一南北方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.25m・短径0.22m・深さ約0.25m。

埋土： 鈍い黄褐色土。人為的埋没。 遺物： なし。

時期： 不明。

(10) 10号ピット（第16• 73図）

位置： II-7調査区の西端寄りに位置する。24号土坑の

すぐ西側、に隣接する。X=29,545、Y=-49,850。

重複関係： なし。

規模と形状： ほぼ円形状を呈する。径0.3m・深さ約

0.16m。

埋土：暗褐色土。 遺物：石製品砥石 1点。 時期：不明。



(11) 11号ピット（第16図）

位置： IIー 3調査区の北端寄りの位置、 11• 12号ピット

は調査区の東壁に接している。 12号ピットのすぐ北側に

隣接する。X=29,529~29,530、Y=-49,853。

特徴： 11~15号ピットは、 14号ピット以外、いずれも

礫が詰まった穴である。 13• 14号ピットの西側、 IIIー 3

調査区の西壁際で検出された南北に並ぶ同様の礫が詰

まった礎石状の遺構や、同様に15号ピットの西側の壁際

で検出された同様に礫が詰まった礎石状の遺構ととも

に、それらの形状から、建物の礎石であると考えられる。

11号ピット・ 13号ピット・ 西壁際の礎石状遺構が東西方

向に一直線上に並び、そのすぐ南側に心々間で約 lmの

間隔をとって12号ピット ・14号ピット・西壁際の礎石状

遺構が一直線に東西方向に並ぶ。中列、 13• 14号ピット

及びその西側に隣接する西壁際の礎石状遺構との間は約

0.7mほどであるが、東側第 1列である11• 12号ピット

と中列13• 14局ピットとの間は約16mと離れており、東

側第 1列と中列との中間の位置に並存した礎石状遺構が

存在したが、調査時までには失われた可能性もある。あ

るいは、東側第 1列と、中列及び西壁際の礎石状遺構と

は別個の建物であった可能性もある。南側に位置する15

号ピットと、そのすぐ西側に隣接する西壁際の第三の礎

石状遺構との列の間は南北に約3m離れていること、 15

号ピットの東側には、 11• 12号ピットに対応するような

礎石状遺構の列がないことから考えれば、南側の15号

ピット及びその西側に隣接する礎石状遺構によって構成

される建物は別個のものである可能性が高い。

重複関係：なし。

規模と形状：南北に長い楕円形状の不整円形状を呈する

ものと思われるが、東側が調査区外に出るため、全容は

不明である。長径0.73m・検出短径0.27m・深さ約0.16m。

遺物：なし。 時期：不明。

(12) 12号ピット（第16図）

位置： IIー 3調西区の北端寄りの位置。 11号ピットの

すぐ南側に隣接する。 X=29,528~29,529、y=-

49,853。

重複関係：なし。

規模と形状： 11号ピット同様、石が詰められた浅い穴。

南北に長い楕円形状を呈するものと思われるが、東端が

第2節 Il区で検出された遺構と遺物

調査区外に出る。長径0.55m・検出短径0.38m・深さ約

0.33m。 遺物：なし。 時期：不明。

(13) 13号ピット（第16図）

位置： IIー 3調査区の北端寄りの位置。11号ピットの西

側、 14号ピットのすぐ北側に隣接する。X=29,530、Y

=-49,855。

重複関係：なし。

規模と形状： 11• 12号ピット同様、石が詰まった浅い穴。

南北に長い楕円形状を呈する。長径0.51m・短径0.45m・

深さ約0.08m。 遺物：なし。 時期： 不明。

(14) 14号ピット（第16図）

位置： IIー 3調査区の北端寄りの位置。12号ピットの西

側、 13号ピットのすぐ南側に隣接する。X=29,529、Y

=-49,855。

重複関係：なし。

規模と形状： 11~13号ピットとは異なり、本ピットに

は石が詰まっていないが、規模や形状、位置などから見

て11~15号ピット同様の機能を呈したものと考えられ

る。南北に長い不整円形状を呈する。長径0.63m・短径

0.4m ・深さ約0.llm。 遺物：なし。 時期： 不明。

(15) 15号ピット（第16図）

位置： Ilー 3調査区の中央部から北西寄りの位置。 X=

29,525、Y=-49,854。

重複関係： 6号土坑を掘り込む。

規模と形状： 11~13号ピット同様、石が詰まった浅い

穴とみられるが、掘り込みは明確ではなく、石の集積が

確認できた程度であった。 規模や形状、位置などから

見て11~14号ピット同様の機能を呈したものと考えら

れる。南北に長い楕円形状を呈する。長径0.67m・短径

0.34m。遺物：なし。 時期：不明。

5.地下式坑

II-6区において地下式坑が 1桔検出されている。

分布 地下式坑は関東地方を中心に中世後半頃に盛行す

る屋敷周辺に掘削された地下室で、地表から縦坑を掘り、

そこから横方向に広げて室部を作る構造の施設であり、

その用途や機能については不明な点が多く、未だ統一し
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第2節 II区で検出された遺構と遺物
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1層 暗褐（10YR3/3)<P 3~5 cmのロームブロック含

む。粘性有り。

2層黄褐(10YR5/6)ローム粒30％含む。

3層暗褐（10YR3/3)<P 3~5 mmローム粒30％含む。

27号土坑

24士 鸞 ＼

.K 
調査区外

」¥.L二37.20m • △ 

□ 
27号士坑A-A'

］層 褐（IOYR4/4)粘性有り、しまり弱い。砂質。

2陪暗褐(IOYR3/3）ローム50％混じる。

3層暗褐（IOYR3/4)炭化物20％含む。

26号士坑A-A'

1層 黒(1OYR7 /2) <P 3~5 mmのローム粒極少量混じる。

2層黄褐(lOYR5/6）ローム粒30％含む。

28号土坑

__A__. 
調査区外

＼
 

＼
 

＼
 

ー

ー

1

麟 ＼
＇ , 7ピ ：
＼ノ

‘‘‘--/ / 

ノ／ ーー

_A___ L=37. 20m ぷ

28号士坑A-A'

1層暗褐（IOYR3/4)炭化物20％含む。

l'層暗褐(lOYR3/3）ローム50％混じる。

2層 明黄褐（10YR3/3)地山の灰色土と褐色士

が混じる天井崩落土、粘性しまり強い。

3層暗褐(lOYR3/3)r/J 3~5 cmのロームプ

ロック30％含む。粘性しまり強い。

゜
l :40 lm 

第10図 II区21• 22 • 24~28号士坑平面図 ・断面図
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第2節 Il区で検出された遺構と遺物
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ー
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号

A_

ー 2号井戸

土

ヽ
ヽ

＼
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I

I

 

調査区外 員—.-1iこ
I 
／ 
ノ

/ 
／ ／ 

／ 

／ 

／ 

/ 

__A__. L=37. 3 0m.  _A'_ 

_A__ L=37.30m . Aこ

I I ii 
I I 11 

1号井戸A-A'

1層 黒褐（IOYR3/2)<P I~2 mmのローム粒含む。し

まり悪い。

2層黒褐(IOYRZ/3)やや粘質。

3層 褐灰(IOYR4/1）ローム粘土ブロック多く含む。

3号井戸

調
査
区
外

ょ

叩I
6
V
 

2号井戸A-A'

l層 にぶい黄褐（10YR4/3)の3~5cmのロームプロック含む。
2層灰黄褐（10YR4/2)t/J 5~10mmのローム粒、炭化物含む。

3層褐灰(lOYR4/l)粘土ブロック層。

4屑 黒褐（10YR3/l)t/J 1 cmのロームブロック、炭化物含む。

5層 暗褐（10YR3/4) t/J 1 cmのロームブロック含む。

6層 褐灰(lOYR6/l)粘土ブロック崩落土。

7層 にぶい黄土(lOYR6/3)ロームと砂質士の混士。

8層褐灰(10YR4/l)砂質土。

4号井戸

八 調査区外

___A_. L=37. 30m ぷ

3号井戸A-A'

1層 暗褐(IOYR3/3)(/J I~2cmのロームブロック多く含む。

2隠 黒褐（IOYR3/2)</J I cmの軽石粒(As-A)、ローム粒含む。

3層 黄褐（IOYRS/6)(/J 1~2cmのロームブロック多く含む。

4層褐灰（10YR6/!)粘士質。

5陪 黒褐（IOYR3/1)(/J I~2cmのローム粒、褐灰色粘質士ブロック。

ヽ
ヽ

_A_, 

よ
ぉ
，t9S
 I

I

 

N
＿
 

•

ー

1
,

1

、`
 

ヽ
ーヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

_A_. L•37. 30m • △ 

7
 

4号井戸A-A'

l層 にぶい黄褐（IOYR5/4)灰褐色ブロックが10％混入、粘

性有り柔らかい。

゜
I :40 lm 

第11図 1I区l~4号井戸平面図 ・断面図
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第3章調査の成果

I~ ぷ贄
1局溝

トレンチ
J_A_. 

/ I 

口
7土

ロニ
゜

訊

ピ12

調査区外

_A__ L=36.90m .K 

1号溝A-A'

1層 暗褐（IOYR3/4) 5 cmのロームブロック含む。しまり弱く粘質。

2屈 褐灰（IOYR4/])灰色ブロックと</JI cmの炭化物含む。

3層 褐(IOYR4/6)(/J5 cmのロームブロック含む。しまり弱く粘質。

4暦黒褐（IOYR3/2)粘質士。

5層灰黄褐（IOYR4/2)砂粒混じり。

6層 暗褐（10YR3/4)<P 2~3cmのロームブロック多く含む。

7層 黒褐（10YR3/l)</J 1~2 cmのロームブロック、砂粒含む。

8層 黒褐(10YR2/3)灰色粘土と黒褐土混じり。

9層 黒褐(7.5YR3/2)若干のローム含む。

10層褐(10YR4/4）ローム混じり土。

2号溝 4号溝 5号溝

6土

5
2
6
 
燃
丁

調査区外

5
2
7
 
惚
『

_.fl_. 

7土

調査区外 ：＼ 

_A__ L=36.90m .K 

＼ 

_A__ L=36.90m △こ _A_, L=36.90m .ぷ

へ――--/

｀ 

4号溝A-A'

1層暗褐(lOYR3/4)ローム粒混じり。

2層 黒褐(10YR2/3)qi 1~2cmのロームブロック含む。

5号溝A-A'

1層 黒(10YR7/2) ¢ 1~2 mmのローム粒極少贔混じる。

゜
1 :40 lm 

第12図 II区 1• 2 • 4 • 5号溝平面図 ・断面図
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3号溝ー 2 3号溝ー 1

第2節 II区で検出された遺構と遺物

3号溝ー 3

|、一
3号溝1!f}~

2竪

＼
 

3号
I Ill II 

-3 

調
査
区
外

3号溝4[/区-2

3号溝5

X二2_9_,碑

X=29,490 

調
査
区
外

□
 

1溝

ト
レ
ン
チ

7土＼

O
H
o
o
.
6
マー
11A-

土． ．ぷ＿

調
杏
区
外

調査区外

」し． ．且こ

゜
1 : 600 20m 

_A__ L=37.20m .K 

口
3溝

B L=36.90m B' ． ．  

口
___C__ L=36.90m 

口
__c__'_ 

3号溝A-A'・B-B'・ C-C' 

1層 暗褐（10YR3/3),p1~2 cmのロームブロック、炭化物含む。

2阿 褐（10YR4/4）ローム粒、¢ 2~3cmのロームブロック含む。

3層 褐(10YR4/6),p1 cmのローム粒含む。

」．

攪乱

贔

゜
I :40 lm 

第13図 II区3号溝平面図・断面図
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第3章調査の成果

皐 3井戸

畠8 土

。調
査
区
外

]Ic 

6 • 7号溝

＼
 

／ 

虞

調
査
区
外

誓

7号溝

• △ 

調
査
区
外

塁
_E_¥15土）） I I上 | 8溝

調査区外

＼ ＼ ＼＼＼ 賢. J2'... _ 」~ L=37 20m .r 
調査区外

」2-.L=37.30m .JL. 

調査区外

3号溝D-D'

1形 にぶい黄褐（10YR4/3)4J 3~ 5皿のロームブロック含む。

しまり弱く粘質。

2陪 暗褐（10YR3/3)4J 5 mmのロームブロック含む。

3府暗褐(IOYR3/4)少見のローム含む。

4府黄褐(lOYR5/6)ロームプロック。

5/f'i にぶい黄褐（10YR5/4)ロームプロックと暗褐色士の混士。

6府明黄褐（IOYR5/6)ローム漸移層。

3号溝E-E'

1附暗褐（IOYR3/3)1/J I~2 cmの

ロームブロック、炭化物含む。

2 R'i 褐（IOYR4/4)ローム粒、¢ 2~ 

3cmのロームプロック含む。

3陪褐（IOYR4/9)1/J I cmのローム粒

含む。

A L=36.90m ．ぷ

8溝 ：口 lm

第14図 II区3 • 6 • 7号溝平面図 ・断面図
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第 2節
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23土

□宮冨

_!L_ L=36.90m 

_A__ L=37.20m ．ぷ

II区で検出された遺構と遺物

9号溝 1• 2 

／ 

21士

調査区外

8号溝A-A'

1阿 暗褐(IOYR3/3)</J I~2 cmのロームブロック含む。粘性有り。

2陪 黒褐（IOYR3/1)</J 5mmのローム粒30％含む。粘性しまり強い。

3層灰黄褐（IOYR4/2)</J 3~5mmのローム粒30％含む。

4陪 褐(IOYR4/4)灰白色粘にまばらに入る。粘性しまり強い。

5層 褐灰(IOYR4/1)灰白色粘土50％混じる。粘性しまり強い。

9号溝l

誓＼

調
査
区
外ロニ

賢
．ぷ

5溝

翌

＼

／
 

9号溝A-A'

l附 灰黄褐（IOYRS/2)1J 5~10mmの灰白色ブロック10％含む。粘性有

り、しまり弱い。人為的埋没。

」L.L=36. 70m . Aこ

゜゚
1 :40 lm 

第15図 II区8 • 9号溝平面図 ・断面図
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第3章調査の成果

1号ピッ ト 2号ピット

5
2
1
 喜ん＿
り
A

＿
 

I ~— 

ム． L=37.00m .ぷ

口
1号ピッ トA- A'

1層 褐（7.5YR4/4)(/J 5~10mmの

ロームブロック含む粘質士。

5号ピッ ト ＼ ss9 

□□隻
調査区外

A L=37.Dom A' . .  

27土人―--[

9号ピット ／ 喜

¥ 
上 口 k 聟

__A_. L=37. OOm . _A'_ 

口
2号ピッ トA- A'

］層暗褐（IOYR3/4) QJ 2~3 mm 

の炭化物、 ローム粒含む。

しまり悪い。

6号ピット

/]¥k 
調査区外

A L=37.00m . A' 

口
6号ピット A- A'

1層 暗褐(10YR3/4) ip I cmのロームブロック20％含む。炭化物含む。

2層暗褐（10YR3/3）ローム粒50％混じる。

3層 暗褐（10YR3/3）ローム極少屈混じる。

10号ピッ ト

麟 ＼
A ． 調査区外 ．Aニ

<

3号ピッ ト 唸ぐ＼

_A_,c.K 

A ． 調査区外 ．Aこ
＼ 

宣〖
_A__ L=37.00m.K □ア

7号ピット A- A'

］層 暗褐（IOYR3/4) c/> I~2  cmの

ロームブロック20％含む。

11 • 12号ピッ ト

4号ピッ ト ，

撃／

_A__ (Q).K 
_A__ l=37.00m .ぷ

」¥.L=37.00o .K

了 ＼／  
3号ピッ トA-A'

1陪にぶい黄褐(10YR4/3)

ローム粒含む。しまり悪い。

7号ピッ ト

上 ．〇・ぷ

_A_. L=37. OOm .ぷ

こ
9号ピット A-A'

1層 にぶい黄褐（IOYR5/4）ロームが鹿

の子状に入る。人為的埋没。

_A__ L=37.20m.ぷ

8号ピッ ト：贔 ＼ 

__A_-Q_上

調査区外
__A_, L=37.00m .K 

□ 
8号ピット A-A'

1層 暗赤褐(5YR2/3)小鼠の灰白色

粒含む。

畜 ／
調査区外

A 履胃□璽―~ .K
11号ピッ ト

__A_. L•37. OOm 

12号ピット

.K 

ロ 宣

10号ピッ トA- A'

1層褐（10YR4/4)粘性有り。しま り弱い、砂質。

2層暗褐(IOYR3/3)ローム粒50％混じる。

3層 暗褐（IOYR3/4) </J I cmのロームブロック20%、炭化物含む。

13 • 14号ピット ー讀
〔｀ こ］上

13号ピット

_A__ L=37.00m 

14号ピッ ト

ぷ

玉

15号ピット贄／

------―̀‘ / ‘  

上 （、三彎上、，
、/` -----ク

_A_. L=37. OOm ．△こ

0Gxrs 
゜

I :40 lm 

第16図 II区l~ 12号ピッ ト平面図・断面図
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第2節 Il区で検出された遺構と遺物

1号地下式坑 2号竪穴状遺構

I 
土． 調査区外

胃“覧Q ロ
＼ 斎メ ｛三［ ： — • A 一土．

［ 調査区外

__A_. L=37. 20m .K 賃

3溝 贔
1号地下式土坑A-A'

1層 暗褐（IOYR3/3),PI~2 cmのロームブロック含む。粘性有り。

2層黒褐（IOYR3/l),pI~2 cmの小礫含む、粘性有り。
3眉暗褐灰（10YR7/1)粘土質。

4層褐(IOYR4/3)やや粘質。

5層 明黄褐(lOYR6/8）ローム崩落土。

___A_, L=37. !Om . Aこ

2号竪穴状遺構A-A'

l層 暗褐（!OYR3/3)少星の炭化物、</J2 cmのロームブロック含む。

2層 暗褐(IOYR3/ 4) (/) I cmのロームブロック含む。

3層 褐(IOYR4/4) </J I~3cmのロームブロックが鹿の子状に入る。

4層 黒褐(IOYR3/l) </J 1~3cmのロームブロック含む。

5層 黒褐（10YR3/2)</J 1~3cmのロームブロック多量に含む。

1号竪穴状遺構

賢
／
 

1号落ち込み

」．

＼
 

．ぷ
トレンチ

_A__ L=36.00m .K 

＼ ＿／  
調
査
区
外

1号礎石

冒」 ロニ三/-K
1母落ち込みA-A'

1層 暗褐（7.5YR3/4)少量の炭化物、(/J2~5 mmの軽石、 ローム粒含む。

゜
1 :40 lm 

第17図 II区1号地下式坑、 1 • 2局竪穴状遺構、 1号礎石、 1号落ち込み平面図・断面図

37 



第3章調査の成果

た結論を得るには至っていないのが現状である。

関東地方の中世後半頃の一般的な屋敷跡の周辺から

は、ほとんど検出されると言っても過言ではないほど普

遍的な遺構で、関東地方以外では九州北部にやや多く分

布しており、その他、東海 ・北陸 ・中国地方の一部から

も若干検出されている。また、東北地方などでも地下式

坑と似た施設の存在が報告されており、類似した後世の

室との識別が困難な施設も含めると、散在的ではあろう

が、もっと多くの事例が広範囲に分布する可能性が高い。

機能 地下式坑の機能に関する現時点における代表的な

説としては、穀物類等の農産物を主とした貯蔵施設説、

戦災、自然災害等からの一時避難施設説（シェルター説）、

隠匿施設説（トランクルーム説）、葬送関連施設説、ない

しはこれらの複数の機能を合わせ持つ多機能説等が提示

されている。

貯蔵施設説 穀物類の貯蔵施設説は、室内から多量の炭

化した穀類が出土した事例と、遺跡が台地上の湿気の籠

り難い場所、主にローム層堆積地に営まれているという

点を根拠としている。

シェルター orトランクルーム説 シェルターないしは

トランクルーム説は、それらの多くが戦国期の所産であ

るということや、建物周辺に設けられるケースが多いと

いう点や形状を根拠に唱えられている。

葬送・宗教関連施設説 葬送に伴う施設説は、竪坑や室

内から人骨や板碑等が出土するケースが多々見られるこ

とによる。この中には、具体的に禅宗の葬法であるとの

説や、またムロ内で遺体を骨化するための一次葬施設で

あるとの見方、さらには真言密教立川流の儀礼に韮づき、

遺体を室内で骨化し、得られた憫牒を加工して秘儀を行

う場であると想定する説すらある。

各説とも説得的な面はあるが、反面否定的資料にも事

欠かないのが現状で、決め手を欠いている。

各遺跡から検出される地下式坑の総数は、単碁から百

碁前後まで、遺跡によって多寡がある。（参考 ：今井恵昭「地

下式坑が作られた時代」『駒沢史学』82号 2014)

(1) 1号地下式坑（第17• 73図、 PL.8) 

位置： IIー6調査区の北東端に位置する。16号土坑のす

ぐ東側に隣接する。X=29,538~29,540、Y=-49,851 

~-49,853。

38 

重複関係： なし。

規模と形状： 東 ・北側が調査区外に出るため、全容は不

明であるが、北側に階段を伴う入り口が設けられ、坑内

の床面はフラットである。検出長径1.9m・検出短径1.74 

m・ 深さ0.87m。

埋土： 上層暗褐色土・黒褐色土 ・褐色土 ・明黄褐色土、

坑内暗褐灰色土。 遺物：肥前磁器染付皿 l点、 在地系

土器香炉片 1点。 時期： 近世末期。

6.竪穴状遺構

II区では2星の竪穴建物状が検出されている。IIー3

区から 1号竪穴状遺構が、 II-4区から 2号竪穴状遺構

がそれぞれ検出されている。

昨年度調査された 1区からも竪穴状遺構の検出はな

く、本遺跡では、現在の所、竪穴状遺構はII区からのみ

の検出である。

これらの竪穴状遺構は、先史 ・古代の竪穴住居ではな

く、また、中世都市や城郭である鎌倉、博多、下古館遺

跡（栃木県下野市）、新平田遺跡（鹿児島県大口市）、浪岡

城跡（青森県青森市）などで検出されている中世竪穴建物

とも異なる様相であり、部分的にしか検出できなかった

こともあって、遺構の用途や機能は不明である。

(1) 1号竪穴状遺構（第17• 73 • 7 4図、 PL.8) 

位置： IIー3調査区の北端寄りに位置する。 X=29,529 

~29,530、Y=-49,854。

重複関係： 1号溝の底面に掘り込む。

規模と形状： 東側が深度掘削のための法面の中に入るた

め、全容は不明である。竪穴状遺構の西端が検出されて

いる。検出長径l.lm ・検出短径0.67m。 遺物：制作

地不詳染付土瓶 l点、制作地不詳灰釉台付灯明油皿 l点、

軒桟瓦片 l点、銅銭 l点（文久永宝：文久3(1863)年2

月から慶応3(1867)年まで鋳造）、石鉢 1点。 時期：

近世末期～近代初頭。

(2)2号竪穴状遺構（第17• 75図、 PL.8) 

位置： IIー4調査区の北西隅に位置する。12号土坑の北

西側に近接する。X=29,538~29,540、Y=-49,851 

~-49,853。

重複関係： 3号溝の北端部を掘り込む。



規模と形状： 北側及び西側が大きく調査区外に出るた

め詳細は不明である。検出長径1.9m・検出短径l.74m • 

検出深度約0.87m。

埋土 ：上層暗褐色土、中層暗褐色土 ・褐色土 ・黒褐色土、

下層黒褐色土。 遺物： 皿と鉄製品釘各 1点。 時期：

近世末期。

7.礎石

II区では調査時に「礎石」という遺構名称が付された遺

構は、 II-6区で検出された 1碁のみであるが、ピット

の項で述べたように11~15号ピット及びその西の壁際

でごく一部が検出されたピット群も礎石であると考えら

れる。

(1) 1号礎石（第17図、 PL.8) 

位置： II-6調査区の中央よりやや北側、西端寄りに

位置する。25号土坑のすぐ南西側、 8号溝のすぐ北側

に隣接する。X=29,561~29,562、Y= -49,843~-

49,844。

重複関係： 4号井戸埋没後にその縁辺部にかかる位置に

構築される。

規模と形状 ：南北に長い楕円形状を呈する。確認面に

集積が見られた状態であり、掘り込みは全く確認でき

なかった。構造から何らかの建物の柱跡と考えられる

が、相対する礎石は調査範囲内からは見つからなかった。

竪穴状遺構の西端が検出されている。長径0.7m・短径

0.5m。 遺物 ：なし。 時期 ：近世末期～近代初頭か。

8. その他の遺構

(1) 1号落ち込み（第17図）

位置： IIー 3調査区の南西隅に位置する。 1 • 4号土坑

のすぐ西側に隣接する。X=29,517~29,520、Y=-

49,857~-49,860。

重複関係 ：2号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 南 ・西辺が調査区外に出るため全容は不明

である。不整形。底部は起伏が大きいが、どちらかの方

向に傾斜しているわけではない。人為的な掘り込みであ

るのか、自然に形成された窪地なのかは不明である。検

出長径2.51m・検出短径1.9m・深さ0.2m。

埋土：暗褐色土。 遺物：染付碗 l点。 時期：近世末期。

第2節 Il区で検出された遺構と遺物

9.遺構外一括出土遺物

遺構外出土遺物を観察表及び第75• 76図に掲載した。

なお、「遺構外出土遺物」と「一括」は同意であり、 「落

ち込み出土」遺物 l点も含む。

第 3節 II1区で検出された遺構と遺物

III区は、主要地方道大間々 ・深谷線の世良田交差点以

南の西側と、世良田交差点の西側、国道354号線沿いの

南側の部分にあたる。

調査区は 5箇所に分かれ、主要地方道大間々 ・深谷線

の西側拡幅部分を南からIII-l調査区、 III-2調査区、

III-3調査区とし、主要地方道大間々・深谷線が世良田

交差点にかかる、交差点南西側拡張部分を含む一角をIII

-4調査区、国道354号線の南側拡幅部分をIII-5調査

区とした。

III区で検出された遺構は、土坑60基、井戸3碁、溝5

条、ピット30碁、礎石8基、配石2碁である。土坑と礎

石の検出件数は、全調査区内で最多である。

III-l調査区は、主要地方道大間々 ・深谷線の西側

拡張区の南の端にあたり、 X=29,480~29,500・ Y =-

49,875~-49,885に位置する。主要地方道大間々・深谷

線を挟んだ東側にはII-2調査区が存在する。土坑 1墓、

溝l条が検出された。

III-2調査区は、主要地方道大間々 ・深谷線の西側拡

張区にかかるIII区において南から 2番目の調査区で、 X

=29,520~29,530・ Y =-49,865~-49,875に位置する。

主要地方道大間々・深谷線を挟んだ東側にはII-3調査

区が存在する。土坑7碁、溝 1条が検出された。

III-3調査区は、主要地方道大間々・深谷線の西側拡

張区にかかるIII区において南から番目の調査区で、 X

=29,535~29, 550・ Y =-49, 860~-49,870に位置する。

主要地方道大間々 ・深谷線を挟んだ東側にはII-4調査

区が存在する。検出された遺構は、土坑3基、溝2条、

配石が2基である。

III-4調査区は、世良田交差点の南側、主要地方道大

間々 ・深谷線が世良田交差点に達する部分の、西側の拡

張区と世良田交差点そのものの南西側拡張箇所にあた

る。X=29,550~29,565、Y=-49,855~-49,865。土
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坑21基、井戸2基、溝3条、ピット19基、礎石6埜が検

出された。土坑 ・ピットの検出数はJJI区最多である。

Ill -5調査区は、国道353号線の南側拡幅部分にあた

る調査区で、交差点部分にあたるIll-4調査区の北側と

本調査区とが、 JJI区では国道353号線に面した調査区と

いうことになる。IlI区の中で最も調査面積が大きい調査

区である。土坑28基、井戸 l基、溝 l条、ピット11韮、

礎石2韮が検出された。

1.土坑

llI区では60基の土坑が検出された。 I区では14粘、 II

区では27碁、 IV区では45碁であるから、調査区別では圧

倒的に最多である。

主要地方道太田・大間々線に面し、皿区の最南端にあ

たるIll-1調査区では 1基、その北側に位懺する皿ー 2

調査区では7韮、さらにその北側にあたるIll-3調査区

では 3基世良田交差点にかかる皿ー4調査区では21

星、国道353号線の南側に面した皿ー5調査区では28基

が検出された。世良田交差点に面したJJI-4調査区と国

道353号線の南側に面したJJI-5調査区とに集中して出

土している。

他の調査区においても、南端部や北端部に比べて、世

良田交差点に近い箇所や国道353号線に面した調査区に

おいて、より多くの土坑が検出されるような傾向が窺え

る。ただし、用途 ・機能が明確に判明するものは皆無で

あった。

(1) 1号土坑（第20• 77図、 PL.10)

位置： III-5調査区最西端付近に位置する。 1号礎石の

東側、 2号礎石の西側に位置する。X=29,584、Y=-

49,894~-49,895。

重複関係： なし。

方向： N-ll0°-E。

規模と形状： 北西ー南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る小規模な土坑。長径0.8m・短径0.4m・深さ0.25m。

埋土：黒褐色土。 遺物：在地系土器鉢片 l点。 時期：

中世。

(2)2号土坑（第20図、 PL.10)

位置 ：III-5調査区の西端付近に位置する。 1号井戸
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のすぐ北側に、 2号礎石のすぐ南側に隣接する。X=

29,582~29,583、Y=-49,893。

重複関係 ：なし。

方向： N-20°-W。

規模と形状 ：南北にやや長い楕円形状を呈する小規模な

土坑。長径0.42m・短径0.36m・深さ0.31m。

埋土 ：灰黄褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(3) 3号土坑（第20図、 PL.10)

位置 ：III-5調査区の西端よりやや中央奇りの南壁

際。2号礎石の東側、 4号土坑の西側に位置する。X=

29,580~29,581、Y=-49,891~-49,892。

重複関係： なし。

規模と形状： 南側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、方形ないし長方形状の掘方を有するものと考えら

れる。検出長径0.88m・検出短径0.44m・深さ0.14m。

埋土： 褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(4) 4号土坑（第20• 77図、 PL.10)

位置：皿ー 5調杏区の西寄りに位置する。3号土坑の東、

9号土坑の西側に位置する。X=29,580~29,581、Y

=-49,891~-49,892。

重複関係： 2号礎石に北側を、 1号溝に東側を掘り込ま

れる。

規模と形状 ：北側を2号礎石に、東側を 1号溝に掘り込

まれ、南側は調査区外に出るため全容は不明であるが、

不整方形状を呈する大きな土坑である。検出長径l.84m・

検出短径1.5m・深さ0.12m。

埋土：上層暗褐色土、中層黒褐色土、下層褐土。 遺物：

肥前磁器染付丸碗 l点、肥前磁器染付小坪 1点、京 ・信

楽系灰釉灯明油皿片 l点、瀬戸・美濃陶器乗燭片2点、

円盤形土製品 l点、在地系士器皿 1点、在地系土器焙烙

片 1点、在地系土器置鼈片 l点。 時期 ：近世末期。

(5) 5号土坑（第20図、 PL.10)

位置：皿 ー5調査区の西端付近に位置する。南壁に

掛かる。 1号井戸の西側に位置する。X=29,582~ 

29,583、Y=-49,896~-49,897。

重複関係： 1号礎石に中央部を掘り込まれる。

規模と形状 ：中央部を 1号礎石に掘り込まれ、南側が大



きく調査区外に出るため全容は不明であるが、不整楕円

形状を呈する大きな土坑である。検出長径2.02m・検出

短径0.8m・深さ0.3m。 遺物：なし。 時期：不明。

(6)6号土坑（第20図、 PL.10)

位置： III-5調査区の西端、西北隅に掛かる。1号土坑

の西側、 5号土坑の北西側に位置する。X=29,584~ 

29,585、Y=-49,897~-49,898。

重複関係： 1号礎石に中央部を掘り込まれる。

規模と形状：中央部を 1号礎石に掘り込まれ、北及び西

側が大きく調査区外に出るため全容は不明であるが、不

整楕円形状を呈する大きな土坑である。検出長径1.74m・ 

検出短径1.44m・深さ0.39m。

遺物：なし。 時期：不明。

(7) 7号土坑（第20• 77図、 PL.10)

位置： III-3調査区の中央部からやや北東の位置。 2号

配石のすぐ東側に隣接する。X=29,542~29,543、Y

=-49,863~-49,864。

重複関係：なし。

方向： N-13°-E。

規模と形状：南北に若干長い楕円形状を呈する。長径

1.04m ・短径0.88m・深さ0.2m。

埋土：褐灰色砂質土。 遺物： 2点を取り上げた。軒丸

瓦片 l点、在地系土器鉢片 1点。 時期：近世末期。

(8)8号土坑（第20図、 PL.10)

位置： IIIー3調査区のほぼ中央。7号土坑のすぐ南側に

位置する。X=29,541~29,542、Y=-49,864。

重複関係：なし。

規模と形状：東西に若干長い楕円形状を呈する。長径

0.94m ・短径0.92m・深さ0.17m。

埋土：褐灰色砂質土。 遺物：なし。 時期：不明。

(9) 9号土坑（第21• 77 • 78図、pL.10) 

位置： III-5調査区の中央部からやや西寄りの位置。 1 

号溝の東側に近接する。X=29,578~29,580、Y=-

49,884~-49,887。

重複関係：なし。

方向： N-118°-E。

第3節 llI区で検出された遺構と遺物

規模と形状：南側が調査区外に出るが東西に長い楕円形

状を呈する巨大な土坑。本遺跡で検出された土坑の中で

最大規模である。長径2.7m・検出短径2.2m・検出深度

0.46m 

埋土：上層褐色土、 中層黒褐色土、下層暗褐色土。 遺

物：在地系土器鉢片 l点、在地系土器内耳鍋片 l点、 在

地系土器焙烙片 l点、常滑陶器甕片4点。 時期：中世。

(10) 10号土坑（第20図、 PL.11) 

位置： IIIー3調査区の南西隅。X=29,537~29,538、

Y =-49,864。

重複関係：なし。

規模と形状：西端が調査区外に出るため全容は不明で

あるが、東西に若干長い楕円形状を呈する。検出長径

0.94m・短径0.92m・深さ0.17m。

埋土：黒褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(11)11号土坑（第20• 78図、 PL.11)

位置： Ill-5調査区の中央部より東寄りの位置。 14号

士坑の北側。X=29,576~29,577、Y=-49,875~-

49,876。

重複関係： 2号礎石に掘り込まれる。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。 検出長径

l. lm ・検出短径0.7m・深さ0.62m。

埋土： 上層暗褐色土、中層鈍い黄褐色シルト質土、下層

暗褐色砂質土。 遺物：龍泉窯青磁皿片l点、瀬戸・ 美

濃陶器碗片 l点。 時期：中世。

(12) 12号土坑（第21図、 PL.11) 

位置：皿ー 5調査区の東寄りの位置。 17号土坑の東側、

16号土坑の北西側に近接する。X=29,575~29,576、

Y =-49,873。

重複関係：なし。

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西に長い楕円形状を呈するものと思われる。検

出長径0.5m・検出短径O.lm・深さ0.31m。

埋土：暗褐色砂質土。 遺物：なし。 時期：不明。

(13) 13号土坑（第21• 78図、 PL.11)

位置：rn-5調査区の最東端寄りの位置。 南壁に掛かる。
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X =29,572~29,573、Y=-49,868~49,869。

重複関係：なし。

規模と形状：南側大半が調査区外に出るため全容は不明

であるが、楕円形状を呈するものと思われる。検出長径

1. 7m ・検出短径1.2m・深さ0.33m。

埋土：灰黄褐色砂質土。 遺物：肥前磁器染付丸碗 l点、

瀬戸・美濃陶器徳利片 l点、堺・明石陶器すり鉢片 l点。

時期：近世末期。

(14) 14号土坑（第21図、 PL.11)

位置：皿ー5調査区の中央部より東寄りの位置。南壁に

桂卜かる。X=29,575、Y =-49,876。

重複関係： 60号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：南側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西にやや長い不整楕円形状を呈するものと思わ

れる。検出長径0.8m・検出短径0.3m・深さ0.19m。

埋土：灰黄褐色砂質土。 遺物：なし。 時期：不明。

(15) 15号土坑（第21図、 PL.I I) 

位置： III-5調査区の東端寄り。北壁に掛かる。2.

3号ピットのすぐ西側に隣接する。X=29,573、Y=-

49,870。

重複関係： 19号土坑を掘り込む。

規模と形状：南側が調査区外に出るが、南北に長い隅丸

長方形状を呈するものと思われる。検出長径0.7m・検

出短径0.66m・深さ0.15m。

埋土：灰黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(16) 16号土坑（第21• 78図、 PL.11)

位置： III-5調西区の東寄り。南壁に掛かる。12号土坑

の南東側に、 19号土坑の南西側に隣接する。X=29,573 

~29,574、Y=-49,872~-49,873。

重複関係：なし。

規模と形状：南側が調査区外に出るが、東西に長い不整

楕円形状を呈するものと思われる。検出長径1.78m ・検

出短径0.84m・深さ0.13rn。

埋土：灰黄褐色士、鈍い黄褐色土。 遺物：古瀬戸陶器

盤類片 l点。 時期：中世か。

(17) 17号土坑（第22図、 PL.11)
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位置： III-5調査区の東寄り。11号土坑の南東側に、 12

号の南西側に、 14号土坑の北東側に、 16号土坑の西側に

近接する。X=29,575、Y=-49,874~-49,875。

方向： N-98°-E。

重複関係：なし。

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

1.3m・短径1.04m•深さ0.38m。

埋土： 上層鈍い黄褐色砂質土、下層鈍い黄褐色シルト質

土。 遺物：なし。 時期：不明。

(18) 18号土坑（第22図、PL.11)

位置： III-5調査区の最東端。東壁に掛かる。X=

29,572~29,573、Y=-49,866~-49,867。

重複関係： 5• 6号ピットに掘り込まれる。

規模と形状：東側が大きく調査区外に出るため全容は不

明であるが、西北西ー東南東方向に長い不整楕円形状を

呈するものと思われる。検出長径1.02m・検出短径O.Sm・

深さ0.46m。

埋土：上層暗褐色砂質土、下層鈍い黄褐色シルト質土。

遺物：なし。 時期：不明。

(19) 19号土坑（第21図、 PL.11)

位置： III-5調査区の最東端奇り。北壁に掛かる。13号

土坑の北西側。16号土坑の北東側、 2• 3号ピットの西

側に近接する。X=29,573~29,574、Y=-49,869~-

49,871。

重複関係： 15号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、不整楕円形状を呈するものと思われる。検出長径

1. 78m •検出短径0.5m ・深さ0.36m。

埋土：上層暗褐色粘質土、中層褐色粘質土、下層鈍い黄

褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(20) 20号土坑（第22図、 PL.11)

位置： III-2調査区の最北端。北壁に掛かる。24号土坑

の東側、 4号溝の西側に位置する。X=29,526、y=-

49,868~-49,869。

重複関係： 24• 25号土坑を掘り込む。

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、不整楕円形状を呈するものと思われる。検出長径



0.49m ・検出短径0.18m・深さ0.19m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(21) 21号土坑（第22図、 PL.12)

位置： III-2調査区の北西端。北壁及び西壁に掛かる。

25号土坑のすぐ西側に隣接する。X=29,526、y=-

49,869~-49,870。

重複関係：なし。

規模と形状：北側及び西側が調査区外に出るため全容は

不明であるが、不整楕円形状を呈するものと思われる。

検出長径 lm・ 検出短径0.5m・深さ0.43m。

埋土：上層鈍い黄褐色土、中下層暗褐色土。 遺物：な

し。 時期：不明。

(22) 22号土坑（第22• 78図、 PL.12)

位置： IIIー2調査区の南寄りの位置。西壁に掛かる。 X

=29,523~29,524、Y=-49,870~-49,871。

重複関係： 26号土坑を掘り込む。

規模と形状：西側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西に長い楕円形状を呈する大きな士坑と思われ

る。検出長径1.2m・検出短径1.16m・深さ0.35m。

埋土：暗褐色土。 遺物：肥前磁器染付筒形小坪 l点、

肥前磁器染付小坪 1点、肥前磁器染付碗 l点、肥前磁器

染付丸碗片 1点、瀬戸 ・美濃陶器絵徳利 l点、制作地不

詳徳利 1点、常滑焼陶器甕片 1点、在地系土器皿2点、

在地系土器置寵片 l点、 在地系土器焙烙片 1点。なお、

瀬戸・美濃陶器絵徳利の底部蛇目高台部に「大町井筒屋」

という文字と家号（菱囲い内に「舛」）が墨書されたものが

ある。 時期：近世末期。

(23) 23号土坑（第22図、 PL.12)

位置： IIIー2調査区の中央部。22号土坑のすぐ北東側に

隣接する。X=29,524、Y=-49,869。

方向： N-12°-E。

重複関係： 24• 25号土坑を掘り込む。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径

1.02m ・短径0.7m・深さ0.56m。

埋土：灰黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(24) 24号土坑（第22• 79図、 PL.12)

第3節 1lI区で検出された遺構と遺物

位置： IIIー2調査区の中央部。 X=29,525~29,526、

Y =-49,868~-49,869。

重複関係： 23号土坑を掘り込む。25号土坑に掘り込まれ

る。

規模と形状：不整形。検出長径1.42m・検出短径0.7m• 

深さ0.32m。

埋土：暗褐色土。 遺物：肥前磁器染付丸碗片 l点。

時期：近現代。

(25) 25号土坑（第22図、 PL.12)

位置：皿ー2調査区の中央部からやや西側の位置。 X=

29,524~29,526、Y=-49,869~-49,870。

重複関係： 23• 24号土坑を掘り込まれる。

規模と形状：不整形。検出長径2.74m・検出短径0.56m• 

深さ0.31m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(26) 26号土坑（第22図、 PL.12)

位置： m-2調査区の中央部からやや南寄りの位置。X

=29, 522~29,524、Y=-49,869~-49,870。

重複関係：20号土坑に掘り込まれる。 4号溝を掘り込む。

規模と形状：不整形。検出長径1.8m・検出短径0.5m• 

深さ0.21m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(27) 27号土坑（第22• 79図、 PL.12)

位置：皿ー5調査区の中央部。南壁に掛かる。 28号土坑

のすぐ東側に隣接する。X=29,576~29,577、y=-

49,880~-49,881。

重複関係： 54号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：南側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。不整形を呈するものと思われる。検出長径1.34m• 

検出短径1.2m・深さ0.43m。

埋土：灰黄褐色砂質土。 遺物：銅銭2点（泉文解読不能）。

時期：近世末期。

(28) 28号土坑（第22図、 PL.12)

位置： m-5調査区の中央部。南壁に掛かる。27号土坑

のすぐ西側に、 29号土坑のすぐ東側に隣接する。 X=

29,576~29,577、Y=-49,881~-49,882。
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重複関係： なし。

規模と形状 ：南側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。不整形を呈するものと思われる。検出長径0.84m• 

検出短径0.8m・深さ0.lm。

埋土 ：暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(29)29号土坑（第23図、 PL.12)

位置： III-5調査区の中央部。南寄りの位置。 28号土坑

のすぐ西側に隣接する。X=29,577、Y=-49,882。

方向 ：N-59°-E。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：北東ー南西方向に長い不整形を呈する。検

出長径0.88m・検出短径0.44m・深さ0.54m。

埋土 ：暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(30)30号土坑（第23• 79図、 PL.12)

位置： III — 4 調査区の北端寄りの位置。 北西壁際。 44号

土坑の西側に近接する。X=29,565~29,566、y=-

49,861~-49,862。

重複関係 ：47号土坑、 8号礎石に掘り込まれる。

規模と形状 ：北西ー南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。検出長径1.2m・検出短径1.08m・深さO.lm。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(31)31号土坑（第23• 79図、 PL.12)

位置 ：III-4調査区の北西端。北西壁に掛かる。X=

29,568、Y=-49,862~-49,863。

重複関係： 37号ピットに掘り込まれる。

規模と形状： 北北側及び西側が調百区外に大きく出るた

め、全容は不明である。検出長径1.2m・検出短径l.08m・

深さO.lm。

埋土 ：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土、暗褐色士。

遺物 ：在地系土器内耳鍋 1点。 時期 ：中世。

(32)32号土坑（第23• 79図、 PL.12)

位置 ：III-5調査区の中央部。やや北寄りの位置。27• 

53 • 54号士坑のすぐ北側、 2号礎石のすぐ南側に隣接す

る。X=29,577~29,578、Y=-49,878~-49,881。

方向： N-ll8°-E。

重複関係 ：52号土坑を掘り込む。58号土坑に掘り込まれ
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る。

規模と形状 ：東ー西に長い隅丸長方形状を星する。長径

2.8m ・短径0.56m・深さ0.32m。

埋土： 上層灰黄褐色土、 下層鈍い黄褐色土。 遺物： 瀬

戸 ・美濃陶器鉄釉渠燭 l点。 時期： 近世末期。

(33) 33号土坑（第23図、PL.12)

位置： 皿ー 4調査区の中央部よりやや北寄りの位置。

東壁に掛かる。34号土坑のすぐ東側に隣接する。X=

29,561~29,562、Y=-49,857~-49,858。

重複関係： 3号溝を掘り込む。

規模と形状： 東側が調杏区外に大きく出るため、全容は

不明である。検出長径1.2m・検出短径0.2m・深さ0.lm。

埋土： 灰黄褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(34) 34号土坑（第23図、 PL.13)

位置： III-4調査区の中央部よりやや北寄りの位置。 東

壁際。33号土坑のすぐ西側に隣接する。X=29,562~ 

29,563、Y=-49,857~-49,858。

重複関係： 3号溝を掘り込み、 3号井戸を掘り込む。

方向： N-10°-E。

規模と形状 ：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径

3.08m ・短径0.44m・深さ0.62m。

埋土：上層鈍い黄褐色土、下層暗褐色土。 遺物：なし。

時期： 不明。

(35) 35号土坑（第23• 79図、 PL.13)

位置： III-4調査区の中央部よりやや北寄りの位置。東

壁にかかる。7号ピッ トの東側に近接する。X=29, 558 

~29,559、Y=-49,858~-49,859。

重複関係： 3号溝を掘り込む。

規模と形状： 東側が調査区外に出るが、南北に長い隅丸

長方形状を呈するものと思われる。検出長径2.38m・検

出短径0.42m・深さ0.53m。

埋土 ：鈍い黄褐色土。 遺物 ：肥前磁器染付丸碗l点。

時期： 近世末期。

(36) 36号土坑（第23• 79図、 PL.13)

位置：III-4調査区の北寄りの位置。 44号土坑、11号ピッ

トの東側、 8号ピットの西側に近接する。X=29,564、



Y =-49,858~-49,859。

重複関係： 3号井戸、 48号土坑を掘り込む。

方向： N-20°-W。

規模と形状： 南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径

1. 78m ・検出短径0.6m・深さ0.56m。

埋土： 鈍い黄褐色士。 遺物 ：常滑陶器甕片 l点。 時

期 ：中世

(37) 37号土坑（第23図、 PL.12)

位置：III-4調査区の中央部よりやや北寄りの位置。7.

18号ピッ トのすぐ北側に隣接し、 49号土坑の東側に近接

する。X=29,560~29,561、Y=-49,858~-49,859。

重複関係： 3号溝に掘り込まれる。

方向： N-20°-W。

規模と形状： 南北に長い隅丸長方形状を呈する。検出径

0.7m ・深さ0.18m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(38) 38号土坑（第24図、 PL.13)

位置：III-4調査区の中央部。35号土坑の西側に置する。

X =29,568、Y=-49,860。

重複関係： なし。

方向： N-10°-W。

規模と形状： 南北にやや長い不整楕円形状を呈する。長

径0.7m・短径0.5m・深さ0.33m。

埋土： 褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(39)39号土坑（第24図、 PL.13)

位置： III-4調査区の北端付近。46号土坑のすぐ東側に

隣接する。X=29,568、Y=-49,857~-49,858。

重複関係 ：10号ピッ トに掘り込まれる。

規模と形状：東西に長い長円形状を呈する。長径l.48m• 

短径0.46m・深さ0.13m。

埋土： 褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(40) 40号土坑（第24図、 PL.13)

位置： III-4調査区の最北端。北壁に掛かる。X=

29,570、Y=-49,858~-49,859。

重複関係： 41号土坑を掘り込む。

規模と形状： 東北側が調査区外に出るため、全容は不明

第3節 1I1区で検出された遺構と遺物

である。検出径0.7m・深さ0.08m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(41)41号土坑（第24図、 PL.13)

位置 ：ill-4調査区の最北端。北壁に掛かる。X=

29,569~29,570、Y=-49,857~-49,858。

重複関係 ：40号土坑に掘り込まれる。

規模と形状 ：東北側が調査区外に出るため、全容は不明

である。検出長径0.9m・検出短径0.4m・深さ0.18m。

埋土 ：灰黄褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(42)42号土坑（第24図、 PL.13)

位置： ill-4調査区の北端部付近。44号士坑のすぐ北

側に隣接する。X=29,587~29,588Y、=-49,859~-

49,860。

重複関係： 12• 14号ピットに掘り込まれる。43号土坑、

14号ピットを掘り込む。

方向 ：N-10°-E。

規模と形状： 不整楕得円形状を呈する。長径0.7m・短

径0.6m・深さ0.3m。

埋土 ：暗褐色土、底部一部鈍い黄褐色土。

遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(43)43号土坑（第24図、 PL.13)

位置 ：m-4調査区の北端部付近。44号土坑のすぐ北

側に隣接する。X=29,587~29,588、Y=-49,859~-

49,860。

重複関係： 42号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 東西に長い不整長円形状を呈する。検出長

径1.5m・短径0.42m・深さ0.24m。

埋土 ：褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(44)44号土坑（第24図、 PL.13)

位置 ：IIIー 4調杏区の北端部付近。42• 43号土坑のすぐ

南側に隣接する。3号井戸、36号土坑の西側に位置する。

X =29,565~29,566、Y=-49,860。

重複関係： 11号ピットに掘り込まれる。45号土坑と合体

するが新旧関係は不明である。

規模と形状 ：東西に長い隅丸長方形状の44号土坑と南北

に長い隅丸長方形状の45号土坑とが合体したような逆
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L字型の形状を呈する。長径1.5m・短径0.72m・深さ

0.13m。

埋土 ：褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(45)45号土坑（第24図、 PL.43)

位置 ：皿ー 4調査区の北端部付近。42• 43号土坑のすぐ

南側に隣接する。2号井戸、36号土坑の西側に位置する。

X =29,565~29,566、Y=-49,860。

重複関係 ：15号ピットに掘り込まれる。

規模と形状 ：東西に長い隅丸長方形状の44号土坑と南北

に長い隅丸長方形状の45号土坑とが合体したような逆

L字型の形状を星する。長径1.48m・短径0.68m・深さ

0.2m。埋土 ：褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(46)46号土坑（第24図、 PL.13)

位置 ：III-4調査区の北端付近。39号土坑のすぐ西側

に隣接する。X=29,568~29,569、Y= -49,859~-

49,861。

重複関係 ：13号ピットに掘り込まれる。

規模と形状 ：西側が調査区外に出るが、東西に長い隅丸

長方形状を呈するものと思われる。検出長径2.06m・短

径0.86m・深さ0.08m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(47)47号土坑（第24• 79図、 PL.13)

位置 ：III-4調査区の北端付近。西壁際。X=29,565、

Y =-49,862。

重複関係 ：30号土坑を掘り込む。

方向： N-30°-W。

規模と形状： 北西ー南東方向にやや長い不整楕円形状を

呈する。平面形態は小規模な割に非常に深く、底部を検

出することが出来なかった。非常に小規模ながら、井戸

である可能性がある。長径0.86m・短径0.66m・調査最

大深度1.25m。

埋土 ：上層褐色土、下層暗褐色土。 遺物 ：円盤型加工

土製品 l点、在地系土器火鉢片 l点、軒平瓦片 l点、在

地系土器植木鉢片 1点。 時期： 近世末期～近代初頭。

(48)48号土坑（第24図、 PL.14)

位置 ：皿ー 4調査区の北端付近。39号土坑の南側、 43• 
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44号土坑の東側に位置する。X=29,566~29,567、Y

=-49,858~-49,859。

重複関係： 36号土坑、 3号井戸に掘り込まれる。

規模と形状： 円形状を呈する。検出径0.88m・深さ lm

埋土： 暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：中世。

(49) 49号土坑（第24図）

位置： III-4調査区の中央部より北寄りの位置。50号土

坑のすぐ東側に隣接する。X=29,560~29,561、Y=-

49,858~-49,859。

重複関係 ：2号井戸に掘り込まれる。

方向： N-102°-E。

規模と形状： 東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径

1.8m・短径0.6m・深さ0.93m。

埋土： 暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(50)50号土坑（第25図、 PL.14)

位置： III-4調査区の中央部より北奇りの位置。西壁に

掛かる。 49号土坑、 19• 20号ピットのすぐ西側に隣接す

る。X=29,562~29,564、Y=-49,859~-49,861。

重複関係： なし。

規模と形状： 大部分が西側調査区外に出るため、全容は

不明である。検出長径2.lm・検出短径0.34m・深さ0.3m。

埋土 ：暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(51)51号土坑（第25図、 PL.14)

位置 ：IIIー5調査区の中央部よりやや北寄りの位置。 26

号ピットのすぐ北側に隣接し、 23号ピッ トの東側に位置

する。 X=29, 578、Y=-49,882。

重複関係： 52号土坑を掘り込む。

方向： N-56°-E。

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径0.64

m・検出短径0.5m・深さ0.23m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(52)52号土坑（第25図、 PL.14)

位置 ：III-5調査区の中央部よりやや北寄りの位置。

28 • 29号土坑のすぐ北側に隣接する。X=29,577~ 

29,579、Y=-49,881~-49,882。

重複関係 ：51号土坑、 30• 32号ピットに掘り込まれる。



規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出長径1.4m・検出短径1.34m・深さ0.21m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(53) 53号土坑（第22図、 PL.14)

位置 ：III-5調査区のほぼ中央部。南壁に掛かる。X=

29,575~29,576、Y=~49,879。

重複関係： 54号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 南側が調査区外に出、西側を54号土坑に掘

り込まれ、破壊されているため全容は不明である。検出

長径0.2m・検出短径0.14m・深さ0.35m。

埋土：灰黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(54) 54号土坑（第22図、 PL.14)

位置： III-5調査区のほぼ中央部。南壁に掛かる。X=

29,576~29,577、Y=-49,879~-49,880。

重複関係： 27号土坑を掘り込む。

規模と形状：南側を53号土坑に掘り込まれ、さらに攪乱

され、破壊されているため全容は不明である。検出長径

1. lm ・検出短径0.9m・深さ0.61m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(55) 55号土坑（第25図、PL.14)

位置：III-5調査区の中央部より東寄りの位置。北壁際。

X =29,576~29,578、Y=-49,877~-49,878。

重複関係： 2号礎石に掘り込まれる。32• 57号土坑を掘

り込む。

方向： N-134°-E。

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長径2

m・ 短径1.4m・深さ0.29m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期： 不明。

(56)56号土坑（第25図、 PL.14)

位置：rnー5調査区の中央部より東寄りの位置。北壁に
掛かる。X=29,576~29,577、Y=-49,877。

重複関係： 2号礎石、 11• 14号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：東北側が調査区外に出、 東側が削平されて

いるために全容は不明である。検出長径1.5m・検出短

径0.4m・深さ0.12m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

第3節 III区で検出された遺構と遺物

(57)57号土坑（第25図、 PL.14)

位置： III-5調査区の中央部より東寄りの位置。X=

29,576、Y=-49,878。

重複関係：北側を55号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：北側が55号土坑に掘り込まれている。南北

に長い長楕円形状を呈するものと思われる。検出長径

1.14m ・検出短径0.46m・深さ0.27m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(58) 58号土坑（第23図、 PL.12)

位置： IIIー4調査区の北西端。北西壁に掛かる。27• 28 

号ピッ トの北西側に位置する。 X=29,568~29,569、

Y =-49,882~-49,883。

重複関係： 31号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 大部分が北・西側調査区外に出るため、全

容は不明である。検出径0.82m・深さ0.9m。

埋土：暗褐色上。 遺物：なし。 時期： 不明。

(59) 59号土坑（第25図、 PL.14)

位置：rnー1調査区の最南端のやや西寄りの位置。南壁
に掛かる。X=29,483~29,484、Y=-49,880。

重複関係： 4号溝に掘り込まれる。

規模と形状：大部分が南側調査区外に出るため、全容は

不明である。検出径0.6m・深さ0.59m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(60)60号土坑（第25図、 PL.14)

位置： III-5調査区の中央部より東寄りの位置。南壁

に掛かる。56号土坑の南側に近接する。 X=29,574~ 

29,575、Y=-49,876~-49,877。

重複関係： 14号土坑を掘り込む。

規模と形状：南側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出長径0.6m・検出短径0.46m・深さ0.59m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

2.井戸

III区では3韮の井戸が検出されている。 III-4区で2

基、III-5区で 1碁であった。なお、皿ー4区で検出さ

れた47号土坑も井戸である可能性がある。

本遺跡では、昨年度に報告した I区を含めて、すべて
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の調査区において井戸が検出されている。III区で検出さ

れた井戸の数は、昨年度報告した I区を含めて、本遺跡

で最少である。

III区で検出されたのは、 I・II・IV区で検出されたの

と同様、いずれも素堀の井戸であり、また、径も比較的

小さかったことや、現状で、いずれも交通量が激しい道

路に面した箇所での調査であり、調査区が民家とも隣接

していたため、安全を最優先し、底面までの完掘はいず

れも断念せざるを得なかった。

III区で検出された井戸は、出土遺物からいずれも中世

のものと考えられる。

(1) 1井戸（第26• 79図、 PL.15)

位置：III-5調査区の最西端寄りの位置。南壁に掛かる。

2号土坑のすぐ南側に隣接する。 X=29,581~29,582、

Y =-49,893~-49,894。

重複関係： 2号礎石に掘り込まれる。

規模と形状：南側が大きく調査区外に出てしまっている

が、不整円形状を呈するものと思われる。断面は漏斗状

を呈する。検出長2m・検出幅1.23m・調査深度約1.3m。

埋土：上層暗褐色士 ・鈍い黄褐色土、中層暗褐色土 ・褐

色土。 遺物：在地系土器内耳鍋片 1点、常滑陶器甕片

1点、砥石片 l点。 時期：中世。

(2)2号井戸（第26• 80図、 PL.15)

位置： III-4調査区の中央部よりやや北東寄りの位置。

37号土坑、 7• 18号ピッ トのすぐ西側、 50号土坑のすぐ

東側に隣接する。 X=29,580~29,588、Y=-49,860 

~-49,861。

重複関係： 49号土坑を掘り込む。

規模と形状：不整円形状を呈する。長径2.28m・短径

2.2m ・調査深度約 lm。

埋土：上層暗褐色土、中層黒褐色土・暗褐色土、壁際褐

灰色土。 遺物：在地系土器片口鉢片 l点、在地系土器

焙烙片 l点、常滑陶器甕片 1点。

時期：中世。

(3)3号井戸（第26• 80図、 PL.15)

位置： III-4調査区の北東寄り。44号土坑、 11号ピット

のすぐ東側に隣接する。 X=29,564~29,566、y=-
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49,857~-49,859。

重複関係： 34• 48号土坑を掘り込む。36号土坑、 8• 9 

号ピッ トに掘り込まれる。

規模と形状： 不整楕円形状を呈する。長径2m・短径

1.9m ・調査深度約0.78m。

埋土： 上層鈍い黄褐色土 ・暗褐色土、 中層灰黄褐色土 ・

鈍い黄褐色土。 遺物：青白磁瓶片 l点、常滑陶器甕片

1点。 時期：中世。

3.溝

mでは5条の溝が検出されている。II区で検出された

II区3• 8号溝のような調査区を越えて検出されたよう

な大規模な溝が、 m区でも検出されている。これらの大

規模な溝は、 主要地方道世良田・深谷線の前身道路の側

溝である可能性が考えられる。

いずれの類例においても、水が流れた痕跡はなく、用

水路のようなものではなく、何らかの区画をするための

溝であった可能性が高い。

(1) 1号溝（第27図、 PL.15)

位置： III-5調査区のほぼ中央部より西寄りの位置を

南北方向に流れる。9号土坑の西側に位置する。X=

29,580~29,582、Y=-49,887~-49,888。

重複関係： 2号礎石に掘り込まれる。 4号土坑の西側を

掘り込む。

規模と形状：南北方向に流れる浅い溝。南北両端は調

査区外に出る。検出長2.2m・検出上幅0.8m・検出下幅

0.12m ・深さ0.6m。 遺物：なし。 時期：近世末期。

(2)2号溝（第29• 80図、 PL.9) 

位置：III-4調査区の南端近く。6• 7号礎石の北側、4.

5号礎石の南側。 X=29,553~29,558、Y=-49,860 

~-49,863。

重複関係：なし。

規模と形状：断面でかろうじて検出された程度。東西方

向に流れるものと思われる。検出長2.6m・検出幅0.38m・

深さ0.42m。

埋土：上層暗褐色土、中層黒褐色土、下層褐色土。 遺

物：銅銭 1点（寛永通宝）。 時期：近世末期か。



(3)3号溝（第27• 80図、 PL.15)

位置： III-3調査区の中央部より雨西寄りの位置から発

し、 III-4調査区の東寄りにかけて南北方向に流れる。

北端はIII-4調査区の東壁から調査区外に出るため、全

容は不明である。III-4調査区の南側では削平を受けた

ためか検出されなかった。X=29,540~29,567、Y=

-49,864~-49,859。

重複関係： IIIー3調査区では2号配石を掘り込む。III-

4調査区では33• 34 • 35号土坑を掘り込まれ、 37号土坑、

7号ピットを掘り込む。

規模と形状： III-3•4 調査区を南北方向に流れる長大

な溝。III-4調査区の北側で調査区外に出る。主要地方

道世良田・深谷線に先行する道路跡の西側溝になる可能

性がある。検出総延長294m・幅0.64m・深さ0.3m。

埋土：上層黒褐色土、下層褐灰色土。 遺物：瀬戸 ・美

濃磁器碗 l点、瀬戸・ 美濃陶器志野丸皿片 1点、石製品

砥石l点。 時期：近現代。

(4)4号溝（第28• 80 • 81図、 PL.16)

位置： III-1~3調査区の東側を南北方向に流れる長大

な溝。X=29,483~29,546、Y=-49,865~-49,876。

重複関係： III-l調百区では59号土坑を掘り込む。III-

2調査区では26号土坑に、 III-3調査区では7• 8号土

坑、1号配石に掘り込まれ、 2号配石を掘り込む。

規模と形状： III-1~4調査区にかけて南北方向に流

れる長大な溝。南北両端及び東側がが調査区外に出る

ため全容は不明である。3号溝同様、 主要地方道世良

田・深谷線に先行する道路跡の西側溝になる可能性があ

るが、 3号溝に比べて格段に規模が大きい。検出総延長

200m・幅0.5m・深さO.lm。

埋土：上層暗褐色土・鈍い黄褐色土・褐色土、中層黄褐

色土・褐色土・黒褐色土・暗褐色土、下層黒褐色土・灰

黄褐色土。 遺物：肥前磁器染付丸碗片 l点、肥前磁器

猪Dl点、瀬戸・美濃陶器天目茶碗 l点、円盤型加工土

製品6点、常滑陶器甕片5点、渥美陶器甕片2点、在地

系土器皿 l点、在地系土器おろし皿 l点、在地系土器

片口鉢片2点、在地系土器内耳鍋片 l点、在地系土器焙

烙片4点、在地系土器片 1点、羽口 l点、砥石片2点。

時期：近世末期。
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(5)5号溝（第29図、 PL.16)

位置： IIIー4調査区の北東端付近を南北方向に流れる。

X =29,565~29,569、Y=-49,856~-49,858。

重複関係： 34号土坑、 3号井戸、 3号溝、 8• 9号ピッ

トに掘り込まれる。

規模と形状： 3号溝の西側を並行するように南北方向に

流れる浅い溝。北端が調査区外に出る。東側を3号溝に

掘り込まれており、当然、 3号溝より新しい。検出長

3.5m ・検出幅1.4m．深さ0.35m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：近世末期。

4. ピット

III区では30基のピットが検出されている。I区で44拮、

II区で14拮、 III区で30星、 N区で72韮が検出されている

がいずれも用途不明の小穴である。

検出されたのは、 III-4調査区から17購、 III-5調査

区から13韮で、 III-1~III調査区からは検出されなかっ

た。

(1) 1号ピット（第30図）

位置：皿ー 5調西区の東寄りに位置する。2号礎石の

南側、 3号土坑の北側に位置する。X=29,582、Y=-

49,892。

重複関係：なし。

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径0.26

m・ 短径0.24m・深さ0.28m。

遺物：なし。 時期：不明。

(2) 2号ピット（第30図、 PL.17)

位置： IIIー5調査区の東端付近。 13号土坑の北側、 3号

ピットの南側に位置する。 X=29, 573、Y=-49,906。

重複関係：なし。

規模と形状：不整楕円形状を呈する。長径0.28m・短径

0.26m ・深さ0.44m。

埋土：上層暗褐色土、下層褐色土・明黄褐色土。 遺物：

瀬戸陶器灰釉小香炉口縁片 l点。 時期：近世末期。

(3)3号ピット（第30図、 PL.17)

位置： IIIー5調査区の東端付近。15• 19号土坑のすぐ東

側、 2号ピットの北側に位置する。X=29,574、Y=-
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49,869。

重複関係：なし。

規模と形状：隅丸方形状を呈する。 3~5号ピットはい

ずれも同規模、同形であり、一直線に並ぶ。心々間の距

離は約 lmであり、いずれも小規模ながらしっかりとし

た掘方を有している。あるいは 3点セットで、柵列や

障壁などの柱穴になる可能性がある。長径0.2m・短径

0.18m ・深さ0.21m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(4)4号ピット（第30図、 PL.17)

位置：皿ー 5調査区の東端付近。X=29,573、y=-

49,868。

重複関係：なし。

規模と形状：隅丸方形状を呈する。長径長径0.18m・短

径0.16m・深さ0.65m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(5)5号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III-5調査区の東端付近。 6号ピットのすぐ北側

に隣接する。X=29,573、Y=-49,867。

重複関係： 18号土坑を掘り込む。

規模と形状：隅丸方形状を呈する。長径0.24m・短径

0.2m ・深さ0.59m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：近世末期。

(6)6号ピット（第30• 82図、 PL.17)

位置： IIIー5調査区の東端付近。5号ピッ トのすぐ南側

に隣接する。 X=29,572~29,573、Y=-49,867。

重複関係： 18号土坑を掘り込む。

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.5m・短径0.45m・深さ0.4m。

埋土：暗褐色土。 遺物：堺・明石陶器すり鉢片 1点、

在地系土器鉢片 l点。 時期：近世末期。

(7) 7号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III-4調査区の中央部、東寄りの位置。35号土坑

の西側に位置し、 37号土坑のすぐ南側に隣接する。X=

29,560、Y=-49,859。

重複関係： 18号ピッ ト、 3号溝に掘り込まれる。
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規模と形状： 不整楕円形状を呈する。長径0.4m・短径

0.38m ・深さ0.55m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：近世末期。

(8)8号ピット（第30図、 PL.17)

位置： Ill-4調査区の北寄りの位置。36号土坑のすぐ東

側に隣接し、 34号土坑の北西側に位置する。8 • 9 • 11 

号ピットは東西にほぼ一列に並ぶが、配置やそれぞれの

深さ、掘方の様相から見て何らかの構造物を構成する一

連の柱穴とはみなしがたい。X=29,565、Y=-49,859。

重複関係： 9号ピット、 3号井戸を掘り込む。

規模と形状： 不整楕円形状を呈する。長径0.46m・短径

0.4m・ 深さ0.2m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(9) 9号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III — 4 調査区の北東寄りの位置。 X=29, 565、Y

=-49,857~-49,860。

重複関係： 8号ピットに掘り込まれる。3号井戸を掘り

込む。

規模と形状：不整楕円形状を呈する。長径0.46m・短径

0.4m ・深さ0.2m。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(10) 10号ピット（第30図、 PL.17)

位置：rnー4調査区の北端寄りの位置。41号土坑の南側、

46局土坑の東側に位置する。X=29,568~29,569、Y

=-49,858。

重複関係： 39号土坑を掘り込む。

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.38m・

短径0.32m・深さ0.25m。

埋土：上層暗褐色土、 下層鈍い黄褐色土。 遺物：なし。

時期：不明。

(11) 11号ピット（第30図）

位置：III-4調査区の中央部、北寄りの位置。38号土坑、

3号井戸の西側に近接する。X=29,568、Y=-49,859 

~-49,860。

重複関係： 44号土坑を掘り込む。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径0.34m・



短径0.28m・深さ0.12m。

埋土 ：暗褐色土 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(12) 12号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III-4調査区の中央部、北寄りの位置。45号土坑

のすぐ北側、 14号ピットのすぐ南側に隣接する。X=

29,567、Y=-49,860。

重複関係： 42号土坑、 15号ピットを掘り込む。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.34m ・短径0.28m・深さ0.38m。

埋土 ：暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(13) 13号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III-4調査区の北端付近、北東寄りの位置。 40号

土坑の南側に位置する。 X=29,569、Y=-49,859。

重複関係 ：46号土坑、 15号ピットを掘り込む。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.48m ・短径0.38m・深さ0.55m。

埋土： 暗褐色土。 遺物 ：なし。時期 ：不明。

(14) 14号ピット（第30図）

位置 ：III-4調査区の北寄りの位置。29号ピットのすぐ

南側、 12号ピットのすぐ北側に隣接する。X=29,567 

~29,568、Y=-49,860。

重複関係 ：42• 43号土坑を掘り込む。

規模と形状：円形状を呈する。長径0.34m・短径0.32m• 

深さ0.4m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(15) 15号ピット（第30図）

位置： III-4調査区の北寄りの位置。 42• 43号土坑、 14

号ピットのすぐ南側に隣接する。 X=29,567、y=-

49,860~-49,861。

重複関係 ：45号土坑、 12号ピットに掘り込まれる。

規模と形状 ：円形状を呈する。長径0.42m・短径0.4m• 

深さ0.44m。

埋土 ：暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(16) 16号ピット（第30図）

位置： III-4調査区の北寄りの位置。44号土坑の南側に

第3節 III区で検出された遺構と遺物

位置する。X=29, 564、Y=-49,860。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：東西にやや長い不整楕円形状を呈する小規

模なピット。長径0.32m・短径0.24m・深さ0.4m。

埋土： 暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(17) 17号ピット（第30図）

位置： III-4調査区の北寄りの位置。45号土坑のす

ぐ西側に隣接し、 8号礎石の北側に位置する。X=

29,567、Y=-49,861。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 南北にやや長い隅丸長方形状を呈する小規

模なピット。長径0.2m・短径0.14m・深さ0.34m。

埋土： 暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(18) 18号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III-4調査区の中央部からやや北東寄りの位置。

2号井戸のすぐ東側に隣接する。X=29,560、y=-

49,859。

重複関係 ：7号ピットを掘り込む。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する小規模な

ピット。長径0.3m・短径0.2m・深さ0.36m。

埋土 ：暗褐色士。 遺物： なし。 時期： 不明。

(19) 19号ピット（第30図）

位置： III-4調査区の北西寄りの位置。50号土坑のすぐ

東側、 20号ピットのすぐ南側に隣接し、 49号土坑の北側

に位置する。X=29,562、Y=-49,861。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.36m ・短径0.3m・深さ0.24m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(20) 20号ピット（第30図）

位置 ：rnー 4調査区の北西寄りの位置。50号土坑のすぐ
東側、 19号ピットのすぐ北側に隣接する。X=29,563、

Y =-49,861。

重複関係： なし。

規模と形状 ：南北にやや長い楕円形状を呈する。北側が

深く掘り込まれ、南側の不整形のピットと南北に長い楕
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円形状のピッ トとがあたかも合体したような形状を呈し

ている。長径0.38m・短径0.3m・深さ0.17m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(21)21号ピット（第30図、 PL.17)

位置： III-5調査区の北西寄りの位置。9号土坑の

すぐ東側、 24号ピットのすぐ北側に隣接する。X=

29,563、Y=-49,861。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にやや長い不整楕円形状を呈する。長

径0.38m・短径0.3m・深さ0.17m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(22) 22号ピット（第31図、 PL.17)

位置： Ill-5調査区の中央部付近。25号ピットのすぐ南

西側に隣接する。X=29,578、Y=-49,883~-49,884。

重複関係： 24号ピッ トを掘り込む。

規模と形状： 北東ー南西にやや長い楕円形状を呈する。

長径0.34m・短径0.3m・深さ0.44m。

埋土：暗褐色土、底部壁際鈍い黄褐色土。 遺物：なし。

時期： 不明。

(23) 23号ピット（第31図、 PL.17)

位置： III-5調査区の中央部付近。X=29,578、y=-

49,883。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.22m・短径0.21m・深さ0.27m。

埋土： 褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(24) 24号ピット（第31図、 PL.18)

位置：皿ー5調査区の中央部付近。 X=29,578、Y=-

49,883。

重複関係 ：22• 25号ピットに掘り込まれる。

規模と形状： 北東ー南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.36m・短径0.25m・深さ0.52m。

埋土： 上層灰黄褐色土、壁際及び下層鈍い黄褐色土。 遺

物 ：なし。 時期： 不明。
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(25) 25号ピッ ト（第31図、 PL.18)

位置 ：III-5調査区の中央部付近。 X=29,578、Y=-

49,883。

重複関係 ：24号ピットを掘り込む。

規模と形状 ：不整楕円形状を呈する小規模なピット。長

径0.18m・短径0.16m・深さ0.25m。

埋土： 暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(26) 26号ピット（第31図）

位置 ：III-5調査区の中央部付近。51号土坑の南側、 29

号土坑の北側に近接する。X=29,578、Y=-49,882。

重複関係： 52号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 不整円形状を呈する小規模ながらもしっか

りとした掘方を有するピット。長径0.3m・短径0.28m• 

深さ0.5m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(27) 27号ピット（第31図、 PL.18)

位置：皿ー4調査区の北西端付近。西 ・南限に掛かる。

58号土坑の南側に位置する。X=29,568、Y=-49,863 

~-49,864。

重複関係： 31号土坑を掘り込む。

規模と形状： 西側と南側が調査区外に出るため、全容は

不明である。 検出長径0 . 4m ・検出短径0.2m • 深さ0.59m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(28)28号ピット（第31図）

位置： III-4調査区の北西端付近。31号土坑の東側に位

置する。X=29, 567、Y=~49 , 862~-49,863。

重複関係： なし。

規模と形状： 西側と南側が調査区外に出るため、東西に

やや長い不整楕円形状を呈する小規模なピッ ト。長径

0.32m ・短径0.24m・深さ0.lm。

埋土 ：暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(29)29号ピット（第31図）

位置： rnー4調査区の北端付近、西寄りの位置。46号土

坑のすぐ南側、 42• 43号士坑のすぐ北側に隣接する。X

=29,568、Y=-49,860。

重複関係： なし。



規模と形状： 東北西ー南東方向にやや長い不整隅丸長方

形状を呈する小規模なピット。長径0.26m・短径0.24m・

深さ0.18m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(30) 30号ピット（第31図）

位置： III-5調査区の中央部付近。 52号土坑の南側、 28

号土坑の北側に位置する。X=29,578、Y=-49,881。

重複関係： 52号土坑を掘り込む。

規模と形状： 隅丸方形状を呈する小規模ながらもしっか

りとした掘方を有するピット。径0.18m・深さ0.56m。

埋土： 暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

5.礎石

本遺跡では礎石という遺構名称が付されたものは14碁

が検出されている。

III区では8墓が検出されている。III-4調査区と皿一

5調査区からの検出に限られる。

II区では、調査時に礎石という遺構名称が付された遺

構は 1基のみであるが、 11~15号ピット及びその西の

壁際でごく一部が検出されたピット群も礎石であると考

えられる。

N区では、 N-5調査区から 1• 2号の2基、 N-4

調査区から 3~5号の3碁が検出された。

なお、 I区では礎石は検出されていない。

これら本遺跡において検出された礎石は、いずれも同

じような規模 ・構造であり、いずれも同時期のものと考

えられるが、 III-5調査区で検出された 1• 2号礎石及

び皿ー4調査区で検出された3号礎石のみは特異な形状

である。

(1) 1号礎石（第31• 82図、 PL.18)

位置：皿ー5調査区の最西端寄り。西壁及び南壁に掛か

る。X=26, 583~26,585、Y=-49,896~-49,898。

重複関係： 5• 6号土坑を掘り込む。

規模と形状： 南西側大部分が調査区外に出るため全容は

不明であるが、浅い溝状の彫り込みの上に川原石大の礫

が何層にも敷き詰められた遺構が、北壁に沿って東西方

向に約2.6mの地点で直角に南に曲がって約2.5mで南壁

に達している。平面形態を一見すると暗渠のように見え

第3節 1lI区で検出された遺構と遺物

なくもないが、断面が、石が詰まった構造体であり、暗

渠ではなく、建物の基礎部分の礎石と考えられる。検出

長0.Sm・検出幅0.28m・深さ0.55m。

遺物： 瀬戸陶器灯明受皿 l点、瀬戸 ・美濃陶器鉄釉袴腰

形香炉片 l点。 時期： 近世末期。

(2)2号礎石（第32• 82 • 83図、 PL.18)

位置： rnー5調査区の西寄りの部分から北壁に沿って中
央部東寄りの部分まで一直線に検出された。X=26,576 

~26,588、Y=~49,875~-49,893。

重複関係： 4• 11 • 52 • 55 • 56号土坑、 1号溝、 1号井

戸を掘り込む。

規模と形状：皿ー5調査区西寄りに部分から中央部まで

は、北側が調査区外に出る。調査区中央部から中央部の

東寄りの位置にかけては、北壁際を一直線に東西方向に

伸びる。調査区東寄りの部分では調査区外に出るため検

出されなかった。 1号礎石同様、浅い溝状に掘り窪めた

中に川原石大の石が何層にも敷詰められて構成されてい

る。1号礎石とほぼ同じ構造である。調査区内の西端寄

りで。南側に南北に延びる部分が検出されており、調査

区よりも南側に展開した建物の礎石と考えられる。現在、

この調査区にあたる場所の南側には、世良田交差点の南

西角にあたる住宅の長屋門が存在するが、現在の長屋門

は、国道354号線の拡幅にともなって南側に移動してお

り、この礎石が本来あった長屋門の拮礎である可能性が

高い。検出南北長 1m ・検出東西長180m・幅0.4m・深

さ0.35m。

埋土： 上層暗褐色土、下層黄褐色土。 遺物：肥前磁器

碗片 l点、肥前磁器猪口片 1点、肥前磁器筒型湯呑 l点、

肥前磁器染付重鉢 1点、肥前磁器染付広東碗片2点、肥

前磁器染付皿片 l点、瀬戸・美濃陶器緑釉皿片 1点、瀬戸・

美濃陶器灰釉梅文皿 l点、瀬戸・ 美濃陶器鉄釉灯明油皿

1点、常滑陶器甕片2点、在地系土器焙烙片2点、同植

木鉢片l点、有孔石製品4点。 時期： 近世末期。

(3)3号礎石（第32図、 PL.18)

位置： 3~7号礎石はIII-4調査区の中央部から南寄り

の位置から南端部にかけて検出され、南北に長大な3号

礎石と単体の礎石である 4~7号礎石からなる。4~7

号礎石は配置から見て一つの建物を構成した礎石の可能

53 



第3章 調査の成果

性があるが、 3号礎石がこれら他の礎石と同様の一つの

建物に関わる遺構であるかはよくわからなかった。本3

号礎石はIII-4調査区の中央部から南寄りの位置の東壁

に掛かる。4号礎石のすぐ東側に隣接する。X=26,553 

~26,585、Y=-49,896~-49,898。

重複関係：なし。

規模と形状： III-4調査区の西壁に掛かる位置を南北方

向に長く伸びる。溝状に掘り窪めた中に川原石大の石が

何層にも敷詰められて構成され、 III-5調査区で検出さ

れた 1• 2号礎石に類似した形状・構造であり、本来は、

長大な建物の拮礎になるものと考えられる。ただし 1.

2号礎石に較べて、しつかりとした掘方を有している。

なお、北側が調査区外に出てしまうため、全容は不明で

ある。検出長4.22m・検出幅0.61m・深さ0.65m。 遺物：

なし。 時期：不明。

(4)4号礎石（第32• 84図、 PL.18• 19) 

位置： III-4調査区の南寄りの位置。3号礎石のすぐ西

側に隣接する。X=26,555~26,556、Y=-49,860~-

49,861。

重複関係：なし。

規模と形状： 4~7号礎石は、 III-4調査区の南寄りか

ら南端にかけて 4拮検出された礎石群である。5号礎石

以外の3基はいずれもほぼ同規模であり、ほぼ隅丸方形

状に掘り窪めた中に、川原石大の石が敷き詰められて構

成されている。IV-4 • 5調査区で検出された礎石と類

似した構造であり、それらとほぼ同時期の所産であると

考えられる。中央部には、上面が比較的扁平な殊更に大

きな石が据えられており、柱の当たりが意識された構造

になっている。各礎石の心々間の距離は、 4号と 6号

の間がほぼ4m、6号と 7号との間が1.8mである。本

礎石は東西にやや長い隅丸方形状を星しており、長径

1.04m ・短径0.96m・石の上面から掘方底部までの深さ

は0.52mである。

遺物：肥前磁器丸碗 l点、肥前磁器筒型湯呑 l点、瀬戸・

美濃陶器鉄釉灯明油皿 1点、在地系土器焙烙片 l点。

時期：近世末期。

(5)5号礎石（第31図、 PL.19)

位置： rn-4調査区の南寄りに位置する。 X=

54 

26,555、Y=-49,862~-49,863。

重複関係：なし。

規模と形状： III-4調査区の南部から南端部にかけて検

出された4~7号礎石群の中では、他の礎石とは異なる

形状を呈し、東西に長く南北に扁平な平面形態を有する

掘方が検出された。この特異な形状は、後世の削平や攪

乱によるものではないと考えられる。東西に長い隅丸長

方形状の掘方の中に川原石大の石が何層にも敷き詰めら

れ構成されているが、川原石の数も他の礎石に較べると

格段に少なく、柱の当たりが意識された構造も確認でき

なかった。あるいは束柱を受ける礎石であるなど、他の

礎石とは用途・機能が異なる可能性が考えられる。長径

0.95m ・短径0.5m・石の上面から掘方底部までの深さ

は0.7mである。 遺物：なし。 時期：近世末期。

(6)6号礎石（第31• 84 • 85図、 PL.18• 19) 

位置：皿ー4調査区の南端付近のほぼ中央に位置する。

7号礎石の東側に位置する。X=26,551~26,552、Y

=-49,861~-49,862。

重複関係：遺構ではないが 1号遺物集中と名付けられた

遺物集中出土箇所の範囲に入っている。

規模と形状： III-4調査区の南部から南端部にかけて検

出された 4~7号礎石群の中で、 4• 6 • 7号礎石は、

ほぼ同規模・同構造の礎石で、ほぼ隅丸方形状に掘り窪

めた中に、川原石大の石が敷き詰められて構成されてい

る 。 N- 4•5 調査区で検出された礎石と類似した構造

であり、それらとほぼ同時期の所産であると考えられる。

中央部には、上面が比較的扁平な殊更に大きな石が据え

られており、柱の当たりが意識された構造になっている。

各礎石の心々間の距離は、 4号と 6号の間がほぼ4m、

6号と 7号との間が1.8mである。径1.08m・石の上面

から掘方底部までの深さは0.6mである。

遺物：肥前磁器丸碗2点、 肥前磁器小広東碗 l点、肥前

磁器宏東碗蓋 l点、円盤型加工土製品 1点、瀬戸 ・美濃

陶器大鉢片 l点、常滑陶器甕片 l点、在地系士器焙烙片

3点、在地系土器皿 1点、平瓦片 l点。 時期：近世末期。

(7) 7号礎石（第31• 85図、 PL.19)

位置： III-4調査区の南端付近の西寄りに位置する。西

壁に掛かる。 6号礎石の西側に位置する。 X=26,551 



第3節 III区で検出された遺構と遺物
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第18図 III -1~3調査区遺構検出状況
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第3節 1lI区で検出された遺構と遺物

1号土坑

賢

□□o..A_ 
2号士坑

賢
／ 

__A__ L=37.00m ぷ
__A_. L=37. OOm 

灯
1号士坑A-A'

1層黒褐（IOYR2/2)</J 5 

mmのローム粒5％含

む。

.K 

口
2号土坑A-A'

l庖灰黄褐（IOYR4/2)炭

化物、黄褐色粒¢ l 

~3  mmをわずかに含

む。しまりやや強く

粘性あり。

5号土坑

1礎石

調査区外

_A_. L=37. OOm 

1礎石

摩／

.K 

3号士坑

Aロニ□＼：鸞
調査区外

__A__ L=37.50m.K  

ー一2

＼ 、忌た一／

3号土坑A-A'

1層 にぶい黄褐(IOYRS/4)白色の漆喰、

炭化物混じり。旧表土の盛り上。

2陪褐（IOYR4/4) </> 5 mmの炭化物 1%

含む。

3阿褐（IOYR4/6)</> 5 mmのローム粒、

炭化物 l％含む。

___A_, L=37.00m .K 

5号土坑A-A'

l屑 にぶい黄褐（10YR4/3)黄褐色粒¢ l~2 mmをわずかに含む砂質土。

2陪 黄褐(IOYR6/5)黄褐色士主体で灰黄褐色士が混じる。しまり強く粘性あり。

でニニニニ「

4号土坑 霊叫 ＼ 
2礎石

^

]

 

3
0
 

0

区
2

:
7

謬

調査区外
___A_. L=37. 20m ．△こ

4号士：口：三二r情

l屑暗褐（IOYR3/3)黄褐色粒t/JI mmを

2 ％含む。しまり強い。

2庖暗褐（IOYR3/4)黄褐色粒¢ l~5  

mmを5％炭化物をわずかに含む。

しまり強い。

A
 一賢ぷ
_A__ L=37.00m .K 

7 • 8号土坑A-A'

渇褐灰(IOYR4/l)砂質土。 ―＼ニ

11号上坑 ＼宣
，，，，六‘`‘‘
ク 、

‘‘ ‘ _A_, 1、 ¥¥‘‘.. K 

I P., 下ー

6号土坑 諺
5

1礎石

／ 

調査区外
__A__ L=37. 20m .K 

10号土坑 十
疇一， 

」． _A__ L=37.00m 

乱

A' 

調査区外

A L=37.20m . A' 

.K 

゜
る入こ＇ 

。
状

土

子

表

の
旧

鹿

む

が

含

ム

礫
l

l
J
口
の
5
3

1

2

 

／
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＇
郎

Rz

y
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A
1
0
10 

-

(
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A

褐

褐

坑

黒

黒
□
 

土号
阿

層
1

2
 ゚

ー □
 

6号士坑A-A'

1層 暗褐（IOYR3/3)やや砂質土で粘性あり。黄褐色ローム粒¢ l~5 mmを3％含む。

2阿 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色シルトブロック(IOYR7/3) cp 1 cmを20％含む砂質士。しまり強い。

3陪 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色ブロックcpI~2 cmを50％含む砂質土。かたくしまり強い。

4層 にぶい黄褐（IOYR4/3)にぶい黄橙色ブロック,P0.5~Icmを10％含む砂質土。炭化物をわずかに含

む。かたくしまり強い。

11号土坑A-A'

l府灰黄褐(IOYR4/2)炭化物、

にぶい黄橙色ブロックを

2 ％含む。やわらかくし

まりやや強い。

2囮 にぶい黄橙(IOYR6/4)や

やシルト質土で 1陪を

10％含む。しまりやや強

し‘o

3陪暗褐（IOYR4/3)にぶい黄

橙色ブロックをわずかに

含む砂質土。しまりやや

強く粘性あり。

゜
I :40 lm 

第20図 III区l~8・10・11号士坑平面図 ・断面図
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第3章調査の成果

9号士坑

＼
 

富

調査区外

12号土坑

_A_, 

_A__ L=37. OOm .K 

ロニ／
12号士坑A-A'

l層 暗褐（IOYR4/3)にぶい黄橙色ブロックをわずかに含

む砂質土。しまりやや強く粘性あり。

ー虹． L=37.50m .K 

13号士坑 ＼掌

A ///---へ¥―--lA 
調査区外

___A_. L=37. OOm . Aこ

9号士坑A-A'

1層褐(JOYR4/4) 

2府黒褐(lOYR3/l)

3府 暗褐(10YR3/4)ややしまり悪い。

13号土坑A-A'

l附 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色ブロック (/)0.5~l 

cmを7％含む砂質士。しまり強い。

15 • 19号土坑

調査区外 麟 ＼
I
I
 

ー

A

＿
 

I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 

' 19号土坑

鸞 ＼

□ ...A_ 

14号土坑

_A_. L•37. OOm 

曇`

16号土坑

ぷ

A__ L=37.00m 
調査区外

．ぷ

」¥.L=37.OOm .K 

口
15土坑 14号士坑A-A'

1層 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色

ブロックcp0.5~Icmを7％含

15号土坑A-A' む砂質土。 しまり強い。

1府 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色プロック¢ l ~2  cm 

を2%、炭化物をわずかに含む。かたくしまり強い。

19号士坑A_ A'
1層暗褐（IOYR3/4)粘質土。

2層褐(IOYR4/4)粘質土。

16号土坑A-A'

l陪 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色粒i/JI 

~5  mmをわずかに含む。やわらかくし

まりやや強い。

2居 灰黄褐（IOYRS/2)灰色シルト質土を

50％含む。しまりやや弱い。

3層 にぶい黄褐(IOYR4/3)明黄褐色ブロッ

ク(IOYR6/6)を10％含む。

゜
1 :40 lm 

第21図 III区9• 12~16 • 19号土坑平面図 ・断面図
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第3節 III区で検出された遺構と遺物

17号土坑 裏／

』．

__A__ L=37.oom _A__ロニニ三—

こ
17号土坑A-A'

I/呂 にぶい黄褐（10YR4/3)にぶ

い黄橙色ブロック 5~1cm 

を5％含む砂質土。

2層 にぶい黄褐(lOYR5/4)シル

卜質上で酸化による鉄分沈

着あり。しまりやや弱い。

21号土坑

A 

_A__. L=37. OOm 

調査区外

ロ／／口
_A_. L=37. OOm 

／
調
査
区
外

18号土坑

22号士坑

26土坑

A_. L=37. OOm 

S
1
3
 

，
皇
皇

調査区外

／ 

. A' 

18号土坑A-A'

］層暗褐（IOYR3/4)にぶい黄橙

色土を10％含む砂質士。し

まり強い。

2層 にぶい黄褐(IOYRS/4)やや

鉄分沈着したシルト質土で

しまりやや弱い。

20 • 23~26号土坑

_A. 調査区外

］ 
塁叫＼

調査区外

」し．

．△こ＿

ー

25号土坑

24号土坑

c_. L=37. OOm.  _c._'_ 

口

．且

4溝

_A_. L=37. OOm ．△こ

2 
:;: 

20号上坑

20号士坑A-A'

l層明暗褐(10YR4/6)<P 1 cm 

のローム30％含む。

2層暗褐(10YR3/3)</J I cmの

ローム20％含む。しまり

弱くやわらかい。

B__ L=37.00m B' 

23~25号土坑B-B'

］層暗褐（IOYR3/4)<P I~2 cmの

ローム］0％含む。しまり悪い。

2層暗褐（IOYR3/3)<P I~2 cmの

ローム20％含む。しまり悪い。

3層灰黄褐（IOYR4/2)<P I~2 cm 

のローム30％含む。しまり悪

しヽ。

26号土坑C-C'

1層暗褐（IOYR3/3)のIcmの
ローム10％含む。

A' 
21号土坑A-A'

•—— 1層 にぶい黄褐(IOYR4/3) r/l I cmのローム粒5％含む。しまり悪い。
2屁 暗褐（IOYR3/3)r/l 2 cmのローム10％含む。しまり良い。

3層暗褐(IOYR3/4) r/l 5 cmローム粒10％含む。

22号士坑A-A'

1層暗褐（IOYR3/3)炭化物5％含む。

27号土坑A-A'

l層 灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色ブロック,P0.5~Icm 

を10%、炭化物をわずかに含む砂質土。しまりやや強

_A_. L=37. 50m 
調査区外

しヽ。

28号士坑A-A'

呈 l層 暗褐(10YR4/3)炭化物含む。¢ l ~2 cmのローム多い。

53号土坑A-A'
A' 

• -=-- 1層灰黄褐(10YR4/2)黄褐色粒¢ 1 ~3  mmを3%、炭化物粒¢ 1 

~5  mmを％含む。かたくしまり強い。

54号土坑A-A'

1層 にぶい黄褐(10YR4/3)にぶい戟橙色粒¢ l ~5  mmを7%、

黄褐色粒¢ l ~5 mmを3％含む砂質土。しまり強い。

2層 にぶい黄褐（10YR5/4)明黄褐色シルト質士と 1層との混土。

しまりやや強い。

゜
1 :40 lm 

第22図 1lI区17• 18、20~28、53• 54号土坑平面図・断面図
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32号土坑

30号土坑A-A'

l陪暗褐（10YR3/4)<P 2~3 cm 

のローム粒20％含む。

_A_, 1=37.()()m . A' 

＼ 

疇

笑

30局士坑

¥ 
礎石 亭棗又

. Aこ
調査区外

33号士坑 ／ 十
調査区外 ゑ禽

A·~ミミこ＝二：』→
3溝

A_. L=37. OOm . A' 

＼ 

31 • 58号上坑
調査区外

」．

』L.

27ピ

34号土坑

32号士坑A-A'

l府 灰黄褐（10YR4/2)にぶい黄橙色粒¢ 1 

~2 mm、ブロック ¢0.5~1cmを合わ

せて 5％炭化物をわずかに含む。しま
A 

り強い。

2囲 にぶい黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色ブ

ロックr/J0.5~I cmを10％含む。しま

55土 りやや強く粘性あり。

33号土坑A-A'

l附 灰黄褐（10YR4/2)にぶい黄橙色ブロッ

ク(/J0.5~2cmを30％含む砂質土。し

まりやや強い。

3：口／二：：口□□
蒻

_A__ L=37.00m.K  

35号土坑A-A'

l層 にぶい黄褐(IOYRS/4)qi 2~3 cmのロームブロック30%

含む。

2罰黒褐(IOYR3/2)qi 5 mmのローム、砂粒。

皐

.K 

3溝

A. L=37.00m. A' 

.K 

31号土坑A-A'

1屁 暗褐（10YR3/4)にぶい黄橙色

ブロック¢ l ~2  cmを2%、

炭化物をわずかに含む。

2囲 にぶい黄褐(10YR4/3)にぶい

黄橙色ブロック(/J0.5~2 

cmlS%、灰色プロック¢ l ~ 

2 cmを5%、炭化物をわずか

に含む。

3図暗褐（10YR3/3)炭化物を10%

含む。しまりやや強い。

58号土坑A-A'

31号土坑 1層 黒褐（IOYR3/l)士質ほぼ均一

でわずかに炭化物を含む。し

まりやや強い。

2層 にぶい黄橙(IOYR7/3)シル ト

質土。

3層灰黄褐（IOYR5/2)にぶい黄橙

色土。

36号土坑
48土

A__ L=37.00m 

3井戸

. A' 

A' 

口

□ 
34号土坑A-A'

l附にぶい黄褐（lOYRS/4)r/J 2 

~3  cmのロームブロック

30％含む。

2層暗褐(10YR3/3)ロームブ

ロック10％含む。

36号土坑A-A'

l層 にぶい黄褐(IOYR5/4) rp 1~2 
cmのローム20％含む。

37号土坑

一責8,o9S 
_A_, L=37.00m.K  

＼ 

゜
I :40 lm 

第23図 1II区29~37• 58号士坑平面図 ・断面図
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第3節 III区で検出された遺構と遺物

38号上坑

撃［

〔｀：上

＼ 

A L=37.oom A' ． ．  

丁
38号土坑A-A'

l層褐（IOYR4/4)(/J I cm 

のローム10％含む。

しまり悪い。

42 • 43号土坑

42号土坑

5溝
A. L=37. 00m.  Aこ

A_ 

三39号土坑A-A'
］陪 暗褐（IOYR3/3)にぶい黄橙色

ブロックc/>〇.5~I cmを5%

含む砂質土。しまり強い。

_A__ L=37.00m 

.K 

△ 

口42号士坑A-A'
1層暗褐(1OYR3/ 4),P I~2 cmのローム30%

しまり悪い。

2暦 にぶい黄褐（10YR4/3)の1~3cmのロー
ム40％含む。しまり悪い。 44 • 45号士坑A-A'

43号土坑A-A' 1層 褐（IOYR4/4),P1 cmのローム10％含む。しまり悪い。

］層褐（10YR4/4),P1 -2 cmのローム50％含

む。しまり悪い。

__A_, L=37.00m A' 

47号土坑 48号上坑

：口：
_A_. L=37. OOm ．△ 

44 • 45号土坑

A
 

40 • 41号土坑

_A_. L•37. OOm 

40号土坑A-A'

1層 暗褐（10YR3/3)焼土粒、炭化物をわずかに含む砂質土。 しまり強い。

41号土坑A-A'

1層 灰黄褐(10YR4/2)にぶい黄橙色ブロック,P0.5~1cmを2%、炭化

物をわずかに含む。

2屑 にぶい黄褐（10YR4/3)1府を少量含む砂質土。しまりやや弱い。

46号士坑

＼
 .K 

.K 

一

47号上坑A-A'

1層褐(10YR4/4)灰色粘士、¢ 1 

cmのロームブロック20％含

む。

2層 暗褐（10YR3/3)灰色粘上少量

含む。

」＼．

___A_. L=37. OOm 

長＼ 49号土坑

△ 

A. 

/ —+ 

／嶺

乞＞カ

A
 

_A__ L=37.OOm.企
， 

48号土坑A-A'

l層暗褐（7.5YR3/3)焼士ブロック¢

0.5~1 cmを10％にぶい黄橙色ブ

ロックc/J5 mmを2％含む。しまり

やや弱い。

_A_. L=37. OOm 

口46号士坑A-A'l層褐（IOYR4/4) </J I cmのロー

ム］0％含む。しまり悪い。

49号土坑A-A'

1層暗褐（IOYR3/4)</J 2~3 cmのロー

ム10％含む。

2屑 暗褐（IOYR3/3)ロームブロック

30％鹿の子状に入る。

゜
1 :40 lm 

第24図 lil区38~49号土坑平面図 ・断面図
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第 3章調査の成果

50号士坑 疇

上／／／＝＝ミ＼ △＇ 

一
調査区外

_A__. L=37. OOm ．ぷ

50号土坑A-A'

1層 暗褐（IOYR4/3)にぶい黄橙色ブロックqi0.5~1cmを

5 ％含む。かたくしまり強い。

2同 暗褐（IOYR3/3)にぶい黄橙色ブロックqi0.5~Icmを

2 %、炭化物粒qi0.5mmをわずかに含む。しまり強い。

55 • 56号土坑

土．

55号士坑

32土

_A__. L=37. OOm 

52号土坑 賢

□/上
_A_. L=37 OOm .K 

＼ニー」
51号土坑A-A'

1層暗褐（10YR4/3)炭化物

含む。 ¢ l ~2  cmの

ローム多い。

_A_ L=37 OOm 

訊／
＼ 
．， 

ぷ
I ' 
I I 

57号土坑

CE」

坑

` ̀― ぷ

／ 

2礎石

_A__ L=37.00m _..A'_ 

k 

52号士坑A-A'

1層 暗褐(IOYR3/3)にぶい黄橙色プロック

¢0.5mmをわずかに含む。しまりやや

弱く粘性あり。

2屈 にぶい黄褐（IOYR4/3)土質均ーでわず

かににぶい黄橙色粒¢ l ~3  mmを含

む。まりやや弱く粘性あり。

59号士坑

沢疇
K

-__A_. 

55号土坑A-A'

1層 明黄褐(10YR6/6)にぶい黄橙色ブロック(/J0.5~2cmを15％含む

シルト質土。しまり強い。

2屑 明黄褐(10YR6/8)にぶい黄橙色ブロック¢ l ~2  cmを10%、暗褐

色ブロック¢ 2~3 cmを5％含む。しまりやや強く粘性あり。

56号土坑A-A'

l展 にぶい黄褐(IOYR4/3)黄褐色ブロック(/J0.5~1cm、にぶい黄橙

色ブロック(/J0.5~1cmを合わせて20％含む。しまり強い。

2層 明黄褐（10YR6/6)シル ト質土でにぶい黄橙色上と 1層との混土。

しまりやや弱い。

＼ 
57号土坑A-A'

1層灰黄褐(IOYR4/2)にぶい黄橙色ブ

ロックt/)0.5~Icmを2％含む。

しまりやや強く粘性あり。

60号士坑

宣 ＼

調査区外
A L=37.OOm A' ..  

. k -

59号士坑A-A'

l層にぶい黄褐(!OYR4/3)</J 

14土 I cmのロームブロック

50％含む。

2層黒褐（!OYR2/3)粘質士。

___A_.| ¥ I I. A' 
調査区外 60号土坑A-A'

_A_. L=37. OOm •ぷ ！屈 にぶい黄褐(IOYRS/3)にぶい黄橙色粒

口
¢ l ~2 mm、ブロックrp0.5~1cmを

10％含む。やわらかく粘性のある砂質

士。

2層 にぶい黄橙(lOYR6/4)明黄褐色粒¢ l 

~2  mmを10％含む、士質粗くしまりや

や弱い。

〇 1 :40 lm 

第25図 III区50~52• 55~57 • 59 • 60号土坑平面図 ・断面図
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第3節 m区で検出された遺構と遺物

1号井戸

鬱

」．

/ ----~、、
/‘  
/‘  
／ 
I I 

I ¥ 
I ¥ 
I I 

I I 
¥ I 
I / 

I / 
¥ I 

調査区外

I
I
I
 

I

I

 

ヽ`
ヽ
ヽ
‘
、
石

、

‘

礎

‘、

2

ヽ
ヽヽ

2号井戸

晨
ー
49士

」ぷ 土 ニ .K 

A L•37 .OOm .K トレンチ

__A___ L=37.OOm 

,✓ -一ー、

/ / ‘¥  

/ / ‘¥  

/‘  

/ ‘ 
／ ＼ 

／ ＼ 

I ヽ
I ¥ 

I ¥、

1 、
I I 
¥ I 
¥ I 

、ヽ I
ヽ I
ヽ ／

ヽ／

ヽ／

＼ノ

1 / 
l / 
I I 
I I 
I I 

I I 
I I 
I I 
¥ I 
ヽ
ヽ

‘‘‘---/. 

.K 

1号井戸A-A'

1層 暗褐（IOYR3/3)黄褐色粒¢ l ~5 mmを2％含む。かたくしまり強い。

2層 暗褐（IOYR3/3)黄褐色粒</JI~5mmを7%、炭化物をわずかに含む。

しまり強い。

にぶい黄褐(IOYR5/4)シルト状の黄褐色土が帯状に入る。

暗褐(IOYR3/3)炭化物、赤褐色粒</JI~5mmと黄褐色粒¢ l ~3  mm 

を合わせて 5％含む。しまり強い。

褐(IOYR4/6)黄褐色士主体で4層が少量混じるシルト質士。しまり

強く粘性あり。

3屑

4層

5層

49土

2号井戸A-A'

1屁 暗褐(10YR3/3)<P l~2 cmの小礫少伍含む。

2層暗褐（10YR4/3)<PO. 5~10cmの礫、<Pl cmのローム粒。

3囮 黒褐（10YR3/1)炭化物、焼士粒含む。

4陪褐灰(IOYR)灰色粘土20％含む。

5謄暗褐(10YR2/2)粘質土。

3号井戸

／ど—··

48士

___A_. 

皇

5溝

_A___ L=37. OOm ．△こ
3号井戸A-A'

l層 にぶい黄褐(IOYR4/3)にぶい黄橙色ブロ ック4)0.5~Icmを5%、

炭化物をわずかに含む。しまり強い。

暗褐（IOYR3/3)にぶい黄橙色ブロック4)0.5~Icmをわずかに含む。

しまり強い。

灰黄褐（IOYR4/2)褐灰色シルトブロック4JI~2 cmを10%、炭化物

粒を 2％含む砂質土。しまりやや強い。

灰黄褐（IOYRS/2)褐灰色シルト質土を30％含む。しまりやや強い。

にぶい黄褐（IOYR4/3)にぶい黄橙色ブロック¢ l ~3 cmを50％含む。

士質粗くしまりやや弱い。

2層

3層

4層

5層

゜
1 :40 lm 

第26図 皿区 l~3号井戸平面図・断面図
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第3章調査の成果

1号溝

調査区

瓢

4土

」． ．△こ
調査区外

」¥__L=37.50m.ぷ

1号溝A-A'

1層 褐(IOYR3/I)砂質土、若干のローム粒混じる。

2層黒褐（!OYR3/!)固くしまる。

3層暗褐(IOYR3/4)

4層黄褐（IOYR5/6)粘質土、ローム主体。

34士

I‘
―
 

O
L
8
'
6
v
-
1
1
A
 

゜
I : 600 20m 

3号溝 l

哀／
｀` ヽ

37土

＼
 

一且． L=37.OOm

l 1 

3号溝2

口

調査区外

塁 ＼ 

塁

_A__ L=37.00m .K 

口

3号溝A-A'

l圏黒褐（10YR3/2)焼士プロック ¢0.3~l 

cmを2％含む。しまり強く粘性あり。

2同褐灰（7.5YR4/2)やや粗い砂層と ］層との

互層。焼土ブロックをわずかに含む。し

まり強い。

゜
I :40 lm 

第27図 III区1• 3号溝平面図 ・断面図
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第 3節 皿区で検出された遺構と遺物

ill-2区

x~29,s10 

X029ュ490

゜
1 : 600 m

 ゜
2
 

0
9
8
'
6
r
-
1
1
A
-

__A_. L=37. OOm .K 

B L=37.OOm B' 

4号溝 1

調査区外

I I 
I I 
I I 
I I 
l 
l 
: 
I 

: 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I I 
I I 
11 
II 

B
 調査区外

. A' 

＼
 

4号溝2

調査区外上．

贔
＇ 

23土

贔

_C_. L=37.OOm 

試
掘
ト
レ
ン
チ

十
ー

＼

＼

調
査
区
外

. __c_'_ 

4号溝3

調査区外 ●
ー

＼

＼

12_ _ L=37.oom . D' 

4号溝A-A'

l陪 暗褐（IOYR3/4) c/l 1 mmのローム粒20％含む。

2層 暗褐（!OYR3/3)c/l I~5 mmのローム粒5％含む。

3暦褐（IOYR4/4)c/JI cmのローム］0％含む。

4層 にぶい黄褐(IOYR5/ 4) c/J I~2 cmのローム粒30％含む。

5層灰黄褐（10YR5/2)

4号溝B-B'

1層暗褐（IOYR3/4) c/l I mmのローム粒20％含む。

2附黄褐（10YR5/6)c/l 1 cm口ーム粒10％含む。

3層褐（IOYR4/4)c/l I cmのローム10％含む。

6層黒褐（IOYR2/3)砂粒多い。

7陪黒褐（IOYR2/2)粘質士。

4号溝C-C'・ D-D' 

2層 暗褐（10YR3/3)</J1~5 mmのローム粒5％含む。

3層褐(IOYR4/4) </J 1 cmのローム10％含む。

4陪 にぶい黄褐(lOYR5/4)の1～2cmのローム粒30％含む。

調
査
区
外

E

E
'

~ 

~. 

゜
l : 80 2m 

゜
I :40 lm 

第28図 III区4号溝平面図・断面図
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第3章調査の成果

ーじ． L=37.OOm E__'_ _E__ L=37.00m ・エ

マ
---̀ -̀-/ 

2号溝

＼
 

4礎石

5礎石誓｀

_A_, 

_A_, L二37.OOm
N
＿バ＿

3 
I ---------
し—- - - - - - - - - - - - - -

---------" 

2号溝A-A'

1層 暗褐（IOYR3/3)</l I~2 cmのローム含む。

2園黒褐（10YR2/3)粘質土。

3層褐（IOYR4/4)灰白色粘士ブロック40%。

｀ 

_G__ L=37.OOm ．卒

4号溝E-E'

4層暗褐(IOYR3/6)qi 2~3 cmの

ロームブロック20％含む。

5陪黒褐(IOYR3/3)qi 5~10cmの

ロームブロック20％含む。

6層 灰黄褐（IOYR4/2)粘質土。

7層にぶい黄褐(IOYR4/3)qi I cmの

ロームブロック50％含む。

4号溝F-F'

l屑暗褐（IOYR3/3)qi 2~3 cmのローム、小石5％含む。

2囲褐（IOYR4/4) qi I~3 cmのロームブロック20%。

3層 にぶい黄褐（IOYR6/4）ロームが鹿の子状に入る。

4陪 暗褐（IOYR3/6)qi 2~3 cmのロームブロック20％含む。

5層 黒褐（JOYR3/3)qi 5~10cmのロームブロック20％含む。

6庖灰黄褐（JOYR4/2)粘質土。

5号溝

‘‘、、9互～＼A＇¥ 

3井戸

___A_. L=37. OOm .K 

5号溝A-A'

］層 暗褐（IDYR4/3)にぶい黄橙色ブロック(/J0.5~2cmを15%、粘性の

ある黒褐色土をID％含む。かたくしまり強い。

2陪 暗褐（IDYR3/3)にぶい黄橙色ブロック¢ 5mmを2％含む砂質土。し

まり強い。

3園 黒褐（10YR3/!)2囮との混土で粘質土が帯状に堆積。しまり強い。

0 1 :40 lm 

第29図 1II区2 • 5号溝平面図 ・断面図
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第 3節 1II区で検出された遺構と遺物

¥
z
-
5
8
2疇

]

◎

 

号

A
 

ー

叫

2号ピット 8砥

~'@'~ 
」し． L＝37.00m . Aこ

A.  L二37.10m. K 

口
口2号ピッ トA-A'

1庖暗褐（10YR3/3）ローム粒5％含む。

3号ピット

／
N

＿賢ハ
A-

_A_. L=37. OOm. _A'_ 

4号ピット

-
_A_, fO)•ぷ

［忍
_A_, L=37.00m,_A'_ 

5号ピット
／ 

人．＼（＼．上
18 

A__L=37.OOm.K  5号ピット A-A'

1層暗褐(IOYR3/3)黄褐

色粒¢ l~5 mmをわ

ずかに含む。やわら

かくしまりやや強

い。

2陪褐（IOYR4/6)</J I~3cmのローム3％含む。

3層 明黄褐（IOYR6/6)ローム粒主体。

6号ピット 7 • 18号ピット

喩又

〖］急［
ど

」\.L•37.00m.ぷ

N
＿
 

こ
こ
ロ

ト

．

土

ッ

A
-
3
9

～

か

ピ

l

ら
¢

ゎ

号

゜

粒

ゃ

l

色

。

／

／

褐

む

。

N

-

N

＿

汀

□
9
.

凸
J
o

L

5
暗

5
く

ピ

A

_

A

＿

号

，
 

号

層
4

1

 □1ゎ
＼

¢

や

粒

゜

‘
°
X

色

む

し

中

褐

含

強

心

黄

に

や

三

ト

言
[

1

ロ
18号ピッ

人勺／＼人
3溝

7号ピット

A L=37.00m A' ． ．  

〖ニ

□
 

色

質

橙

砂

黄

む
い

含

ぶ

％
に

5

。

）

を

い

/
r
n
m
強

3
 
3
 

パ
y
R

5

り

-

0

～
ま

ー

A

(

l

し

ト

褐

¢

ッ

暗

粒

上

ピ号
層
6
ー

11号ピット

／／辱

44土ヤ

Aー〔□〗エ：

」し． L=37.00m.A' 

¥--「

」虹． L=37.00m .K

□ 
16号ピット

亨＼
△．□》ぷ

568,17号ピット
翌［

＼ 

A. a ・△ 
」\.L•37 .oom.△□ 

〔□）..A_
_A_. L=37. OOm . Aこ

_A_. L=37. OOm .K 

口 口
10号ピット

1層 暗褐（IOYR3/3)にぶい黄橙色ブロックが0.5~1cmを5%

含む砂質土。しまり強い。

2層 にぶい黄褐色土(IOYR5/4)褐灰色シルトブロック<Pl cmと

にぶい黄橙色ブロック(/J0.5~1cmを合わせて30％含む砂

質土。しまりやや強い。

3~ 

12号ピット 13号ピット 14号ピット 15号ピット

畠 ＼累

：i  :：口心／
__A_, L=37.00m.K __A_, L=37.00m .△」

゜
むu
 

含

。
％

む
10
含

ム
粒
一
ム
ニ

_A__L=37.00m _ _j_に

ロ

19号ピット

喜11I 」こ戸
_A__ L=37.00m.K  

唸
＞

＼

 

＼
ぎ

八

□
号O

A

-

2
 

V 

21号ピット亨／

_A_, Q)•上
A_. L=37. OOm . _A'_ 

_A_. L=37. OOm.ぷ

］ ＼二 211：ピロ¢lcmの

゜
I :40 lm 

第30図 1II区l~21号ピット平面図・断面図
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第3章調査の成果

ロ22号ピットA-A'］層暗褐(IOYR4/3)明黄褐色ブ

ロックqi0.5~1cmを2％含

む。やわらかく粘性あり。

2層 にぶい黄褐(10YR5/3)にぶい

黄橙色シルト質士を30％含

む。しまりやや強い。
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2層 にぶい黄褐(IOYR4/3)黄褐色粒の Immを

わずかに含む。しまりやや強い。

3/('J にぶい黄褐(JOYR5/4)にぶい黄橙色士を
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l園 にぶい黄褐(IOYR5/3)にぶい黄橙色士

混じりで士質粗く崩れやすい。
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ロックt/)0.5~Icmを20％含む。やわ
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第31図 m区22~30号ピット、 1 • 5~8号礎石平面図 ・断面図

68 



第3節

2号礎石 l
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第33図 III区l~2号配石平面図、断面図、 1号遺物集中箇所平面図

~26,552、Y=-49,863。

重複関係： 遺構ではないが 1号遺物集中と名付けられた

遺物集中出土箇所の範囲に一部がかかっている。

規模と形状：rnー 4調査区の南部から南端部にかけて検

出された4~7号礎石群の中で、本礎石は西側が調査区

外に出るため、正確な全容は不明であるが、 4 • 6号礎

石と、ほぼ同規模 ・同構造の礎石で、ほぼ隅丸方形状に

掘り窪めた中に、川原石大の石が敷き詰められて構成

されている。N-4• 5調査区で検出された礎石と類似

した構造であり、それらとほぼ同時期の所産であると考

えられる。中央部には、上面が比較的扁平な殊更に大き

な石が据えられており、柱の当たりが意識された構造に

なっている。各礎石の心々間の距離は、 4号と6号の間

がほぼ4m、6号と 7号との間が1.8mである。検出長

径l.lm・検出短径0.66m・石の上面から掘方底部まで

の深さは0.69mである。

遺物：肥前磁器碗片 l点、肥前磁器深皿 1点、瀬戸・美

濃陶器灰釉端反皿片 l点、瀬戸・美濃陶器染付皿片2点、

在地系土器皿片 1点、煽石 1点。 時期：近世末期。

(8)8号礎石（第31図、 PL.19)

位置： III-4調査区の北西端部寄りに位置する。17号

ピットの南側に位置する。X=26,556~26,567、Y=-

49,862。

重複関係： 30号土坑を掘り込む。

規模と形状： III-4調査区の南部から南端部にかけて検

出された4~7号礎石群やN-4• 5調査区で検出され

た礎石群に類似する構造の礎石で、ほぼ隅丸方形状に掘

り窪めた中に、川原石大の石が敷き詰められて構成され

ている。III-4調査区南側で検出された4• 6 • 7号礎

石に較べるとやや小規模ではあるが、 N-4•5 調査区

で検出された礎石とも類似した構造であり、それらとほ

ぼ同時期の所産であると考えられる。中央部には、上面

が比較的扁平な殊更に大きな石が据えられており、柱の

当たりが意識された構造になっている。 1II — 4 調査区北

西端部において単独で 1基検出されているように見受け
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られなくもないが、すぐ東側に隣接して長径0.9m・短

径0.74mの東西に長い長方形状を呈した礎石の痕跡があ

り、また。III-4調査区北部の東壁際にも 2箇所（北側

のものは東壁に掛かる）礎石の痕跡が見られ、これらの

礎石痕跡と一連のものとして建物の礎石を構成していた

可能性がある。8号礎石と、そのすぐ東側に隣接する

隅丸長方形状の礎石痕跡との心々間は約 lmで、 一直線

上にある東壁に掛かる礎石痕跡との間の心々間距離は約

4.2mである。また、東壁際に位置する南北両礎石痕跡

の心々間距離は約3mである。長径0.74m・短径0.68m

である。

遺物： なし。 時期： 近世末期。

6.配石

本遺跡では配石という遺構名称が付されたものはこの

III-3区で検出された 2基のみである。

先に述べた礎石とは明らかに異なる特質を有する遺構

群で、礎石は川原石大の大きさの礫を使用して構成され

ていたが、この遺構ではより細かな礫が、浅く掘り窪め

られた中に敷き詰められている。ただし、敷き詰められ

た石の密度は、礎石ほどに密ではなく、また、何層にも

亘って石が積み上げられたような痕跡もない。掘り窪め

られた範囲も、礎石が方形ないし長方形状であるのに対

して、楕円形状であり、この点も状況は異なる。

また、検出された礫も焼けているわけではなく、焼土

の検出も皆無であり、エ房に伴う炉、あるいは囲炉裏や

鼈の一部ということでもないようである。

少なくとも、本遺跡で検出されている礎石とは異なる

性格の遺構と見られるものの、具体的な機能や用途につ

いては解明することができなかった。

(1) 1号配石（第33• 85 • 86図、 PL.19)

位置 ：IIIー3調査区の中央部からやや北西寄りに位置す

る。7• 8号土坑のすぐ西側に隣接する。X=26,539、

Y =-49,864~-49,865。

重複関係： 3号溝を掘り込む。

規模と形状： 南北に長い浅い楕円形状の窪みに小礫が敷

き詰められている。長径0.8m・短径0.5m・深さ0.12m。

遺物：常滑陶器灯片口鉢片 l点、瀬戸陶器すり鉢片 1点、

在地系士器焙烙片2点、円盤状加工土製品2点。 時期：

第3節 Il1区で検出された遺構と遺物

近世末期。

(2) 2号配石（第33• 86図、 PL.19)

位置： IIIー3調査区南端部の東寄り。7 • 8号土坑の西

側に位置する。X=26,542~26,543、Y=-49,864~-

49,865。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 1号配石同様南北に長い浅い楕円形状の窪

みに小礫が敷き詰められている、規模、形状ともに 1

号配石に非常に類似している。長径0.82m・短径0.6m• 

深さ0.07m。 遺物： 在地系土器甕片 l点。 時期 ：近

世末期。

7.その他の遺構

(1) 1号遺物集中箇所（第33• 86~97図）

位置： II1-4調査区の南端付近のほぼ中央に位置する。

7号礎石の東側に位置する。X=26,551~26,552、Y

=-49, 861~-49,862。6号礎石の周辺。

重複関係： 6号礎石。

規模と形状： 皿ー4調査区の南部から南端部にかけて検

出された4~7号礎石群の中で、 4• 6 • 7号礎石は、

ほぼ同規模 ・同構造の礎石で、ほぼ隅丸方形状に掘り窪

めた中に、 川原石大の石が敷き詰められて構成されてい

る。N-4.5調査区で検出された礎石と類似した構造

であり、 6号礎石はそれらとほぼ同時期の所産であると

考えられ、それに被る 1号遺物集中箇所は、それよりも

新しい時期のものと考えられる。

遺物： 遺物観察表及び86~97図参照。 時期： 近世末

期～近代。

8.遺構外一括出土遺物

遺構外出土遺物を観察表及び第98~107図に掲載し

た。

第4節 w区で検出された遺構と遺物

N区は、主要地方道太田 ・大間々線の世良田交差点以

北の西側と、世良田交差点の西側、国道354号線の北側

にあたる。

調査区は5箇所に分かれ、主要地方道太田 ・大間々線
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第3章 調査の成果

の西側拡幅部分を北からN-1調査区、 N-2調査区、

世良田交差点の西側拡張部分をN-3調査区、国道354

号線の北側拡幅部分を東からN-4調査区、 N-5調査

区とした。

N区で検出された遺構は、土坑45基、井戸13韮、溝4

条、ピット72碁、礎石5碁である。

N-1調査区は、主要地方道太田・大間々線に面し、

w区の最北端にあたり、 X=29,620~29,635、y=-
49,840~-49,850に位置する。土坑9星、井戸3埜、溝

1条、ピット13埜が検出された。

N-2調査区は、 N区の北から 2番目の場所で、 X=

29,605~29,620、Y=-49,845~-49,855に位置する。

土坑2埜、井戸2拮、ピット 4拮が検出された。

N-3調査区は、世良田交差点を西側に拡幅する場所

で、 X=29,580~29,600、Y=-49,845~-49,870に位

置し、 W区で最も調査面積が広い調査区である。世良田

交差点を挟んで東側には I-4調杏区、南東側にはII―

6 調西区、南側には III - 4 • 5 調査区が位置する。土坑

24碁、井戸7墓、ピッ ト39基が検出された。

N-4調査区は、国道354号線に面し、国道を挟ん

だ南側にはIII-5調査区が位置する。X=29,590~ 

29,500、Y=-49,875~-49,895に位置する。土坑9拮、

井戸l碁、溝 1条、ピット 9甚、礎石2甚が検出された。

N-5調査区は、国道354号線に面した、 N-4調査

区のさらに西側に位置する調査区である。X=29,600 

~29,605、Y=-49,900~-49,915に位置する。土坑 l基、

溝2条、ピット 7基、礎石4埜などが検出された。

1.士坑

N区では45碁の土坑が検出された。主要地方道太田・

大間々線に面し、 N区の最北端にあたるN-l調査区で

は9基、その南側に位置するN-2調査区では2基、世

良田交差点にかかるN-3調査区では24碁、国道353号

線に面した東側のN-4調査区では9基、 N区最西端の

N-5調査区では 1碁である。

(1) 1号土坑（第36図、 PL.20) 

位置 ：Nー 3調査区の西端隅付近に位置する。4号土坑

の西側に近接し、 13・14号ピットのすぐ東側に隣接する。

X =29,587、Y=-49,863。
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重複関係： 3号土坑の北側を掘り込む。

方向： N-120°-E。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため、 全容は不明で

ある。検出長径0.42m・検出短径0.42m・深さ0.78m。しつ

かりとした掘方を有する。

埋土：上層鈍い黄褐色土、下層暗褐色土。 遺物：なし。

時期： 不明。

(2)2号土坑（第36• 107~110図、 PL.20)

位置： N-5調査区の最西端に位置する。X=29,602 

~29,604、Y=-49,908~-49,910。

重複関係： 1号礎石に掘り込まれる。

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西に長い楕円形状を呈するものと考えられる。

検出長3.lm・検出幅1.2m・深さ1.05m。確認面から多

量の礫、遺物がまとまって出土した。

埋土： 上層暗褐色土、中層黒褐色土 ・鈍い黄褐色土、下

層黒褐色土。 遺物：肥前磁器染付丸碗8点、肥前磁器

染付小碗2点、肥前磁器染付広東碗4点、肥前磁器染付

小広東碗 1点、肥前磁器小瓶片 l点、肥前磁器染付端反

碗 l点、肥前磁器染付皿3点、瀬戸 ・美濃陶器腰錆茶碗

1点、瀬戸 ・美濃陶器蓋 l点、瀬戸・ 美濃陶器練鉢片2

点、瀬戸 ・美濃陶器汁次片 l点、瀬戸・ 美濃陶器水甕片

1点、瀬戸 ・美濃陶器半胴甕片 l点、瀬戸 ・美濃磁器染

付端反碗 l点、古瀬戸陶器平碗片 l点、在地産土器焙烙

片l点、在地系土器手水鉢片 l点、在地系土器焙烙片 l

点、平瓦片 l点、有孔石製品 l点。なお、肥前磁器皿の

1点の底部蛇目高台部に「せら田志ミすや（しみずや）」の

文字と屋号が焼継されたものがある。 時期：近世末期。

(3) 3号土坑（第36• 110図）

位置： N-3調査区の西端隅付近に位置する。4号土坑

の西側に近接し、 13・14号ピットのすぐ東側に隣接する。

X =29,583~29,586、Y=-49,863。

重複関係： 1号土坑に北側を掘り込まれる。

規模と形状： 北側を 1号土坑に掘り込まれるため全容は

不明であるが、南北に長い長楕円形状を呈するものと思

われる。検出長径0.5m・検出短径0.4m・深さ0.35m。しつ

かりとした掘方を有する。埋土 ：上層鈍い黄褐色土、下

層暗褐色土。 遺物：平瓦片 l点。 時期： 近世末期。



(4)4号土坑（第36図、 PL.21) 

位置： N-3調査区の西端隅付近に位置する。1 • 3号

土坑の東側に近接し、11号ピットのすぐ東側に隣接する。

X =29,586~29,587、Y=-49,862~-49,863。

重複関係： 9号ピットの東側を掘り込む。

規模と形状：北側を 1号土坑に掘り込まれるため全容は

不明であるが、南北に長い長楕円形状を呈するものと思

われる 。 検出長径0.5m・検出短径0.4m•深さ0.35m。 しっ

かりとした掘方を有する。

埋土：表土暗褐色土、上層鈍い黄褐色土、下層暗褐色土。

遺物：なし。 時期：不明。

(5) 5号土坑（第36図、 PL.21) 

位置： W-l調査区の北西隅にかかる。28号ピットの

すぐ北西側に隣接する。X=29,631~29,632、Y=-

49,845。

重複関係：なし。

規模と形状： N-l調査区の北西隅にかかり、北側及び

西側が調査区外に出るため全容は不明である。検出長

0.6m・幅0.27m・深さ0.45m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期： 不明。

(6)6号土坑（第36図、 PL.21) 

位置： IV-l調査区の北西寄りに位置する。3号井戸の

南西側、 5号土坑の南側、 7号土坑の北側にある。X=

29,631~29,632、Y=-49,856。

重複関係： 32号ピットに掘り込まれる。

規模と形状：西側が調査区外に出るため、 全容は不明で

ある。検出長0.6m・検出幅0.27m・深さ0.45m。

埋土：鈍い黄褐色土。遺物：なし。時期：不明。

(7) 7号土坑（第36図、 PL.22)

位置： W-l調査区の中央部、西壁にかかる。3号溝の

すぐ北側に近接する。6• 9号溝の西側にある。X=

29,629~29,630、Y=-49,856。

重複関係：なし。

規模と形状：西側が調査区外に大きく出るため全容は不

明である。検出長1.25m・深さ0.25m。

埋土：鈍い黄色褐色土、下層に明灰褐色土の堆積が見ら

れた。 遺物：なし。 時期：不明。

第4節 N区で検出された遺構と遺物

(8)8号土坑（第36図、 PL.21• 22) 

位置： W-l調査区の南西隅付近に位置する。9号土坑

のすぐ南側、 21号ピットのすぐ北側に隣接する。X=

29,626、Y=-49,845~-49,846。

重複関係： 10号土坑を掘り込む。13号土坑に南東隅部を

掘り込まれる。

方向： N-100°-E。

規模と形状：西側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、 13号土坑同様、東西に長い隅丸長方形状を呈する

ものと考えられる。検出長1.28m・幅0.58m・深さ0.6m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(9)9号土坑（第36図、 PL.21)

位置： W-l調査区の中央部からやや西南寄りに位置し

ている。8号土坑のすぐ北側に隣接する。X=29,626 

~29,629、Y=-49,844~_49,845。

重複関係： 3号溝の東部、 12号土坑、 5号井戸の西部を

掘り込む。

方向： N-16°-E。

規模と形状：南北に長い長大な長方形状を呈する。深さ

はさほどではない。長さ3.03m・幅0.63m・深さ0.22m。

遺物：なし。 時期：不明。

(10) 10号土坑（第36図、 PL.21) 

位置： N-1調査区の南西隅付近に位置する。3号溝

のすぐ南側に隣接する。X=29,626~29,627、y=-

49,846。

重複関係： 8号土坑に掘り込まれる。

規模と形状：西側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。掘方の形状から井戸である可能性もある。検出長

0.7m ・検出幅0.56m・深さ0.9m。

埋土：褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(11)11号土坑（第37図、 PL.21) 

位置： IV-1調査区の中央部から西南寄りに位置し、 12

号土坑の南側に近接する。X=29,626、Y=-49,845。

重複関係： 8号土坑西に西辺を、 13号土坑に南辺を、 23

号ピットに東辺を、 5号井戸に北辺をそれぞれ掘り込ま

れる。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。検出長
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0.88m・幅0.75m・深さ0.65m。

埋土： 上層暗褐色土、下層褐色土。 遺物： なし。 時

期： 近世末期。

(12) 12号土坑（第37• 110図、 PL.21) 

位置： N-1調査区の中央部からやや東寄りに位置し、

24~26、31• 33号ピットのすぐ北側に隣接する。X=

29,626、Y=-49,945。

重複関係 ：西辺を9号土坑に掘り込まれる。5号井戸を

掘り込む。

方向： N-30°-W。

規模と形状： 不整楕円形状を呈する。長さ0.84m・幅

0.75m・深さ0.65m。

埋土 ：上層灰黄褐色土。下層鈍い黄橙色土。 遺物 ：肥

前磁器染付丸碗 1点、在地系土器皿2点、懐炉 l点、銅

銭 l点（寛永通宝）。 時期： 近世末期。

(13) 13号土坑（第37• 111図、 PL.21) 

位置： IV-1調査区の南端付近に位置し、 22号ピッ ト

のすぐ南側に隣接する。X=29,625、Y=-49,844~-

49,845。

重複関係： 8号土坑の南東隅部、 11号士坑の南端部を掘

り込む。

方向 ：N-97°-E。

規模と形状： 東西に長い隅丸長方形状を呈するものと

思われるが、東端は調査区外に出る。検出長1.45m・幅

1.6m ・深さ0.25m。

埋土 ：鈍い黄褐色土。 遺物： 常滑陶器甕片 l点、石製

品砥石 l点。 時期： 近世末期。

(14) 14号土坑（第37図、 PL.21)

位置： Wー 4調査区の北西端付近に位置し、 34号土坑 ．

9号井戸 ・3号礎石の東側に近接する。X=29,595~ 

29,596、Y=-49,889~-49,890。

重複関係： 30号土坑の東辺を掘り込む。

方向 ：N-30°-E。

規模と形状： 南北に長い隅丸長方形状を呈するものと思

われるが、北側が調査区外に出るため、全容は不明であ

る。14~16• 20号土坑のような隅丸長方形状を呈する

土坑は、形状から見て、伸展葬の木棺墓である可能性が
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考えられるが、これらの土坑では、墓葬であること示す

ような痕跡や遺物は出土していない。検出長1.26m・幅

0.55m ・深さ lm。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物： なし。

時期： 不明。

(15)15号土坑（第37図、 PL.21) 

位置： Nー 4調査区の東寄りに位置し、 38号ピットのす

ぐ西側に隣接し、 19号土坑 ．37号ピットの北側に位置す

る。X=29,592~29,593、Y=-49,880~-49,881。

重複関係： なし。

方向 ：N-20°-E。

規模と形状： 南北に長い隅丸長方形状を呈するものと思

われるが、北側が調査区外に出るため、全容は不明であ

る。検出長0.93m・幅0.5m・深さ0.85m。

埋土： 上層鈍い黄褐色土、中層灰黄褐色土、下層鈍い黄

褐色土。 遺物： なし。時期： 不明。

(16) 16号土坑（第37図、 PL.22)

位置： N-4調査区のほぼ中央に位置し、 17号土坑の東

側に近接する。X=29,593~29,594、Y=-49,884~-

49,886。

重複関係： 中央部を4号溝に掘り込まれる。

規模と形状： 南北に長い隅丸長方形状を呈するものと思

われるが、南側が調査区外に出るため、全容は不明であ

る。検出長0.85m・幅0.85m・深さ0.15m。

埋土 ：黒褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(17) 17号土坑（第37図、 PL.22)

位置： IVー 4調査区の中央部よりやや西寄りに位置し、

16号土坑の東側に位置する。X=29,593~29,594、Y

=-49,885~-49,887。

重複関係： なし。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。

埋土： 鈍い黄褐色土。遺物： なし。時期： 不明。

(18) 18号土坑（第37• 111図、 PL.22)

位置： IV-4調査区の東寄りに位置し、 20号土坑のすぐ

東側に隣接する。X=29,591~29,592、Y=-49,878 



~-49,879。

重複関係 ：西側を27号土坑に掘り込まれる。

方向： N-20° -E。

規模と形状： 北南北両辺とも調査区外に出るが、南北に

長い不整楕円形状を呈するものと考えられる。検出長

1.73m・幅7.75m・深さ0.52m。

埋土： 上層鈍い黄褐色土 ・黄褐色土、中層暗褐色土、下

層黒褐色土。 遺物： 瀬戸 ・美濃磁器端反小坪 l点、常

滑陶器甕片2点、渥美陶器甕片 l点、在地系土器片口鉢

片l点、在地系土器火鉢片 l点、平瓦片 l点、丸瓦片 1

点。 時期： 近代。

(19) 19号土坑（第38図）

位置： Nー 4調査区の東寄りに位置する。36• 37号ピッ

トのすぐ東側に隣接し、 15号土坑の南側に位置する。X

=29,590~29,592、Y=-49,819~-49,820。

重複関係： 27号土坑を掘り込む。

規模と形状： 南側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出長0.63m・検出最大幅0.42m・深さ0.28m、

浅い。

第4節 IV区で検出された遺構と遺物

埋土 ：暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(22) 22号土坑（第38• 111図、 PL.22)

位置： Nー 3調査区の北東寄りの位置、 21号土坑のすぐ

南側。X=29,593~29,594、Y=-49,851。

重複関係 ：23• 24号土坑、 7号井戸に掘り込まれる。

方向 ：N-12°-E。

規模と形状 ：南北両端が調査区外に出るため全容は不明

である。現存長1.26m・現存幅1.03m・深さ0.53m。

埋土： 暗褐色土。 遺物：肥前磁器染付丸碗片 l点、京・

信楽系小杉碗片 1点、瀬戸 ・美濃陶器半胴甕 1点、在地

系土器焙烙片 1点。 時期： 近世末期。

(23) 23号土坑（第38図、 PL.22) 

位置： N-3調査区の東寄りの位置。29号土坑の北側

に位置する。X=29,593~29,594、Y=-49,851~-

49,852。

重複関係： 22• 24 • 25号土坑を掘り込む。

規模と形状：東側を試掘 トレンチで破壊されているため、

全容は不明である。検出長0.55m・検出幅0.24m・深さ

埋土： 暗褐色土 ・褐色土。遺物： なし。 時期： 不明。 O.lm。

(20) 20号土坑（第38図）

位置 ：Wー 4調査区の東寄りに位置する。38• 39号ピッ

トのすぐ東側に、 18号土坑のすぐ西側に隣接する。X=

29,592、Y=-49,879~-49,880。

重複関係： なし。

方向： N-20°-E。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長さ0.71m・ 

幅0.4m・深さ0.18m。

埋土：明暗褐色土・暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(21)21号土坑（第38図、 PL.22) 

位置： Nー 3調査区の北東寄りの位置。40~42号ピッ

トの東側に位置し、 24号土坑のすぐ北側に隣接する。X

=29,595~29,596、Y=~49,85 1 。

重複関係： なし。

規模と形状： 東側を試掘 トレンチで大きく掘り込まれ、

破壊されているため全容は不明である。検出長1.25m• 

検出幅0.53m・深さ0.2m。

埋土： 上層褐色土、中層暗褐色土、下層褐色土。遺物：

なし。 時期 ：不明。

(24) 24号土坑（第38図）

位置： Wー 3調査区の東寄りの位置。21号土坑のすぐ南

側に隣接する。X=29,594、Y=-49,851。

重複関係： 23• 25号土坑に掘り込まれる。22号土坑を掘

り込む。

規模と形状： 南側を22• 25号土坑に掘り込まれ、東側を

試掘トレンチによって破壊されているため全容は不明で

ある。検出長0.27m・検出幅0.25m・深さ0.15m。

埋土： 暗褐色士。 遺物： なし。 時期： 近世末期。

(25) 25号土坑（第38• 112図、 PL.22)

位置： IV-3調査区の東寄りの位置。X=29, 593、Y=

-49,851~-49,852。

重複関係： 23• 29土坑に掘り込まれる。23号土坑を掘り

込む。

規模と形状 ：南側を29号土坑に掘り込まれ、東側を試掘
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トレンチによって破壊されているため全容は不明であ

る。検出長0.8m・検出幅0.65m・深さ0.3m。

埋土 ：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。 遺物：銅銭2

点（寛永通宝）。 時期： 近世末期。

(26) 26号土坑（第38• 118図、 PL.22)

位置： N-3調査区の東寄りの位置。X=29,592~ 

29,595、Y=-49,850。

重複関係： 7号井戸を掘り込む。

規模と形状： 東側を試掘トレンチによって破壊されてい

るため全容は不明である。検出長2.52m・検出幅0.33m・

深さ0.45m。

埋土： 褐灰色土。遺物：肥前磁器筒型湯呑 l点、在地系

土器手水鉢片 l点、丸瓦片 l点。 時期：近世末期。

(27)27号土坑（第38図）

位置： IV-4調査区の東寄りの位置。X=29,591~ 

29,592、Y=-49,879~-49,880。

重複関係： 19• 20号土坑に掘り込まれる。18号土坑を掘

り込む。

規模と形状： 全容は不明である。検出長2.52m・検出幅

0.33m ・深さ0.45m。

埋土： 褐灰色土。 遺物： なし。 時期 ：近世末期。

(28) 28号土坑（第38• 112図、 PL.22)

位置： N-3調査区の中央から東寄りの位置。 X=

29,588~29,589、Y=-49,851~-49,852。

重複関係： なし。

規模と形状： 東側が調査区外に出るが、不整円形状を

呈するものと考えられる。検出長0.9m・検出幅0.75m• 

深さ0.45m。しっかりとした掘方を有する。

埋土： 褐色土。 遺物： 5点を取り上げた。在地系土器

鉢片1点、銅銭4点（寛永通宝）。 時期： 近世末期。

(29)29号土坑（第38• 112~114図、 PL.22 • 23) 

位置： IVー3調査区の北東寄りの位置。22号土坑の南西

側、 31号土坑の北側、 53号ピッ トの東側に近接。X=

29,592~29,593、Y=-49,852~-49,853。

重複関係： 25号士坑を掘り込む。

規模と形状： 東側が試掘 トレンチで破壊されているが、
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不整楕円形状を呈するものと考えられる。検出長l.3lm・

検出幅l.lm・深さ0.4m。しっかりとした掘方を有する。

埋土： 上層鈍い黄褐色土、下層灰褐色土。 遺物：肥前

磁器染付丸碗3点、肥前磁器染付広東碗 l点、肥前磁器

染付猪口 1点、肥前磁器染付皿3点、肥前磁器赤絵火入

れ1点、肥前磁器片 l点、瀬戸 ・美濃陶器錆釉灯明油皿

1点、軟質施釉陶器カンテラ l点、円盤形加工土製品2

点、在地系土器焙烙3点、在地系土器燦炉 l点、鉄製品

1点。

鉄製品は、 L字型の細い板状鉄製品で、木製枡の縁金と

考えられるが、木質の残存がわずかなため断定はできな

し‘o

特筆すべきは、カンテラ片が出土していることである。

カンテラは、本遺構以外にもIII区から、 4点見つかって

おり、そちらの方が残存状態はよいが、本例は、遺構か

らの出士と言うことで重要性が高い。カンテラは、 18世

紀後半以降に江戸で使われるようになるが、それでも使

用例は僅少であり、その他の地域での出土例はほとんど

無いとされてきた。当時の江戸でもまれであったカンテ

ラが、なぜ、この世良田地でこれほど出土するのかにつ

いて、今のところ明確な答えはないが、この地が中世以

来の「新田荘」の中心地であり、近世には徳川将軍家が出

自の地とした徳川郷に隣接する地域として、また、新田

荘に関わる長楽寺や、徳川氏発祥の聖地に設けられた東

照宮の門前町として栄えてきたという、この地の豊かさ

故に、このような地方では希少な道具が持ち込まれ、使

用されていたと考えることは可能であろう。

また、肥前磁器香炉の見込部に「お仁口」と墨書された

ものがある。 時期： 近世末期。

(30) 30号土坑（第39図、 PL.23)

位置： IV-4調査区の西端寄りの位置。 4号礎石の西

側に位置する。 X=29,594~29,596、Y=-49,889~-

49,890。

重複関係： 14号土坑に掘り込まれる。

方向： N-25°-E。

規模と形状： 南側が調査区外に出るが、北東ー南西方向

に長い隅丸長方形状を呈する。このようなスタイルをと

る土坑はIV-4調査区でも他に 4甚が検出されており、

さらにIV-1調査区、IV-2調査区でも検出されており、



形状から見て伸展葬の墓壊である可能性も考えられる

が、出土遺物や埋土の状況からは、墓らしい痕跡はいずれ

にても検出することは出来なかった。検出長1.31m・検

出幅0 .73m • 深さ0.83m。 しっかりとした掘方を有する。

埋土：上層暗褐色土、中層鈍い黄色士、 下層灰黄褐色土。

遺物： なし。 時期： 不明。

(31) 31号土坑（第38• 115図）

位置： N-3調査区の中央部より北東寄りの位置。 29号

土坑の南側に近接する。X=29,591、Y=-49,889~-

49,890。

重複関係： なし

方向： N-30°-W。

規模と形状：北西ー南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長さ0.62m・幅0.54m・深さ0.27m。しっかりとし

た掘方を有する。

遺物： 瀬戸 ・美濃磁器皿 l点、制作地不詳徳利 l点、制

作地不詳ミニチュア 1点、在地系土器焙烙 l点、在地系

土器植木鉢 1点。 時期 ：近世末期。

(32) 32号土坑（第39• 115図、 PL.23)

位置： N-3調査区の中央部よりやや東寄りの位置、北

壁際。8号井戸、44号ピットのすぐ西側に、 11号井戸

のすぐ東側に近接する。X=29,590~29,592、y=-

49,855~-49,857。

重複関係： なし。

方向： N-0°-W。

規模と形状：北西端が調査区外に出るが、南北にやや長

い楕円形状を呈する。検出長0.95m・幅0.73m・深さ

0.3m。

埋土：上層灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物：肥

前磁器碗 l点、在地系土器皿 l点、銅銭 1点（寛永通宝）。

時期 ：近現代。

(33) 33号土坑（第39• 115図、 PL.23)

位置 ：IVー3調査区の中央部よりやや東寄りの位置。39

号土坑のすぐ西側、 36号土坑のすぐ東側、 56• 57号ピッ

トのすぐ北側に隣接する。X=29,588~29,590、Y=-

49,853~-49,854。

重複関係： 35号土坑を掘り込む。

第4節 N区で検出された遺構と遺物

方向： N-0°-W。

規模と形状： 不整形を呈する。長さ1.51m・幅1.4m• 

深さ0.25m。

埋土： 上層暗褐色土、下層黒褐色土。 遺物：瀬戸・ 美

濃陶器灰釉碗 l点。 時期： 近世末期。

(34)34号土坑（第39図、 PL.23)

位置： N-4調査区の最西端。14号土坑の西側に近接。

X =29,595~29,596、Y=-49,890~-49,891。

重複関係： 3号礎石、 9号井戸に掘り込まれる。

規模と形状：北側が調査区外に出るが、南北に長い隅丸

長方形状を星する。先述したように、このようなスタイ

ルをとる土坑はN-4調査区でも他に4基が検出されて

おり、さらにV-1調査区、 N-l調査区、 N-2調査

区でも検出されており、形状から見て伸展葬の墓壊であ

る可能性も考えられるが、出土遺物や埋土の状況からは、

墓らしい痕跡はいずれにても検出することは出来なかっ

た。検出長1.33m・幅0.52m・深さ0.58m。しっかりと

した掘方を有する。

埋土： 黒褐色土。 遺物：なし。 時期： 近世末期。

(35) 35号土坑（第39図）

位置 ：Nー3調査区の中央部よりやや東寄りの位置。39

号土坑のすぐ西側、 36号土坑のすぐ東側、 56• 57号ピッ

トのすぐ北側に隣接する。X=29,588~29,589、Y=-

49,853~-49,854。

重複関係： 33号土坑に上面を掘り込まれる。36号土坑を

掘り込む。

規模と形状： 不整楕円形状を呈する。長さ1.35m・幅

l. lm・深さ0.5m。

埋土： 上層灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物： な

し。 時期： 近世末期。

(36) 36号土坑（第39• 115図、 PL.23)

位置： N-3調査区の中央部よりやや東寄りの位置。 40

号土坑のすぐ南側、 44• 54 • 56号ピットのすぐ東側、 33

号土坑のすぐ西側側に隣接する。X=29,589~29,590、

Y =-49,854~-49,855。

重複関係： 33号土坑に東辺を掘り込まれる。37号士坑を

梱り込む。
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方向： N-22°-E。

規模と形状： 不整楕円形状を呈する。長さ1.63m・検出

幅1.23m・深さ0.53m。しっかりとした掘方を有する。

埋土 ：上中層灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物 ：

白京・信楽系陶器碗片 l点、砥石片 l点。 時期 ：近世

末期。

(37)37号土坑（第39図、 PL.23)

位置 ：IVー 3調査区の中央部よりやや東寄りの位置。55

号ピットのすぐ北側に隣接する。 X=29,589~29,590、

Y =-49,854~-49,855。

重複関係 ：36号土坑に北から大半を掘り込まれる。

規模と形状 ：大半を36号土坑に掘り込まれるため、詳細

は不明である。検出長0.86m ・ 検出幅0.45m • 深さ0.2m。

しっかりとした掘方を有する。

埋土 ：褐灰色土。 遺物 ：なし。 時期 ：近世末期。

(38) 38号土坑（第39• 116図、 PL.23)

位置 ：Nー 3調査区の中央部より西南寄りの位置。41号

土坑の東側、 43号土坑の北側に近接する。 X=29,588 

~29,589、Y=-49,855。

重複関係： なし。

規模と形状 ：東西に並存する 2碁の長径約0.9m前後の

ほぼ同規模の浅い土坑と、並存する 2碁の土坑の南側中

央部に掘削された径約0.4mの小規模でやや深いピッ ト

状の遺構からなる。東西に並存する浅い土坑は、西側の

ものが長径0.9m・短径0.85m・深さ0.35m、東側のも

のが長径0.85m・短径0.7m・深さ0.3mで、いずれも南

北にやや長い楕円形状を星しており、それぞれ北側の縁

の約半分に粘士の貼り付けが検出された。また、それぞ

れ底部には鉄分の沈着が顕著であり、東側の土坑により

顕著であった。ただし、焼土等の検出はなく、鍛冶炉の

ようなものではないと発掘調査時に判断されている。こ

れら両土坑の中心の南側に位置する小規模なピットは、

長径0.45m・短径0.3m・深さ0.55mで、東西に長い楕

円形状を呈する。この土坑の用途及び機能は不明である

が、焼土の検出はないものの、近世家屋の囲炉裏跡であ

る可能性も考えられる。

埋土 ：上層褐色土、中層及び東側土坑下層暗褐色土、西

側土坑下層褐色土。 遺物： 肥前磁器染付皿片 1点、瀬
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戸 ・美濃系陶器灰釉皿 1点、在地系土器皿 l点、石臼片

1点。 時期 ：近世末期。

(39) 39号土坑（第39図、 PL.23)

位置： N-3調査区の中央部より南東寄りの位置。33• 

35号土坑、 56• 57号ピットのすぐ東側に隣接する。X=

29,587~29,588、Y=-49,853。

重複関係 ：58号ピットを掘り込む。

方向： N-30°-E。

規模と形状： 南北に長い隅丸長方形状を呈する。先述し

たように、このようなスタイルをとる土坑はN-4調査

区でも他に 4基が検出されており、さらにN-l、N-

2調査区でも検出されており、形状から見て伸展葬の墓

壊である可能性も考えられるが、出土遺物や埋土の状況

からは、墓らしい痕跡はいずれにしても検出することは

出来なかった。長さ1.42m・幅0.57m・深さ0.62m。しつ

かりとした掘方を有する。

埋土： 黒褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(40) 40号土坑（第40図、 PL.23)

位置： N-3調査区の中央部より北東寄りの位置。39号

土坑、 44• 59号ピットのすぐ北側、 45• 47 • 48号ピット

のすぐ南側に隣接する。 X=29,590~29,592、Y=-

49,854~-49,855。

重複関係 ：8号井戸に西側を掘り込まれる。

方向 ：N-110°-E。

規模と形状： 東側を8号井戸に掘り込まれ、破壊されて

いるが、南北に長い隅丸長方形状を呈するものと思われ

る。先述したように、このようなスタイルをとる土坑は

N-4調査区でも他に 4墓が検出されており、さらにN

-1、N-2区でも検出されており、形状から見て伸展

葬の墓城である可能性も考えられるが、出土遺物や埋

土の状況からは、墓らしい痕跡はいずれにしても検出す

ることは出来なかった。検出長1.42m・幅0.53m・深さ

0.3m。

埋土： 上中層鈍い黄褐色土、底部付近一部黄褐色土。

遺物： なし。 時期： 近世末期。

(41)41号土坑（第40図、 PL.24)

位置： Nー 3調査区の中央部より西寄りの位置。38号土



坑の西側、 64号ピットの東側に位置する。X=29,586 

~29,592、Y=-49,859~-49,880。

重複関係：なし。

方向： N-20°-E。

規模と形状：不整楕円形状を呈する。北辺と東辺に小規

模な掘り込みがみられる。長さ1.65m・幅1.65m・深さ

0.32m。浅い。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物：なし。

時期： 不明。

(42)42号土坑（第40図、 PL.24)

位置： N-3調査区のほぼ中央部。38号土坑の北東側、

55号ピットの西側に位置する。X=29,586~29,588、

Y =-49,856。

重複関係：中央部を若干攪乱されている。

方向： N-10°-E。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。先述し

たように、このようなスタイルをとる土坑はN-4調査

区でも他に 4基が検出されており、さらにN-l、N-

2調査区でも検出されており、形状から見て伸展葬の墓

壊である可能性も考えられるが、出土遺物や埋士の状況

からは、墓らしい痕跡はいずれにしても検出することは

出来なかった。不整楕円形状を呈する。北辺と東辺に小

規模な掘り込みがみられる。長さ1.73m ・幅0.4m・深

さ0.2m。浅い。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(43)43号土坑（第40図、 PL.24)

位置： Nー 3調査区の西寄り。南端。 38号土坑の南側、

63号ピットの南東側に位置する。X=29,583~29,585、

Y =-49,858~-49,859。

重複関係：なし。

規模と形状：南側が調査区外に出るため、 全容は不明で

あるが、南北に長い不整楕円形状を呈するものと思われ

る。検出長1.95m・幅1.85m・深さ0.6m。

埋土：上層灰黄褐色土、下層暗褐色土。 遺物：なし。

時期：不明。

(44)44号土坑（第40図、 PL.24)

位置： Nー 2調査区の中央部からやや南東寄り。X=

第4節 N区で検出された遺構と遺物

29,610~29,611、Y=-49,847~-49,848。

重複関係：なし。

方向： N-2°-E。

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長さ

0.99m ・幅0.72m・深さ0.12m。浅い。

埋土：暗褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(45)45号土坑（第40図）

位置： IVー 2調査区の北東端部。70号ピットの東側。X

=29,813~29,814、Y=-49,846。

重複関係： 13号井戸に掘り込まれる。

方向： N-2°-E。

規模と形状：東側と北側が調杏区外に出、南西隅部を13

号井戸に掘り込まれ、破壊されるため、全容は不明であ

る。検出長1.22m・検出幅0.55m・深さ0.25m。浅い。

埋土：上層暗褐色土、下層明黄褐色土。

遺物：なし。 時期：不明。

2.井戸

IV区では13甚の井戸が検出されている。IV-1調査区

で3埜、 IV-2調査区で2粘、 IV-3調査区で7基、 IV

-4調査区で 1拮であった。なお、 IV-5調査区で検出

された 1号礎石も井戸である可能性がある。

本遺跡では、昨年度に報告した I区を含めて、すべて

の調査区において井戸が検出されている。とりわけ、こ

のIV区では、昨年度報告した I区を含めて、検出された

井戸の数は、本遺跡で最多である。

IV区で検出されたのは、 II区で検出されたのと同様、

いずれも素堀の井戸であり、また、径も比較的小さかっ

たことや、現状で、いずれも交通量が激しい道路に面し

た箇所での調査であり、調査区が民家とも隣接していた

ため、安全を最優先し、底面までの完堀はいずれも断念

せざるを得なかった。

なお。III区で検出された井戸同様、本調査区において

検出された井戸の多くは、出土遺物から中世のものとみ

られる。

(1) 1号井戸（第40• 116図、 PL.24)

位置： IV-3調査区の最西端、南壁と西壁に掛かる。2

号井戸の南側、 15~19号ピットの西側に位置する。
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X =29.586~29.587、Y=~49.865~49 . 866。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 西側と南側とが大きく調査区外に出てし

まっているので、全容は不明である。検出長0.92m・出

幅0.88m・調査深度約1.4m。

埋土：上層褐色土、中層黒褐色土、壁際褐色土。 遺物：

古瀬戸陶器緑釉小皿 1点、常滑陶器甕片2点。 時期：

中世。

(2)2号井戸（第40図、 PL.24)

位置：Nー 3調査区の最西端、北壁に掛かる。1号井戸、

15号ピットの北側に位置する。X=29, 587~29,588、

Y =-49,865~-49,866。

重複関係： なし。

規模と形状 ：北側と南側とが大きく調査区外に出てし

まっているので、全容は不明である。検出長1.7m・検

出幅0.3m・調査深度約0.85m。

埋土 ：上層暗褐色土、中層黄褐色土、壁際黒褐色土。

遺物 ：なし。 時期： 不明。

(3)3号井戸（第41• 116図、 PL.24)

位置： N-1調責区の北端寄り。29号ピットのすぐ東

側に隣接する。X=29,630~29,631、Y=-49,844~ 

-49,845。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 東西にやや長い不整楕円形状を呈する。長

さ1.04m・幅0.98m・調査深度約0.75m。

埋土：上層褐色土、 中層灰黄褐色士・暗褐色土。 遺物：

常滑陶器甕片 l点、平瓦片 1点。 時期 ：中世。

(4)4号井戸（第41• 116図、 PL.24)

位置： Wー 1調査区の南東端。13号土坑の南側に近接す

る。X=29,624~29,625、Y=-49,843~-49,844。

重複関係： なし。

規模と形状： 東南及び東側大部分が調査区外に出るため

全容は不明である。検出長1.04m• 検出幅0.4m ・調査

深度約0.8m。

埋土： 上層灰黄褐色土 ・暗褐色土、中層暗褐色土。

物： 常滑陶器甕片3点。 時期 ：中世。

(5)5号井戸（第41図、 PL.21) 

位置 ：IV-1調査区の中央部より南寄りに位置する。X

=29,606~29,607、Y=-49,844~-49,845。

重複関係 ：11号土坑を掘り込む。12号土坑に北東辺を掘

り込まれる。東辺を31号ピットに掘り込まれる。

規模と形状 ：南北にやや長い楕円形状を呈する。長さ

0.9m・幅0.88m・調査深度約0.8m。

埋土 ：上層鈍い黄褐色土・黄褐色土、中層暗褐色土。

遺物： なし。 時期 ：不明。

(6)6号井戸（第41• 117図、 PL.24)

位置 ：N-3調査区の最北西端、西壁に掛かる。42号

ピットの北側に位置する。X=29,597~29,599、Y=-

49,851~-49,852。

重複関係： なし。

規模と形状： 西側が大きく調査区外に出てしまっている

ので、全容は不明であるが、楕円形状を呈するものと思

われる。検出長2.2m・検出幅0.88m・調査深度約0.75m。

埋土 ：上層暗褐色土、中層黒褐色土。 遺物 ：常滑陶器

甕片 1点、平瓦片3点。 時期：中世。

(7) 7号井戸（第41• 117図、 PL.24)

位置 ：Nー 3調杏区の北端寄りの位置。 21・23~25号

土坑の東側に位置する。X=29,593~29,596、Y=-

49,850~-49,851。

重複関係： 22号土坑を掘り込む。26号土坑に南側を大き

く掘り込まれる。

規模と形状： 東側が大きく調査区外に出てしまっている

ので、全容は不明であるが、南北に長い楕円形状を星す

るものと思われる。検出長2.5m・検出幅1.14m・調査

深度約0.45m。

埋土：上層暗褐色土、壁際灰黄褐色土。遺物：砥石 1点。

時期 ：不明。

遺

(8)8号井戸（第41• 117図、 PL.25)

位置： N-3調査区の中央部より東寄りの北壁際。32号

土坑のすぐ東側に、 44・46・59号ピットのすぐ北側に、 54

号ピットのすぐ西側に隣接する。X=29,591~29,592、

Y =-49,854~-49,855。

重複関係 ：40号土坑を梱り込む。
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規模と形状：北側が大きく調査区外に出てしまっている

ので、全容は不明であるが不整楕円形状を呈するものと

思われる。検出長2.16m・検出幅0.78m・調査深度約

0.45m。

埋土：上層暗褐色土、壁際灰黄褐色土。

遺物：肥前磁器染付丸碗 1点、砥石l点。 時期：近代。

(9)9号井戸（第42図、 PL.25) 

位置： IVー 4調査区の最西端。14号土坑の西側に位置

する。IV-4区で検出された唯一の井戸である。X=

29,595~29,596、Y=-49,890~-49,891。

重複関係： 34号土坑を掘り込む。3号礎石に掘り込まれ

る。

規模と形状：西辺が調査区外に出てしまっているので、

全容は不明であるが概ね不整円形状を星するものと思わ

れる。検出長0.9m・検出幅0.88m・調査深度約0.98m。

埋土：上層灰黄褐色土、中層黒褐色土・鈍い黄褐色土。

遺物：なし。 時期：不明。

(10) 10号井戸（第42• 117図、 PL.25)

位置： N-3調査区の中央部、南壁際。58号ピットのす

ぐ西側に隣接する。X=29,586~29,587、Y=-49,853 

~-49,854。

重複関係：なし。

規模と形状：南側が調査区外に出てしまっているので、

全容は不明であるが概ね不整円形状を呈するものと思わ

れる。検出長0.84m・検出幅0.6m・調査深度約0.9m。

埋土：上層黄褐色土、中層鈍い黄褐色土。 遺物：在地

系土器片口鉢片 l点。 時期：中世。

(11) 11号井戸（第42• 117図、 PL.25)

位置： N-3調査区の中央部、北壁際。32号土坑のすぐ

西側に隣接する。X=29,589~29,590、Y=-49,857 

~-49,859。

重複関係：なし。

規模と形状：北側が調査区外に出てしまっているので、

全容は不明であるが、南北に長い不整楕円形状を呈する

ものと思われる。検出長1.34m•検出幅1. 68m ・調査深

度約l.05m.o

埋土： 上層暗褐色土・褐色土、中層黒褐色土。 遺物：

第4節 w区で検出された遺構と遺物

瀬戸・ 美濃陶器腰錆茶碗片 1点、常滑陶器甕片 l点、平

瓦片 l点。 時期：中世。

(12) 12号井戸（第42• 118図、 PL.25)

位置： N-2調査区の南寄りの位置、西壁際。44号土坑

の西側に位置する。X=29,610~29,611、Y=-49,848 

~-49,849。

重複関係：なし。

規模と形状：西側が調査区外に出てしまっているので、

全容は不明であるが、不整楕円形状を呈するものと思わ

れる。検出長1.6m・検出幅 lm・ 調査深度約l.lm。

埋土：上層暗褐色土・明黄褐色土、中層灰黄褐色土。

遺物：瀬戸 ・美濃磁器小碗片 l点、 古瀬戸陶器盤類片 1

点、常滑陶器甕か壺片 1点、在地系土器皿片 l点。 時

期：近代。

(13) 13号井戸（第42• 118図、 PL.25)

位置： IV-2調査区の北端。 70号ピットのすぐ南

側、 72号ピットのすぐ東側に隣接する。X=29,612~ 

29,614、Y=-49,846~-49,848。

重複関係： 48号土坑の南西隅を掘り込む。71号ピットに

北西隅を掘り込まれる。

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長さ2.22

m・幅1.64m・調査深度約0.65m。

埋土：上層暗褐色土・明黄褐色土、中層灰黄褐色土。埋

土中に多量の川原石大の礫の混入がみられた。埋め戻し

の際に入れられたものか。 遺物：在地系土器火鉢片 l

点。 時期：近世末期。

3.溝

IV区では 4条の溝が検出されている。IV-1調査区か

ら1条、 IV-4調査区から 1条、 IV-5調査区から 2条

である。II区で検出されたII区8号溝のような調査区を

越えて検出されたような大規模な溝は、 IV区では全く検

出できなかった。

いずれも幅が短く、浅い小規模な溝である。また、 I 

~III区で検出された溝同様、調査できた範囲が小さく、

詳細は明らかに出来なかった。いずれの類例においても、

水が流れた痕跡はなく、用水路のようなものではなく、

何らかの区画をするための溝であった可能性が高い。
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第3章 調査の成果

(1) 1号溝（第43図、 PL.26)

位置：IVー 5調査区のほぼ中央を南北方向に流れる。 2.

3号ピットの西側に近接する。X=29,602~29,603、

Y =-49,906~-49,907。

重複関係： 1号ピッ トを掘り込む。

規模と形状：南北方向に流れる浅い溝。南北両端は調査

外に出る。検出長1.5m・幅0.6m・深さ0.45m。

埋土：上層灰黄褐色土、中層暗褐色土 ・鈍い黄褐色土、

下層褐色土。 遺物：なし。 時期：不明。

(2) 2号溝（第43図、 PL.26)

位置： W-5調査区の南東隅を東西方向に流れる。7号

ピットのすぐ南側に隣接する。X=29,600~29,601、

Y =-49,903~-49,905。

重複関係：なし。

規模と形状：東西方向に流れる浅い溝。南側及び東側

が調査区外に出る。検出長2.6m・検出幅0.38m・深さ

0.42m。

埋土：上層灰黄褐色土 ・鈍い黄褐色土、下層鈍い黄褐色

土。 遺物：なし。 時期：不明。

(3)3号溝（第43図、 PL.26)

位置：N-1調査区の南寄りの位置を東西方向に流れる。

10号土坑のすぐ北側、 7号土坑のすぐ南側に隣接する。

X =29,622、Y=-49,845~-49,846。

重複関係：東端を9号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 東西方向に流れる浅い溝。西側が調査区外

に出る。東側を9号土坑に掘り込まれる。9号土坑を越

えてさらに東側には延びてはいない。9号土坑と交差す

る位置で止まるか。検出長0.7m・幅0.46m・深さ0.42m。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：近世末期。

(4)4号溝（第43図、 PL.26)

位置： N-4調査区の中央部を南北方向に流れる。5号

礎石の西側、 17号土坑の東側に近接する。 X=29,593 

~29,594、Y=-49,884。

重複関係： 16号土坑の中央部を南北に掘り込む。

規模と形状：南北方向に流れる浅い溝。南北両端が調査

区外に出る。検出長1.7m・幅0.5m・深さ0.lm。

埋土：鈍い黄褐色土。 遺物：なし。 時期：近世末期。
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4. ピット

N区では72基のピットが検出されている。I区で44基、

II区で14碁、 III区で30基が検出されているから、その多

さがわかる。いずれも用途不明の小穴である。検出され

たのは、 N-1調査区から13甚、 N-2調査区から 4碁、

N-3調査区から39星、 N-4調査区から 9墾、 N-5

調査区から 7埜である。

(1) 1号ピット（第35図）

位置： N-5調査区のほぼ中央部から南寄りに位置す

る。2~ 4号ピットの西側。X=29,602、Y=-49,906 

~-49,907。

重複関係：西側を 1号溝に掘り込まれる。

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.34m ・短径0.264m ・深さ約0.2m。

遺物：なし。 時期：不明。

(2)2号ピット（第35図）

位置： N-5区のほぼ中央部から東寄りに位置する。 3

号ピッ トのすぐ北側、 2号礎石のすぐ南側に隣接する。

X =29,602、Y=-49,906。

重複関係：なし。

規模と形状：不整隅丸正方形状を呈する。径0.26m・深

さ約0.17m。

遺物：なし。 時期：不明。

(3) 3号ピット（第35• 118図）

位置： W-5区のほぼ中央部から東寄りに位置する。2

号ピットのすぐ南側、 4号ピットのすぐ北西側に隣接す

る。X=29,602、Y=-49,906。

重複関係：なし。

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.45m ・短径0.36m・深さ約0.49m。しっかりとした掘

方を有する。

遺物：在地系士器皿 l点。 時期：近世。

(4) 4号ピット（第35図、 PL.26)

位置： Nー 5調杏区のほぼ中央部、東南寄りの南壁際に

位置する。3号ピットのすぐ南東側、 2号溝のすぐ西側



に隣接する。X=29,601、Y=-49,906。

重複関係： なし。

規模と形状： 南辺が調査区外に出る。東西にやや長い楕

円形状を呈する。長径0.58m・短径0.5m・深さ約0.54m。

しっかりとした掘方を有する。

遺物：なし。 時期： 不明。

(5) 5号ピット（第35図、 PL.26)

位置： N-5調査区の東寄り、北壁際に位置する。2

号溝の北側に位置する。X=29,602、Y=-49,904~ 

-49,905。

重複関係： なし。

規模と形状： 南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.42m・短径0.38m・深さ0.26m。

遺物：なし。 時期： 不明。

(6)6号ピット（第35図、 PL.27)

位置： N-5調査区の東北端部、北壁際に位置する。

7号ピットのすぐ北側に隣接する。X=29,601、Y=

-49,903。

重複関係： なし。

規模と形状：南東ー北西方向に長い不整台形状を呈する。

長径0.32m・短径0.3m・深さ0.35m。

遺物：なし。 時期： 不明。

(7) 7号ピット（第43図、 PL.27)

位置： N-5調査区の東北端部、東壁際に位置する。2

号溝のすぐ北側に隣接する。X=29,600~29,601、Y

=-49,903。

重複関係： なし。

規模と形状：南東ー北西方向に長い不整台形状を呈する。

長径0.45m・短径0.3m・深さ0.4m。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物：なし。

時期： 不明。

(8)8号ピット（第34図）

位置： N-3調査区の西端部付近に位置する。20号ピッ

トのすぐ西側、 10号ピットのすぐ南側に隣接する。X=

29,55~29,586、Y=-49,863~-49,864。

重複関係： なし。

第4節 N区で検出された遺構と遺物

規模と形状： 8~20号ピットは、 N-4区の西端のブ

ロックに集中して存在するピット群であるが、まとまっ

て存在しているにもかかわらず、建物の柱痕であるよう

な兆候は全く見いだすことが出来なかった。南北に長い

不整楕円形状を呈する。長径0.42m・短径0.32m・深さ

0.53m。

遺物：なし。 時期： 不明。

(9) 9号ピット（第34図）

位置： N-3調査区の西端部付近に位置する。20号ピッ

トのすぐ北側、 10号ピットのすぐ東側に隣接する。X=

29,586、Y=-49,863。

重複関係： 4号土坑に掘り込まれる。

規模と形状： 東側を 4号土坑に大きく掘り込まれてい

るため、全容は不明である。検出長径0.24m・検出短径

0.16m ・深さ0.08m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(10) 10号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の西端部付近に位置する。8号ピッ

トのすぐ北側、 9号ピットのすぐ西側、 12号ピットに隣

接する。X=29,586、Y=-49,863。

重複関係： なし。

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径0.42m・

短径0.35m・深さ0.45m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(11)11号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の西端部付近に位置する。4号土坑

のすぐ西側、 9号ピットの北側、 10号ピットの北東側に

近接する。X=29,586、Y=-49,863。

重複関係： なし。

規模と形状： ほぼ円形状を呈する。径0.2m・深さ

0.45m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(12) 12号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の西端部付近に位置する。10号ピッ

トのすぐ西側に隣接する。X=29,586、Y=-49,864。

重複関係： なし。
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第3章調査の成果

規模と形状：北東ー南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.32m・短径0.28m・深さ0.57m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(13) 13号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の西端部付近に位置する。 1 • 3号

土坑のすぐ西側、 14号ピットのすぐ南側に隣接する。X

=29,587、Y=-49,864。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

0.22m・短径0.2m・深さ0.31m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(14) 14号ピット（第34図）

位置： IV-3調査区の西端部付近の北壁際に位置する。

1号士坑のすぐ西側、13号ピットのすぐ北側に隣接する。

X =29,587、Y=-49,864。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

0.28m ・短径0.24m・深さ0.12m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(15) 15号ピット（第34図）

位置： IV-3調査区の西端部付近に位置する。18• 19号

ピットのすぐ北側に隣接し、 1号井戸の東側に近接する。

X =29,587、Y=-49,864。

重複関係： なし。

規模と形状： 南北に長い楕円形状を呈する。長径0.3m• 

短径0.2m・深さ0.3m。

遺物： なし。 時期：不明。

(16) 16号ピット（第34図）

位置： IV-3調査区の西端部付近に位置する。18• 19号

ピットの南側、 17号ピットの北側に近接し、 1号井戸の

東側に位置する。X=29,586、Y=-49,865。

重複関係： なし。

規模と形状：北東ー南西方向にややに長い楕円形状を呈

する。長径0.22m・短径0.18m・深さ0.32m。

遺物： なし。 時期： 不明。
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(17) 17号ピット（第34図）

位置： IVー3調査区の西端部付近の南壁際に位置す

る。16号ピットの南側、 1井戸の東側に位置する。X=

29,585~29,586、Y=-49,865。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にややに長い楕円形状を呈する。長径

0.26m ・短径0.2m・深さ0.21m。

遺物：なし。 時期： 不明。

(18) 18号ピット（第34図）

位置： N-3調責区の西端部付近、 15号ピットのすぐ南

側、 16号ピットのすぐ北側に隣接する。X=29,586、Y

=-49,865。

重複関係： 西側を19号ピットに掘り込まれる。

規模と形状： 東西に長い楕円形状を呈する。検出長径

0.3m ・検出短径0.24m・深さ0.llm。

遺物： なし。 時期： 不明。

(19) 19号ピット（第34図）

位置： IVー3調査区の西端部付近、 15号ピットのすぐ南

側、 16号ピットのすぐ北側に隣接する。X=29,586、Y

=-49,865。

重複関係： 18号ピットの西側を掘り込む。

規模と形状：不整円形状を呈する。 径0.28m • 深さ0.28m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(20) 20号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の西端部付近、 4号土坑、 9号ピッ

トのすぐ南側、 8号ピットのすぐ東側に隣接する。X=

29,586、Y=-49,863。

重複関係： なし。

規模と形状： 南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.3m ・短径0.28m・深さ0.28m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(21) 21号ピット （第34図 •PL . 27)

位置： N-1調査区の南西端部付近、 8号土坑のすぐ南

側に隣接し、 13号土坑の西側に位置する。X=29,525、

Y =-49,846。

重複関係： なし。



規模と形状： 南北にやや長い楕円形状を呈する。21~

33号ピットは、いずれもN-l調査区で検出されてお

り、 21• 28 • 29 • 32号ピットを除いては、いずれも調査

区の南東寄りに位置しているが、建物の柱穴を構成する

ような要素は全く発見できなかった。長径0.24m・短径

0.22m ・深さ0.28m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(22) 22号ピット （第34図 • PL . 27)

位置： N-I調査区の南寄りの位置。11号土坑のすぐ東

側、 13号土坑のすぐ北側、 23号ピットのすぐ南側に隣接

する。X=29,626、Y=-49,844。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.26m ・短径0.24m・深さ0.3m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(23) 23号ピット （第34図 • PL.27)

位置： N-l調査区の南寄りの位置。30号ピットのすぐ

南西側、 13号土坑のすぐ北側、 23号ピットのすぐ南側に

隣接する。X=26,626、Y=-49,844。

重複関係 ：11号土坑を掘り込む。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.42m ・短径0.3m・深さ0.38m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(24) 24号ピット （第34図 • PL.27)

位置： N-l調査区の南寄りの位置。31号ピットのすぐ

西側、 9号土坑のすぐ東側に隣接する。X=26,627、Y

=-49,844~-49,845。

重複関係： 5号井戸を掘り込む。

規模と形状： 北東ー南西方向ににやや長い楕円形状を呈

する。長径0.32m・径0.22m・深さ0.21m。

遺物 ：なし。 時期 ：近世末期。

(25) 25号ピット （第34図 • PL . 27)

位置： N-1調査区の南東寄りの位置、東壁際。12号土

坑 ・26号ピットのすぐ東側に隣接する。X=26,627、Y

=-49,843。

重複関係： なし。

第4節 1V区で検出された遺構と遺物

規模と形状： 北西ー南東方向ににやや長い楕円形状を呈

する。長径0.42m・短径0.35m・深さ0.3m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(26)26号ピット（第34図 ．PL.27)

位置： IV-1調査区の南東寄りの位置。12号土坑の南東

に近接し、 25号ピットのすぐ南西側に、 33号ピットの

すぐ北東側に隣接する。X=26,626~26,627、Y=-

49,843。

重複関係： なし。

規模と形状： 北東ー南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.42m・短径0.35m・深さ0.3m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(27) 27号ピット （第34図 • PL.27)

位置： IV-1調査区の南東寄りの位置。4号井戸の北に

位置する。X=26,625、Y=-49,844。

重複関係： なし。

規模と形状 ：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.3m ・短径0.2m・深さ0.2m。

遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(28)28号ピット（第34図）

位置： N-l調査区の北西隅付近。2号土坑のすぐ南東

側、 29号ピッ トのすぐ北側に隣接する。X=26,631、Y

=-49,845。

重複関係： なし。

規模と形状： 南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.3m・短径0.24m・深さ0.29m。

遺物： なし。 時期 ：不明。

(29)29号ピット（第34図）

位置： IV-1調査区の北西隅付近。3号井戸のすぐ西

側、 28号ピッ トのすぐ南側に隣接する。X=26,630~ 

26,631、Y=-49,845。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：不整楕円形状を呈する。長径0.24m・短径

0.22m ・深さ0.39m。

遺物： なし。 時期： 不明。
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(30) 30号ピット （第34図 •PL.27) 

位置 ：N-1調査区の南東部。 33号ピッ トのすぐ南側、

23号ピットのすぐ北東側に隣接する。X=26,625、Y=

-49,844。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

0.46m・短径0.28m・深さ0.35m。

遺物：なし。 時期： 不明。

( 31 ) 31号ピット （第34図 •PL.37)

位置： Nー1調査区の南東部。24号ピットのすぐ東

側、 33号ピットのすぐ西側に隣接する。X=26,626~ 

26,627、Y=~49 ,844。

重複関係： 5号井戸を掘り込む。

規模と形状： 東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

0.46m ・短径0.28m・深さ0.35m。

遺物： なし。時期： 不明。

(32)32号ピット（第34図）

位置： N-1調査区の中央よりやや北寄りの位置。西壁

際。1号土坑の北側、 5号土坑の南側に位置する。X=

26,629~26,630、Y=-49,845。

重複関係： 6号土坑を掘り込む。

規模と形状 ：南北に若干長い楕円形形状を呈する。長径

0.24m・短径0.22m・深さ0.37m。

遺物： なし。 時期 ：不明。

(33)33号ピット（第34図）

位置： N-l調査区の南東部。23号ピッ トのすぐ北側に

接し、 26号ピットのすぐ西側に、 31号ピットのすぐ東側

に隣接する。X=26,626、Y=-49,844。

重複関係： なし。

規模と形状： 南東ー北西方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径0.28m・短径0.26m・深さ0.44m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(34)34号ピット（第43図、 PL.27)

位置： N-4調査区の中央部よりやや東寄りの位置。 北

壁際。X=26,593、Y=-49,881。

重複関係： 東側を35号ピットに掘り込まれる。
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規模と形状： 不整形。検出長径0.4m・検出短径0.2m• 

深さ0.47m。

埋土： 上層褐色土、下層暗褐色土。 遺物：なし。 時

期： 不明。

(35) 35号ピット（第43図）

位置： IV-4調査区の中央部よりやや東寄りの位置。北

壁際。X=26,593、Y=-49,881。

重複関係： 35号ピットの東側を掘り込む。

規模と形状： 不整形。検出長径0.4m・検出短径0.2m• 

深さ0.4m。

埋土： 上層褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物： なし。

時期： 不明。

(36) 36号ピット（第43図、 PL.27)

位置： IV-4調査区の中央部よりやや東寄りの位置。南

壁際。37号ピットのすぐ南側、 19号土坑のすぐ東側に隣

接する。X=26,592、Y=-49,881。

重複関係： なし。

規模と形状： 南側大半が調査区外に出るため全容は不明

である。検出長径0.3m・検出短径0.3m・深さ0.4m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(37) 37号ピット（第43図、 PL.28)

位置： N-4調査区の中央部よりやや東寄りの位置。南

壁寄り。36号ピットのすぐ北側、 19号土坑のすぐ西側に

隣接する。X=26,592、Y=~49,881 。

重複関係： なし。

規模と形状：北西ー南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。検出長径0.4m・検出短径0.3m・深さ0.4m。

埋土： 暗褐色土、底部に褐色土塊を含む。 遺物： なし。

時期： 不明。

(38) 38号ピット（第43図、 PL.28)

位置：N-4調査区の中央部より東寄りの位置。北壁際。

39号ピットのすぐ北側、 15号土坑のすぐ東側、 20号土坑

のすぐ北西側に隣接する。X=26,593、Y=-49,880。

重複関係： なし。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出長径0.3m・検出短径0.25m・深さ0.22m。



遺物： なし。 時期： 不明。

(39) 39号ピット（第44図、 PL.28)

位置： N-4調査区の中央部より東寄りの位置。 北壁寄

り。38号ピッ トのすぐ南側、 15号土坑のすぐ東側、 20号

土坑のすぐ西側に隣接する。 X=26,592、Y=-49,880。

重複関係： なし。

規模と形状： 南東ー北西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。検出長径0.3m・検出短径0.25m・深さ0.17m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(40)40号ピット（第44• 118図、 PL.28)

位置： IVー3調査区の北東端部寄りの位置。西壁際。 41

号ピッ トのすぐ南側に隣接する。X=26,594~26,595、

Y =-49,853。

重複関係： なし。

規模と形状： IV-3調査区北東端部の西壁にかかって南

北に 3基並ぶ40号～ 42号ピッ トは、いずれも西側が調

査区外に出るため形状の全容は不明であるが、検出され

た範囲においては東西に長い長楕円形状を呈しており、

一見するとあたかも畠の柵のように見えなくもないが、

そうだとすると連続性に乏しい。検出長径0.7m・検出

短径0.55m・深さ0.4m。

埋土： 上層暗黄褐色土、下層暗褐色土。 遺物： 在地系

土器大鉢片 1点。 時期： 近世。

(41)41号ピット（第44• 118図、 PL.28) 

位置： Wー3調査区の北東端部寄りの位置。西壁際。 40

号ピッ トのすぐ北側、42号ピットのすぐ南側に隣接する。

X =26, 595、Y=-49,853。

重複関係： なし。

規模と形状： 西側が調査区外に出るため形状の全容は不

明であるが、検出された範囲においては東西に長い長楕

円形状を呈する。検出長径0.45m・検出短径0.45m・深

さ0.47m。

埋土： 上層暗黄褐色土、下層暗褐色土。 遺物： 軒丸瓦

片 l点。 時期： 近世。

(42)42号ピット（第44図、 PL.28)

位置： Nー3調査区の北東端部寄りの位置。西壁際。 41
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号ピッ トのすぐ北側に隣接し、 6号井戸の南側に位置す

る。X=26,596、Y=-49,852~-49,853。

重複関係： なし。

規模と形状： 西側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、検出された範囲においては東西に長い長楕円形状

を呈する。検出長径0.8m・検出短径0.4m・深さ0.2m。

埋土： 褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(43) 43号ピット（第44図）

位置： N-4調査区の東端部。X=26,590~26,591、

Y =-49,876。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.46m ・短径0.47m・深さ0.45m。

埋土： 上層褐色土。中央部に黒褐色土の陥入あり。下層

鈍い黄褐色土。本遺跡で検出されたピットの中では、 63

号ピッ トとならんでただ二つ柱穴状の土層堆積状況を呈

する。中央部に縦に陥入する黒褐色土が柱痕となるか。

ただし、本ピットを柱穴と見ると周辺には他に対応する

柱穴がない。 遺物： なし。 時期： 不明。

(44)44号ピット（第34図）

位置： N-3調査区の中央部より北東寄り。 32号土坑の

すぐ東側、 8号井戸のすぐ南側、 59号ピットのすぐ西側

に隣接する。X=26,600、Y=-49,856。重複関係：なし。

規模と形状： 南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.32m・短径0.26m・深さ0.25m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(45)45号ピット（第34図）

位置： Wー3調査区の中央部より東寄り。 46号ピットの

すぐ南東側、 48号ピットのすぐ南西側に隣接する。本45

号ピッ トから53号ピッ トまでは、 N-3区の中央部から

東寄りの位置に集中する比較的小規模なピットである。

まとまって存在するが、いずれも建物を構成する柱穴と

は考えられない。 X=26,601、Y=-49,854。

重複関係： 40号土坑を掘り込む。

規模と形状：楕円形状を呈する。長径0.22m・短径0.2m・

深さ0.24m。

遺物： なし。 時期： 不明。
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(46) 46号ピッ ト（第34図）

位置 ：IV-3調査区の中央部より東寄り。8号井戸のす

ぐ東側、 45号ピットのすぐ北西側、 48号ピットのすぐ南

西側に隣接する。X=26,601、Y=-49,854。

重複関係 ：なし。

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.36m・

短径0.26m・深さ0.2m。

遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(47)47号ピッ ト（第34図）

位置 ：IV-3調査区の中央部より東寄り。48号ピットの

すぐ東側に隣接する。X=26,601、Y=-49,853。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.2m• 

短径0.18m・深さ0.25m。

遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(48)48号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の中央部より東寄り。47号ピット

のすぐ西側に隣接する。X=26,601、Y=-49,853~-

49,854。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.3m ・短径0.2m・深さ0.21m。

遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(49)49号ピット（第34図）

位置 ：Nー3調査区の中央部より東寄り。 33• 35号土坑

のすぐ北側に隣接する。X=26,600、Y=-49,853。

重複関係： なし。

規模と形状： 南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

0.36m ・短径0.3m・深さ0.28m。

遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(50) 50号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の中央部より東寄り。X=26,600、

Y =-49,852。

重複関係： なし。

規模と形状： 北西ー南東方向にやや長い隅丸長方形状を

呈する。長径0.42m・短径0.36m・深さ0.25m。
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遺物： なし。 時期 ：不明。

(51) 51号ピット（第34図）

位置 ：Wー3調査区の中央部より東寄り。北壁際。8号

井戸のすぐ東側に隣接する。X=26,600、Y=-49,852。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：北西ー南東方向にやや長い隅丸長方形状を

呈する。長径0.42m・短径0.36m・深さ0.25m。

遺物 ：なし。 時期： 不明。

(52) 52号ピッ ト（第34図）

位置 ：N-3調査区の東北寄り。東壁にかかる。 29号土

坑の西側に位置する。X=26,600、Y=-49,852。

重複関係： なし。

規模と形状： 北西側が調査区外に出るため、全容は不明

である。検出長径0.53m・検出短径0.18m・深さ0.72m。

しっかりとした掘方を有する。

遺物： なし。 時期： 不明。

(53) 53号ピット（第34図）

位置： IV-3調査区の東北寄り。 29号土坑の西側に位置

する。 X=26,593、Y=-49,853。

重複関係： なし。

規模と形状： 南北にやや長い隅丸方形状を呈する。長径

0.16m ・短径0.15m・深さ0.llm。

遺物： なし。 時期 ：不明。

(54) 54号ピット（第34図）

位置： Nー3調査区の中央部からやや東寄りの位置。36

号土坑のすぐ東側に隣接する。 54~59号土坑は、N-

3調査区の中央部に点在する。45~53号ピットよりも

さらに調査区の中央部に近い位置である。これらのピッ

トも建物の柱穴を構成するような要素は見いだすことが

出来なかった。X=26,589、Y=-49,856。

重複関係： なし。

規模と形状 ：北西ー南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.4m・短径0.26m・深さ0.46m。

遺物： なし。 時期 ：不明。



(55) 55号ピット（第34図）

位置 ：Nー3調査区の中央部からやや東寄りの位置。

42号土坑の東側、 37号土坑の南側に近接する。X=

26,588、Y=-49,855。

重複関係： なし。

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.35m・

短径0.25m・深さ0.5m。しっかりとした掘方を有する。

遺物： なし。 時期： 不明。

(56) 56号ピット（第34図）

位置： N-3調査区の中央部からやや東寄りの位置。

33・35号土坑の南側、 37号ピットのすぐ西側に隣接する。

X =26,588、Y=-49,855。

重複関係： なし。

規模と形状： 不整円形状を呈する。長径0.38m・短径

0.32m ・深さ0.39m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(57)57号ピット（第34図）

位置： N-3調査区の中央部からやや東寄りの位置。

33・35号土坑の南側、 36号ピットのすぐ東側に隣接する。

X =26,588、Y=-49,854。

重複関係： なし。

規模と形状： 北東ー南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.56m・短径0.5m・深さ0.13m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(58) 58号ピット（第34図）

位置： IV-3調査区の中央部からやや東寄りの位置。南

東壁際。39号土坑のすぐ南西側に接し、 10号井戸のすぐ

東側に隣接する。 X=26,588、Y=-49,853~-49,854。

重複関係： なし。

規模と形状： 北東ー南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.48m・短径0.4m・深さ0.52m。

遺物： なし。 時期： 不明。

(59)59号ピット（第34図）

位置： IV-3調査区の中央部からやや東寄りの位置。北

壁寄り。 8号井戸のすぐ南側、 36号土坑のすぐ北側、 44

号ピットのすぐ東側に隣接する。 X=26,600、y=-

第4節 N区で検出された遺構と遺物

49,855。

重複関係： なし。

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.42m・

短径0.22m・深さ0.3m。

遺物 ：なし。 時期： 不明。

(60) 60号ピット（第44図、 PL.28) 

位置： Wー4調査区のほぼ中央部。北壁にかかる。5号

礎石の北側に位置する。60~62号ピットは、いずれも

IV-4調査区の北壁にかかる位置で検出された。X=

26,595、Y=-49,887。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出長径0.5m・検出短径0.14m・深さ0.47m。

埋土： 上層灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。 遺物： な

し。 時期： 不明。

(61)61号ピット（第44図、 PL.28)

位置： IV-4調査区の中央部から西寄りの位置。北壁に

かかる。62号ピットのすぐ東側、 4号礎石のすぐ北側に

隣接する。X=26,595、Y=-49,886~-49,887。

重複関係： なし。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出長径0.38m・検出短径0.26m・深さ0.43m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(62) 62号ピット（第44図、 PL.28)

位置 ：Wー4調査区の中央部から西寄りの位置。北壁に

かかる。 61号ピッ トのすぐ西側、 4号礎石のすぐ北側に

隣接する。X=26,595、Y=-49,887。

重複関係： なし。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出長径0.6m・検出短径0.2m・深さ0.42m。

埋土： 鈍い黄褐色土。 遺物： なし。 時期 ：不明。

(63) 63号ピット（第44図、 PL.28)

位置 ：W-3調査区の中央部から西寄りの位置。南西壁

際。42号土坑、 65号ピットの西側に位置する。本ピッ ト

では、 43号ピット同様、柱穴状の土層堆積が検出でき

た。ただし、本ピットと対になって建物の柱穴を構成す
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るようなピットは、周囲では全く検出されなかった。63

~68号ピットは、いずれもN-3調査区の中央部から

西寄りにかけての地域に点在する。本遺跡から発見され

たピット群の中では、これらの中には珍しく比較的大型

のものが少なくない、それらの用途 ・機能が明らかに出

来たものはない。X=26,584、Y=-49,887。

重複関係 ：なし。

規模と形状 ：南北に長い楕円形状を呈する。長径0.3m• 

短径0.25m・深さ0.52m。

埋土 ：柱痕層黒褐色士、埋土層鈍い黄褐色土、壁際層暗

褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(64) 64号ピット（第44図、 PL.28)

位置 ：N-3調資区の中央部から西寄りの位置。北西壁

際。41号土坑の北西側に位置する。X=26,588、y=-

49,860。

重複関係： なし。

規模と形状： 北東ー南西方向にやや長い不整楕円形状を

呈する。長径0.58m・短径0.43m・深さ0.65m。しっか

りとした掘方を有する。

埋土： 褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(65)65号ピット（第44図、 PL.28) 

位置： Nー3調査区の中央部から南西寄りの位置。43号

土坑のすぐ東側に隣接する。 X=26,588、Y=-49,860。

重複関係 ：なし。

規模と形状： 北東ー南西方向にやや長い不整楕円形状を

呈する。長径0.58m・短径0.43m・深さ0.65m。しっか

りとした掘方を有する。

埋土 ：暗褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(66)66号ピット（第44図、 PL.28) 

位置： IVー3調査区の中央部からやや西寄りの位置。X

=26,587~26,589、Y=-49,857~-49,858。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西にやや長い不整楕円形状を呈する。長

径0.3m・短径0.25m・深さ0.38m。

埋土 ：暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期： 不明。

(67)67号ピッ ト（第44図、 PL.ZS)
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位置 ：Nー3調査区のほぼ中央部。43号土坑のすぐ西側

に隣接する。X=26,588、Y=-49,856。

重複関係： なし。

規模と形状：不整円形状を呈する。径0.45m・深さ0.65m。

しっかりとした掘方を有する。

埋土 ：暗褐色土。 遺物 ：なし。 時期 ：不明。

(68) 68号ピット（第44• 118図、 PL.28) 

位置： N-3調査区のほぼ中央部から南東寄りの位

置。10号井戸の西側、 24号土坑の東側に位置する。X=

26,586、Y=-49,855。

重複関係： なし。

規模と形状： 東西に長い不整楕円形状を呈する。長径

0.2m ・短径0.18m・深さ0.16m。

遺物 ：銅銭（寛永通宝） 1点。 時期 ：不明。

(69) 69号ピット（第44図、 PL.28) 

位置 ：Nー2調査区の南端寄りの西側。 X=26,609~ 

26,610、Y=-49,849。

重複関係： なし。

規模と形状： 北西ー南東方向に長い平面水滴状を呈す

る。断面は、底部の中央部が一段更に深く掘り窪められ

ており。柱穴の可能性も考えられなくはないが、埋土の

土層断面から柱痕らしき土層は全く検出されなかった。

69~72号ピットは、 N-2区調査区内に点在するが、

それぞれの関連性を見いだすことは出来なかった。長径

0.36m ・短径0.3m・深さ0.32m。

埋土： 灰黄褐色土。 遺物： なし。 時期： 不明。

(70) 70号ピット（第44• 124図、 PL.28) 

位置： N-2調査区の北端中央。北壁に掛かる。X=

26,609~26,610、Y=-49,849。

重複関係： なし。

規模と形状： 北側が調査区外に出るため全容は不明であ

る。検出長径0.4m・検出短径0.3m・深さ0.56m。しっ

かりとした掘方を有する。 埋土： 暗褐色土。 遺物： 古

瀬戸陶器盤類片 l点。 時期： 15世紀。

(71)71号ピット（第34図、 PL.29) 

位置 ：Nー2調査区の北寄り、西壁際。X=26,613~ 



26, 614、Y=~49,848。

重複関係： 13号井戸を掘り込む。。

規模と形状：北東ー南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.46m・短径0.44m・深さ0.26m。 遺物：なし。

時期：不明。

(72) 72号ピット（第34図、 PL.29) 

位置： IV-2調査区の北寄り、西壁際。 X=26,612~ 

26,613、Y=-49,848。

重複関係：なし。

規模と形状：北西ー南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径0.28m・短径0.26m・深さ0.38m。 遺物：なし。

時期：不明。

5.礎石

本遺跡では礎石という遺構名称が付されたものは、全

部で14基が検出されている。 IV区では、 IV-5調査区か

ら1• 2号の2基が、 IV-4調査区から 3~5号の3韮

の計5基がそれぞれ検出されている。

II区では、調査時に「礎石」という遺構名称が付された

遺構は 1埜のみであるが、ピットの項で述べたように11

~15号ピット及びその西の壁際でごく一部が検出され

たピット群も礎石であると考えられる。また、 III区では

8基が検出されている。なお、 I区では礎石は検出され

ていない。

これら本遺跡において検出された礎石は、いずれも規

模・構造が類似したものが多く、いずれも同時期のもの

と考えられる。

(1) 1号礎石（第45• 118図、 PL.29)

位置： IV-5調査区の西端寄り。北壁に掛かる。 1号溝

の西側に位置する。 X=26,603~26,604、Y=-49,908 

~-49,909。

重複関係： 2号土坑を掘り込む。

規模と形状：南北側大部分が調査区外に出るため全容は

不明であるが、長方形状に捌り窪めた中に川原石大の石

が敷き詰められ構成されている。検出長径0.9m・検出

短径0.28m。

遺物：有孔石製品 l点。 時期：近世末期～近代初頭。

第4節 w区で検出された遺構と遺物

(2)2号礎石（第45図、 PL.29) 

位置： Nー5調査区の中央部からやや東寄り。北壁に掛

かる。 2号ピットのすぐ北側に隣接する。 X=26,603 

~26,602、Y=-49,905。

重複関係：なし。

規模と形状：南北側大部分が調査区外に出るため全容は

不明であるが、 1号礎石同様、長方形状に掘り窪めた中

に川原石大の石が敷き詰められ構成されている。 1号礎

石とほぼ同規模であり、心々間の距離は約3mである。

検出長径0.76m・検出短径0.34m。

埋土：上層暗褐色土、下層黄褐色土。 遺物：なし。 時期：

近世末期～近代初頭。

(3) 3号礎石（第45図、 PL.29) 

位置： IV-4調査区の最西端。 14号士坑の西側に近接す

る。X=26,596、Y=-49,890~-49,891。

重複関係： 9号井戸、 14号土坑を掘り込む。

規模と形状： 3~5号礎石は、 IV-4調査区のほぼ中央

部から西端にかけて、 3碁検出された礎石である。いず

れもほぼ同規模であり、ほぼ隅丸方形状に掘り窪めた中

に川原石大の石が敷き詰められ構成されている。中央部

には、南北方向に長い縦長の石や(4• 5号）、上面が平

坦な石が据えられ(3号）、柱の当たりが意識された構造

になっている。各礎石の心々間の距離は、 3号と 4号の

間がほぼ3.6m、4号と 5号との間が3.8mである。検出

長径1.02m・検出短径 lm。

遺物：なし。 時期：近世末期～近代初頭。

(4) 4号礎石（第45図、 PL.29) 

位置： IV-4調査区の西北寄りの位置。 61• 62号ピット

のすぐ南側に隣接する。X=26,595、Y=-49,887。

重複関係：なし。

規模と形状： 3~5号礎石は、 IV-4調査区のほぼ中央

部から西端にかけて、 3埜検出された礎石である。いず

れもほぼ同規模であり、ほぼ隅丸方形状に掘り窪めた中

に川原石大の石が敷き詰められ構成されている。中央部

には、南北方向に長い縦長の石が据えられ、柱の当たり

が意識された構造になっている。各礎石の心々間の距離

は、 3号と 4号の間がほぼ3. 6m、4号と 5号との間

が3.8mである。検出長径0.72m・検出短径0.7m。
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3層にぶい黄褐(IOYRS/4) 

ローム、灰白色粘土が

ブロック状に入る。人

為的埋没。

15号土坑A-A'

1層褐（10YR4/4)砂質、ローム粒含む。

2層 にぶい黄褐(lOYR5/4）ロームプロック主体。

3層 灰黄褐（10YR4/2）ロームブロック30％含む。

4層 にぶい黄褐(lOYR5/4）ローム、灰白色粘土

がブロック状に入る。人為的埋没。

18号土坑

110:,皇

17号土坑A-A'

l阿 黒褐（10YR3/1)旧地表土。固くしま

る。

2層褐灰(IOYR4/1)砂質土。

3層灰黄褐（10YR4/2)やや粘質。

4層黒褐(IOYR3/2) <P 2~5 mmのローム

粒。固くしまる。版築士。

5層暗褐（10YR3/3)<P 1~2 cmのローム

ブロック30％含む。

6陪褐（10YR4/6)<P 5 mmのロームブロッ

ク5％含む。やや粘質。

27土坑

調
査
区
外

調
査
区
外

A ＇ .,ぷ

___A_. L=37. OOm •K l8号土坑 A- A'• B-B' 

］層 にぶい黄褐(10YR4/3）ロームブロック50％入る。

しまり悪い。

2層 黄褐(IOYRS/6）ロームブロック10％含む。

3層 暗褐（10YR3/3）ロームブロック30％混じり、固

くしまる。

4層黒褐(lOYR2/3)炭化物c/J5 mm30％含む。c/J1 cm、

ローム10％含む。

B_. L=37. OOm . B' 

゜
1 :40 lm 

第37図 N区11~18号土坑平面罰、断面図
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19号土坑 20号土坑 21号土坑 22号士坑

瓢／三□□□□
ロ ここロ

』．

19号土坑A-A'

］層暗褐（IOYR3/3)r/> 1~2 cmの

ロームブロック30％含む。

2屑褐（IOYR4/6)の5mmのローム
ブロック 5％含む。やや粘質。

20母上坑A-A'

1眉暗褐（IOYR3/4)砂質土。

2層褐色(IOYR4/6）ローム

含む砂質上。

A_. L037. OOm 

トレンチ

.K 

＼ニニこニニテ
21号土坑A-A'

l層 暗褐(IOYR3/3)灰白色粘士ブ

ロック¢ 2 ~5 cm!O％含む。

青 ／ 

ぷ

_A_, L=37.00m ぷ

六

23 • 24 • 25号士坑 26号士坑

29士

」 2 A 

一
人 ．□＼ /-]: 
A__ L=3 7.00m.K  

22号土坑A-A'

1層暗褐(lOYR3/3)炭化物をわず

かに含む砂質土。粘性高い。

2層灰黄褐（10YR5/2)にぶい黄橙

色土ブロック4)0.5~1cmを

30％含む。粘性高い。

トレンチ
28号土坑

__/i_. L=37. OOm △ 

29土にミロ□□玉：
23号土坑A-A'

1形 にぶい黄褐(JOYRS/3)黄褐色土ブロックと暗褐色土との混土。シルト質土で上質粗くしまりやや強い。

24局士坑A-A'

1層 暗褐（10YR3/3）ローム粒をわずかに含む砂質土。しまり強い。

25号士坑A-A'

1層 暗褐(IOYR3/3)炭化物をわずかに含む砂質土。粘性高い。

2陪 灰黄褐（IOYR4/2)炭化物をわずかに含む粘質土。酸化による鉄分沈着あり。

27号士坑

調査区外

__A_. L=37. OOm 

＇ A
-

.K 

29号士坑

__A_. L=37. OOm 

口

5
9
A
 
怠
千

A' 

企．

5
9
0
 

'oo

墨

_A__ L=37.00m 

. Aこ

□□ 28号士坑A-A'1層褐(1OYR4/ 4) ip 1~2 cmの

ロームブロック10％含む。

2層褐(10YR4/6）ロームブロッ

ク30％含む。やや砂質。

31号士坑

〔口i
撃茨
ぷ

27号土坑A-A'

1層灰黄褐（IOYR4/2)にぶい黄橙色ブロック¢ 1 ~2 cmを

7％含む砂質土。しまり強く粘性あり。

2層褐灰(IOYR4/l)黄褐色ブロック,P5mmと炭化物粒r/JI 

~5mmをわずかに含む。しまりやや強く粘性あり。

29号上坑A-A'

l層 にぶい黄褐(IOYR4/3)灰白粘土30％プロック状に入る。

2層 灰黄褐（IOYR4/2) qi I cmの炭化物含む。灰白粘士］0％含む。

＼ 

0. 
I :40 lm 

第38図 N区19~29• 31号上坑平面図、断面図
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30号土坑

14土

＼
 

皇へ
．ぷ

調査区外

JL. L=37.30m _ _A'_ 

口
30号士坑A-A'

l層 にぶい黄褐(10YR4/3)砂質土。¢lcmの炭化物 1％含む。

2翔暗褐（10YR3/3)</J 1 cmのローム10％含む。

3層 にぶい黄土(IOYR6/3)ローム主体の粘質土。

4暦灰黄褐（IOYR4/2)</J 1 cmのローム10％含む。

34号土坑

調査区外 →二＼

調
査
区
外

9井

32号士坑

＼ 沿髯

. A' 

A__ L=37.00m.K  

口
32号土坑A-A'

l屑灰黄褐（IOYR4/2)黄褐色粒¢

1 ~5  mmを3％含む砂質土。

かたくしまり強い。

2陪 にぶい黄褐(IOYR4/3)黄褐色

ブロック¢ l ~2  cmを5％含

む砂質土。しまり強い。

_A_. L=37. 20m .ぷ

□ 
34号士坑A-A'

1層黒褐(10YR3/2),P1 cm 

のローム 5％含む。

38号士坑

虞

33 • 35~37号土坑

A. 

＼瓢

• △ 

B
、

A.  L=37.00m A' 

36号七坑

＿且． L=37.OOm ．瓦

A
 

39号士坑

』L.

A L=37.OOm A' ． ．  

B 
39号土坑A-A'
1層黒褐（10YR2/3)黄褐色シルト

ブロックが0.5~1cmを5%

含む砂質土。しまりやや強い。

＼
 

．ぷ

」'L.L=37.10m ~,..A'_  
p 

ロニ38号土坑A-A'

1府 褐（10YR4/4)r/l 1~2 cmのロームブロック10％含む。しまり悪い。

2層 暗褐(lOYR3/4) r/l 2~3 cmのロームブロック20％含む。しまり悪い。

3層 褐(lOYR4/6)r/l 2~3 cmのローム10％含む。しまり悪い。

A' 

36号土坑

33号土坑 A-A' 

1層 暗褐(lOYR3/3)にぶい黄褐色ブロック(/J0.5~2cmを7％含む砂質

土。かたくしまり強い。

2層 黒褐(lOYR3/2)にぶい黄褐色ブロック、炭化物粒¢ 1 ~5  mmをわず

かに含む砂質土。 かたくしまり強い。

35号土坑A-A'

1暦 灰黄褐（10YR4/2)にぶい黄褐色ブロック、褐灰色ブロック¢ l ~3  

cmを30％含む一括埋土。しまり強い。

2層 暗褐(lOYR3/3)褐灰色ブロック¢ 1 ~2  cmを10％含む。しまり強い。

3囲 灰黄褐（lOYRS/2)褐灰色ブロック¢ 1 ~2  cmを30％含む。

36号土坑A-A'

l屈 灰黄褐（10YR4/2)にぶい黄橙色ブロック、褐灰色ブロック¢ 1 ~3  

cmを50％含む。

2層 灰黄褐10YR5/2)褐灰色プロック¢ 1 ~3cmを60％含む。

3際 にぶい黄褐(10YR5/4)粗い砂質土に褐灰色シルトブロック¢ 2~4 

cmを30％含む。

37号土坑A-A'

l層 褐灰(lOYR4/l)貨褐色砂粒を30%、にぶい黄橙色ブロック</J0.5~ 

2cmを10％含む。

゜
1 :40 lm 

第39図 N区30• 32~39号土坑平面図、断面図
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第3章 調査の成果

41号士坑

A- ．ぷ

8井

_A__ L=37.00m ．ぷ

A. 

A__ L=37. 20m 

．ぷ

A' 

42号士坑

＇ 

¥

A

-
A
-

43号上坑

口40号土坑A-A'
l層 にぶい黄褐(10YR4/3)にぶい黄橙色プロック ¢0.5~1 

cmを5％含む砂質土。しまりやや強い。

2層 黄褐(lOYRS/6)粗い砂質土でしまり強い。

41号土坑A-A'

1層 暗褐（10YR3/4)にぶい黄橙色プロック ¢0.5~1cmを

10％含む砂質土。しまり強い。

2屑 にぶい黄褐色土(lOYRS/4)にふい黄橙色シルト質土を

50％含む。しまり強い。

A L=37.00m. A' 

口
42号士坑A-A'

1屑暗褐（IOYR3/3),pl 
~2  cmのローム粒

30％含む。柔らかい。

八．

皐—

__A_, L=37.00m 

44号土坑 45号上坑

43号土坑A-A'

l府灰黄褐（IOYR6/2)(/J 2~3 cmの灰白色粘土

ブロック30％入る。

灰黄褐(lOYR4/2)粘質。

暗褐（IOYR3/3)(/J 2~3 cm灰白色粘土10%

含む。

2層

3屁

A L=37.00m.  A 
， 

―-へ↓

44号土坑A-A'

1層暗褐(10YR4/3)にぶい黄

橙色ブロック¢ 1 cmを

2 ％含む砂質土．。しまり

やや強い。

2号井戸

＼
了＿

」¥.L=37.OOm

呻 口

45号士坑A~A'

1層暗褐(lOYR3/4)粘質土。

2層 明黄褐(IOYR6/6）ローム多い。

1号井戸

A
 I

I
I
I
_
1
 ー
／
 ／
 

―― 

[

-

／

／

―
-

調

―― 

f

l
 

調
査
区
外

A

＿＿，
鬱
シ

_A_. L=37. 20m . A' 

A' 

調査区外

ロロ三---,
‘-- / 

調—------------/

<

1号井戸A-A'

1層 黄褐（IOYR4/2)r/J 2~3 cmのロームブロック含む。

(/J 5 cm大の礫が入る。

黒褐(IOYR3/1)(/J 5cm程のロームが鹿の子状に入る。

褐(IOYR4/4）ローム崩落士。

2層

3層

_A__ L=37.20m . A' 

第40図

2号井戸A-A'

1層 暗褐（10YR3/3)炭化物、灰白色粘土粒含む。

2層 黄褐(lOYR4/2)cP 2~3 cmのロームブロック含む。 cP5 cm大の礫が入る。

3層 黒褐（10YR3/l)(/J 5 cm程のロームが鹿の子状に入る。

゜N区40~45号土坑、

I :40 lm 

1 • 2号井戸平面図、断面図
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第4節 w区で検出された遺構と遺物

3号井戸 4号井戸

A
 

塁」し．ヒ37.OOm

＼
 

5号井戸贄

A' 

A__ L=37. OOm 

讐＼
----ミミゞ区

外

．△ 
調査区外

A' 

ミ~s 2 

｀ 4号井戸A-A'

1層 灰黄褐（IOYR4/2)砂礫混じり現代の樅乱。

2陪 暗褐(IOYR3/3)¢ I cmのローム粒30％含む。

3層 暗褐(IOYR3/3)粘性しまり強い。

l]土

』．
＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

I

I

、

ぷ

△ 

12士

_.A_. L=37. OOm .K 

3層

4層

5層

3号井戸A-A'

1陪褐（10YR4/6)白色軽石粒含む。

2層 灰黄褐（10YR4/2)炭化物、ローム粒含む。

粘性しまり強い。

暗褐（10YR3/3)粘性しまり強い。

黄褐（10YR6/5）ローム粒多く含む。

にぶい黄褐(10YR4/3)¢ 1~2 cmのロー

ム粒30％含む。

7号井戸

5号井戸A-A'

1層 にぶい黄褐（10YR4/3)粘性しまり弱い。

2眉 黄褐（10YR5/6)<P 2~5 cmのロームが鹿の子状に入る。

3附 暗褐（10YR3/3)<P l~2 cmのロームブロック20％含む。粘性強い。

一A' 

6号井戸

土三

/ / --------------—· 
～、

I / ‘‘ 
I ‘  
I‘  

＼ 
I I 
I I 
I I 
I I 
I I 
I I 
I I 
1 , 

憂

ー
,...Aこ

A-
調査区外 調査区外

26土
A_. L=37.OOm ．△こ

/

I

I

 

A__ L=37.00m . A' 6号井戸A-A'

1層 暗褐(10YR3/3)<P 1~2 cmのロームプロック20％含む粘質士。

2層 黒褐（10YR2/3)<P 5~10cmのロームブロック40％含む粘質土。

8号井戸

26士
A
 

調査区外
／
八

7号井戸A-A'

1層 暗褐（IOYR3/3)明黄褐色シルトブロック(/J0.5~Icmを2%、炭化物をわず

かに含む。しまりの強い砂質士。

暗褐(10YR4/3)茶褐色に鉄分沈着し、やや粘性のある砂質土。しまり強い。

灰黄褐（10YR4/2)明黄褐色シルトブロック10％含む。鉄分沈着の多い砂質士

でしまり強い。

2屑

3層

8号井戸A-A'

1層 にぶい黄褐(IOYRS/4)灰白色ブロック 1~2 cmを20％含む。

2胴 褐（IOYR4/4）ロームが鹿の子状に入る。

3層褐（IOYR4/6)</J I~2 cmのロームブロック20％含む。

4暦暗褐（IOYR3/4)粘質士

l 
I 

I 
I 
＼ ノ

＼ ／ ／ 

¥ / / 

¥ / / 

、 一―、--
‘‘--------

___A_. L=37. ZOm A' 

゜ ゜
1

1

4

 ．．
 

l
_

1
 

lm 

第41図 w区3~8号井戸平面図、断面図
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第3章 調査の成果

9号井戸 10号井戸

/ A, 

12号井戸

一調査区外 ペ' A 調査区外 A 調査区外 A' 

＼ < （ 
I 
I 

' l 
I 
I 
＼ 

ヽ

賛
メ象 ＼ ｀ 

／ 葦
_A_. L=37 OOm .K 

A L=37 OOm .K __A_ L=37.oom ぷ

9号井戸A-A'

］層灰黄褐（IOYR4/2)<P 1 cmのローム

5％含む。

2層黒褐（IOYR3/2)(/J 1 cmのローム

5％含む。

3層 にぶい黄褐(IOYR4/3)粘質士。

10号井戸A-A'

l層灰黄褐（10YR4/2)砂粒、</J1 cmのロー

ム含む。

2層 暗褐（10YR3/3)灰白色粘土5％含む。

11号井戸

A-
調査区外 /

z
 

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー

ー
、
J

／
 ノ

／
 

A_. L=37. 20m 

魯
《

11号井戸A-A'

1層 暗褐（IOYR4/4)<P 2~3 cmの灰白色粘士ブロック30％含む。

2附 暗褐（IOYR3/4) </l 1 cmの灰白色粘土10％含む。

3層 褐(IOYR4/6)の10cm大の黄褐色ロームブロック鹿の子状に入る。

4層 黒褐（IOYR3/2)<P 10cm大の黄色粘士多い。粘質強い。

13号井戸

ヽ
＼
 

ヽ

ー
/

¥

 

ヽ

／

ヽ

、

9
,
1
1
3
1

皐
.

6
俎

A

＿
l
 

12号井戸A-A'

1図 暗褐（10YR13/3)1/J 1 cmのローム粒30％含む。

2／普 暗褐（10YR3/4) (/J 1 cmのローム50％含む

3層 灰黄褐(lOYR4/2）ローム鹿の子状に入る。

4囮 明黄褐(lOYR6/6）ローム崩落土。

ヽ
＼ 

ヽ
＼ 

＼ 

¥ ¥ 
‘‘ 
‘‘ ヽ
ヽ
ヽ

¥I.ぷ
I 

＇ l , 
＇ a 

ー

．ぷ

__A__. L=37. OOm . A' 

SS  S :(>'/  I 
I 

13号井戸A-A'

l府暗褐(IOYR3/3)</> I cmのローム10％含む。

2層暗褐(IOYR3/4)粘質土。

3層暗褐(IOYR3/4)礫混じり。

゜
1 :40 lm 

第42図 N区9~13号井戸平面図、断面図
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1号溝
調査区外

＼ 

1号溝A-A‘

l陪灰黄褐（IOYR4/2)炭化物粒</JI

~5 mmをわずかに含む砂質土。

2層灰黄褐（IOYR5/2)黄褐色ブロッ

クc/)0.5~1cmを2%、炭化物

を5％含む砂質士。

A. L L L. A' 3陪暗褐（10YR3/3)黄褐色ブロック

調査区外 rp0.5~l cmを10％含む。しま

_/i_ L=37 50m .K 
りやや強く粘性あり。

4屁 褐（10YR4/4)酸化による鉄分沈

着した黄褐色士と 3層との混

ご
土。しまりやや強く粘性あり。

¥ ペ、¥ 5層 にぶい黄褐(lOYRS/3)黄褐色ブ

ロックr/>I~3 mmを20％含む砂

質土。

3号溝

A 調査区外 A' ー

9土

贄

7号ピッ ト

：ご＼

__A__ L=37. !0m _ _A'_ 

___A_. L•37 . OOm. _A'_ 

ロ3号溝A-A'
1層 にぶい黄褐(10YR5/4)黄褐色

ロームが鹿の子状に入る。

34 • 35号ピッ ト

＼虞
A 調査区外 A' 

34号ピ〉｀入一） 号ピノ卜

口 _A__ L=37.50m .ぷ

7号ピット A-A'

］層暗褐（JOYR3/3)黄褐色ブ

ロック ¢0.Smm~2cmを

10％含む。しまりやや強い。

2層 にぶい黄褐(JOYR4/3)黄褐

色ブロック¢ l ~2  cmを

30％含む。しまりやや強く

粘性あり。

ロ ビト

第4節 庫で検出された遺構と遺物

2号溝 ＼ 喜

賃

L.I I I I LAこ

調査区外

鸞

2口蒋□二二二上
l附 灰黄褐（10YR4/2)士質均ーでしまり強い砂質土。

2層 にぶい黄褐（10YR4/3)黄褐色ブロック (/)0.5~2cmを10％含む。や

や砂質土で粘性あり。

3層 にぶい黄褐(10YR5/4)暗褐色(7.5YR3/4)ブロック<PI~3cmを15%

含む砂質士。

4号溝

A 調査区外

36号ピット ＼ 
上．／．ぷ

摩
ペー調査区外

_A__ l=37.00m _..A'_ 

A'_ _A_. L=37. 50m ．ぷ

＼
ャ隣

4号溝A-A'

]陪盛り士 ・表士

2阿褐（IOYR4/4)砂質、ローム含む。

3層 暗褐(IOYR4/6）ローム粒多く含む。

4阿黄褐（IOYRS/6）ローム主体。

37号ピット ＼ 

ふ C9_A__攣
_A_, L=37.00m.K 

＼ 

34 • 35号ピット A-A'
1層褐(IOYR4/4)砂質、ローム粒含む。

2層暗褐(IOYR3/3）ローム粒5％含む。砂質。

3暦 にぶい黄褐(IOYRS/4)ローム、灰白色粘

士がブロック状に入る。人為的埋没。

3'層 にぶい黄褐（IOYRS/5)3層よりロームブ

ロックが多い。

36号ピット A-A'

1屁暗褐(lOYR3/4)砂質土。
口

38号ピット

＼
 
N

＿饂
z
＿

言

□ロ

37号ピットA-A'

1/l'i 暗褐(JOYR3/4)砂質土。

2層褐色(JOYR4/6)ローム含

む砂質土。

38号ピット A-A'

l層 にぶい黄褐(JOYR5/4）ローム

ブロック主体。

゜
I :40 lm 

第43図 N区l~4号溝、 7• 34~38号ピット平面図、断面図
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第3章調査の成果

39号ピット

算／
上 。 K

」¥.L=37.00m.K

口

40~42号ピット

42号ピット

___A_. L=37. 20m △ 

39号ピット A-A'

］層にぶい黄褐(JOYR5/4) 

ロームブロック主体。

42号ピット 41号ピッ ト

43号ピット

こ〕い心
企L.L=37.00m .K 

口

60号ピット

~ \ 

三：
40 • 41 • 42号ピット A-A'

］屈 暗黄褐（JOYR6/6)1/J I~2 cmロームブロック50％含む。

2層 暗褐(IOYR3/ 4) 1/J I~2 cmロームブロック30％含む。

3贋褐(IOYR4/4)1/J I~2 cmロームブロック20％含む。

4胴褐（JOYR4/6)1/J I~2 cmロームブロック30％含む。

5層褐(JOYR4/6)1/J I~2 cmロームブロック50％含む。

6層 にぶい黄褐(IOYR4/3）ロームブロックが鹿の子状に入

る。粘性しまり強い。

43号ピット A-A'

1層褐（IOYR4/4)黄褐色ブロック¢ 5~10mmを30％含

む。かたくしまり強い。

2層 黒褐(IOYR3/2)やわらかく粘性あり。炭化物を5%

含む。

3層 にぶい黄褐(IOYR4/3)砂質土でやや粘性あり。

60号ピット A-A'

1層灰黄褐(10YR4/2)(/J 1 cmのローム10％含む。

2層 にぶい黄褐(10YR4/3)粘質土。

61 • 62号ピット

S90,,1~ 調査区外 A' 
＼ 

長 ＼二し
62号ピット 61号ピット

ー虹．L=37.20m .K 

］口：ロ

63号ピット

-]□）  `
』L.L=37.10m.K 

口

64号ピット ＼宣

□□
ロ

A
一

A-

63号ピット A-A'

1層 黒褐色士A-A'(10YR3/2)土質均一

でやわらかくしまりやや強い。

2屑 にぶい黄褐色上(IOYR5/4)土質粗く、

にぶい黄橙色士、黄褐色ブロックと l

層との混土。しまりやや強い。

3庖 暗褐色土(IOYR3/3)黄褐色粒t/JI~5  

mmを5％含む砂質士。しまり強い。

65号ピット

585

言 バ
＿ー。

A

＿
 」 .E37.00m • K 

ロ

66号ピット

_A__c.:: 

ぷ

臼
ん＿

ロ
A_ 

66号ピット A-A'

l陪暗褐(10YR3/4)<P 5 mm 

のローム粒JO％入る。

パ―

z-

＼

．
 

ぃ，`
ロ

号6
7

A

一

A_

67号ピット A-A'

］層暗褐（IOYR3/4) <P 5 mmの

ローム粒JO％入る。

69号ピット

64号ピット A-A'

1層 褐色上(IOYR4/4)にぶい黄橙色ブロッ

クの0.5~Icmを5％含む。しまり強

しヽ。

65号ピット A-A'

1層暗褐（IOYR3/4) </J 5 mmのローム粒10%

入る。

70号ピット｀ 調査区外 A¥ 
• ¥. 
_A_. L=37. OOm.△ 

ぷ

゜`
A-

___A__ L=37.00m.K 

口
69号ピット A-A'

l層灰黄褐色土(lOYR4/2)

にぶい黄橙色ブロック

,P0.5~1 cmを 5%と、

鉄分沈着した砂質土が混

じる。しまりやや強い。

ロ70号ピット A-A'
1層暗褐色士(IOYR4/3)に

ぶい黄橙色ブロック

ip0.5~I cmを10％含

む。しまりやや強い。

2阿暗褐色土(IOYR3/3)に

ぶい黄橙色ブロック

ip0.5~I cmを15％含

む。しまりやや強い。

゜
I :40 lm 

第44図 N区39~43、60~70号ピット平面図、断面図
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第4節

1号礎石 2号礎石

A 
• I 
I 
I 
I 

｀ 

調査区外

宣
A L=37.50m 

ー］

•• 
＼ 

.K 

2土

鸞 ＼

冒

4号礎石

＼ 
_A_,炉了烈＼¥:::;X_J/.K 

□□人

N区で検出された遺構と遺物

3号礎石

_A_. L=37. !Om . A' 

2号礎石A-A'

1層暗褐(IOYR3/3)礎石含む。

2層黄褐（IOYR5/6)粘性しまり有。

¢ 5 cm大の礫含む。

1号礎石A-A'

l屈 にぶい黄褐(IOYR4/3)明黄褐色粒r/>I 

~5 mmと炭化物をわずかに含む砂質

士。かたくしまり強い。

5号礎石

A. 

瓢／

¥?̀ 
.K 

A L=37. !Om A' . .  _A_. L=37. !Om ．△こ

゜
1 :40 lm 

第45図 N区l~5号 礎石平面図、断面図
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第3章 調査の成果

トレンチ

A__ L=37. OOm 

゜

I‘
―
 

X=29,540 

X=29,530 

2区—3
. A' 

I : 30 駅
X=29,520 

II区一 I• 2旧石器トレンチ
1層 にぶい褐（7.5YR6/ 4) YPがブロック状に入る。

2眉 明褐灰（7.5YR7 /1)ロームが粘土化している。

3層 灰白(7.5YR8/l）ロームが粘士化している。部分

的に酸化してにぶい赤褐色(5YR4/4)になる。

X=29,510 

「IIトレンチ
人． L=37.OOm 2区—2

. Aこ

゜
I : 30 lm 

x~29.soo 

豆 I I : 
屡 忌

］ 写＞ ゜
I :200 

5m 専>,', -q 

第46図 II区旧石器確認調査坑位置図、断面図
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第4節 N区で検出された遺構と遺物

4' 

＼ 
トレンチ

X=29,580 

I‘
―
 

X=29,570 

<、9

旧区ー2旧石器トレンチ

●区3IB庫卜1レノ：：ロ
| [I]-4区

X=29,560 

屡 忌 屡

： 。

＇ ゜
l : 200 5m 

ょマ

_A__ L•37. OOm A' A__ L=37. OOm 

50土
41士

l 
l 

L --------------------------

i 
l 
l 
l 
l 
l 
l 
l 
I 
I 
I 
l 
l 
l 
l 
l 
l 

: __ ---------------------

5溝

□_A__ 
川区ー ］旧石器トレンチ

］層 にぶい黄上(IOYR7/2)砂質。

2町灰白(IOYR7/I)粘質土。

3阻灰白(IOYR7/1)粘土と砂の互層。

m区ー 2旧石器トレンチ
3層 にぶい黄褐(IOYR5/4) 4> 1~5 cmのロームブロック含む。

4屈灰白（IOYR7/I)砂層と粘土の互府。

_A__ L=37. OOm .K 

し―----------------

55土

川区ー3旧石器トレンチ

1層 暗褐(10YR3/3)t/> l~5 cmのローム粒5％含む。

2阿 灰白(10YR8/2)r/J 2~3cmの軽石含む。

3層灰白(lOYRl/1)粘質士と砂のラミナ層。

゜
1 :40 lm 

第47図 III区1日石器確認調査坑位置図、断面図
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第3章調査の成果

X=29,620 

|
l
¥

―
 

IV-2区

IV区旧石器トレンチ

X=29,615 

X=29,610 

だ

蕊 房

゜
cr) 

I I1 X~29,605 

゜
1 :100 5m 

A_. L=37. OOm .K 
N区旧石器トレンチ

1層 にぶい黄土(IOYR7/4)砂質土。

2層 灰白(IOYRS/1)砂粒と粘士の混合土。

3層 褐灰(IOYR4/l)灰白色粘土と褐色土のラミナ屑。

第48図 1V区旧石器確認調査坑位置図、断面図
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遺物：なし。 時期：近世末期～近代初頭。

(5) 5号礎石（第45図、 PL.29)

位置： N-4調査区のほぼ中央部に位置する。 16号土坑

のすぐ北東側に隣接し、 4号溝の東側、 60号ピットの南

側に位置する。X=26,593~26,594、Y=-49,883~-

49,884。

重複関係：なし。

規模と形状： 3~5号礎石は、 N-4調査区のほぼ中央

部から西端にかけて、 3碁検出された礎石である。いず

れもほぼ同規模であり、ほぼ隅丸方形状に掘り窪めた中

に川原石大の石が敷き詰められ構成されている。中央部

には、南北方向に長い縦長の石が据えられ、柱の当たり

が意識された構造になっている。各礎石の心々間の距

離は、 3号と 4号の間がほぼ3.6m、4号と 5号との間

が3.8mである。本礎石は、北西ー南東方向にやや長い

隅丸長方形状を呈しており、検出長径0.7m・検出短径

0.54mである。

遺物：なし。 時期：近世末期～近代初頭。

6.遺構外一括出土遺物

遺構外一括出土遺物を観察表及び第119• 120図に掲載

した。

第 5節 旧石器の確認調査

II区で2箇所、 皿区で3箇所、 IV区で 1箇所、計6箇

所において、旧石器の確認調査坑を設定し、確認調査を

実施した。設定したのは II-2調査区、 II-3調査区、

III-4調査区2箇所、 III-5調査区、 IV-2調査区であ

り、基本土層におけるロームの検出状況等や調査範囲の

大小を勘案して調査坑を設定した。

いずれの調査坑においても旧石器は全く確認されなかっ

た。

調査坑の設定箇所及び平面図、土層断面図は以下の通

りである。（第40~42図、 PL.29) 

第4節 w区で検出された遺構と遺物

107 



第4章調査成果のまとめ

第4章調査成果のまとめ

第 1節 出士した「文久永宝」
について

II区12・16号土坑、 1号竪穴から出土した文久永宝は、

1863（文久3)年2月から1867（慶応3)年まで鋳造され、

幕末に流通した銭貨であり、鋳造の時期が非常に限られ

ていることから、本遺跡における遺構の年代を知る上で、

重要な手がかりになると思われる。故に、 1節を設け、

この銭貨の拮本的な性格についてまとめておくことにし

たい。

幕府の大老であった井伊直弼が桜田門外の変で暗殺さ

れると、薩摩藩では、 1862（文久2)年3月、藩主島津忠

義の実父である久光が、朝廷・幕府・雄藩の政治的提携

を企図し、公武合体運動を推進することを目的に兵を率

いて京都へ上洛した。この薩摩藩の実質的リーダーであ

る島津久光の朝廷に対する働きかけにより、同年5月、

朝廷では「将軍家茂の上洛」、「沿海5大藩（薩摩 ・長州・

土佐・仙台・加賀の各藩）で構成される五大老の設置」、「一

橋徳川家当主慶喜の将軍後見職就任及び前越前福井藩主

松平慶永の大老職就任」の「三事策」からなる幕政改革を

要求するために勅使を江戸へ派遣することが決定され、

久光は勅使随従を命じられて、勅使大原重徳と共に江戸

に下向し、勅使とともに幕閣との交渉にあたり、 一橋慶

喜の将軍後見職就任及び松平慶永の政事総裁職（大老格）

就任を実現させた。これが世に言う「文久の幕政改革」で

あり、新貨幣の鋳造は、この幕政改革による新時代の到

来を象徴するものであった。

1860（万延元）年から鋳造が始まった寛永通賣精鉄4文

銭の不評を受けて、 4文銭を銅銭に戻すことにしたので

ある。しかしながら、銅産出量の絶対的不足から生じた

地金の高騰により、現実的には、量目を減じざるを得な

かったというのが実態であった。

こうした経緯によって鋳造された「文久永賓（宝）」は、

銅製で、直径0.9寸（約2.7センチメートル）、規定量目は

9分（約3.375グラム）と、初期の寛永通宝より軽めであ

り、形状は円形で、中央部に正方形の穴が開けられてお

108 

り、表面には「文久永資（宝）」の文字が上下右左の順に刻

まれ、裏面には波形模様が刻まれている。

この「文久永賣（宝）」の文字には3種類のものがあると言

われており、それぞれ当時、幕府の中枢にあった要人た

ちが元となる文字の揮嘔を担当したとされている。

初字の「文」の字が楷書体のものは、当時の若年寄で

あった小笠原壱岐守長行（のちに老中・外国事務総裁、

肥前唐津藩主、 1822（文政5)年～ 1891（明治24)年）の

筆によるもので「真文」と呼ばれている。

初字の「文」の字が草書体の「父」となっているものは、

当時の老中であった板倉周防守勝静（のちに老中首座・

内国御用取扱、備中松山藩主、1823（文政6)年～ 1889（明

治22)年）の筆によるもので「草文」と呼ばれている。

初字の「文」の字が草書体で、 「賓」の字が「宝」となって

いるものは、当時、新設されたばかりの政事総裁職に

就任した松平越前守慶永(1828（文政11)年～ 1890（明治

23)年）の筆によるもので「略宝」と呼ばれている。

これら江戸時代に流通した銭貨のうち、鉄銭は1873（明

治6)年12月25日に、天保通賓は1891（明治24)年末をもっ

て運用停止となったが、「文久永賣（宝）」などの銅銭は

1953（昭和28)年末の「小額通貨の整理及び支払金の端数

計算に関する法律」により廃止されるまで、法的には通

用していた。

参考文献

1.瀧澤武雄・西脇康『日本史小百科「貨幣」』東京堂出版、 1999。

2. 滝沢武雄『日本の貨幣の歴史』吉川弘文館、 1996。



第2節出土した近世の
陶磁器・士器について

世良田は「新田荘」を領した新田義重の本拠地であり、

中世にはその末子・得川（世良田）義季が開いた長楽寺の

門前町として栄えた。長楽寺の繁栄によって世良田は宿

としても知られるようになり、その縁辺には市なども開

かれ、東上野の交通・交易の中心地だったという。当遺

跡がある通称「世良田十字路」は、中世の「四日市と宿」が

あったとされる古道の中心域に該当する。また、江戸時

代には長楽寺の南に東照宮が置かれ、江戸時代も商業地

区として栄えたようである。1845（弘化2)年の絵図では、

世良田十字路の南北の道は「大門町」、東西の道は「中町」

と記載されており、両道沿いには家々の屋根が連なるよ

うに描かれている（第53図）。

今回の調査でも中世の瓦や陶磁器類が出土している

が、その主体を占めるのは江戸時代後期の陶磁器類であ

る。年代的には18世紀末葉から19世紀前半代のものが主

体を占めており、揃いものも数多く認められた。特に世

良田十字路の南西側にあたる皿区 1号遺物集中からは一

括廃棄された多量の陶磁器類が出土しており、接合率も

高く、揃いものや特殊な遺物も数多く検出されている。

これらの遺物は大半が日常使用する雑器ではあるが、各

種のものがよく出揃っており、県内のこの時期の拮準的

な一群として注目される。

ここでは、この地区の特徴を示すものや、注目される

ものをいくつか取り上げて紹介しておきたい。

1.文字資料

不明瞭なものもあるが、 24点を確認した（第4表）。い

ずれも江戸時代後期から幕末頃に使用されたものと判断

する。文字は墨書・刻印のほかに焼継溶液で記載したも

のもあり、また注文で屋号や店名を呉須で書いたと考え

られるものもある。

瓦や焙烙にみられる刻印は4例あり、いずれも作り手

か商品名を示すものであろう。

墨書と思われものは12点出土しており、数が多いが欠

損品や不明瞭なものも多い。 5は急須の底に片仮名で

「トチ」と書いてあるが、何を示すのかは解らない。 6は

第2節 出上した近世の陶磁器・士器について

ひょうそくの底部に平仮名で「に」と書いてあり、おそら

く「いろは」でナンバーを付けたものだろう。 10は徳利の

底に「大町井筒屋」と屋号を書いたもので、店の名を示す

ものであろう(□絵1-7)。ただ、世良田には「大門町」
はあるが「大町」はわからない。 14• 15は置き鼈の焚き口

前面に文字が書かれたもので、残念ながらその示すもの

がはっきりしない。

17は焼継が施された染付端反碗の高台内に赤色塗料で

「千せ」と書いてあり、おそらく所有者の名前を示すので

あろう（口絵 1-6)。これは焼継溶液に赤色の塗料を混

ぜて使用した可能性が高い。

18~22は焼継溶液で文字を書いたもので、いずれも

焼継が施された器であり、修繕の注文を受けた際に預

かった人名や店名をメモした事例であろう。 18は染付湯

呑の底に「文吉」と書いてあり、所有者の名前と考えてよ

い（口絵 1-5)。19~22は器種や大きさは様々だが、

いずれも見えにくい高台付近に「せらだ しみずや（世良

田清水屋）」と特定の店名を書いている。焼継溶液でこれ

ほどの文字数を書いた事例は希少である（口絵 1-1~ 

4)。

23 • 24は呉須で書かれた事例で、店名と屋号を書いた

ものであろう。これらは陶磁器製造元に注文で発注した

可能性が高い。（口絵 1-8) 

これらの遺物は、当時の群馬県南東部地域での生活の

中で文字がどのように使われていたのかを示している。

また店名を書いたものが多いことは、この地区にそうし

た店舗が存在した可能性も想定させる。なかでも19~

22の「世良田 清水屋」は、 4点のうち 3点がIII区1号遺

物集中から出土しており、この地点に「世良田 清水屋」

があった可能性が高いと言えよう。

しかもこの事例は、文字数の多い点もさることながら、

同じ店名を4点とも異なった書き方で綴っている点は偶

然とは言い難く、むしろ洒落や遊び心を楽しむ様子まで

初彿とさせる。こうした点は、当時の一地方の生活習慣

や風俗を知る手懸かりとしても重要な事例と言ってよい

だろう。

2.明かりの道具類

当時の照明具は行灯が一般的で、ろうそくは高級品で

庶民が使えるものではなかったという。照明用の灯油が
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表
陶
磁
器
類
文
字
資
料
一
覧
（
判
読
そ
の
他
に
つ
い
て
、
群
馬
県
立
文
書
館
古
文
書
係
の
協
力
を
得
た
。）

l l o  

番
号
区
追
構

No
. 
図
版
番
号
種
類

器
種

年
代

占
い
た
場
所
使
っ
た
も
の

文
字

圭P
/主
l、
み

備
考

I
 
]] 
1
号
溝

52
 
67
 
在
地
系
士
器

十
能

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
表
面
中
央
部

刻
印

二
山
マ
ー
ク
の
下
に
「
加
」

や
ま
か

製
造
元
、
ま
た
は
商
品
名
を
示
す
。

2
 
]] 
1
号
溝

66
 
69
 
瓦

平
瓦

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
側
面
部

刻
印

ー
山
マ
ー
ク
の
下
に
「
木」

や
ま
き

製
造
元
、
ま
た
は
商
品
名
を
示
す
。

3
 
m
 4
号
溝

26
 
81
 
在
地
系
土
器

焙
烙

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
内
面

刻
印

「
口
上
」

？
う
え

製
造
元
、
ま
た
は
商
品
名
を
示
す
。

4
 
m
 1
号
迫
物
集
中
14
5 
96
 
在
地
系
土
器

焙
烙

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
内
面
中
央
部
刻
印

「大
□
上」

だ
い
？
？
う
え

製
造
元
、
ま
た
は
商
品
名
を
示
す
。

5
 
II 
16
号
士
坑

2
 
59
 
陶
器

急
須

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部

墨
書

「
ト
チ
J

と
ち

カ
タ
カ
ナ

6
 
ll 
24
号
土
坑

25
 
62
 
瀬
戸
・美
浪
陶
器
鉄
釉
ひ
ょ
う
そ
く
江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部

墨
害

「に
」

に
「い
ろ
は
」
で
ナ
ン
バ
ー
付
け

7
 
]] 
3
号
井
戸

1
 
63
 
在
地
系
土
器

皿
江
戸
時
代
後
半
～
終
末
見
込
み

堤
書
か
？
？
 

不
明

8
 
II 
1
号
溝

65
 
69
 
瓦

平
瓦

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
裏
面

墨
書

「
大
口
」

だ
い

「丈
」
の
可
能
性
も
あ
り
。
文
字
が
続
く
可

能
性
が
強
い
。

，
 
II
辿
構
外

5
 
75
 
肥
前
磁
器

染
付
皿

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
蛇
の
目
高
台
部
墨
書

「口
可
も
」
？

か
も
？

10
 
m
 22
号
土
坑

6
 
78
 
陶
器

徳
利

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部

墨
書

「
大
町
井
筒
屋
」
、
菱
囲
い
内
に
「
舛
」
お
お
ま
ち
い
づ
つ
や
店
の
名
で
あ
ろ
う
。

II 
m
 1
号
迫
物
集
中
10
0 
92
 
瀬
戸
・美
浪
陶
器
灰
釉
火
入
れ
江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
高
台
内

嬰
書

「
巳
口
」

み
？

「
見
」
の
可
能
性
も
あ
り

底
部
高
台
部

墨
書

「口
田」

せ
ら
だ
？

12
 
皿
一
括

72
 
10
2 
益
子
・
笠
間
陶
器
か
灰
釉
皿

江
戸
時
代
後
半
～
終
末

地
名
・
人
名
・
屋
号
か
？

底
部
高
台
内

墨
古

不
明

不
明

13
 
III
一
括

88
 
10
3 
瀬
戸
・美
浪
陶
器
灰
釉
灯
明
受
皿
江
戸
時
代
後
半
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終
末
外
面
腰
部

星
書

不
明

不
明

煤
油
の
可
能
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あ
る

14
 
m
一
括
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7 
10
6 
搬
入
系
土
器

置
き
甜

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
焚
き
口
前
面

墨
書

「
勝
」
か
？

か
つ
？

所
有
者
あ
る
い
は
使
用
場
所
・
部
屋
か

15
 
m
一
括
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8 
10
6 
搬
入
系
士
器

四
き
瑚

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
焚
き
口
前
面

墨
書

不
明

不
明

所
有
者
あ
る
い
は
使
用
場
所
・
部
屋
か

16
 
IV
 
29
号
土
坑

10
 
11
3 
肥
前
磁
器

赤
絵
火
入
れ
江
戸
時
代
後
半
～
終
末
見
込

墨
書

「
お
仁
口
」
？

お
に
し
？

17
 
m
一
括

25
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肥
前
磁
器

染
付
端
反
碗
江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
高
台
内

赤
色
塗
料
「チ
せ
」
又
は
「千
世
」

ち
せ

所
有
者
の
名
前
か
。
焼
継
あ
り
。

18
 
II 
1
号
溝

II 
64
 
肥
前
磁
器

染
付
湯
呑

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
高
台
内

焼
継
溶
液
「
文
吉
」

ぶ
ん
き
ち

所
有
者
の
名
前
か
。
焼
継
あ
り
。
内
面
に

赤
茶
色
の
付
着
物
。

19
 
m
 1
号
迎
物
集
中
62
 
89
 
肥
前
磁
器

広
東
碗

江
戸
時
代
後
半
～
終
末
底
部
高
台
内

焼
継
溶
液
「せ
ら
田
志
ミ
春
や
」

せ
ら
だ
し
み
ず
や
店
の
名
で
あ
ろ
う
。
焼
継
あ
り
。

20
 
m
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号
迫
物
集
中
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3 
94
 
京
・信
楽
系
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器
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釉
土
瓶

江
戸
時
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～
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だ
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号
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7
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り
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部
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や
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付
皿

江
戸
時
代
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半
～
終
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込
み
、
底
部
高
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内
呉
須

「ロ
ロ
ロ
屋
」
と
屋
号
「
兼
友
」
？
「
ひ
ら
の
や
」
か
？
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号
店
の
名
か
。
注
文
発
注
品
か
。

は
「
か
ね
と
も
」
か
？

24
 
]] 
1
号
竪
穴
状
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構
I
 
74
 
陶
器

染
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士
瓶

江
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時
代
後
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～
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末
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面
主
文
様
下
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須
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？
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？
店
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。
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第2節 出土した近世の陶磁器・土器について

一般まで使えるようになったのは江戸時代中期以降だと

言われており、江戸時代の遺跡でば灯明皿が数多く出土

する。当遺跡でもひょうそく 7点、灯明油皿19点、灯明

受皿28点、土器皿35点が出土しているが、その他に県内

では出土例が少ないカンテラが8点出土しており、ここ

で5点について紹介したい。なお、非掲載のものは、 III

区一括で2点、 W区一括で 1点、いずれも破片である。

当遺跡出土のカンテラはいずれも両口形のもので、内

外面に光沢のある透明釉(5は黒みを帯びる）がかけられ

ている。3は肩部の片側に円形のスタンプを横位に重ね

た三輪の文様が印刻されているが、その他はいずれも無

文である。

大きさは、 1は長さ23.7cm、幅6.0cm、高さは本体が

5.6cm、腕部も含めた高さは6.9cmである。これを某準に

すると、 2は本体の高さはやや高いがほぼ同型、 3 • 4 

はそれよりやや小さく、腕の長さも短い。 5は腕の長さ

は4に近いが、本体はさらに小型で小さい。

いずれも本体は輔櫨で成形し、そこに腕のような両D

部が取り付けられている。2では底部に回転糸切り痕が

残っており、いずれも底部内面に指ナデ痕が残る。底部

の平面形状は 1• 4が菱形状、 2• 5が方形状、 3は円

形である。本体口唇部にはいずれも蓋受けが付くが、蓋

は見当たらない。両腕部の付け根には釣り手用の紐かけ

孔がつく一対の突起があり、 2ではこの部分に銅線が一

部残っていた。

なお、燃焼部が欠損する 3以外の4点は、いずれも燃

焼部を中心に使用による煤油が明瞭に付着している。

こうしたカンテラは18世紀後葉以降に出現したもの

で、天井から吊り下げた「八軒」もしくは「八方」と呼ばれ

る照明具のなかに入れて使用されたとされており、以前

は江戸市中でのみ使用された特殊な器種と考えられてい

た。

少なくとも高所に吊り下げて広範囲を照らす道具であ

ることは間違いなく、大広間や湯屋、あるいは広い作業

場などで使用されたものであろう。それが5点も出士し

ているとなれば、当遺跡付近にそうした施設があったこ

とになる。また、これらは 5点のうち 2点がIII区l号遺

物集中、 2点がIII区一括からの出土であり、文字資料の

「世良田 清水屋」との関連を想定させる。

第49図 出士したカンテラ
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第4章調査成果のまとめ
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([1区24号上坑29

第62図）

(rn区一括113

第105図）

第50図 出士した焼塩壷

3.焼塩壷

(II区24号土坑28

第62図）

身が2点、蓋が 1点、計3点が出土している。身は二

つとも輔櫨成形のもので、底部に回転糸切り痕を残す。

いずれも皿類と言われる江戸時代後半期のもので、僅か

な出土数だが群馬県では城以外で出土する事例は極希で

あり、本地区が一般的な農村や集落ではないことを示す

資料の一つでもある。

4.置き鼈

土器類のなかで注目したい遺物の一つがこの「置き窟」

である。同じ形態と考えられるものが6点出土している

が、県内の他の遺跡からの出土例は寡聞にして知らない。

これらの出土位置は6点中 5点がm区から、 1点はIl区
からの出土だが、いずれも半径40m以内の至近距離から

の出土である。なお、非掲載であるが、この他にm区l

号礎石から 4点、皿区 l号遺物集中箇所から23点、 m区
一括から 3点、N区一括から 2点の破片が出土している。

ほぼ全容が把握できる lは大きさが胴部直径39.2cm、

高さ31cmで、底部に半球状の脚が4個付く。正面に狭間

様の装飾を施した焚き口枠があり、その下部に縁がつく

半円状の盤が取り付けられている。そのほかでは狭間様

の装飾がある上端部(2)1点と焚き口下部の盤が 4点

(3・4・5・6)出土しており、このうち 3• 4は正面

部に墨書がある。盤は 1も含めて 5点あり、 1は直径26

cmほどだが、その他の4点はいずれも直径20cmほどで共

口］
c
 

帽
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1.II区1号溝68第70図

2.m区 1号遺物集中155第97図

3皿区一括127第106図

4.m区一括128第106図

5.m区22号土坑11第78図

6.m区4号土坑10第77図

第51図 出土した置き鼈
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(m区1号溝45第67図）

(m区1号遺物集中153第97図）

(m区1号造物集中154第97圏）

(III区1号溝46第67図）

丁
(Ill区一括122第106図）

(m区7号土坑 1第77図）

(N区26号土坑3第112図）

(m区1号溝44第67図）

(N区2号土坑31第110図）

(m区6号ピット 2第82図）

第2節 出士した近世の陶磁器・土器について

通している。ただし、縁部の形態は皆異なっており、手

作りとはいえこだわりを感じる。

置き寵はその構造から板の間や室内での煮炊きを可能

にする道具と考えられ、料亭などの高級な施設で使用さ

れた可能性も考えられるのではないだろうか。

5.手水鉢

土器類のなかでもう一つ注目したいのは、燻して黒く

した大きな鉢である。総計11点が出土しており、県内で

もこれだけまとまって出土する例は少ない。

大きさはいずれも口縁部直径が40cmほどあり、口唇部

から内面にわたって入念に研磨を施し、光沢を放ってい

る。 二次焼成を受けて変色したもの(5)や焼成がややあ

まいもの(10)もあるが、この点は当器種の最大の特徴で

ある。形態は、体部が大きく開き、口縁部上端がくの字

状に外折して口唇部上端が平坦になるもの(1~6)と、

体部の開きが小さく、口縁部上端に隆帯を施すもの（7

~11)とがある。

同様の形状を呈するものはこの他に数点あるが、内面

の研磨が認められないため除外した。火鉢としたものも

燻して黒くしたものが多く、口唇部に光沢を施すが、内

面を研磨するものはない。

これらは手水鉢として使用された可能性を考えたい。

当遺跡では水鉢の出土がほとんどなく 、焙烙に比べて底

部もやや厚手につくられており、水を扱う器としてこの

器種がふさわしいと判断した。当然染み出しはあるだろ

うが、そのことを予め了解していれば不都合はないので

はないか。

以上、出土遺物から窺えた当遺跡の特色のいくつかを

述べてみた。工事の性格上拡幅部のみの限られた調査で

遺構は全容まで把握できないが、出土遺物は各種の材料

が比較的出揃っており、江戸時代後期の当地域の基準的

な資料を提示することができた。また、出土遺物のなか

には周囲に店舗等が並んだ商業地区の様相が想定される

ものもあり、江戸時代後期に「大門町」や「中町」と呼ばれ

た世良田十字路の様相を垣間見ることができた。

(N区40号ピット 1第118図）

第52図 出土した手水鉢
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第4章 調査成果のまとめ

第3節 まとめ

周知のように、世良田環濠集落遺跡は、平安時代末期

の1157（保元2)年に、瀕義国の長男である新田義重が、

父義国とともに再開発した上野国新田郡南西部の早川流

域 ・石田川流域の「空閑の郷々」19郷（女塚、上江田、下

江田、田中、大館、粕川、小角、押切、出塚、世良田、

三木、上今井、下今井、上平塚、下平塚、木崎、長福寺、

多古宇、八木沼）について、鳥羽法皇御願寺である金剛

心院を本家に、藤原北家花山院流藤原忠雅を領家と して

寄進され立券し、同年、藤原忠雅により新田義重が新田

荘下司職に補任されて成立した上野国内屈指の中世荘園

である新田荘のただ中に所在する中世に形成された環濠

集落遺跡として名高い遺跡である。

周囲には、 北に金山城を築いた由良氏の菫臣であった

大沢氏の居館であったと伝える岩松陣屋跡や八坂神社、

西に新田氏本宗家の館跡と伝えられる新田館跡、東に新

田氏累代の家臣であった船田氏の居館跡と伝えられる船

田館跡、南に中世以来の古刹である長楽寺など、重要な

中世の遺跡が点在している。

ただ、世良田環濠集落の実態は、遺跡範囲内の市街地

化が甚だしいことなどもあり、現在までのところ、ほと

んど明らかになっていないのが実情である。

平成24年度に太田市教育委員会の調査により中世の環

濠集落の堀が早川まで続いていたことが明らかとなった

が、平成26年2月から12月まで断続的に実施され世良田

交差点改良工事に伴う今回の一連の発掘調査では、残念

ながら、 これに関係する堀跡は発見されず、明確な中世

の遺構もほとんど発見することができなかった。

近世の井戸、 土坑、建物の柱穴跡、柵列の穴跡等の遺

構が確認され、 とくに土坑からは長楽寺で使用された多

数の瓦片が出土した。その概要については、 『世良田環

濠集落遺跡』(1)で報告したとおりであり、近世に徳川

将軍家の家祖と位置づけられた中世豪族得川氏の開基で

ある長楽寺は、江戸時代を通じて第府の手厚い庇護を受
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第53図 上毛新田世良田略絵図（弘化2(1845)年）

（太田市立新田荘迫跡資料館提供）
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け、その繁栄が、「門前町」とも言うべき世良田交差点周

辺の集落にも大きな影響を及ぼしていたことを改めて認

識させられた。

今回、ここに報告する発掘調直においても、残念なが

ら、建物については、調査範囲が狭いため、全体像は全

く明らかにすることができなかった。また、現在の道路

に並行して近世の柵列の跡がいくつも検出されており、

おそらく、近世以前の道に面して柵が存在したものと考

えられる。

また、今回の一連の調査で、大量に出土した近世～近

代の陶磁器類には、当時は使用されることが極めて希で

あったカンテラが含まれていたり、また、当時は高級品

とされた肥前陶磁が多数出土していたり、さらには京 ・

信楽系陶器や瀬戸 ・美濃系陶磁器、常滑陶器など大量に

第3節まとめ

出土しており、この地における物資流通の高い水準のほ

どや、そうした器物を大量に購入 ・使用しつづけていた

この地域の豊かさには驚嘆の念を禁じ得ない。江戸幕府

の歴代将軍の手厚い庇護を受けてきた中世以来の古刹 ・

長楽寺の門前町というこの地の特質を考慮しても、主要

街道に直接面しているわけでもなく、宿場町でもないこ

の地域にこれほどの流通と消費があったことは、これま

で予測できなかったことである。今後、周辺地域の歴史

的環境を考察する上で、重要な手がかりとなりうる事象

であると確信する。

また、これほどまとまって出土した近世陶磁器類の資

料群は、群馬県内における近世陶磁器の一つの指標とな

るべき資料と位置づけられるものと考える。資料として

活用されることを期待したい。
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遺物観察表

II区2号土坑

挿殴 INo.1種類器種
出土位置
残存率

第55図I1 I石製品砥石12/3

II区6号土坑

挿図 No. 種類器種

第55図
1 肥前磁器染
付皿

第55図
2 肥前磁器染
付皿

第55因
3 肥前磁器染
付皿

第55図
4 肥前磁器染
付皿

第55同
瀬戸・美濃
5 陶器染付皿

第56図
瀬戸・美濃
6 陶器染付皿

第56図
7 在地系土器
皿

第56図
8 在地系土器
皿

第56図 ，在地系土器
皿

第56図 10 
在地系士器
皿

第56図 11 鉄製品釘

II区7号土坑

挿罰 INo.1種類器種

出土位骰
残存率

ほぼ完形

一部欠損

一部欠損

一部欠損

一部欠損

一部欠損

ほぼ完形

ほぼ完形

1/2 

1/3 

一部欠損

出土位閻
残存率

第56図II I闊盤形土製浣形

II区12号士坑

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第56図
瀬戸・美濃
］ 陶器畑徳利

一部欠損

2 在地系土器 口縁部J/4、体
第56図

火鉢 部1/3

第56図 3 銅製品銭貨 一部欠損

II区］3号土坑

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第56図 I 肥前磁器染
付丸碗

腰上3/4欠

第56図
2 肥前磁器染
付丸碗

体部1/4

第56図
3 円盤状加工
品

完形

第56図
4 肥前磁器染
付碗蓋

体部1/2欠

第57図
5 肥前磁器染
付鉢

2/3 

第57図
6 京・信楽系
陶器碗

口縁部1/2欠

瀬戸・美浪
口縁部1/4、体

第57図 7 陶器灰釉丸
部1/2

碗

瀬戸・美濃
第57図 8 陶器灰釉折 2/3 

縁輪禿皿

瀬戸・美浪

第57図 9 陶器灰釉折 口縁～体部1/4
縁輪禿皿

116 

計測値
胎士／焼成／色調

石材 ・素材等

長（9.5)厚 (3.0)I砂岩
幅（4.6)重 155.6

計測値

口 13.2 
高

底 5.4 

ロ 13.0 晶． 
底 6.4 

ロ 13.3 高
底 5.1 

ロ 13. 5 
底 8.0 

晶

ロ 13.4 高
底 6.4 

ロ 12. 7 高
底 6.2 

口 9.6 
高

底 6.2 

口 9.6 
高

底 5.8 

口 (9. 4) 
高

底 (6. I) 

口 (8.9) 
高

底 (5. 5) 

長 3.7 厚
幅 0.6 重

計測値

3.0 

2.9 

2.8 

4. I 

3.5 

3. I 

1.8 

2.0 

2.1 

2.1 

0.6 
1 12 

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

白灰

白

白灰

白灰

灰黄白

灰黄白

橙

にぶい橙

浅黄橙

にぶい黄橙

胎士／焼成／色調

石材 ・素材等

塁I~:~ I厚I2.0 I灰

計測値
胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

口 4 2 
首 2.5 高 22.2 淡黄白
底 7 2 

ロ (18 0) 

底 12.6 
高 9.0 にぶい橙～灰

縦 2.700 厚 0. 105 
横 2.678 重 2.48 

計測値
胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

口 7 8 
高 3.6 灰白

底 2.8 

口 9.8 
高 3.9 灰白

底

口 6.4 
高 I. 6 灰白

底 5.7 

口 9.6 
晶 2.5 白

底 5.8 

口 12.4 
高 6.8 白

底 6.5 

ロ 7. I 高 3.9 灰白
底 2.8 

ロ (8. 9) 

底 3 6 
高 5.2 灰黄白

口 14.8 
底 6.1 

高 4.7 白灰

口 (14.6) 

底
高 3.6 灰

成形 ・整形の特徴

研面は3面認められる。正面及び裏面は、研ぎ減りと考え
られるやや内湾した形態である。右側面はほぼ平坦である。

上部、下部及び左側部欠損。

成形・整形の特徴

見込み蛇の目釉剥ぎ。見込みコンニャク判による五弁花。

体部内而唐草文と2重圏線。外面無文。

見込み蛇の目釉剥ぎ。見込みコンニャク判による五弁花。

体部内面唐草文と2重圏線。外面無文。

見込み蛇の目釉剥ぎ。見込みコンニャク判による五弁花。

体部内面唐草文と2厘圏線。外面無文。1と揃い。

体部外面に唐草文。見込みl重圏線内に「ロロロ屋（ひらの
や力）」と屋号「鉤藤」ヵ 「兼友」ヵ。底部高台内1菫圏線内に
渦福字銘か。器形に歪み。焼成不良。

見込み蛇の目釉剥ぎ。中央に手書きの帆掛け舟。体部内面

に花唐草文と］重圏線。外面無文。

見込み蛇の目釉剥ぎ。中央に手書きの帆掛け舟。体部内面

に花唐草文と］重圏線。外面無文。5と揃い。

体部直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転糸切り、無

調整。糸が細かく細い。底部のほぼ中央に焼成後の小円孔。

体部直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転糸切り、無

調整。糸が細かく細い。

体部直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転糸切り後、

撫で。糸が細かく細い。底部のほぼ中央に焼成後の小円孔。

体部直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転糸切り、無

調整。糸が細かく細い。

断面ほぼ正方形の角釘。先端に向かい徐々に細くなるが先

端は尖らないが破損の可能性も有る。頭は薄く延ばし直角

に曲げるが端は劣化破損する。木質等は確認できない。

成形 ・整形の特徴

瓦の破片を円形状に打ち欠いたもの。

成形・整形の特徴

注ぎ口が嘴状に尖るが欠損。体部の片面に鉄絵具で擬宝珠

を2つ描く。口縁部内面と外面に灰釉。貰入入る。

体部が丸い小型品で、底部に丸い脚が3個付く。内外面燻し、
黒色化。口唇部研磨・光沢。口縁部外面に太い沈線が巡り、

体部外面に回転施文による縦位の櫛目文。

文久永宝。表面外縁・文字 ・郭とも彫深く明瞭、果面も外

縁・波・郭とも彫深く明瞭。波型の摸様に沿ってゴースト

状に低い波型の隆起が見られる。表裏両面に細かい条痕が

密に存在する。

成形 ・整形の特徴

体部外面に染付。内面無文。

体部外面に染付。内面無文。

肥前磁器、染付碗の底部を円形状に打ち欠いたもの。

外面縦格子文。摘み内］重圏線内に寿か。口縁部内面2重圏
線、天井部内面1重圏線内に不明文様。広東碗の蓋。

外面に草木文。内面無文。口唇部と口縁部内面の釉を拭き

取る。商台外面に2重圏線。

内外面に灰釉。貝入入る。腰下と高台に釉無し。

内外面に灰釉。腰下と高台に釉無し。体部外面に鉄絵一部

残る。

口縁～腰部内外面と見込みに灰釉。

灰釉に貝入入る。

備考

備考

備考

器面摩滅

備考

器面摩滅

器面靡滅

器面摩滅

備考



遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考
残存率 石材 ・素材等

丹波陶器す 口 34 4 
直立する口縁部に凹線が2条巡る。口唇部に沈線］条。口縁

第57図 10 
り鉢

1/2、底部欠
底 14.4 

高 12. 7 にぶい黄橙 部内面に段差。内面の櫛歯は6条。内外面に自然釉。底部
は丸く打ち欠かれている。体部外面下位指押さえ状圧痕。

第57図 II 
在地系士器

口縁部片 ロ 高 灰
瓦質で硬質。外反する口縁部に等間隔に円孔が並ぶ。内折

瓦質鉢？ 底 した口唇部が内面に突出し、上端に広い平田面を形成。

第57図 12 
在地系土器

1/2 
口 (38.2) 

晶 5. 7 橙～黒褐
底部丸底。内耳2個残。内面研磨、軽い光沢。外面煤付着、

焙烙 底 黒色化。

第58図 13 
在地系土器

1/2 
口 (36.0) 

晶 5.9 にぶい橙～黒褐
口縁部内湾。底部丸底状。内耳1個残。口縁部～腰部外面

焙烙 底 に煤付む、黒色化。

第58図 14 
在地系土器

1/3 
口 (37.0) 

晶 橙～黒褐 底部丸底。内耳1個残。内面撫で。外面煤付着。
焙烙 底

第58図 15 
在地系土器

口縁部片 ロ 38.8 晶 5.3 明赤褐 口縁部直立。底部丸底状。内耳1個残。外面に煤付着、黒色化。焙烙 底

第58図 16 
在地系土器

口縁部片 ロ (39.4) 高 橙 口縁部直立。底部丸底状。内耳1個残。外面に煤付着、黒色化。焙烙 底

在地系土器 口 (36.2) 
口縁部外傾気味に直立。底部平底。口唇部外面に段差あり。

第59図 17 
焙烙

口縁部片
底 (32.6) 

商 5.6 黒～にぶい黄橙 内耳1個残。外面に煤付着、黒色化。底部外縁寄りに直径4
mmの円孔あり。その周辺にキリ孔痕2カ所あり。

第59図 18 
在地系土器

1/6 
口 (36.0) 

1ロ口J 5.0 にぶい黄橙
口縁部直線的に開く。底部平底。内外面燻し、黒色化。内

焙烙 底 (30 4) 面に輔轄目。腰下に押さえ痕。

第59図 19 羽口 破片 にぶい橙
体部直径5.2cm、孔直径1.6cm。焼締まって重品感あり。外
面煤付着、黒色。

II区16号土坑

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考残存率 石材 ・素材等

第59図 I 制作地不詳 完形
口 2.7 

尚 18.6 にぶい黄橙
外面透明釉の上に口縁部に緑色釉を着け流し。透明釉の下

陶器徳利 底 5.4 半部では緑色釉が混ざって暗色化している。

2 制作地不詳 ロ 6.0 
口唇部、注ぎ口端部、把手端部に黒色釉施釉。注ぎ口内面

第59図 一部欠損 晶． 7.0 褐灰 に茶漉しが付く。把手上面に桜の透かし。上げ底状の底面陶器急須 底 5.0 
に布痕が残り、その中央に墨書で「トチ」の文字。

口縁部が僅かに外反しながら開き、口唇部がくの字に内折。

第59図 3 在地系土器 口縁部1/3残 ロ 11.0 高 にぶい橙
内外面燻し、黒色化。口唇部～口縁部外面研磨 ・光沢。ロ

火鉢 底 唇部上面が一様に荒く擦ったように削れており、口唇部内
面も削れやキズが多い。

円筒形の小型の火鉢で、口縁部が内側へ垂れ込み、腰部を

第59図 4 在地系土器 1/3 
口 (16.3) 

高 14.0 にぶい橙
めぐる凹線下が丸く突出する。内外面燻し、黒色化。口唇

火鉢 底 15.4 部研磨・光沢。体部外面に回転施文による鮫肌状文を施す。
体部外面の一部と底部外縁の摩耗が顕著。

5 在地系士器
円筒状の混炉で、外面に櫛歯の斜格子文が施される。内外

第60図 体部上半1/3残 口 (34.0) 橙 面燻し、灰色化。口唇部上面に粗い条痕様の撫で痕がつく
煽炉

が、使用により摩耗。内面被熱 ・白色化、煤付着。

体部が二重構造の燿炉で、口唇部に鍋掛け用の突出部がつ

6 在地系土器 口縁部1/3、体
く。外面燻し ・黒色化。口唇部上面と口縁部外面研磨・光

第60図 口 (20.0) 橙～黒褐 沢。口縁部外面に2条の沈線がめぐる。内側部分は中位で
燦炉 部内面一部残

ロート状に細くなる構造で、上半部には一定間隔で円孔が
付き、下半部に方形の出し入れ口がある。

長 18.6 厚 1. 1 
細身の鎌で、先端部は特に細く研ぎ減りと見られるが、錆

第60図 7 鉄製品鎌 ほぼ完形
幅 9 8 重 80.99 

化が著しく砥界面は識別できない。茎は端部を細く延ばし
折り曲げる形状。柄の木質等は確認できない。

第60図 8 礫石器磨石 完形
長 11.8 厚 2.3 

粗粒輝石安山岩
扁平な円礫を素材とする。正面及び裏面の全体に弱い磨面

幅 9. 7 重 416.5 をもつ。

II区24号土坑

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎士／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考
残存率 石材 ・素材等

第61図 1 肥前磁器小 完形
口 6.0 

高 3.0 白 外面口縁部下に微隆線がめぐる。内外面に灰釉。口錆。 近現代。坪 底 2.4 

第61図 2肥前磁器小 完形
口 6.6 

高 2.8 白
口縁部外面笹状の染付。正面のみに染付。内面無文。高台

坪 底 2.4 内中央に小さな凹みあり。

第61図 3 瀬戸・美濃 完形
口 7.1 

高 4.7 白 外面に花蝶文染付。腰と高台外に2重圏線。内面無文。
磁器小坪 底 2.9 

第6]図 4 制作地不詳 一部欠損 ロ 7.3 
尚 5.6 白

体部2箇所に素地に模様を線刻し、その上に呉須を刷毛塗
近代か。磁器碗 底 3.1 りする。内面無文。貰入入る。

第61図 5 瀬戸・美濃 一部欠損 ロ 5.1 高 5.3 白
外面に縦格子文様を染付。内面無文。口唇部を呉須で縁取

近現代。磁器小坪 底 3.3 り。高台内1重圏線内に不明銘。

第61図 6 肥前磁器染 2/3 
口 10. 5 

高 5.9 白
外面に線書きの牡丹文様。口縁部内面に鋸歯文帯、見込み

近代。付端反碗 底 3.6 1重圏線内に寿字文か。
瀬戸・美浪

口 6.5 
やや小型、底部蛇の目凹型晶台。内外面に白色釉。外面に

第61図 7 磁器か染付 完形
底 4.6 

高 5.4 灰白 浜辺風景染付。見込みに帆掛け舟か。口錆。釉は白濁し、
猪口 焼成不良。

第61図 8肥前磁器染 1/3 
口 (7. 3) 

高 5.6 白 外面に山河文様。口縁部内面に2重圏線。見込みに1重圏線。
付猪口 底 (5.4) 

第61図 ，肥前磁器染 体部片 口
高 灰白 やや大型。外面に立木文様。内外面灰釉に貰入入る。

付猪口 底 (5. 9) 
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位四

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

制作地不詳
口 (12) 腰が折れて口縁部が外反。見込みに素地を毛彫りした文様

第61図 10磁器白磁端 1/3 高 2.1 灰白

反皿
底 (6. 7) がつく。釉は淡い水色。

第6]図 II 肥前磁器染 2/3 
口 12.4 

IP al 3.9 灰白
見込み蛇の目釉剥ぎ。体部内面斜格子文と2重圏線。外面

付皿 底 4.4 無文。

瀬戸・美浪 口 14.0 
体部内面に扇文と花文を2組配置。見込みに帆掛け舟。体

第6]図 12陶器染付皿 2/3 底 6.6 
高 3.9 灰白 部外面に結び目文を2組配四。高台内中央に円形の削り。

内外面とも貫入入る。

瀬戸・美濃 口 13.6 
体部内面に扇文と花文を2組配置。見込みに帆掛け舟。体

第61図 13 
陶器染付皿

一部欠損
底 6. 7 

晶 3.6 灰白 部外面に結び目文を2組配置。高台内中央に円形の削り。 12と揃い。

内外面とも貫入入る。

只・信楽系
口 5 5 上面蛇の目削りだし。摘み部に僅かな円形の突出あり。上

第62図 14陶器か灰釉 完形 高 1.3 灰白

蓋
底 3.5 面に灰釉、貫入入る。

泉・信楽系
ロ 5.6 上面蛇の目削りだし。摘み部に円形の突出部がつく。上面

第62図 15 陶器か灰釉 完形 晶 1.3 灰黄白

蓋
底 3.8 に灰釉、貰入入る。

制作地不詳
口 5.5 

ロート型で端部が外反し、片側に円孔がつく。上面蛇の目

第62図 16 陶器透明釉 一部欠損
底 2.3 

高 1.6 淡黄 削りだし。摘みは乳首状。上面に透明釉、貫入入る。裏面

蓋 回転糸切り、無調整。

制作地不詳 口 6.6 
ロート型で端部が外反し、片側に円孔がつく。上面に鷲の

第62図 17 
陶器染付蓋

一部欠損
底 2.0 

高 I. 4 灰白 飛来図を染付。摘みは付くが欠損。上面に灰釉、貫入入る。

裏面回転糸切り、無調整。

制作地不詳 口 8.1 
無釉。型作り成形で、上面に布痕が残る。摘みは粘土紐を

第62図 18 
陶器蓋

完形
底

1E口3J 2.1 灰黄褐 s字状にして貼り付け、片側に円孔を施す。内面に指痕が
残る。

京・信楽系
口 (10 3) 

第62図 19 陶器か灰釉 1/3 
底 (4. 0) 

高 2.4 灰 上面に灰釉、外面無釉。見込みと体部外面に重焼痕。

灯明油皿

瀬戸・美濃
口 9.2 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。見込みと体部外面に

第62図 20 陶器錆釉灯 完形 高 1.8 灰白

明油皿
底 4. I 重焼痕。

瀬P・美濃
口 9.6 受け部1箇所をU字形に袂る。錆釉施釉後、口縁部外面以下

第62図 21 陶器錆釉灯 一部欠損 高 2.3 灰
明油JIIl

底 4.0 を払う。受け部と体部外面重焼痕。

瀬戸・美濃
口 9.1 受け部1箇所をU字形に袂る。錆釉施釉後、口縁部外面以下

第62図 22 陶器錆釉灯 完形 尚． 2.0 灰

明油受皿
底 4.1 を払う。受け部と体部外面重焼痕。

只・信楽系
口 9.7 受け部］箇所をU字形に挟る。上面に灰釉、外面無釉。受け

第62図 23 陶器か灰釉 一部欠損 高 2.0 灰白

灯明油受皿
底 3.9 部と体部外面重焼痕。

只・信楽系
口 10.4 受け部l箇所をU字形に袂る。上面に灰釉、外面無釉。受け

第62図 24 陶器か灰釉 口縁部3/4欠 晶 2.0 黄灰白

灯明油受皿
底 3.8 部と体部外面重焼痕。

瀬戸・美濃
口 5. I 

内面と外面腰まで鉄釉。底部回転糸切り後、無調整。底面

第62図 25 陶器鉄絵 完形
底 3.6 

高 4.2 淡黄 中央に固定用の円孔あり。底部に「に」と墨芭。いろはで順

ひょうそく に記載したものであろう。

第62図 26 
制作地不詳

ほぼ完形
口 16.8 

高 7.9 オリープ灰
口縁部に肥厚帯、その下に片口がつく。内面と外面腰まで

灰釉片口鉢 底 8. 7 灰釉。見込みにトチン痕5個、高台に重焼痕。

在地系士器 口 5.0 
浅く開いた形態。底部をややくぼめ、周囲を爪状の圧痕で

第62図 27 
皿？

完形
底 1.9 

高 0.9 橙 丸く表現。内面入念撫で。外面に細かな割れが残る。非実

用品か。蓋の可能性もあり。

第62図 28 
搬入形上器

一部欠損 ロ 6.2 高 0.8 橙 型作り成形。裏面の周囲に縁が付く。
焼塩壷蓋 底 5.8 

第62図 29 
搬入形上器

体部J/3
口 (5. 2) 

高 6.0 橙
口縁部付近やや外反。輔櫨整形。底部回転糸切り、無調整。

焼塩壷 底 4.2 外面の器面荒れ顕著。

制作地不詳 口 4.2 
天井部に高台様の丸い把手がつく。体部外面に飛びかんな

第63図 30 
陶器鍋蓋

1/3欠
底 16.0 

高 4. 7 黄橙 の文様。把手の外側と腰部に蛇の目状に薄い鉄泥。内面に

薄い緑釉。

第63図 31 
在地系土器

1/3 
口 (14.8) 尚． 2.1 黄白 型作り成形。上面が被熱で赤色化、灰付着。

サナ 底

第63図 32 瓦桟瓦 破片 高 I. 7 灰 表面灰色から灰黒色。縁に面取り。

第63図 33 瓦桟瓦 1/4 晶 I. 7 灰 表面灰色から灰黒色。縁に面取り。

第63図 34 銅製品銭貨 完形
縦 2.669 厚 0.114 文久永賓。表面外縁・文字・郭とも彫深く明瞭、裏面も外

横 2.680 重 3. 10 縁 ・波・郭とも彫深く明瞭。

II区l号井戸

挿屈 INo. I 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調 I 成形・整形の特徴 | 備考

残存率 石材・素材等

第63町 1I在地系士器 1/3、口縁部欠 口 高 にぶい橙 外面腰部に素地士の継ぎ目。底部回転糸切り、無調整。
底 (6.8) 皿

第63町 21在地系士器 1/3 口 (7. 2) 
高 I. 7 にぶい黄橙

見込み周囲が凹む。内面に煤油付着。底部回転糸切り、無

皿 底 (5.6) 調整。
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II区2号井戸

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
残存率

第63図 l 肥前磁器湯 1/3 
口 (6 8) 

高
呑み 底 (4. 2) 

第63図 2 肥前磁器染 体部1/4
口 (8.0) 

高
付丸碗 底

瀬戸・美浪
口

第63図 3 陶器染付筒 1/2、口縁部欠
底 (3.2) 

晶

形湯呑

第63図 4 肥前磁器丸 口縁部片
口 (9.0) 

高
碗 底

京・信楽系 口 5.0 
第63図 5 陶器灰釉蓋 1/2 底 3.8 

高

第63図 6 在地系士器 底部
口

高
皿 底 6.1 

第63図 7 在地系土器 体部下半1/4
口

R 1口J

甕か 底 (11.5) 

第63図 8 在地系土器
置輪

破片

第63図 ，在地系土器
焙烙

口縁部片

第63図 10 石製品砥石 1/2 
長 (4. 8) 厚
幅 2.4 重

長 6.2 厚
第63図 11 石製品砥石 2/3 

幅 2.0 重

II区3号井戸

挿図 INo|□王口」言雪
第63図111:地系土器底部片

計測値

竺也系土器 I破片

II区4号井戸

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
残存率

第64図 1 肥前磁器染 1/2 
口 (8. 6) 

高
付丸碗 底 (3. 5) 

第64図 2 中国白磁皿 底部1/3残
口

高
底 (6. 0) 

瀬戸・美浪
口

第64図 3 陶器天目茶 腰部片
底

晶

碗

第64図 4 焼締陶器甕 胴部片
口

高
底

第64図 5 常滑陶器甕 胴部片
口

高
底

第64図 6 石製品砥石 2/3 
長 (7. 0) 厚
幅 2.8 重

長 8.8 厚
第64図 7 石製品砥石 ほぼ完形

幅 (2. 8) 重

II区1号溝

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
残存率

第64図 I 肥前磁器染 一部欠損 ロ 6.2 高
付小坪 底 2. 7 

第64図 2 肥前磁器染 一部欠損 ロ 7 0 高
付小坪 底 2.4 

第64図 3 肥前磁器染 1/2 
口 (7. 2) 

高
付小坪 底 (2. 8) 

第64図 4 肥前磁器染 体部1/2欠
口 7.2 

高
付小坪 底

第64図 5 肥前磁器染 体部2/3欠損
口 (8.4) 

高
付端反碗 底 3.5 

第64図 6 肥前磁器染 一部欠損 ロ 7.2 高
付湯呑 底 (3. 7) 

第64図 7 肥前磁器染 1/3 
口 (7. 3) 

裔
付湯呑 底 (3.2) 

6.0 

1.1 

1.5 
24.4 

2.2 
43.4 

4.3 

1.6 
54.5 

2.3 
63.9 

3.1 

3.8 

2.8 

5.2 

6.2 

5.8 

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白

灰白

灰白

灰白

灰白

橙

橙

にぶい橙

橙

砥沢石

砂岩

胎土／焼成／色調
石材・素材等

橙

にぶい黄橙

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白

灰白

灰白

灰オリーブ

灰～灰黒

デイサイト

デイサイト

胎士／焼成／色調
石材・素材等

白

灰白

灰白

白

白

灰白

白

遺物観察表

成形・整形の特徴 備考

外面に手書き草花文。 内面無文。 近代か。

外面に染付。口縁部内面に2重圏線

焼成不良。外面に菊花文。見込み］重圏線内に不明文様。

外面に緑釉。口縁部内面に斜格子帯。見込みに2重圏線。

上面蛇の目削りだし。摘み部欠損。上面に灰釉、貫入入る。
24士14と同型か。裏面合わせ部を細かく打ち欠いて、鋭利
な刃を作出している。

体部欠損。焼成良好。底部やや上げ底。底部内面指撫で。
中世か。

底部回転糸切り、無調整。底部の中央と片側に小円孔2個。

焼成良好、硬質。胴部直立。内面に輔櫨目。外面研磨、光沢。

表面に煤付着。

内耳1個残。

研面は3面認められ、それぞれほぼ平坦な形態である。正
面には、刃慣らし傷と考えられる痕跡が認められる。右側
面には櫛歯タガネ痕が明瞭に認められ、上面にはそれが僅
かに残る。下部欠損。

研面は3面認められる。正面は、研ぎ減りと考えられるや
や外湾した形態である。上面及び裏面はほぼ平坦である。
左右側部及び下部欠損。

成形・整形の特徴 I 備考

焼成良好。底部回転糸切り、無調整。見込みに墨書。文字
不明。

胴部下半から底部の内面が摩耗。 1中世。

成形・整形の特徴 備考

外面にコンニャク判による菊花文を配置。内面無文。

底部内面見込みに削りの段差がめぐる。底部外面に釉の拭
き取り痕、茶色に変色。口禿皿の底部。

内外面に鉄釉。

内面横撫で。外面縦撫で。

外面に鉄釉。内外面に自然釉。外面では自然釉が流れる。

研面は5面認められる。正面は、研ぎ減りと考えられるや
や外湾した形態である。裏而、右側面、左側面及び下面は
ほぼ平坦である。右側面には僅かに櫛歯タガネ痕が残る。
上部欠損。

研面は3面認められる。正面及び裏面は、研ぎ減りと考え
られる著しく外湾した形態である。右側面はほぼ平坦であ
る。

成形・整形の特徴 備考

極薄成形。口縁部内外面に矢羽根文帯。腰に染付帯。見込
みに月か。いわゆる卵殻手。

外面に草花文。内面無文。

口縁部外面に斜格子文。内面無文。焼成不良。

外面に草花文。内面無文。二次被熱。 2と揃い。

外面に海浜図。内面無文。高台外に2重圏線。

外面に花鳥図。内面無文。

外面に花図。内面無文。
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考
残存率 石材 ・素材等

瀬戸・美浪
口 7.0 

第64図 8 磁器染付湯 1/2 
底 3.3 

高 6.5 白 外面に花図。内面無文。 近代か
呑

第64図
，肥前磁器染

1/3欠
口 7.5 

高 5.3 灰白 焼成不良。外面に格子文を描く。
付碗 底 3.7 

第64図 10肥前磁器染 1/2 
口 7.6 

高 5.9 白
外面に花鳥図。口縁部内面と尚台外に淡く2重圏線。欠損

付湯呑 底 3.4 部断而に漆継ぎの黒褐色漆が残る。

腰が水平に開き、高台がハの字に開く。外面に風景図。ロ

第64図 11肥前磁器染 1/2 
口 7.5 

高 5.4 白
縁部内面に崩れた雷文帯。高台外に2重圏線。内外面に赤

付湯呑 底 4.2 橙色の溶液付倍。欠け口断面に焼継痕。高台内面に焼継溶
液で「文吉」と記載。

第64図 12肥前磁器染 1/3 
口 8.4 

高 4.9 灰白
外面に草花図。口縁部内面に2重圏線。見込みl重圏線内に

付丸碗 底 3.4 略した五弁花。

第64図 13肥前磁器染 体部2/3欠損
口 (6. 2) 

高 4.5 白 外面に円文。内面無文。
付筒形湯呑 底 2.8 

第64図 14肥前磁器染 体部2/3欠損
口 8.0 

高 5.8 白
焼成不良。外面に菊花文。口縁部内面に2重圏線。見込み］

付筒形湯呑 底 4.2 重圏線内に五弁花か。

第64図 15肥前磁器染 1/2 
口 9.6 

高 4.8 白 外面に菊花と蔦。内面無文。高台内に1重方角渦福字銘。
付丸碗 底 4.0 

第64図 16 
肥前磁器染

1/2 
口 11.0 

高 6.1 灰白
外面に斜格子文。口縁部内面に装飾帯、見込みl重圏線内

付端反碗 底 4.2 に不明文様。高台外面に2重圏線。

第64図 17 
肥前磁器染

体部下半1/2
口

高 4.4 白 外面に竹か。内面無文。 近現代。
付平碗 底 3.2 

第65図 18 
肥月IJ磁器染

体部下半1/2
口

高 5.1 灰白
外面に呉須2色使用の染付。見込み1重圏線内に不明文様。

付広東碗 底 6.2 高台端に砂付着。

第65図 19 
肥月IJ磁器染

一部欠損 ロ 9.1 
晶 2.8 白 外面に梅と草花。口縁部内面に装飾帯、見込みの草花。

付端反碗蓋 底 3.9 

第65図 20 
肥前磁器染

1/2 
口 12. 7 

高 2.6 灰白
内面に蔦文、見込み五弁花コンニャク判。蛇の目に釉掻き

付皿 底 5. 4 取り。底部と見込みに重焼痕。

第65図 21 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 12.6 高 2.9 灰
内面に蔦文、見込み五弁花コンニャク判。蛇の目に釉掻き

20と揃い。
付皿 底 5.6 取り。底部と見込みに重焼痕。。

第65図 22 
肥前磁器染

口縁部1/2欠 ロ 13.4 高 2.7 灰
内面に蔦文、見込み五弁花コンニャク判。蛇の目に釉掻き

付輪禿皿 底 4.9 取り。底部と見込みに菫焼痕。

第65図 23 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 13.6 高 3. I 灰白
内面に蔦文、見込み五弁花コンニャク判。蛇の目に釉掻き

22と揃い。
付輪禿皿 底 5.5 取り。見込みに重焼痕。

第65図 24 
肥前磁器染

腰下1/2残 底 6.4 白 内外面に染付。高台外面に2軍圏線。
付輪花鉢

内面に2種の草花図を2組配置。見込みに龍図。外面に同図

第66図 25 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 18.4 高 8.5 灰白
案を4組配置。底部蛇の目凹型高台。高台内外周の釉を掻

付輪花鉢 底 9.2 き取る。畳付にも施釉。一部に焼継があり、その溶剤で見
込みに斜格子様の図形を施す。

第65図 26 
瀬戸・美濃

1/4 口 (9.5) 灰白 灰釉に貫入入る。
陶器腰錆碗

制作地不詳
口 (10.0) 内面と外面腰下まで灰釉を施し、内外面とも腰位に白土を

第65図 27 陶器陶器灰 1/2 
底 4.7 

高 5.4 淡黄
横位に半周分だけ刷毛塗り。削り出し高台。

釉端反碗

瀬戸・美濃
口 (14.0) 

第65図 28 陶器灰釉折 破片
底 (5. 3) 

lF口ゴ＇） 3.8 灰白 内外面腰まで灰釉。
縁輪禿皿

第65図 29 
瀬戸・美濃

底部片 底 (14.0) 灰白
内面に呉須と鉄絵具で文様を描く。内外面の灰釉に貰入入

陶器皿 る。見込みにトチン痕2個。

瀬戸・美濃
口 9.2 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。見込みと体部外面に

第65図 30 陶器錆釉灯 1/2 高 I. 8 灰
明油皿

底 3.6 菫焼痕。

瀬戸・美濃
口 (10.6) 

第65図 31 陶器錆釉灯 1/4 高 2.0 灰白 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。見込みに重焼痕。

明油皿
底 (4. 6) 

瀬戸・美浪
口 9.8 

第66図 32 陶器錆釉灯 1/2 
底 3.7 

高 1.8 灰 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。見込みに重焼痕。

明油皿

瀬戸・美浪
口 9.4 受け部］箇所をU字形に袂る。錆釉施釉後、 口縁部外面以下

第66図 33 陶器錆釉灯 2/3 高 2.0 紫灰

明油受皿
底 3.9 を払う。受け部と体部外面重焼痕。口唇部3箇所に灯火痕。

瀬戸・美濃
口 9.6 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。受け部と体部外面重

第66図 34 陶器錆釉灯 1/2 高 2.3 灰白

明油受皿
底 4.1 焼痕。口唇部1箇所に灯火痕。

瀬戸・美浪
口 (9. 7) 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。受け部と体部外面重

第66図 35 陶器錆釉灯 腰上2/3欠
底 4.3 

高 2.3 灰白
焼痕。

明油受皿

瀬戸・美濃
口 9.2 受け部l箇所をU字形に袂る。錆釉施釉後、口縁部外面以下

第66図 36 陶器錆釉灯 2/3 晶 1.9 黄灰
明油受皿

底 3.8 を払う。受け部と体部外面璽焼痕。

瀬戸・美濃
口 (9. 7) 錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。受け部と体部外面重

第66図 37 陶器錆釉灯 1/3 高 1.9 灰
明油受皿

底 (4. 3) 焼痕。口唇部に灯火痕2箇所。
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

瀬戸・美浪
口縁1/4、底部 ロ(9. 6) 錯釉施釉後、口縁部外面以下を払う。受け部と体部外面重

第66図 38 陶器錆釉灯 高 1.8 灰
明油受皿

1/2残 底 4.2 焼痕。

注口部欠損。肩部内面から体部外面下位灰釉。外面の変換

第67図 39 
制作地不詳

体部2/3欠
口 6.7 

高 11. 7 くすんだ灰橙
部分に鉄絵具で縁取り、内部に白士を使用して白翌を描い

陶器土瓶 底 7.2 ている。口唇部の釉は拭き取る。 Lげ底の底部と腰下に煤
が厚く付蔚。欠損部に焼継痕。

第66図 40 
瀬戸・美濃

口縁部片 灰白
外面素地に文様印刻。内外面に灰釉、外面に緑釉施釉。貰

陶器水甕 入入る。

第66図 41 
瀬戸・美濃

腰下1/3 底 6.2 灰白 内面と外面腰まで錆釉。
陶器半胴甕

瀬戸・美濃
口 (38 8) 

第66図 42 陶器灰釉大 1/5 
底 (18.6) 

高 6.9 灰白 内面と外面腰まで灰釉。貝入入る。見込みのトチン痕2箇所。
皿

第67図 43 
堺・明石陶

1/4 
口 (32.0) 

高 11. 7 赤橙 底部上げ底。外縁部擦れ。内面平滑、見込みの櫛歯消滅。
器すり鉢 底 (14 2) 

第67図 44 
在地系土器

口縁部片 ロ(42.0) 黒灰～灰白
内外面燻し、黒色化。口縁部肥厚。口唇部と内面研磨光沢。

鉢 内面下半部荒れ、キズ・剥がれ額著。

第67図 45 
在地系土器

体部片
口 (44.0) 

1p 9aJ 11. 9 黒灰～灰白
内外面燻し、黒色化。口縁部小さく外折。口唇部と内面研

鉢 底 (34 0) 磨光沢。

在地系土器 口 (42 0) 
焼成良好、硬質。内外面燻し、黒色化。口縁部小さく外折。

第67図 46 
鉢

1/4 
底 (28.0) 

高 10.9 赤橙～黒灰 |_j唇部と内面研磨光沢。底部に型作り痕。内面下半部やや
荒れ、キズ・剥がれ。

第67図 47 
円盤状加工

完形
口 4.7 

高 I. 4 士器の破片を円形に打ち欠いたもの。
品 底 4.5 

在地系土器 口 (9. 2) 
焼成良好、硬質。内外面燻し、 黒色化。体部やや丸みを持

第67図 48 
皿

口頸部3/4欠
底 6.4 

l巨口I I. 6 橙 ちながら直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転箆切り、
無調整。

在地系土器 口 (9. 5) 
焼成良好、硬質。内外面燻し、黒色化。体部やや丸みを持

第67図 49 
皿

口頸部3/4欠
底 6.2 

高 2.2 橙 ちながら直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転箆切り、
無調整。

第67図 50 
在地系土器

口頸部］／2欠 ロ 14.2 商 4.6 白橙 焼成良好、硬質。把手欠損。体部内外面に輔轄目。底部内
煎り鍋 底 7.3 外面回転撫で。口縁部内面に煤油付着。

第67図 51 
在地系土器

体部1/4
口 (14.4) 

高 4.6 にぶい白橙
焼成良好、硬質。把手欠損。体部内外面に輛轄目。底部内

煎り鍋 底 (12 4) 外面回転撫で。口縁部内面に煤油付着。

第67図 52 
在地系土器

体部1/3 黄灰白
焼成良好。側面と底面型作り痕。先端部内削ぎ状。表面中

十能 央に屋号「山加」の刻印。

第68図 53 
在地系土器

把手欠
口 (26.0) 

高 5.0 黄灰白 把手欠損。焼成並。側面と底面型作り痕。
十能 底 17.0 

第68図 54 
在地系土器

破片
口 (37.0) 

高 3. 7 橙 断面L字形。煤付枡。
悩輪 底 (40 6) 

第68図 55 
在地系土器

1/2残、底部欠 口 38.0 黄橙～橙
内耳2個残存。底部丸底。外面被熱、煤付着。縁から4cm程

焙烙 のところに円孔一対あり。補修孔であろう。

第68図 56 
在地系土器

1/2残、底部欠 口 38.0 橙～灰
内耳2個残存。底部平底。外面被熱、煤付着。縁から2cm程

焙烙 のところに円孔1個あり。補修孔であろう。

第68図 57 
在地系土器

口縁部片 ロ(37 0) 橙 内耳1個残存。底部丸底。外面被熱、煤付着。
焙烙

第68図 58 
在地系土器

口縁部片 ロ(37.0) 橙 内耳1個残存。底部平底。外面被熱、煤付着。
焙烙

第68図 59 
在地系J::器

1/4 口 (38.0) 橙 内耳1個残存。底部平底。外面被熱、煤付行。
焙烙

第68図 60 
在地系土器

口縁部片 高 5.4 黄白灰
焼成良好、硬質。内面瓦質。底部平底。内耳1個残存。外

焙烙 面煤付着黒色化。口縁部下に補修孔1個。

第68図 61 
仕地系土器

口縁部片 高 5. 7 灰白～黒灰
焼成良好、硬質。内面瓦質。底部平底。内耳1個残存。外

焙烙 面煤付着黒色化。

第69図 62 瓦桟瓦 1/4 厚
I. 9 
白灰 右前角を方形に切り落とし。裏面に指痕。表面と側面光沢。

~2.1 

第69図 63 瓦桟瓦 左前部破片 厚 I. 9 白灰 左後部を方形に切り落とし。表面と側面光沢。

第69図 64 瓦平瓦 1/3 幅 24.0 厚 I. 7 白灰～暗灰 1枚成形。面取り側縁l、端部l。表面と側縁に研磨、裏面撫で。

第69図 65 瓦平瓦 左後部破片 厚 1. 7 白灰 裏面に「大」墨書。表面と側面燻し、黒色化。表面と側面光沢。

第69図 66 瓦平瓦 前部破片 厚 I 7 灰
前側面に展号「山木」の刻印。表面燻し、黒色化。表面と側
面光沢。

第69図 67 瓦桟瓦 軒丸部破片 灰 軒丸が右に付くタイプ。瓦当巴文。

天井部一部残、体部・底部2/3残。休部ロクロ成形。口唇
部内折して平坦面形成。正面を大き く切り取り、底部に直

第70図 68 
在地系士器

3/4 
蘭 (35.4) 

高 31. 4 橙
径26の盤を半裁して張出部を取り付け、出し入れ口の上部

置き硝 低 31.0 を狭間様の装飾を加える。底面には丸い脚が4個つく。内
面と口唇平坦面に煤付着、黒色化。底部内面と体部内面中
位が被熱で白色化。

長 7. I 厚 0. 7 
断而ほぼ正方形の角釘。先端に向かい徐々に細くなり尖る。

第70図 69 鉄製品釘 ほぼ完形
幅 0.8 重 5.38 

頭は薄く広げ折り曲げる。硬い錆．泥に投われ本体脆弱な
ため、木質等は確認できない。

銅製品キセ 長 6.0 厚 1.0 
キセルの吸い口。劣化し全体に緑青に初われるが一部に黒

第70図 70 
ル ・吸い口

ほぼ完形
幅 1.0 重 5.77 

色平滑な表面が残存する。雁首側端部から1mm程に沈線が
模様が彫られている。
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遺物観察表

挿図 INo. I 種類器種
出土位四
残存率

第70図I11 I石製品砥石I112 

Il区2号溝

挿図 No. 種類器種
出士位置
残存率

第7]図 1 肥前磁器染
付小坪

2/3 

第7]図 2肥前磁器染
付小坪

1/2 

第7]図 3 肥前磁器白
磁香炉

破片

第71図
瀬戸・美浪
4 陶器染付皿 一部欠損

第71図 5 制作地不詳
陶器蓋

完形

瀬戸・美濃
第71図 6 陶器錆釉灯 1/2 

明油皿

瀬戸・美混
第7]図 7 陶器錆釉灯 1/3 

明油受皿

第71図 8 在地系士器
置輪

破片

第71図 9 鉄製品釘 ほぼ完形

II区3号溝

挿屈lNo. 種類器種
出上位置
残存率

第72図 1 肥月l」磁器染
付端反碗蓋

J/4 

第72図 2 肥前磁器染
付丸碗

1/4 

第72図 3 円盤状加工
品

完形

第72図 4 在地系土器
皿

1/4 

第72図 5 在地系土器
鉢か

底部片

第72図 6 在地系土器
火鉢か

口縁部片

第72図 7 在地系士器
焙烙

口縁部片

第72図 8 常滑陶器甕 胴部片

第72図 ，銅製品キセ
ル・雁首

完形

第72図 10 銅製品銭貨 ほぼ完形

第72図 11 石製品砥石 1/2 

II区5号溝

挿因INo. I種類器種 出土位置
残存率

第72図II I皿在地系土器 口縁部1/4
第72図|2 瓦男瓦 左端部片

II区6号溝

挿図 No. 種類器種
出士位置
残存率

瀬戸・美浪
第72町 II陶器尾呂茶 体部］／4

碗

第72図|2 1常滑陶器甕博l部片

II区7号溝

挿図 No. 種類器種
出士位置
残存率

第72図II|]言ご器染口縁部片
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計測値
胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

成形・整形の特徴

こ冒：贔94I珪質粘板岩
研面は4面認められる。正面には、研ぎ減りと考えられる
作出面が2面認められる。下部の作出面は、やや内湾した
形態である。上面、右側面及び左側面は平坦である。下部
欠損。

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴
石材・素材等

口 7.8 
高 3.2 白 外面に染付、内面無文。内面に赤褐色の付着物。

底 3.0 

口 7.2 
高 3.9 白 外面に染付、内面無文。

底 2.6 

口 (13.0) 白 断面5字状。口縁部から体部外面透明釉。

ロ 13.6 高 3.8 灰白 内面に扇と花を2組配置。見込み2頂圏線内に略した五弁花。
底 6.2 外面に折れ枝。高台内中央に円形の印刻。内外面に員入。

口 7.0 
高 I. 4 白灰

凹型で端部が水平に開く。中央に乳首状の摘み。上面に白
底 4 6 銀釉、貰入入る。裏面回転箆削り。

口 8.6 
底 3.6 

高 2.0 灰白 錯釉施釉後、口緑部外面以下を払う。見込みに重焼痕。

口 (7. 0) 錯釉施釉後、口縁部外面以下を払う。受け部と体部外面重
高 I. 7 淡黄

底 (3. 6) 焼痕。

口 (28.5) 
高 3.8 橙 断面L字形。煤付着。

底 (32.2) 

断面ほぼ正方形の角釘。先端に向かい徐々に細くなり端部
長 8.5 厚 I. 21 は劣化破損する。頭は大きく広げ深く折り曲げている。錯
幅 1.7 重 2 23 び中に植物繊維束が残存するが、釘との直接かかわりはな

いと考えられる。

計測値
胎士／焼成／色調

成形・整形の特徴
石材・素材等

口 (9. 0) 
高 2 8 白 内外面に染付。

底 (3. 2) 

口 (9. 4) 
高 5.0 灰 焼成不良。器形歪み、器面荒れ。外面に草木文、内面無文。

底 3.4 

口 5.4 
品 2.4 淡黄

肥前陶器呉器手碗の底部を円形状に打ち欠いたもの。高台
底 5 2 部も打ち欠いている。

口 (10.0) 
高 2.4 橙

焼成並。体部直線的に開く。底部内面指撫で。底部回転箆
底 (6.0) 切り、無調整。

灰 焼成良好、瓦質。底部外面に粗い回転刷毛調整痕。

灰黄
器形不明。内外面燻し、黒色化。口縁部外面に鍔状の突帯
が付き、その上面に2種類の印判を施す。

高 5 3 淡橙 内耳1個残存。外面煤付着、黒色化。

黄灰 内面に箆のあたり痕。外面撫で。

長 3.3 厚 ]. 5 
キセルの雁首。表面は緑吉色で一部に黒青色平滑な表面が

幅 I. 3 重 3.87 
残存するが、メッキ・線刻等の装飾は見られない。吸い口
側端部内面に羅卯と見られる木質痕が見られる。

縦 2.326 厚 0.138 寛永通賣。表面は外縁・文字・郭とも明瞭、裏面も外縁・
横 2 335 重 2.51 郭とも明瞭。外縁周囲の凹凸は劣化破損。

長 (6. 2) 厚 1.5 
研面は4面認められ、それぞれほぼ平坦な形態である。正

幅 2.6 重 37. I 
砥沢石 面は、研ぎ減りと考えられる作出面が認められる。左側面

は正面及び底面に対して斜交する。下部欠損。

計測値
胎士／焼成／色調 I
石材・素材等

成形・整形の特徴

ロ(9.6) 淡橙 口唇部に灯火痕2箇所。

橙
焼成酸化、硬質。半裁成形。面取り側縁2面、丸みあり。
表面に縄目叩き痕。裏面に斜行削り痕。

計測値
胎土／焼成／色調 I
石材・素材等

成形・整形の特徴

口(10.7) 灰黄 I飴釉とウノフ釉漬掛け。

| 1褐灰 1内面にロクロ目。外面に厚く自然釉。

計測値 胎土／焼成／色調 I
石材・素材等

成形・整形の特徴

口 (9.0) 白 1外面に染付。口縁部内面に装飾帯、見込みに2直圏線。

備考

備考

備考

中世か。

中世。

| 備考

I 備考

I 備考



遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材・素材等

第72図 2 肥前陶器陶 1/4 
口 (11.0) 

高 6.9 灰白 外面に東屋山水文。内面無文。貰入入る。胎染付碗 底 (4. 8) 

第72図
只・信楽系

口縁部片 ロ(7. 0) 灰黄白 内外面に灰釉。貫入入る。3 陶器灰釉碗

志戸呂陶器
口 (11 0) 

軽質で受け部が高い。内面と口縁部外面に錆釉。錯釉黒褐
第72図 4 錆釉灯明油 1/5 

底 (5. 8) 
高 2.2 灰 色。受け部と体部外面重焼痕。底部回転箆削り。外面に煤

受皿 油付着。志戸呂か。

II区8号溝
瀬戸・美濃

口 (6.8) 第73図 1 陶器灰釉丸 1/3 
底 2.8 

高 4. I 灰黄白 内外面に澄んだ淡い緑色の灰釉。貰入人る。
碗

第73図 2常滑陶器甕 胴部片 黒灰褐 外面に薄く鉄釉。内面に指押さえ痕。

長 (18.8) 厚 (7. 7) 長楕円形の円礫を素材とする。正面及び災面に研面と想定
第73図 3 石製品砥石 1/2 

幅 (13.8) 重 2750.0 
粗粒輝石安山岩 される平滑面が認められる。正面には、刃恨らし傷と考え

られる痕跡が集中する。

II区9号溝

第73図|1|］［胃塁器染 I体部1/4

II区4号ピット

ロ1(8.0) 白 外面に雨降り文。内面無文。

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材 ・素材等

尚台が付く火鉢で、体部の両側に獅子の把手が付く。内外

I 在地系土器 口 (21.2) 
面燻し、黒色化。体部外面の上下に2種類の叩き目文帯を

第73図
火鉢

1/3 
底 (23.0) 

高 18.0 黄灰白～灰褐 配し、中位の把手間に貝の圧痕と印刻で山水を表現。無文
部を研磨し、体部外面に黒漆、高台部外面に赤漆を塗布。
内面にはロクロ痕が残る。口唇部全体に敲打痕。煙管か。

II区10号ピット

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材・素材等

研面は3面認められる。正面及び裏面は、研ぎ減りと考え

長 (10.2) 厚 I. 7 
られるやや外湾した形態である。正面には、研ぎ減りによ

第73図 1 石製品砥石 2/3 
幅 3.2 重 67.0 

砥沢石 る部分的な作出面が認められる。左側面はほぼ平坦である。
右側面には、櫛歯タガネ痕が認められる。上部及び下部欠
損。

II区1号地下式土坑

:73：言二王
第73図 12靡農系士器 I破片

II区 1号竪穴状遺構

計測値
胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

閾I4.44 |高 I 3.9 I灰黄白
橙

成形・整形の特徴

内面に二重線文。見込み蛇の目釉剥ぎ。見込みに重焼痕。
高台に砂付着。

備考

底部に三脚が付く。体部外面に円文と菊花文の型押し文様。1中世。

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎士／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材 ・素材等

制作地不詳
口 11.6 

底部上げ底。外面腰まで白色釉施釉し、その上に山水と花
第74図 l 陶器染付士 一部欠損

底 10.2 
高 13.0 灰 を2組染付。貰入入る。内面の光沢は、薄く灰釉刷毛塗りか。

瓶 注口内面に円孔7個。体部を縦断する焼継ぎ痕あり。
制作地不詳

第73図 2 陶器灰釉台 皿部欠損 ロ(9.0) 高 5.0 灰黄白 台部が容器になっており、中に油を入れておくこともでき
付灯明油受 底 5. 7 る。受け部外側と外面に灰釉。貰入入る。底部に里焼痕。
皿

第73図 3 瓦軒桟瓦 軒丸部分のみ 径 7.7 暗灰 軒丸は巴文。

縦 2.615 厚 0.110 
文久永買。表面外縁・文字・郭とも彫深く明瞭、裏面も外

第74図 4 銅製品銭貨 ほぼ完形
横 2.652 重 2.44 

縁・波・郭とも彫深く明瞭。波型の摸様に沿ってゴースト
状に低い波型の隆起が見られる。

第74図 5石製品石鉢 完形
長 25.2 厚 12.0 

粗粒輝石安山岩
全体的に平滑な面で構成されており、非常に丁寧に整形さ

幅 25.4 重 7000.0 れている。側面全体には、花様のモチーフが刻まれている。

II区2号竪穴状遺構

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎士／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材 ・素材等

第75図 1 遺物所在不 底部片 白灰 表裏に深暗緑色の釉が厚く掛かる。町皿か

長 5 2 厚 0.5 
断面ほぼ正方形の角釘。先端に向かい徐々に細くなるが先

第75図 2 鉄製品釘 一部欠損
幅 0.6 重 2.26 

端側は劣化破損する。頭側は斜めに破損している。木質等
は確認できない。

II区遺構外

二］N:］こ
第75図 I 2 I胃灯□器染|1/3

計測値
胎土／焼成／色調
石材・素材等

臼：：15.4恢白

成形・整形の特徴

体部外面上半部に二重線の唐草文。下半に輪花状の加工を
施し、そこに同文様を配置。口縁部内面に雷文帯。

外面に雪輪梅樹文。内面無文。高台内「大明」崩れ銘か。高
台に砂付着。

備考
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遺物観察表

挿図 No 種類器種
出士位四
残存率

第75図 3 肥前磁
器染

付端反碗
1/3 

第75図 4 肥前磁器
染

付丸碗
1/3 

第75図 5 肥前磁器染
付皿

1/2 

肥前磁器染
第75図 6 

付水滴
破片

制作地不詳
第75図 7 陶器ミニ 口縁部2/3欠

チュア碗

瀬戸・美浪
第75図 8 陶器錆釉灯 3/4 

明油IIll

瀬戸・美濃
第75図 ， 陶器錆釉灯 3/4 

明油受皿

瀬戸・美濃
第75図 10 陶器ひょう 体部2/3欠

そく

第75図 II 
在地系十器

3/4 
皿

第75図 12 
在地系土器

1/5 
置輪

II区一括

挿図 No. 種類器種
出土位置

残存率

第76図 1 土製品土
製

人形
ほぼ完形

第76図 2土製品土
製

人形
ほぼ完形

第76図 3 瓦女瓦 破片

第76図 4 羽口 破片

第76図 5鉄製品不詳 ほぼ完形

第76図 6 銅製品キ
セ

ル・雁首
破片

第76図 7 銅製品銭貨 一部欠損

第76図 8 石製品火打
石

完形

第76図 9 石製品砥石 2/3 

第76図 10 石製品砥石 2/3 

石製品石製
第76図 11 

品
1/2 

III区1号上坑

挿図 INoI竺王］；望塁
竺也系士器口縁部片

III区4号土坑

挿図 No. 種類器種
出土位骰

残存率

第77図 1 肥前磁器染
付小坪

1/2 

第77図 2 肥前磁器染
付丸碗

1/2 

第77図 3 肥前磁器染
付丸碗

口頸部1/2欠

泉・信楽系
第77図 4 陶器灰釉灯 1/3 

明油皿
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口
底

口
底

ロ
底

口
底

口
底

口
底

底

口
底

口
底

縦
横

縦
横

径
孔

長
幅

長
幅

縦
横

長
幅

長
幅

長
幅

長
幅

口
底

口
底

ロ
底

ロ
底

計測値

(10.5) 
高 5.9 

4.2 
(9.0) 
高 4.7 

3.4 

(I 1.5) 
(7.0) 晶 3.6 

(2.0) 
0.8 
高 1. 2 

10.4 
高 2.1 

4.3 

10.4 
5.0 
高 7.3 

4.4 

11.0 
高 2.3 

7.2 

(34.8) 
高 4.1 

(38.0) 

計測値

1.8 
厚 0.6 

I. 3 

2.4 
厚 0. 75 

I 75 

(7. 2) 
(2. 5) 

10.6 厚 1.0 
2.4 重 25.60 

I. 7 厚 0.4 
I. 7 軍 1. 76 

2.320 厚 0.101 
重 1.84 

3.3 厚 I. 3 
2.0 重 8.6 

(8.1) 厚 (2. I) 
(4 I) 重 98. 7 

10.0 厚 2.8 
5.7 重 58.3 

30.0 厚 14.4 
21.2 重 5000.0 

計測値

計測値

7.4 
高 3.5 

3.0 

(9. 2) 
高 4.4 

3.6 

8.6 
高 5.0 

3.6 

(JO 2) 
(4. 0) 
高 2.1 

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

灰白

灰白

灰白

白

鼓白

にぶい黄白

にぶい黄橙

暗灰

灰黄白

にぶい黄橙

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

明赤褐

明赤褐

灰褐

灰黄白

チャート

砂質頁岩

二ツ岳軽石

粗粒輝石安山岩

胎土／焼成／色調

石材・素材等

淡紫灰

胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

灰白

灰白

灰白

白灰

成形・整形の特徴

外面に山水図。口縁部内面に装飾帯、見込み］重圏線内に

舟か。

外面にコンニャク判による菱形文を配置。内面見込みにコ

ンニャク判による五弁花。

口縁部肥厚。底部蛇の目高台。内面に格子文。見込みの釉

を蛇の目に掻き取る。見込みに不明文様。底部蛇の目高台

部に墨書3文字が残る。「口可も」か。

型打ち造りで、一隅に注ぎ口がつく。底部が大きく上げ底

となる。外面には底まで灰釉が掛かり、上面には染付が入

る。底部の表裏面に布目痕が付く。

端反碗の形態。口唇部平坦。内外面に透明釉。内面に鉄釉

で3本の線。

錆釉施釉後、口縁部外面以下を払う。見込みと底部に重焼

痕。

受け部1箇所をU字形に袂る。錆釉施釉後、口縁部外面以ド
を払う。受け部と体部外面重焼痕。受け部と外面に煤油付
石呈。

内面から外面下位に鉄釉。底部に設置用の円孔。底部回転

糸切り、無調整。底部に重焼痕。

器形歪み。口緑部内湾。見込みに指撫で。底部回転糸切り、

無調整。

底面内湾。内外面黒色化、煤付着。

成形・整形の特徴

恵比寿像。頭部の頭巾が潰れ。裏面に細かな布痕。下方に

小孔一対あり。何かの付屈品か。

狐狸面。鼻先が潰れて不明瞭。裏面の凹みに細かな布痕あ

り。

表裏面撫で。中央に釘孔1個。

炉内先端部に溶解物付着。胎士赤化、手前白色化。

断面細い菱形で先端は丸みを持つ、茎部分に柄の痕跡と見

られる木質が残存する。ヤスリと考えられるが現状ではヤ

スリ目は確認できない。

キセル雁首の火皿部分で上下に泊れている。泊れながらも

厚さをとどめ、所謂雁首銭ほど平坦ではない。

（けん）冗重賓。表面は外縁・文字・郭とも明瞭だが文字の

一部が潰れ気味、裏面は平坦で外縁・郭とも一部で不明瞭。

外縁の一部は劣化破損する。

稜線上に連続する消れと微小な剥離痕が認められる。

研面は3面認められる。それぞれほぼ平坦な形態を呈する。
正面は非常に滑らかで細かな線状痕が認められるが、裏面

には長軸方向に並行する僅かな段差がいくつか認められ、

大きな線状痕が集中する。右側面には、この面で分割する

ことを意図した打撃痕が残る。

正面、製面、左側面及び右側面の4つの研ぎによる作出面
で構成される。それぞれ滑らかな曲面を呈する。正面と裏

面は僅かに凸状であり、左側面と右側面は外湾する形態で

ある。下部欠損。

皿状の孔が認められ、 上端部径約5cm、底部径約4cm、深さ
約3cmを測る。孔は、比較的滑らかな曲面で構成される。
正面には、僅かに断面V字の線状痕が認められる。下部欠損。

成形・整形の特徴

焼成良好、瓦質。口縁部内湾。口縁部下に3条の沈線。

成形・整形の特徴

外面に染付、内面無文。

外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。

外面に縦格子と蛾、口縁部内面に2重圏線、見込み］重圏線
内に五弁花。内外面に細かな貫入入る。

内面に灰釉、貰入入る。外面腰下から底部に回転箆削り。

口部上げ底。見込みにトチン痕1個。

備考

備考

中世か。

備考

中世。

備考



挿図 No. 種類器種

第77図
瀬戸・美濃陶
5 器ひょうそく

第77図
瀬戸・美濃陶
6 器ひょうそく

第77図 7 在地系土器
Jill 

第77図 8 円盤形土製
品

第77図
，在地系土器
焙烙

第77図 10 
在地系士器
置き窟

III区7号土坑

挿図 INo.1種類器種

出士位置
残存率

体部2/3欠

体部欠

1/2 

完形

1/5 

破片

出土位置
残存率

二
挿図 No. 種類器種

出土位置
残存率

第77図
I 在地系土器
鉢

底部1/4

第77図 2 常滑陶器甕 胴部片

第77図 3 常滑陶器甕 口縁部片

第77図 4 常滑陶器甕 肩部片

第78図 5 常滑陶器甕 胴部片

第78図
6 在地系土器
焙烙

口縁部片

第78図
7 在地系土器
内耳鍋

口縁部片

II1区11号土坑

ロ言第78図 12 1冒｀’|口縁部片
II1区13号上坑

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第78図
1 肥前磁器染
付丸碗

1/2 

第78図
瀬戸・美濃
2 陶器徳利 腰下］／3

第78図
3 堺・明石陶
器すり鉢

口縁部片

m区16号土坑

挿図 !No.I種類器種 閾土塁塁□ II1区22号土坑

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第78図
I 肥前磁器染
付筒形小坪

1/2 

第78図
2 肥前磁器染
付小坪

体部1/3欠

第78図
3 肥前磁器染
付碗

1/2 

第78図
4 肥前磁器染
付丸碗

1/3 

瀬戸・美浪
第78図 5 陶器か鉄絵 1/2 

徳利

計測値
胎土／焼成／色調
石材・素材等

口 (7.0) 
高 5.1 灰黄褐

底 4.5 

口
高 4.5 灰黄

底 4.4 

口 10.4 
高 2.0 黄橙

底 7.0 

横 5.1 
厚 0.9 灰黒

縦 4.8 

口 (38 4) 
高 5.0 灰褐

底 (34.6) 

黄橙～灰褐

計測値
I胎土／焼成／色調
石材・素材等

口 (45.0) I 古向 10 3 灰黄白～灰黒
底 (34.6).

計測値

底 (11 0) 

計測値

灰黄白

胎土／焼成／色調
石材・素材等

にぶい黄橙

黒褐色

灰褐

橙

橙

灰白～淡橙

灰黄～灰橙

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

暗灰

遺物観察表

成形・整形の特徴

内外面に鉄釉。底部回転糸切り痕、無調整。底面に設置用
の円孔あり。

内外面に鉄釉。底部回転糸切り痕、無調整。底面に設置用
の円孔あり。

底部から口縁部に直線的に開く。底部回転糸切り痕、無調
整。

内耳鍋の胴部破片を円形状に打ち欠いたもの。

底部平底。内耳1個残存。 外面に煤付着、黒色化。

出し入れ口部底面につく突出部分の破片。直径20程の盤を
半裁した大きさで、 縁部の高さは3.8で、僅かに外傾しな
がら直立する。内外面に回転撫で痕。内外面被熱、まだら
に黒色化。

成形・整形の特徴

口縁部がくの字に折れて突出。外面撫で。口唇部と内面研
磨・光沢。口唇部に敲打痕と擦れ。体部内面と底部内外面
荒れ・劣化・剥落。底部外縁擦れ顕著。

軒丸瓦の一部が剥落したもの。軒丸部は巴紋。

成形・整形の特徴

焼成良好、硬質。内面に縦位の櫛歯状沈線。内面摩耗顕著。

内而に刷毛目横撫で痕、外面に刷毛目縦位撫で痕。

口縁部折り返し。

内外面に薄く鉄釉、光沢あり。内面に粘土帯接合痕、指押
さえ痕、撫で等の痕跡が残る。5と同個体。

4と同個体。

口縁部が大きく開き、口唇部内面に稜を持つ。内外面回転
撫で。外面燻し、黒色化。

内外面燻し、内面灰色化、外面黒色化。外面煤付着。

成形・整形の特徴

口縁部大きく外反。口唇部輪花。釉に貰入入る。

備考

備考

中世か。

備考

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

備考

中世。

くすんだ淡橙白 1形不明瞭。内外面に長石釉か。貝入入る。

計測値

口 8.8 
高 5.2 

底 3.4 

底 (11 O) 

計測値

計測値

口 5.6 
高 4.2 

底 3.4 

ロ 6.8 高 3.2 
底 2.5 

口 7.2 
高 5.3 

底 3.6 

口 (9.8) 
高 4.2 

底 (4.0) 

口 (3.3) 
晶 18.8 

底 (5. 7) 

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白

白灰

橙

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

灰黄白～淡橙

胎土／焼成／色調
石材・素材等

灰白

白

白

灰白

黄白

成形・整形の特徴 備考

外面に菊花文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線内に
五弁花。

外面に飴釉、内面無釉。腰下厚手の作り。

内外面に鉄泥。釉に光沢なし。口縁部内面の段消失。

成形・整形の特徴 備考

体部外面と底部回転箆削り。外面下位まで灰釉。内面下位 1中世。
まで灰釉刷毛塗り。

成形・整形の特徴 備考

口縁部外反。高台蛇の目様。外面に横縞文、内面無文。

LI縁部外面に呉須帯、内面無文。口縁部以下の内面全体に
赤茶色の付着物。付着物の大半は失われてその痕跡のみ。
赤鈷と言うには赤色が強すぎる。

外面に格子文、内面無文。内外面に弱い貫入入る。

外面に染付、内面無文。

薄手のつくりで、口縁部に小さく注ぎ口が付く。注ぎ口の
左手体部に鉄絵で椿を描き、花を白土、葉を緑色の釉で表
現。外面全体と口縁部内面に透明釉。細かな貰入入る。内
面と底部無釉。
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種

第78図
6 制作地不詳
陶器徳利

第78図
7 在地系土器
皿

第78図
8 在地系土器
皿

第78図
， 在地系土器
焙烙

第78図 10 常滑陶器甕

在地系土器
第78図 11 

置き術

III区24号土坑

挿図 INo.1種類器種

出士位置

残存率

胴部下半

2/3 

3/4 

口縁部片

口縁部片

破片

出土位置

残存率

第79図 1 1 |]『胃塁器染I1/6 
lil区27号士坑

挿図 No. 種類器種
出土位置

残存率

第79図 1 銅製品銭貨 ほぼ完形

第79図 2 古銭

皿区30号土坑

□ 
挿図!No.I種類器種 出土位置

残存率

第79図 I1J竺：士器|3/4

III区32号土坑

□言／III区35号土坑
Iロニ三亡塁

III区36号土坑

挿図 INo. I種類器種 出土位置

残存率

第79図|l|常滑陶器甕1胴部片
III区47号士坑

挿図 No. 種類器種
出土位置
残 存 率

第79図
］ 円盤形加工
品

完形

第79図 2 瓦軒平瓦 破片

第79囮
3 在地系土器
火鉢か

口縁部片

第79図
4 在地系士器
植木鉢

破片

III区l号井戸

挿図 No. 種類器種
出士位置

残存率

第79図
I 在地系士器
内耳鍋

口縁部片

第79図 2 常滑陶器甕 胴部片

第79図 3 石製品砥石 2/3 

126 

計測値

底 6.8 

口 10.0 
高

底 6.0 

口 9.8 尚． 
底 6.2 

計測値

江I汀
計測値

縦 2 518 厚
横 2.484 菫

縦 2.402 厚
横 重

計測値

2. I 

2.0 

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

黄白

橙

橙

白橙

褐灰

赤橙～褐灰

胎土／焼成／色調
石材・素材等

4.4 I灰白

0.174 
1.99 

0.152 
0. 79 

胎土／焼成／色調

石材・素材等

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

闊（；］）属I3, |白

計測値
胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

闊ね[|高I16.1 Iにぶい褐色

計測値
胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

閾汀悶I高I4. s I灰黄白

計測値
胎土／焼成／色調
石材・素材等

閾：~ I叫4.4 白灰

計測値
胎上／焼成／色調

石材・ 素材等

暗灰

計測値
胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

横 4.1 
厚 I. 5 

縦 4.1 

厚 2.1 灰

灰褐～灰

高 12.7 黒灰

計測値
胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

にぶい橙

橙～灰褐

長 (5.6) 厚 I. 7 
砥沢石

幅 1.8 重 27.1 

成形・整形の特徴

底部回転箆削り。外面に透明釉。細かな貰入入る。底面に
「本町井筒屋」の文字と屋号「枡形内に舛」を墓書。

腰が丸く、 口縁部は直線的に開く。焼成良好。底部内面指

撫で、外面回転糸切り無調整。

腰が丸く、 口縁部外反。焼成良好。底部内面指撫で、外面

回転糸切り無調整。

底部丸底。

口縁部くの字状。

出し入れ口部底面につく突出部分の破片。直径20程の盤を
半裁した大きさで、縁部の高さは3で、外傾しながら立ち
上がる。内外面に回転撫で痕。

成形 ・整形の特徴

外面染付、内面無文。

成形 ・整形の特徴

皇000、錆化が著しく、文字不明瞭。外縁 ・文字 ・郭と
も彫深く明瞭だが一部錆に招われ識別困難。裏面は平坦で

不明瞭。

成形 ・整形の特徴

外面草花文、内面無文。

成形 ・整形の特徴

口縁部が内湾しながら短く開き、内面に低い小さな内耳が

備考

中世。

備考

備考

備考

備考

付く。内耳1個残存。内面と口縁部回転横撫で。体部外面 I中世。
粗い研磨。

成形 ・整形の特徴 備考

見込み内欠損。内面及び外面腰下まで鉄釉。

成形 ・整形の特徴 | 備考
焼成不良。 口縁部外面に笹文、内面無文。晶台内外面に灰I
釉がめくれて割れている。

成形・整形の特徴 備考

内面に指頭痕。 中世。

成形・整形の特徴 備考

常滑陶器甕の破片を円形状に加工したもの。

表面に斜行撫で。裏面に斜格子の叩き目痕。側面2面とも
軽い研磨。

瓦質。口唇部内面に突出。口縁部外面に菊花文の型押し有

り。

瓦質。輪花型の型押造り。高さ2.7の脚が付く。口縁部外
面に菊花の型押し文が巡る。口唇部と体部内外面研磨光沢。
底部内面に斜格子状の研磨文様有り。

成形 ・整形の特徴 備考

口縁部内面が内湾。焼成良好。 中世。

外面入念撫で、軽い研磨。器面荒れ顕著。内面粗い研磨。
中世。

煤付着、黒色化。

研面は4面認められる。それぞれの研面は、ほぼ平坦な形
態である。下部欠損。



]]]只2号＃ 戸

挿図 No. 種類器種

第80図
I 在地系士器
片口鉢

第80図 2 在地系土器
焙烙

第80図 3 常滑陶器甕

III区3号井戸

挿図 INo.1種類器種

出土位置
残存率

1/6 

口縁部片

胴部片

出土位置
残存率

::::I : I：は：：；［］：：片
IlI区2号溝

挿図 INo. I種類器種 出土位置
残存率

第80図 11 1銅製品銭貨I一部欠損

III区3号溝

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第80図
］ 瀬戸・美浪
磁器碗

1/3 

瀬戸・美浪
第80図 2 陶器志野丸 腰下1/4

皿

第80図 3 石製品砥石 2/3 

Ill区4号溝

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第80図
I 肥前磁器染
付丸碗

口縁部片

第80図
2 肥前磁器染
付猪口

1/2 

瀬戸・美濃
第80図 3 陶器天目茶 腰下1/3

碗

第80図 4 円盤形加工
品

完形

第80図 5 円盤形加工
品

完形

第80図 6 円盤形加工
品

完形

第80図 7 円盤形加工
品

完形

第80図 8 円盤形加工
品

完形

第80図 9 渥美陶器甕 頸部片

第8]図 10 常滑陶器甕 胴部片

第81図 11 渥美陶器甕 胴部片

第81図 12 常滑陶器甕 胴部片

第80図 13 常滑陶器甕 胴部片

第81図 14 常滑陶器甕 胴部片

第8]図 15 常滑陶器甕 胴部片

第8]図 16 
在地系土器

胴部片
片口鉢

第8]図 17 
在地系土器

1/3 
皿

第81図 18 
在地系土器

1/3 
おろし皿

第81図 19 
在地系土器

口縁部片
焙烙

第81図 20 
在地系士器

底部片
片口鉢

第81図 21 
在地系士器

口縁部片
内耳鍋

第81図 22 
在地系士器

口縁部片
不詳

第81図 23 
円盤形加工

完形
品

計測値

口 (29.0) 
晶 (10.5) 

底 (11.6) 

計測値

計測値

罰冒62
計測値

口 (8. 4) 
品 4.4 

底 (4. 0) 

長 (12.0) 厚 (5.1) 
幅 4.0 重 428.3 

計測値

ロ(8.8) 

口 (7. 4) 
晶 5.4 

底 4.4 

口 5.8 
高 1. 2 

底 5.7 

口 5.2 
高 1.6 

底 5.2 

口 5.0 
高 I. 3 

底 4.8 

口 4.4 
高 I. 2 

底 4.3 

口 4.9 
高 1.0 

底 4.6 

底 (5.0) 

口 (12. 7) 
高 3.0 

底 (7.0) 

ロ (28.0) 

口 3.8 
尚 0.6 

底 3.3 

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白灰

赤褐～灰褐

褐灰

胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

灰白

褐灰

胎上／焼成／色調
石材 ・素材等

胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

白

灰黄白

砥沢石

胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

白

白

灰白

灰白

淡黄

灰白

黒灰

赤橙～黒灰

暗灰

暗灰

暗灰

白灰

褐灰

暗灰～灰褐

褐灰

灰オリーブ

浅黄橙

白灰

白灰～黒灰

灰白

白灰

にぶい黄橙

褐～にぶい橙

遺物観察表

成形・整形の特徴 備考

口縁部が弱く外傾。口唇部に浅い凹線が巡る。内外面燻し、
中世。

黒色化。体部下半内面に数条の縦位すり目。

厚手の作り。口縁部内湾しながら開く。内面横撫で。外面
燻し、黒色化。

外面に鉄釉。内面撫で、指押さえ。 中世。

成形・整形の特徴 備考

外面素地に印刻文。釉は淡水色。内面に釉流れる。二次被熱。 1中世。

口縁部が折り返し状に外反。 中世。

成形・整形の特徴

永楽通賓。表面は外縁・文字・郭とも彫深く明瞭、裏面も
彫深く外縁・郭とも明瞭。賓の左外縁は劣化破損する。

成形・整形の特徴

外面に銅板転写による染付、内面無文。

内外面に長石釉。貫入入る。

正面は、研ぎ減りによってやや内湾した形態である。左右
側面には櫛歯タガネ痕が僅かに残り、部分的な研ぎ部が認
められる。裏面も部分的な研ぎ部が認められる。下部欠損。

成形・整形の特徴

外面に花等のコンニャク判。内面無文。

外面に草花文様。内面無文。高台内に1董圏線。

高台欠損。内面と外面腰下まで鉄釉。禾目。

中世古瀬戸平碗の底部を円形状に加工したもの。

瀬戸・美濃陶器飴釉碗の底部を円形状に加工したもの。

瀬戸・美濃陶器鉄釉碗の底部を円形状に加工したもの。

常滑陶器甕の胴部破片を円形状に加工したもの。

常滑陶器甕の胴部破片を円形状に加工したもの。

外面に叩き目。口頸部内而に軽い研磨。

内外面に軽い研磨。

外面に格子状の叩き目。内面に自然釉

外面に錆釉、内面に自然釉。

外面に自然釉、内面に指押さえ痕。

外面に錆釉、内面に自然釉。内面に指押さえ痕。

外面撫で、内面指押さえ痕。

内面に縦すり目。

底部内外面撫で。

片口が付く。内面箆によるおろし目。内外面燻し、黒色化。
外面と底面箆撫で。

口縁部外傾。口唇部内面に凹線。外面黒色化。

内面下位使用により摩滅。底部回転糸切り後、無調整。

内外面燻し、黒色化。内面口縁部下位に浅い沈線。

内外面妍し、黒色化。口縁部外面に軽い研磨。

焙烙の底部片を円形状に加工したもの。

備考

備考

近現代。

備考

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世か。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第8]図 24 
在地系士器

破片
焙烙

第81因 25 
在地系士器

破片
焙烙

第81図 26 
在地系士器

底部片
焙烙

第81図 27 羽口 先端部1/2

第8]図 28 石製品砥石 不明

III区2号ピッ ト

第三［屋：‘|口縁部片

III区6号ピット

挿因INo. I種類器種 悶讐塁
第82図 1 1 1二屈口`ロ―
竺也系土器1口縁部片

II1区1号礎石

挿図 No. 種類器種
出士位置
残存率

瀬戸・美浪
第82図 1 陶器灯明受 1/3 

皿

瀬戸 ・美濃
第82図 2 陶器鉄釉袴 口縁部片

腰形香炉

III区2号礎石

挿偲 No. 種類器種
出土位置
残存率

第82医 l 肥前磁器碗 破片

第82図
2 肥前磁器猪
口

1/4 

第82図
3 肥前磁器筒
形湯呑

1/3 

第82図
4 肥前磁器染
付重か鉢

1/2 

第82図
5 肥前磁器染
付広東碗蓋

1/2 

第82図
6 肥前磁器広
東碗

底部2/3

第82図
7 肥前磁器染
付皿

1/4 

第82図
瀬戸・美濃
8 陶器縁釉皿

口縁部片

瀬戸・美濃
第82腐 9 陶器灰釉梅 2/3 

文皿

瀬戸・美濃
第82図 IO 陶器錆釉灯 1/2 

明油皿

第82図 11 常滑陶器甕 胴部片

第82図 12 常滑陶器甕 胴部片

第83図 13 
在地系土器

口縁部片
焙烙

第83図 14 
在地系土器

口縁部片
焙烙

第83図 15 
在地系士器

底部片
植木鉢

第83図 16 
石製品石製

完形
品

第83図 17 
石製品石製

不明
品
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計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
石材 ・素材等

白灰～黒灰 内耳1個残存。外面煤付着、黒色化。

白灰～黒灰 口縁部外傾。外面煤付着、黒色化。

にぶい黄橙 底部内面に刻印あり。屋号か。

外
(6.6) 
内
(2. 3) にぶい橙 先端部に炉内の融解物付着。羽口胎土赤変。

径 径

研面と考えられる作出面が6面認められる。正面の研面は
長 (8.0) 厚 (5. 9) 

粗粒輝石安山岩
やや内湾した形態であるが、他の研面はほぼ平坦である。

幅 (6. 9) 軍 282.3 左側面には刃慣らし傷と考えられる痕跡が集中する。上下
面欠損。

ロIcs. 2) 灰白 口縁部内面から外面に灰釉、貨入入る。

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴
石材・素材等

備考

底 (18.0) 明赤褐 使用により内面平滑。

ロ(41.8)高 10 4灰白～黒灰 口唇部と内面研磨により光沢を帯びる。
底 (32.8). 

計測値
胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

成形 ・整形の特徴 備考

口 (9.8) 
高 2.1 淡黄

2号礎石出土破片と接合。内外面に錆釉、外面口縁部以下

底 4.2 の釉拭う。外面腰に菫焼痕。

口 (14.0) 灰白
口縁部内面から外面腰まで鉄釉。欠け口の一部、外面腰の
稜、口唇部内外面稜に強く粗い擦れ痕あり。

計測値
胎士／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考
石材 ・素材等

口 (7.0) 
高 3.5 白 外面に染付。内面無文。

底 (2. 7) 

口 (7.6) 
高 5.8 白灰 外面に染付。内面無文。

底 (5.6) 

口 (7.6) 
高 5.4 灰臼

外面に染付。口縁部内面に2重圏線、見込みに1菫圏線。内

底 (3.8) 外面に貰入入る。

口 7.3 
高 2.7 灰臼 外面型紙摺。内面無文。重ね部のみ無釉。 近現代。

底 6.6 

口 (9.8) 
高 2.7 白 外面染付。口縁部内面に2重圏線、見込み］重圏線内に鷲か。

底 5.0 

底 5.9 白 外面に染付。内面見込み1重圏線内に不明文様。

口 (13.0) 
高 4.0 灰白 内面に吉祥文様、外面に唐草文。

底 (7.0) 

淡黄 口縁部弱く外折れ。口縁部先端内外面に灰釉。 中世。

底 5.0 灰白 底部内面呉須による型紙摺。貫入入る。

口 9.8 
底 4.0 

高 2.2 灰オリーブ 内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。見込みに重焼痕。

灰褐 内外面に撫で。

赤褐 外面に粗い研磨。

淡橙～黒灰 内耳が付く。口縁部直立ぎみ。底部平底。

ロ(40 0) 高 3.4 橙 口縁部直立。

灰 瓦質で硬質。底部に低い脚が付く。

淵斗状の孔が認められ、上端部径約5cm、底部径約lcm、深
長 7.2 高 5.1 

粗粒輝石安山岩
さ約1.5cmを測る。孔は滑らかな曲面で構成される。上面

幅 8.5 重 199.5 には全体的に磨りが認められる。整った矩形を呈しており、
何らかのエ具により整形されたものと考えられる。

袋状の孔が認められ、上端部径約4cm、底部径約1.5cm、深
長 (18 I) 高 (9.8) 

粗粒輝石安山岩
さ約2cmを測る。孔の底部には細かな凹凸が認められるが、

幅 (13.6) 重 2542.6 孔のそれ以外の箇所は滑らかな曲面で構成される。正面は
比較的滑らかな平tB面である。



遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

漏斗状の孔が認められ、上端部径約7.5cm、底部径約2cm、

第83図 18 
石製品石製

4/5 
長 20.4 晶 9.2 

粗粒輝石安山岩
深さ約3cmを測る。孔の底部は滑らかな北面であるが、孔

品 幅 (19 8) 重 3060 5 のそれ以外の箇所は細かな凹凸が認められる。正面には平
ノミ状のエ具痕が残る。

孔が2つ認められる。正面の孔はコップ状であり上端部径
約10cm、底部径約5cm、深さ約8cmを測る。孔の底部には細

石製品石製 長 23.6 高 14.6 
かな凹凸が認められるが、孔のそれ以外の箇所は滑らかな

第83図 19 完形 粗粒輝石安山岩 曲面で構成される。孔の側面部に断面U字形の線状痕があ
品 幅 19.2 重 2992.9 

り、線状痕は底面に対して垂直方向に観察される。左側面
の孔は断面V字形であり、平ノミ状工具によりものと考え
られる。

m区4号礎石
挿図 No. 種類器種

出士位置
計測値

胎士／焼成／色調
成形・整形の特徴 備考

残存率 石材・素材等

第84図 1 肥前磁器丸 体部上半欠損 口
(9. 2) 
高 5.8 白

外而に星梅鉢文。口縁部内面に2重圏線、見込み1菫圏線内
碗 底 3.6 に五弁花コンニャク判か。

第84図 2 肥前磁器筒 2/3 
口 6. 7 

晶 5.1 白
1号遺物集中出土破片と接合。外面に菊花文染付。口縁部

形湯呑 底 3.6 内面に2菫園線、見込み1重圏線内に崩れた五弁花。

瀬戸・美濃
口 10.0 

第84図 3 陶器錆釉灯 一部欠損 高 I 9 灰 内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。見込みに重焼痕。

明油皿
底 4.2 

第84図 4 在地系土器
焙烙

口縁部片 高 4.9 灰白 内外面燻し、 黒色化。口縁部外傾。底部平底。

m区6号礎石
挿図 No. 種類器種

出上位置
計測値

胎土／焼成／色調
成形・整形の特徴 備考

残存率 石材・素材等

第84図 1 肥前磁器小 3/4 
口 8.0 

古回 3.4 白
外面に染付。口縁部内面に2項圏線、見込みl重圏線内に花 ]遺物集中15

広東碗 底 3.2 文か。 と揃い。

第84図 2 肥前磁器丸 完形
口 8 2 

高 3.8 灰白 外面に梅樹文染付、内面無文。粗い貫入入る。
碗 底 3.9 

第84図 3 肥前磁器丸 完形
口 8.2 

高 4.5 灰白
1号追物集中出土破片と接合。外面に簡略化した雪輪梅樹

碗 底 3.4 文、内面無文。高台内の不明文様。

第84図 4 肥前磁器広 一部欠損 ロ 9,6 高 2.5 白
1号迫物集中出土破片と接合。外面に3重鋸歯文様、つまみ ］遺物集中・ 1

東碗蓋 底 5.2 内に寿か。口縁部内面に2重圏線、見込み1籠圏線内に花文。~ 6は揃い。

第84屈 5 円盤形加工 完形
口 5.1 

晶 1. 4 灰白 瀬戸・美濃陶器腰鈷湯呑の底部を円形状に加工したもの。
品 底 4.8 

第84図 6 瀬戸・美濃
陶器大鉢

口縁部片 ロ (29.0) 黄灰白 口縁部縁折れ状。口唇部に広く平坦面。内外面に灰釉。

第84図 7 在地系土器
焙烙

口縁部片 口 (38 2) 赤橙～黄橙 口縁部内傾、底部丸底。外面に煤付着、黒色化。

第84図 8 常滑陶器甕 胴部片 黒灰 内外面に錆釉。内而に指押さえ痕。

第84図
， 在地系士器

3/4 
口 10.4 

高 2.3 にぶい橙
1号追物集中出土破片と接合。底部から直線的に開き、ロ

皿 底 6 6 縁部内折、見込みに指撫で、底部回転糸切り後、無調整。

第85図 10 
在地系士器

1/5 
口 (39.6) 一尚9 5.5 白黄橙 体部やや内湾しながら開く。内耳1個残存。

焙烙 底 (37.0) 

在地系土器 口 40.0 
1号遺物集中出土破片と接合。低部から直線的に開く。内

第85図 11 1/2 晶 5.5 灰白 耳2個残存。内外面燻し、黒色化。外面に煤付着。底部縁
焙烙 底 36.0 

寄りに焼成後の小円孔が1個あり。補修孔か。

第85図 12 瓦平瓦 破片 灰橙 酸化焼成。1枚成形。前端部面取り1面。表裏面かるい撫で。中世か。

III区7号礎石

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

第85図 l 肥前磁器碗 底部1/3 底 (4.0) 白 外面染付。見込み2甫圏線内に花文か。

第85図 2肥前磁器深 1/3 
口 (12 8) 

高 4.3 灰白 内面に染付、外面に蛇唐草文。
皿 底 (7.0) 

瀬戸・美濃
第85図 3 陶器灰釉端 口縁部片 灰白 口縁部端反り。内外面に灰釉、貫入入る。 大窯か。

反皿

第85図
瀬戸・美濃

1/4 
口 (13 1) 

高 3.6 淡黄 体部内外面と見込みに染付。員入入る。4 陶器染付皿 底 6.2 

第85図
瀬戸・美濃

底部 底 6.0 灰黄白
見込みに花文染付。尚台部を打ち欠いている。底部を円形

5 陶器染付皿 状に加工したものか？

第85図 6 在地系士器 底部 底 6.5 にぶい橙
底部を円形状に加工したものか？見込みに指撫で、底部回

皿 転糸切り後、無調整。輔輔左回転。

7 石製品火打 長 5.3 高 2.3 
稜線上に連続する潰れが認められる。左側面の一部、上面、

第85図 完形 石英 下面及び裏面は自然面で段われており、その形状から小形
石 幅 2.6 菫 31.8 

の亜円礫を利用していることが分かる。

III区 l号配石

挿図．INo.I種類器種 出土位置

第85図 11,ロロニ口 計測値
胎土／焼成／色調 I

成形・整形の特徴 | 備考
石材・素材等

口
；：］高 1.9 灰白 I瀬戸 ・美浪陶器腰錆碗の底部を円形状に加工したもの。

底

第85図I2 I閲盤形加工I完形 ロ
：：｝ 高 2.1 淡黄 肥前陶器呉器手碗の底部を円形状に加工したもの。

底
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退物観察表

挿図 No. 種類器種
出士位置
残存率

第85図
瀬戸・美浪
3 陶器揺り鉢 1/4 

第85図 4 常滑陶器片
口鉢

口縁部片

第86図 5 在地系土器
焙烙

1/4 

第86図 6 在地系土器
焙烙

口縁部片

III区2号配石

第86図I1 |gt$系士器i底部］／2

III区1号遺物集中

挿図 No. 種類器種
出土位置
残存率

第86図 1 肥即磁器広
東碗蓋

ほぼ完形

第86図 2 肥前磁器広
東碗蓋

ほぼ完形

第86図 3 肥前磁器広
東碗蓋

1/2 

第86図 4 肥前磁器広
東碗蓋

1/2 

第86医 5 肥前磁器広
東碗蓋

1/2 

第86図 6 肥前磁器広
東碗蓋

1/3 

第86図 7 肥前磁器染
付坪

2/3 

第86図 8 肥前磁器坪 1/3 

第86図 ，肥前磁器丸
碗

1/2 

第86図 10 
肥前磁器丸

一部欠損
碗

第86図 11 
肥前磁器丸

1/2 
碗

第86図 12 
肥前磁器丸

1/2 
碗

第86図 13 
肥前磁器丸

1/3 
碗

第86図 14 
肥月l」磁器丸

1/3 
碗

第86図 15 
肥前磁器小

1/2 
広東碗

第86図 16 
肥前磁器小

一部欠損
広東碗

第86図 17 
瀬戸・美浪

1/2 
磁器端反碗

第87図 18 
肥前磁器丸

2/3 
碗

第87図 19 
肥前磁器丸

2/3 
碗

第87図 20 
肥前磁器丸

1/2 
碗

第87図 21 
肥前磁器丸

3/4 
碗

第87区 22 
肥前磁器丸

1/3 
碗

第87図 23 
肥前磁器丸

1/4 
碗

第87図 24 
肥前磁器丸

1/2 
碗

第87図 25 
肥前磁器丸

一部欠損
碗

第87図 26 
肥前磁器丸

1/3 
碗

第87図 27 
肥前磁器丸

1/3 
碗

第87図 28 
肥前磁器筒

3/4 
形湯呑

第87図 29 
肥前磁器筒

ほぼ完形
形湯呑
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計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
石材・素材等

口 (35.2) 
高 14.1 灰黄白 内外面に錆釉。底部回転糸切り後、無調整。

底 (14 4) 

灰褐 口縁部外面横ナデ、内面軽い研磨。
常滑片口鉢二
類。中世。

口 (40.0) 
晶 10.0 白灰～黒

内外面燻し、黒色化。口唇部と内面研磨光沢。外面腰下箆
底 (33 0) 削り調整。

ロ (39.0) 白灰 内而に軽い研磨。外面煤付店、黒色化。

底IC6. 4) 灰 瓦質で硬質。内面研磨光沢。底面に明瞭な糸切り痕。

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
石材・素材等

口 9. 1 
吉1口1 2.5 白

外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面 6礎石4• 1~ 
底 4.6 に2重圏線、見込み］重圏線内に花文。 6は揃い。

口 9.3 
高 2.8 白

外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面 6礎石4• I~ 
底 5.0 に2重圏線、見込み］重圏線内に花文。 6は揃い。

口 9.3 
高 2.7 白

外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面 6礎石4• I~ 
底 4.9 に2里圏線、見込み1重圏線内に花文。 6は揃い。

口 9.1 
高 2.6 白

外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面 6礎石4• I~ 
底 5.0 に2重圏線、見込み1里圏線内に花文。 6は揃い。

口 (9.2) 
高 2. 7 白

外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面 6礎石4• I~ 
底 (5. 0) に2重圏線、見込み1重圏線内に花文。 6は揃い。

口 (9. 0) 
晶 2.5 白

外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面 6礎石4• 1~ 
底 (5. 0) に2重圏線、見込み1重圏線内に花文。 6は揃い。

ロ 7.2 
内面に牡丹と唐草の図案を対向する位置に配置。外面無文。

高 3.0 白 焼継あり。高台内に焼継溶液で「せら田（せらだ）」、外面腰
底 2.2 

部に「志ミ寿や（しみずや）」と記載。

口 (7.6) 
高 3.0 白 内面七宝文染付。外面無文。

底 2.7 

口 (8. 3) 
高 3.9 灰白 外面に絣文染付。内面無文。 13・14と揃い。

底 2.9 

ロ 7.2 高 3.4 灰白 外面に笹文染付。内面無文。
底 2.6 

口 7.6 
高 3.5 白 外面に笹文染付。内面無文。

底 2.8 

口 7.8 
晶 3.2 白 外面に絣文染付。内面無文。

底 3.2 

底 2.8 灰臼 外面に絣文染付。内面無文。 9・14と揃い。

口 (8.0) 
高 3.8 灰白 外面に絣文染付。内面無文。 9・13揃い。

底 2.9 

口 8.0 
高 2.5 白

外面に染付。口縁部内面に2項圏線、見込み1重圏線内に花 6礎石lと揃
底 2.8 文か。 し‘o

ロ 7.8 高 4.2 白 外面に松と烏を染付。内面無文。
底 2.9 

口 8.0 
高 4.5 白 外面に海浜風景文染付、内面無文。

底 2.8 

口 8.6 
高 5.1 白

外面に笹竹文。口縁部内面に2重圏線、見込み］重圏線内に
底 3.5 不明文様。貫入入る。

口 (8. 4) 
晶 5.0 灰白

外面に笹竹文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重脚線内に
23と揃いか。

底 3.6 五弁花か。口縁部に焼成前の小孔あり。

口 (8.0) 
高 5.1 灰白

外面に草花文。口縁部内面に2重圏線、見込み］重圏線内に
21 ・22と揃い。

底 3.3 五弁花か。

口 8.4 
晶 4.9 灰白

外面に草花文。口縁部内面に2菫圏線、見込み1重梱線内に
20・22と揃い。

底 3.2 五弁花か。

口 (8. 4) 
晶 4.9 灰白 外面に草花文。口縁部内面に2重圏線、見込み］重圏線。 20・2]と揃い。

底 (3.2) 

口 (8. 7) 灰白 外面に笹竹文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線か。 19と揃いか。

口 8.0 
晶 5.4 白 外面に若松文。見込みに不明文様。

底 3.0 

ロ 8.4 高 4.8 灰白 外面に丸文4組。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線内
26と揃いか。

底 3.4 に省略文様。

口 (8. 4) —品·2-• 5.0 灰白
外面に丸文4組。口縁部内面に2勇圏線、見込みl重圏線内

25と揃いか。
底 3.6 に省略文様。

口 (8. 5) 
高 5.0 白

外面に3本の横帯文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏
底 (3. 2) 線内に不明文様。

口 6.6 
晶 5.0 白

外面に花と縦縞文、腰下に結び目文。口縁部内面に2重圏線、
底 3.0 見込み］重圏線内に丸文。

口 6.6 
高 4.6 白

外面に草花文3組。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線
30と揃いか。

底 3.5 内に五弁花か。



遺物観察表

挿図 No 種類器種
出上位置

計測値
胎上／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材・素材等

第87図 30 
肥前磁器筒

3/4 
口 6.8 

高 5.1 白
外面に草花文3組。口縁部内面に2重困線、見込みl重圏線

29と揃いか。形湯呑 底 3.4 内に五弁花か。貰入入る。

第87図 31 
肥前磁器筒

1/2 
口 (7. 4) 

高 5.3 白
外面に菊花と格子文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏

形湯呑 底 4.0 線内に不明文様。

第87図 32 
肥前磁器筒

3/4 
口 6 6 

高 5.0 白
外面に帆掛け舟3組。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏

形湯呑 底 3.9 線内に五弁花か。

第87図 33 
肥前磁器筒

1/2 口 (6.8) 白
外面に草花文3組。口縁部内面に2重圏線、見込みに圏線。

形湯呑 貰入入る。

第87図 34 
肥前磁器筒

1/4 口 (6.6) 白 口錆。外面中位鉄泥による横線。外面カキ目。形湯呑

第87図 35 
肥前磁器丸

1/3 
口 (8. 6) 

高 5.2 白 外面に矢羽根文。口縁部内面に2里圏線、見込み］重圏線。碗 底 (3. 5) 

第87図 36 
肥前磁器丸

1/2 
口 (8. 2) 

Iロ口］ 4.8 灰白
外面に矢羽根文。口縁部内面に2菫圏線、見込み1里圏線内

37と揃いか。碗 底 3.3 に不明文様。

第87図 37 
肥前磁器丸

1/3 
口 (8. 6) 

晶 4.9 灰白
外面に矢羽根文。口縁部内面に2重圏線、見込み1勇圏線内

36と揃いか。碗 底 (3. 4) に不明文様。

第88図 38 
肥前磁器丸

1/2 底 3.4 白 外面に染付。見込み］重圏線内に省略した五弁花か。碗

第88図 39 
肥前磁器丸

1/3 口 (9. 0) 白
外面に虫籠文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線。変

40と揃いか。碗 色あり、二次焼成か。

第88図 40 
肥前磁器丸

口縁部片 ロ(9. 3) 白 外面に虫籠文。口縁部内面に2重圏線、見込み］重圏線。 39と揃い。碗

第88図 41 
肥前磁器丸

ほぼ完形
口 8.8 

高 4.2 灰
焼成不良。外面に2種類のコンニャク盤を交互に3組配置。

碗 底 3. 7 内面無文。

第88図 42 
肥前磁器丸

ほぼ完形
口 8.5 

高 3.9 白灰 焼成不良。外面に梅樹文。内面無文。碗 底 3.6 

第88図 43 
肥前磁器丸

完形
口 9.0 

高 5.0 白灰
焼成不良。外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。高台

47と揃い。碗 底 3. 7 内に不明文様。

第88図 44 
肥前磁器丸

3/4 
口 (8. 4) 

高 4. I 白灰 焼成良好。外面に草花文、内面無文。碗 底 3.0 

第88図 45 
肥前磁器丸

3/4 
口 8.6 

高 4.4 灰白
外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。尚台内中央に丸

46・48と揃い。碗 底 3.5 い凹み。

第88図 46 
肥前磁器丸

1/2 
口 8.6 

高 4.3 灰白
外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。晶台内中央に丸

45・48と揃い。碗 底 3.5 い凹凸。

第88図 47 
肥前磁器丸

1/2 
口 8.5 

高 4. 7 灰
焼成不良。外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。高台

43と揃い。碗 底 3.4 内に凹みと不明文様。

第88図 48 
肥前磁器丸

1/3 
口 (8. 5) 

高 4.2 灰白 外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。 45・46と揃い。碗 底 (3.4) 

第88図 49 
肥前磁器丸

1/3 
口 (9.0) 

高 4.2 灰 外面に草花文。内面無文。碗 底 (4.0) 

第88図 50 
肥前磁器丸

1/4 
口 (10.0) 

Iロ口］ 5. I 灰 焼成不良。外面に雪輪梅樹文。内面無文。 43と揃いか。碗 底 (4. 2) 

第88図 51 
肥前磁器丸

1/3 底 4.0 灰白 外面に雪輪梅樹文。内面無文。。
53・54・55と揃

碗 いか

第88図 52 
肥前磁器丸

l/: ロ(8.8) 晶 4. 7 灰白 外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。晶台内に折れ松
43と揃い。碗 底 3.4 様の文様。

第88図 53 
肥前磁器丸

3/4 
口 9.9 

尚 5.2 灰白 外面に雪輪梅樹文。内面無文。高台内に「み」か。碗 底 4.0 

第88図 54 
肥前磁器丸

1/3 口 9.4 灰白 外面に雪輪梅樹文。碗

第88図 55 
肥前磁器丸

3/4 
口 (9.8) 

高 5.2 白 外面に雪輪梅樹文。内面無文。碗 底 3.5 

第88図 56 
肥前磁器端

3/4 
口 10.9 

高 5.8 白 外面に海浜風景。内面見込みに舟図。反碗 底 4.1 

第88図 57 
肥即磁器端

1/2 
口 (10 6) 

高 5.9 灰白 外面に松竹梅図。内面見込みに十字文様。 58と揃い。反碗 底 4.2 

第89図 58 
肥前磁器端

底部1/2 底 (4.0) 灰白 外面に松竹梅図。内面見込みに十字文様。 57と揃い。反碗

第89図 59 
肥前磁器丸

1/2 
口 (11.5) 

高 5.8 灰白
外面に丸文。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線内に石

61と揃いか。碗 底 4.4 弁花。

肥前磁器丸 口 (11.2) 外面に丸文。口縁部内面に2菫圏線、見込み1重圏線内に五
59 • 61と同文

第89図 60 1/3 高 5.5 白 だが色調が異碗 底 4.4 弁花。
なる。

第89図 61 
肥前磁器丸

底部2/3 底 4.6 白灰
外面に丸文。口縁部内面に2里圏線、見込み1重圏線内に五

59と揃いか。碗 弁花。

肥前磁器広 口 10.5 
外面に3重鋸歯文様を染付。口縁部内面に2重圏線、見込み

6礎石4• 1~ 第89図 62 
東碗

3/4 
底 5.7 

高 5 8 白 1重圏線内に花文。焼継あり。高台内に焼継溶剤で「せら田
6は揃い。

志ミ寿や（せらだ しみずや）」と記載。

肥前磁器広 口 (10.2) 
外面に3重鋸歯文様を染付。口縁部内面に2重圏線、見込み

6礎石4• I~ 第89図 63 
東碗

ほぼ完形
底 5.6 

高 5.8 白 1重圏線内に花文。焼継l箇所あり。口唇部7箇所に赤橙色
6は揃い。

の粘土様の付着物あり。焼継作業に伴うものか。

第89図 64 
肥前磁器広

1/2 
口 (10.2) 

高 5.8 白
外面に3重鋸歯文様を染付。口縁部内面に2重圏線、見込み 6礎石4• I~ 

東碗 底 5.6 ］重圏線内に花文。 6は揃い。

第89図 65 
肥前磁器広

1/3 
口 (10.3) 

高 5.6 白
外面に3重鋸歯文様を染付。口縁部内面に2重圏線、見込み 6礎石4• I~ 

東碗 底 5.8 1重圏線内に花文。 6は揃い。

131 
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挿区lNo. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存 率 石材・素材等

第89図 66 
肥前磁器広

1/4 
口 (10 1) 

高 5 9 白
外面に3重鋸歯文様を染付。口縁部内而に2瓜圏線、見込み 6礎石4• I~ 

東碗 底 (5. 6) 1直圏線内に花文。 6は揃し ‘o

第89図 67 
肥前磁器広

3/4 
口 11.0 

高 6.1 白
外面に縦格子文、翡台外面に2重圏線。口緑部内面に2重圏

68と揃い。
東碗 底 6.4 線、見込みl重圏線内に変形した寿。

第89図 68 
肥前磁器広

ほぼ完形
口 10.9 

高 6.3 白
外面に縦格子文、科台外面に2重圏線。口縁部内面に2重圏

67と揃い。
東碗 底 6.5 線、見込み］重圏線内に変形した寿。

第90醤 69 
肥前磁器広

1/4 
口 (I I 2) 

高 6.2 白
外面に草花文染付。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線

東碗 底 (6.6) ないに不明文様。貫入入る。

第90図 70 
肥前磁器広

1/3 
口 (10.8) 

高 5.6 灰白
外面に七宝文か。口縁部内面に2重圏線、見込みl重圏線内

東碗 底 (6.0) に不明文様。

第90図 71 
肥前磁器広

1/4 
口 (9.8) 

高 5.5 白
外面に仙芝文染付。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線

東碗 底 (5.6) 内に不明文様。

第90図 72 
肥前磁器広

底部3/4 底 6.0 白
見込み］里圏線内に不明文様。釉は青色が強く、高台に菫

東碗 焼時の付着物が残る。貞入入る。

第90図 73 
肥前磁器染

1/4 
口 (13.1) 

1ロ口J 3.0 灰
内面に菊唐草文。見込み蛇の目釉剥ぎ。晶台と見込みに重

付皿 底 (6.8) 焼痕。

第90図 74 
肥前磁器染

1/2 
口 (13.3) 

Iロal 4.4 灰
輪花口縁。体部内面に染付、見込みに2重圏線。外面に蛇

付皿 底 (7.6) 唐草文。

第90図 75 
肥前磁器染

1/4 口 (13 8) 灰
輪花口縁。体部内面に染付、見込みに2里圏線。外面に蛇

付皿 唐草文。

第90図 76 
肥前磁器染

1/2 
口 (14.3) 

高 3 6 白
蛇の目凹型高台。口錆が付く。体部内面に染付、見込み2

近代。
付皿 底 7.0 重圏線内に松竹梅の型印刻文。体部に焼継ぎあり。

第90図 77 
肥前磁器染

3/4 
口 14.6 

高 3 9 白
蛇の目凹型晶台。内面に一連の風景を染付、外面に蛇唐草

付皿 底 10.2 文。

第90図 78 
肥即磁器染

底部片 白
Jlilの底部破片。内面に松竹梅染付。尚台内「富貨長春」銘、

付皿 円錐ピン痕4箇所。

第90回 79 
肥前磁器猪

完形
口 6.9 

高 5.7 白 外面に斜格子文と絣文を染付。内面無文。
口 底 4.6 

第90図 80 
肥前磁器猪

2/3 
口 7. I 

高 5.3 白 外面全体にに斜格子文染付。 81 ・82と揃い。
口 底 4.5 

第90図 81 
肥前磁器猪

2/3 
口 6.8 

尚 5.8 白 外面下半に斜格子文染付。 80・82と揃い。
口 底 4.3 

第90図 82 
肥前磁器猪

1/2 
口 (6.9) 

Iロ口l 6.0 白 外面下半に斜格子文染付。 80・81と揃い。
口 底 (4. 4) 

第91図 83 
肥前磁器猪

1/3 
口 (7. 2) 

I戸aJ 5.6 白 口錆。体部外面に舟文染付。
ロ 底 (4.8) 

第91図 84 
肥前磁器猪

1/4 
口 (7. I) 

高 5.8 白 外面に染付。
口 底 (4. 2) 

第9]図 85 
肥前磁器猪

1/4 
口 (8.8) 

高 5.9 白
蛇の目凹型高台。外面に松文染付。口縁部内面に菱形装飾

口 底 (6.0) 帯、見込み1重園線内に不明文様。

第91図 86 磁器仏飯具 一部欠損 ロ 7.8 高 6.0 灰白 体部外面に簡略化した龍文。脚底部蛇の目。
底 4.6 

肥前磁器水
上面に型押しの印刻文様。底部内外面に布痕が残る。左手

第91図 87 
滴

1/2 幅 6.8 高 2.6 灰白 前角に注ぎ口。外面全体に灰釉、上面の一部に藍色の釉を

掛けるが、図の右手側面は一部無釉となっている。

第91図 88 
肥前磁器染

底部1/2 底 7.0 灰
焼成不良。外面に染付、内面無釉。晶台の作り粗雑、砂付

付小瓶 着。内面に褐色の錯状付着物。

第91図 89 
肥前磁器染

胴部下半～底部 底 5.3 灰白
体部球形。外面に染付、内面無釉。底部内面の中央に釉垂

付小瓶 れ落ち微屈。

第91図 90 
瀬戸・美浪

1/2 
口 5.8 

高 3.1 黄灰白 内面と外面腰下まで灰釉、貰入入る。
陶器小碗 底 2.8 

第91図 91 
瀬戸・美濃

2/3 
口 6.0 

高 3.8 白灰 内面と外面腰下まで灰釉、貫入入る。畳付が二重。
陶器小碗 底 2.9 

只・信楽系

第91図 92 
陶器灰釉汁

胴部1/2
口 (4. 7) 

高 3.8 灰白
把手欠損。内面と外面腰まで灰釉、貰入入る。口縁端部上

次かカンテ 底 (4. 5) 面無釉。

ラ

第91図 93 
古瀬戸灰釉

胴部片 淡苗 内面と外面腰まで灰釉。 中世。
平碗か

第91図 94 
京・信楽系

1/2 
口 9.2 

高 5.2 灰白 内面と外面腰まで灰釉、貫入入る。
陶器灰釉碗 底 3.4 

第91図 95 
瀬戸陶器鎧

2/3 
口 (8. 4) 

高 5.8 灰白
内面胴緑釉、外面飴釉。外面回転施文具による施文。内外

茶碗 底 3.4 面に貰入入る。

瀬戸・美濃
口 (8. 8) 

第91図 96 陶器腰錆茶 1/3 
底 3.8 

尚 6.1 黄灰白 内面と口縁部外面に灰釉、以下に錆釉。灰釉に貫入入る。

碗

瀬戸・美浪
口 8.7 内面と外面腰まで鉄釉。口唇ほつれ部が黒色化。灰落とし、

第91図 97 陶器鉄釉丸 2/3 高 5.4 披灰白
碗

底 (3. 4) 火入れ等に転用か。

瀬戸・美濃
第91図 98 陶器腰錆茶 1/3 口 (9.0) 灰 内面と口縁部外面に灰釉、以下に錆釉。灰釉に貰入入る。

碗

第9]図 99 
瀬戸・美濃

口縁部片 ロ(14.0) 灰 内外面に灰釉、貫入入る。
陶器灰釉碗
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎士／焼成／色調

残存率 石材・素材等
成形・整形の特徴 備考

瀬戸・美膿
第92図 JOO陶器灰釉火 底部片 底 (5.5) 灰白 外面腰まで灰釉、内面無釉。貫入入る。高台内に「巳口」墨書。

入れか

瀬戸・美濃
口 (9.6)第92図 101陶器飴釉筒 1/3 高 6.1 淡黄

口縁部内面から外面腰まで飴釉。口縁端部外面敲打痕顕著。

形香炉
底 6.8 灰落とし、火入れ等に使用か。

瀬戸・美濃
口(IO.O)第92図 10 2陶器飴釉筒 1/3 高 6.2 にぶい橙黄橙

口唇部平坦で内斜。内外面腰まで飴釉。口唇部無釉。脚先

形香炉
底 (7.0) 端部に飴釉付粁。

瀬戸・美濃
口(13.5)第92図 10 3陶器灰釉輪 1/2 高 3.2 黄灰白

口縁部外折、口唇部外側に稜。体部上半に灰釉どぶ漬け、

禿皿
底 5.8 見込みに指で塗る。見込みと喬台に重焼痕。

瀬戸・美濃
口 10.4第92図 104 陶器灰釉輪 2/3 高 3.1 黄灰白

口縁部外折、口唇部外側に稜。体部上半に灰釉どぶ泊け、

禿皿
底 5.8 見込みに指で塗る。見込みと高台に董焼痕。

瀬戸・美濃
口 12.2

体部内湾。内外面に灰釉、見込みを蛇の目に釉剥ぎし、錆
第92図 105 陶器灰釉輪 2/3 

底 6.4
高 3.2 黄白灰 釉を塗る。内面腰に呉須で1重圏線。見込みに呉須絵。貨

禿皿 入入る。
京・信楽系

口 (10.6) 内面櫛目1箇所。口縁部外面から内面に灰釉、貫入入る。第92図 106 陶器灰釉灯 1/4 高 2.1 灰白
明油皿

底 (4.0) 底部回転箆撫で。

瀬戸・美浪
口 10.4第92図 107 陶器錆釉灯 一部欠損 高 2.0 灰

内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。見込みと外面に

明油皿
底 4.9 重焼痕。

瀬戸・美濃
口 10.0第92図 108 陶器錆釉灯 2/3 高I.9 灰オリープ

内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。見込みと外面に

明油皿
底 4.8 重焼痕。

瀬戸・美濃
口 9.8第92図 109 陶器錆釉灯 一部欠損 高 I. 9 灰オリーブ

内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。見込みに重焼痕。

明油皿
底 3.9 内外面と欠け口に煤油付着。

瀬戸・美浪
口 (10.6) 第92図 110 陶器か灰釉 1/2 高 2. I 黄灰臼

受け部大きく 「U」字状に袂る。口縁部外面から内面に灰釉、

灯明受皿
底 (4. 0) 貫入入る。受け部と外面に重焼痕。

瀬戸・美濃
口 10.0 第92図 Ill 陶器鉄釉灯 一部欠損 高 2.4 黄灰白

受け部「U」字状に扶る。内外面に錆釉、外面口縁部以下の

明受皿
底 4.8 釉拭う。受け部と外面に重焼痕。

瀬戸・美濃
口 10.2 第93図 112 陶器錆釉灯 3/4 1ロ口J 2.0 灰

内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。受け部と外面に

明受皿
底 4.4 重焼痕。

瀬戸・美濃
口 9.9 第93図 113 陶器錆釉灯 3/4 高 1.9 黄灰白

受け部「U」字状に袂る。内外面に錆釉、外面口縁部以下の

明受皿
底 4.3 釉拭う。受け部と外面に重焼痕。外面に煤油付着。

瀬戸・美浪
口 (10.8) 第93図 114 陶器錆釉灯 1/2 高 2.2 黄灰白～灰褐

器形歪み。内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。見込

明受皿
底 4.8 みと外面に重焼痕。

瀬戸・美濃
口 (9. 8) 第93図 115 陶器錆釉灯 1/3 高 2.0 黄灰白

受け部「U」字状に袂る。内外面に錆釉、外面口緑部以下の

明受Jlll
底 (4. 7) 釉拭う。受け部と外面に重焼痕。

瀬戸・美濃
第93図 116 陶器鉄釉 受け部2/3欠損 底 5.7 灰白

脚台がつく大型品。内外面に鉄釉。底部回転糸切り後、無

ひょうそく 調整。底面に固定用の円孔。

両口形、長さ23.7。本体口唇部に小さく蓋受けが付く。腕
軟質施釉陶 口 4.9 5.6 橙第93図 117 ほぼ完形 高

部付け根に吊り下げ用の突起が一対つくが、紐は残ってい
器カンテラ 底 6.0 6.9 ない。内外面に薄い透明釉。底部菱形、内面に回転指撫で。

両燃焼部に使用による黒色の付着物が残る。

両口形、両腕部欠損。本体口唇部に小さく蓋受けは付く。

第93図 118 
軟質施釉陶

両燃焼部欠損
口 4.2 

高 5.3 橙
腕部付け根に吊り下げ用の突起が一対つくが、紐は残って

器カンテラ 底 4.2 
いない。内外面に薄い透明釉。一方の肩部に円形のスタン
プを菫ねて横位に三輪を印刻。底部丸形、内面に回転指撫
で。

瀬戸・美濃
第94図 119 陶器灰釉片 底部 底 7.8 灰オリーブ～淡黄

内面と外面腰まで灰釉。内面底部に目痕3箇所。高台内に

口 丸い当て具痕。

瀬戸・美濃
第94図 120 陶器灰釉片 胴部下半 底 8.3 淡黄

外面腰下まで灰釉、艶があり貫入入る。内面淡＜灰釉刷毛

口鉢 塗り、艶無し。

第94図 121 
古瀬戸灰釉

胴部片 灰瓶 櫛目横に一条。外面灰釉。内面無釉。 中世。

第94図 122 
古瀬戸灰釉

胴部片 灰～淡黄
外面腰まで灰釉、貝入入る。内面下位、灰釉刷毛塗り。内

盤類 面上位から灰釉流れる。
中世。

3区6号礎石出土破片と接合。注口および把手を欠損。外面
京 ・信楽系

第94図 123 陶器か灰釉 2/3 
口 (6.8) 

高 灰～黄灰白
腰まで灰釉。内面肩部にたっぷりの施釉あり。底部外面に

底 7.2 
11.0 粒状の脚3箇所貼り付け。底部に使用による煤付着。焼継 124と揃いか。

土瓶 あり。外面腰に焼継溶液で「せら田 志ミ寿や（せらだ し
みずや）」と記載。
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追物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調 成形・整形の特徴 備考

残存率 石材 ・素材等

只・信楽系
口 (7.0) 

外面腰まで灰釉。内面肩部に軽い施釉。注口取り付け部に

第94図 124 陶器か灰釉 1/3 晶 10.3 灰～黄灰白 丸孔3個で連結。底部外面に粒状の脚3箇所貼り付け。底部 123と揃いか。

土瓶
底 (6. 4) に使用による煤付着明瞭。

第94図 125 
只・信楽系

1/4 底 (6.6) 黄灰白
外面に青緑釉。注口取り付け部に丸孔3個で連結。底部外

陶器か土瓶 面に粒状の脚3箇所貼り付け。底部に使用による煤付行。

第94偲 126 
堺・明石陶

口縁部片 ロ (30 0) 赤褐 施釉なし。
器すり鉢

瀬戸・美濃

第94図 127 陶器鉄釉す 口縁部片 ロ (31.0) 黄灰白 内外面に鉄釉。

り鉢

第94図 128 
在地系士器

底部片 底 (15.0) 橙 内面に縦位の沈線。内面使用により平滑化。二次被熱あり。
片口鉢

第94図 129 
在地系士器

底部片 底 (16.0) 淡黄灰
内面に櫛歯状の施文あり。内面使用により平滑化。底部に

片口鉢 櫛歯状の調整痕。

第94図 130 
在地系士器

胴部片 灰 内面使用により平滑。
片口鉢

第95図 131 渥美陶器甕 胴部片 灰 外面に叩き目。内面横ナデ。

第95屈 132 常滑陶器甕 胴部片 褐灰 内外面横ナデ。外面に鉄釉。

第95図 133 常滑陶器甕 胴部片 黒灰 外面に自然釉。内面に指押し痕。

第95図 134 常滑陶器甕 胴部片 褐灰～橙 内外面ナデ。内面に指押し痕。

第95図 135 常滑陶器甕 胴部片 褐灰～橙 内外面ナデ。内面に指押し痕。

第95図 136 渥美陶器甕 胴部片 灰 外面に刷毛目。内面に自然釉。

第95図 137 
円盤形加工

完形 にぶい黄橙 在地系士器の破片を円形状に加工したもの。
品

第95図 138 
円盤形加工

完形 橙 在地系土器の破片を円形状に加工したもの。
品

第95図 139 
在地系土器

1/3 
口 (10.4) 

晶 1.8 淡橙
底部から口縁部に直線的に開く。底部回転糸切り痕、無調

皿 底 7.0 整。内面指ナデ。

第95図 140 
円盤形加工

完形 にぶい橙 在地系土器の破片を円形状に加工したもの。
品

第95図 141 
在地系士器

底部 底 5.4 淡黄橙 底部回転糸切り後、無調整。内面ナデ。
皿

第95図 142 
在地系士器

口縁部片 ロ (10.4) 高 1.9 淡橙 体部直線的に開き、口縁部内折。底部回転糸切り後、無調整。
皿 底 (7. 0) 

第95図 143 
在地系土器

胴部片 橙 外面に粗い研磨。内面ナデ。
茶釜

第95図 144 
在地系士器

破片 高 10.3 黒灰～灰白
方形状で脚が付く。側面角に面取り。外面に軽い研磨。内

植木鉢 面ナデ。

第96図 145 
在地系士器

一部欠損 ロ 35. 7 高 6.9 にぶい橙
底が丸いタイプで、内面に把手が3箇所つく。底部内面ほ

焙烙 底 ぼ中央に「大器上」の刻印。外面煤付着。

第96図 146 
在地系士器

口縁部片 ロ (35.3) 橙白～橙 底が丸いタイプで、内面に把手がつく。外面煤付着。
焙烙 底

第96図 147 
在地系士器

3/4 
口 36.8 

高 5.3 灰白～黒灰 底が平坦なタイプ。内面に把手が3箇所つく。外面に煤付着。
焙烙 底 33.0 

第96図 148 
在地系士器

口縁部片 ロ (39.4) 
晶 5.1 にぶい黄橙 底が平坦なタイプ。内面に把手がつく。外面に煤付着。

焙烙 底 (36 0) 

第96図 149 
在地系士器

口縁部片 ロ (37.8) 
1F口3） 5.1 橙

底が平坦なタイプ。内面に把手がつく。底部内面かるい研

焙烙 底 (33.0) 磨。体部外面に煤付着。

第96図 150 
在地系士器

1/2 
口 (27.8) 晶． 9.0 にぶい黄橙

腰部に沈線l条、口縁部外面に淵。外面が荒れており、ロ

鉢 底 (22.0) 唇部と底部周縁に著しい洪れ・ほつれが認められる。

在地系土器
胴部が丸く、口縁部が外折。内外面燻し、 黒色化。外面に

第96図 151 1/3 口 (33.0) 黒灰～黄灰 弱い叩き目がつき、胴部中央の無紋帯と口縁部内面に研磨
植木鉢？ 光沢を施す。内面には輔櫨目をそのまま残す。底部欠損。

第97図 152 
在地系士器

口縁部片 ロ (29.2) 高 8.7 黒灰～黄灰
体部がやや開き、口唇部が外側に小さく突出する。内面に

鍋 底 (24 7) 弱い研磨を施す。外面腰下に胎土不足による凹みが目立つ。

第97図 153 
在地系士器

1/4 
口 (40.4) 

晶 10.6 黒灰～黄灰
体部が開き、口縁部が外折。内外面燻し、黒色化。内面入

手水鉢？ 底 (32 4) 念研磨、光沢。

第97図 154 
在地系土器

1/3 
口 (40.0) 

高 9.9 灰～黄灰白
体部が丸く開き、口縁部外折。内外面燻し、黒色化。内面

手水鉢？ 底 (28.0) 入念研磨、光沢。153に比べて丸みがある。

第97図 155 
在地系土器

上端部1/4 口 (35.0) 黒灰～橙
焚き口上方の窓部縁装飾の一部が残る。内外面の所々に使

置き鼈 用による弱い被熱変色あり。上端部外縁に煤油付着。

第97図 156 銅製品銭貨 完形
縦 2.332 厚 0.128 寛永通賓。表面は彫深いが硬い錯に覆われ外縁・文字・郭

横 2.330 重 1.99 とも不明瞭、裏面は平坦外縁・郭とも不明瞭。

研面は4面認められる。正面は、下部が研ぎ減りによって

第97図 157 石製品砥石 ほぼ完形
長 10.5 厚 3.1 

砂岩
先端に向かって著しく傾斜した形態を呈する。また、中央

幅 6.3 重 308.9 から上部にかけては、やや内湾した形態である。裏面も同

様な形態である。左右側面はほぼ平出である。上部欠損。

長 6.0 厚 (3. 4) 
研面は5面認められる。正面、左右側面、上下面はほぼ平

第97図 158 石製品砥石 1/2 幅 I. 8 菫 54.3 
凝灰質砂岩 坦な形態である。右側面に径約5mmの孔が認められる。右

側部欠損。
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遺物観察表

II1区一括

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎士／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

第98図 1 磁器杯 1/4 底 2.6 白
見込みに青色の上絵具で「咲繁」の文字。 外面高台付け根に
呉須で鎖状の文様、高台内に不明の文字。

第98図 2 
肥前磁器染

2/3 
口 (7. 3) 

尚 3.9 白 外面に染付、内面無文。 7と揃い。
付小碗 底 2.5 

第98図 3 
肥前磁器染

1/2 
口 7.4 

商 3.4 白 口縁部外面に笹文、内面無文。
付小碗 底 3.0 

瀬戸・美濃
第98図 4 磁器染付端 胴部］／2 底 4.0 晶 3. I 白 外面に東屋文、見込に染付文様。

反碗

肥前磁器白
口 (6.8) 

第98図 5 磁か染付端 1/3 晶 3.4 灰 全体に貰入。残存部無文。
反小碗

底 2.4 

第98図 6 肥前磁器染 底部1/2 ロ(7. I) 
晶 5.2 白 外面に染付、内面無文。

付端反小碗 底 3.5 

第98図 7 肥前磁器染 3/4 
口 7.5 

古回 3.9 白 外面に染付、内面無文。 2と揃い。
付小碗 底 2.6 

第98図 8 肥前磁器広 2/3 
口 10 2 

高 2.9 白
外面に柳と亀。口縁部内面に二重圏線、見込みー里圏線内

東碗蓋 底 5.8 に鷺。

第98図 ，肥前磁器広 1/3 
口 (9. 9) 

高 2.7 白
外面に縦格子文。口縁部内面に二重圏線、見込み一軍圏線 1追物集中

東碗蓋 底 5.2 内に寿文。 67 • 68に蓋

肥前磁器広 口 (9. 3) 外面に3重鋸歯文様、つまみ内に方形枠の寿。口縁部内面
6礎石4• 1遺

第98図 10 1/3 晶 2.6 白 物集中l~6
東碗蓋 底 4 8 に2里圏線、見込み］重圏線内に花文。

と揃い。

第98図 11 
肥前磁器端

J/2 
口 (8 6) 

高 2.8 白 外面に笹文。口縁部内面と見込みに炭弾きによる雲状文。
38と共通手

反碗蓋 底 (3.4) 法。

第98図 12 
瀬戸・美濃

1/2 
口 (7. I) 

高 4.0 白 外面に銅版転写による施文。内面無文。底部蛇の目凹高台。近現代。
磁器端反碗 底 3.5 

第98図 13 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 7.5 高 3.7 灰白 口縁部外面に折松葉と山、内面無文。
付丸碗 底 2. 7 

第98図 14 
肥前磁器染

1/2 
口 8.4 

晶 3.7 灰白 外面に折松葉と梅樹文。内面無文。
付丸碗 底 3.6 

第98図 15 
肥前磁器染

1/2 
口 (8.0) 

晶 4.1 灰白 外面に折松葉と梅樹文。内面無文。
付丸碗 底 4.0 

第98図 16 
肥前磁器染

1/3 
口 (9. 6) 

IE口91 5.2 灰白 外面に折松葉と梅樹文。内面無文。
付丸碗 底 (4. 2) 

第98図 17 
瀬戸・美濃

1/2 
口 8.2 

高 4.7 白 外面にゴム印判による施文。内面無文。 近現代。
磁器碗 底 3.2 

第98図 18 
肥月IJ磁器染

2/3 
口 8.8 

高 4.0 灰 外面に折松葉と梅樹文。内面無文。
付丸碗 底 3.8 

第98図 19 
肥前磁器染

2/3 
口 8.8 

高 4.1 灰白 外面に折松葉と梅樹文。内面無文。
付丸碗 底 3.6 

第98図 20 
肥前磁器染

2/3 
口 (8.4) 

1F口1J 4.1 白
外面に二重網目文、内面に一重網目文、見込み星形状文様

付丸碗 底 3. 1 コンニャク判。

第98図 21 
肥前磁器染

1/3 
口 (9.0) 

高 4.3 灰 外面に梅樹文。内面無文。
付丸碗 底 3.6 

第98図 22 
肥前磁器染

1/2 
口 9.0 

高 5. 2 灰白 外面に簡略化した雪輪梅樹文、内面無文。高台内不明銘。
付丸碗 底 3.6 

第98図 23 
肥前磁器染

1/3 
口 (8. 4) 

高 4.3 灰 外面に簡略化した雪輪梅樹文、内面無文。
付丸碗 底 (3. 8) 

瀬戸・美濃
口 (7.0) 

第98図 24 磁器染付丸 2/3 百向 5.5 白 外面に草花文、内面無文。貫入入る。
碗

底 3.4 

第98図 25 
肥前磁器染

胴部下半 底 4.0 白
外面に草花文。見込みに草花文、高台内に焼継ぎ時の「千也」

付端反碗 朱書き。焼継ぎ痕あり。

第99図 26 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 9.6 
尚 5.2 灰白 外面に雪輪梅樹文、内面無文。高台内不明銘。

付丸碗 底 4.2 

第99図 27 
肥前磁器染

1/3 
口 (7. I) 

高 5.1 灰白
外面に草花文。口縁部内面に二頂圏線、見込一重圏線内五

付筒形湯呑 底 3.5 弁花。

第99図 28 
肥前磁器染

1/4 
口 (7.0) 

尚 5.3 灰白
外面に染付。口縁部内面に二重圏線、見込み一重圏線内の

付筒形湯呑 底 (3.6) 文様不明。内面に茶褐色の付着物。

第99図 29 
肥前磁器染

2/3 
口 8.4 

高 5.1 白 外面孟宗謂。見込一重圏線内五弁花。
付丸碗 底 3.5 

第99図 30 
肥前磁器染

2/3 
口 (8.6) ー品・ 5.1 灰白

外面に菊花文。口縁部内面に2重圏線、見込一重圏線内五
付丸碗 底 3.5 弁花。

第99図 31 
肥前磁器染

1/2 
口 (8. 8) 

高 5.7 白
外面に草花文。口縁部内面に2重圏線、見込一重胴線内五

付丸碗 底 3.6 弁花。貫入入る。

第99図 32 
肥前磁器染

1/4 
口 (8. 6) 

高 5.6 白
外面に染付。口縁部内面に二重圏線、見込二重圏線内五弁

付丸碗 底 (3. 8) 花。

第99図 33 
肥前磁器染

1/3 
口 (8. 7) 

高 5.1 白
外面に笹竹文。口縁部内面に二重圏線、見込一重圏線内五 1遺物集中23

付丸碗 底 3.2 弁花。 と揃いか。

第99図 34 
肥前磁器染

1/4 
口 (7.8) 

高 5.3 灰白
外面に笹竹文。口縁部内面に二里圏線、見込一重圏線内五

付丸碗 底 3.5 弁花。
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎士／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考
残存率 石材 ・素材等

第99図 35 
肥前磁器染

胴下半1/2 底 3 6 白 外面に笹文。見込一重圏線内五弁花。貝入入る。
付丸碗

第99図 36 
肥前磁器染

J/2 
口 8.4 

品 5.4 白
外面に蛸唐草文。口縁部内面に装飾帯、見込み二重圏線内

付丸碗 底 3.2 に蛸唐草。

第99図 37 
肥前磁器染

1/2 
口 (8. 8) 

高 5 6 白
外面に菊花文。口縁部内面に二重圏線、見込一重圏線内五

付丸碗 底 3.2 弁花。

瀬戸・美濃
口 9.5 外面に花唐草文。口縁部内面炭弾きによる雲状文、見込み

第99図 38 磁器染付端 1/2 高 5.0 浅黄
反碗

底 3.7 2重圏線内に不明文様。高台内不明銘。

瀬戸・美濃
口 9.2 外而「口禄寿」の文字。口縁部内面に染付帯、見込み1重圏

第99図 39 磁器染付端 3/4 
底 4.0 

Iロml 4.8 白
線内に米印。

反碗

瀬戸・美濃
口 (IO. 7) 

第99図 40 磁器染付端 1/4 1ロ口J 6.0 白 外面に草花文。口縁部内面に鋸歯文、見込みに染付文様。

反碗
底 4.2 

第100図 41 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 10.5 
1p 991 6.0 灰白

外面によろけ縞文。口縁部内面に格子文、見込み一重圏線

付端反碗 底 4.2 内に斜格子文。畳付に灰付粒。

第100図 42 
瀬戸・美濃

1/2 
口 11. 4 

高 5.0 灰白
外面に型紙摺による鶴亀文。口縁部内面櫻洛文。見込み、

磁器か丸碗 底 3.8 手描きによる1重圏線内に型紙摺による松竹梅文。

第100図 43 
肥前磁器染

2/3 
口 10.5 

高 6.3 灰白
外面に斜格子文、口縁部内面に装飾帯、見込み一重圏線内

付端反碗 底 4.0 に不明文様。

第100図 44 
肥前磁器染

1/3 
口 (11.2) 

高 6.0 白 外面に梅木文か。見込みに染付文様。
付端反碗 底 4.4 

第100図 45 
肥前磁器染

3/4 
口 II 4 尚． 6.0 灰白

外面に丸文。口緑部内而に二重圏線、見込一重圏線内五弁

付丸碗 底 4.5 花。畳付に灰付着。

第100図 46 
肥前磁器染

1/2 
口 11. 4 

高 6.6 灰白
外面に蓮か。口縁部内面に二重圏線、見込み一重圏線内に

付広東碗 底 5.8 染付文様。

瀬戸・美浪

第100図 47 陶器染付広 底部片 底 (5. 0) 黄白 外面に染付、見込み一重圏線内に染付文様。弱く貨入入る。

東碗

第100図 48 
制作地不詳

口縁部片 白 内面白堆。時期不詳。内外面灰釉、口縁端部無釉。
磁器不詳

第100図 49 
肥前磁器染

3/4 
口 13.6 

高 2.9 灰
内面に菊唐草文、見込み蛇の目釉剥ぎ。見込み五弁花コン

付皿 底 7.0 ニャク判。見込みと高台に重焼痕。

第100因 50 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 12.4 高 2.7 灰 内面に菊唐草文、見込み蛇の目釉剥ぎ。見込み五弁花コン

付皿 底 5.2 ニャク判。五弁花は小さい。見込みと高台に菫焼痕。

第100図 51 
肥前磁器染

ほぼ完形
口 13.2 

IF口コJ 3.8 灰白
内面に山水と扇文、見込み五弁花コンニャク判。外面に蛇

付皿 底 7.5 唐草文。高台内l重圏線に渦福字銘。

第101図 52 
肥前磁器染

1/2 
口 (14.0) 

高 3.9 灰白
内面に山水と扇文、見込み五弁花コンニャク判。外面に蛇

付皿 底 7 8 唐草文。高台内l重圏線に渦福字銘。

第101図 53 
肥前磁器染

口縁部片 ロ(15.0) 
1F口コ1 4.6 白 打ち型成形。内外面染付。口縁部内面に雷文帯がめぐる。

付皿 底 (9. 0) 

第101図 54 
肥前磁器染

底部1/2 底 8 0 白
内外面染付。高台内1里圏線に渦福字銘。見込み五弁花コ

付皿 ンニャク判。

第IOI図 55 
肥前磁器染

1/3 
口 (13 4) 

高 3.8 灰 内外面染付。
付Jlil 底 (8. 2) 

第IOI図 56 
肥前磁器染

口緑部片 ロ(12.0) 白 内外面染付。底部蛇の目凹型高台。
付皿

肥前磁器染 口 (21.0) 
口縁部輪花。内面に草花文、見込みー里固線内草花文か。

第101図 57 
付中皿

1/2 
底 12. 4 

高 4.8 白 外面に二重線による蛇唐草文。高台内一重圏線内に不明文

様。底部高台内にトチン痕1個。

第101図 58 
肥前磁器染

1/3 
口 (6. 8) 

晶 5.9 白灰 外面下半に斜格了文、内面無文。
1追物集中81・

付猪口 底 4.6 82と揃いか。

第101図 59 
肥前磁器青

1/3 口 11. 5 灰白
体部上半直線的にやや開き、口唇部内折して突出。内面中

磁火入れ 位付近から外面青磁釉。

第101図 60 
制作地不詳

把手端部欠損 白
縁に呉須を塗布。内面緑色絵具による手描き松文。底面に

近現代。
磁器レンゲ 畳付がつく。

第101図 61 
円盤形加工

完形
口 4.8 

高 1.3 白灰
肥前磁器小坪の底部を円形状に加工したもの。高台端部も

品 底 4.8 打ち欠く。

第101図 62 
只・信楽系

胴下半1/3 底 3.2 黄灰白 外面下位に鉄絵。内外面透明釉に細かな貫入入る。
陶器小杉碗

第101図 63 
瀬戸・美濃

口縁部片 ロ(8. 9) 浅黄褐
口縁部外面白士と鉄絵具による梅文？内面白化粧。内外面

陶器端反碗 透明釉。細かい貝入入る。

第IOI図 64 
京 ・信楽系

1/3 
口 (IO 9) 

高 5 5 くすんだ黄灰
口縁部外面鉄絵具と白士による施文。内面から高台脇透明

陶器碗 底 (4. 4) 釉。細かい貰入入る。内面目痕2箇所。

第101図 65 
肥前陶器陶

1/3 底 4.7 暗灰 内外面に貨入入る。
胎染付碗

第102図 66 
肥前陶器刷

底部1/2 底 4.8 明橙 内外面白土刷毛塗り。細かな貰入入る。
毛目茶碗

第102図 67 
肥前陶器刷

口縁部片 ロ(12.0) 明橙 内外面白土刷毛塗り。66と同個体。
毛目茶碗

第102図 68 
肥前陶器陶

1/3 口 (11.3) 暗灰 内外面に貫入入る。
胎染付碗

第102図 69 
肥前陶器陶

1/2 底 5. 2 灰 外面に花唐草文か。内外面に貫入入る。
胎染付碗
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形 ・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

瀬戸・美濃
第102図 70 陶器染付筒 胴下半2/3 底 3.3 灰～黄白 外面に菊花文。見込み一重圏線内に星梅鉢文。

形湯呑

瀬戸・美濃
口 (I I 8) 

第102図 71 陶器灰釉丸 1/3 
底 (5. 6) 

尚 2.4 暗灰オリーブ 外面上半部から内面に灰釉。
1IIl 

益子・笠間
口 (13.6) 内面呉須による文様。見込み目痕3箇所。高台上に「田」星書、

第102図 72 陶器か灰釉 1/4 晶 2.1 灰黄白
[I][ 

底 (8.8) 高台内にも墨書あり。

相馬陶器か 口 9.6 
釉は透明釉をかけ、全体に明瞭な二重頁入が入る。口縁端

第102図 73 
色絵花皿

ほぼ完形
底 4.9 

高 2.8 灰黄白 部5箇所を内側に押圧して花形を構成し、内面に赤・緑・黄・ 近現代か。
茶・白の上絵具で絵柄を施す。

瀬戸・美濃
口 (12. 8) 

第102図 74 陶器灰釉輪 1/2 
底 6.8 

贔 3.1 黄灰白 体部上半内外面と見込みに灰釉。高台内粗いナデ。
禿皿

第102図 75 
瀬戸・美濃

1/2 
口 (13.8) 

高 2.9 淡灰オリーブ 外面上半部から内面に灰釉。見込みと高台に重焼痕。
陶器灰釉jJJ) 底 6.5 

瀬戸・美濃
口 (12.5) やや焼成不良。内面鉄絵具による型紙摺。内面底部周縁浅

第102図 76 陶器御深井 1/2 
底 7.5 

高 2.9 淡黄
い沈線。内面から口縁部外面灰釉。高台仕上げ粗雑。

皿

第102図 77 
瀬戸・美濃

底部1/2 底 14.0 灰白
内面呉須で葉を、鉄絵具で枝か茎を描く。内面から高台脇

陶器大皿 灰釉。内面目痕3箇所。

第102図 78 
円盤形加工

未製品？ ロ 5.6 
IF口〗］ 2.2 灰白

肥前陶器呉器手碗の高台部を円形状に加工したもの。晶台
品 底 5.6 部の一部にも好打痕があり、高台部を外す意図がみられる。

第102図 79 
円盤形加工

完形
口 5.1 

高 I 5 黄灰白 瀬戸・美濃陶器鉄釉碗の高台部を円形状に加工したもの。
品 底 5.1 

瀬戸・美濃
口 9.6 内外面に錯釉、外面口縁部以下の釉拭う。底部回転箆削り。

第103図 80 陶器錆釉灯 完形 高 2.0 灰
明油皿

底 4.4 見込みに重焼痕。内外面に煤油付着。

瀬戸・美濃
口 10.2 内外而に錯釉、外面口縁部以下の釉拭う。底部回転箆削り。

第103図 81 陶器錆釉灯 ほぼ完形
底 4.0 一届］ 2.1 灰オリーブ 見込みに重焼痕。内外面に煤油付着。

明油皿

瀬戸・美濃
口 (10.2) 内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。底部回転箆削り。

第103図 82 陶器錯釉灯 1/2 高 2.0 黄白灰
明油皿

底 (4. 4) 見込みに重焼痕。内外面に煤油付着。

瀬戸・美浪
口 10.3 

受け部「U」字状に袂る。内外面に錆釉、外面口縁部以下の
第103図 83 陶器錆釉灯 一部欠損

底 4.8 
高 I. 6 灰 釉拭う。底部回転箆削り。受け部と外面に重焼痕。受け部

明受皿 上端の大半が擦れ ・潰れ。

瀬戸・美濃
口 (12.0) 

第103図 84 陶器か灰釉 口縁部片
底 (4.3) 

尚 2.4 灰黄白 口縁部上端から内面に灰釉。底部回転箆ナデ。
灯明受皿

瀬戸・美濃
口 10.4 受け部「U」字状に袂る。内外面に錆釉、外面口縁部以下の

第103図 85 陶器錆釉灯 一部欠損 古向 2.6 灰
明受皿

底 4.6 釉拭う。底部回転箆削り。受け部と外面に重焼痕。

瀬戸・美濃
LI 11. 2 

口縁より受け部がかなり高い。受け部「U」字状に袂る。内
第103図 86 陶器錆釉灯 3/4 

底 6.2 
「ロ口J 2.2 淡黄灰 外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。底部回転箆削り。

明受皿 受け部と外面に重焼痕。

瀬戸・美浪
口 10.3 受け部「U」字状に挟る。内外面に錆釉、外面口縁部以下の

第103図 87 陶器錆釉灯 1/2 高 2.4 黄灰白
明受皿

底 4.6 釉拭う。底部回転箆削り。受け部と外面に重焼痕。

瀬戸・美濃
口 9.8 口縁部上端から内面に灰釉。底部回転箆ナデ。腰下に摂書

第103図 88 陶器灰釉灯 1/2 
底 5.8 

高 I. 7 灰黄白
らしき墨痕あり。

明受皿

両口形カンテラ。底部方形状で、回転糸切り痕あり。底部

第103図 89 
軟質施釉陶

2/3 
口 4.5 

晶 6.1 橙
内面に指ナデ。燃焼部片側欠損。全体に光沢のある透明釉

器カンテラ 底 5 0 をかける。口唇部にほつれ、体部に剥落あり。所々に使用
による煤油付着。釣り穴部に銅線残る。

軟質施釉陶 口 (4. 0) 
小型品で、全体に光沢のある黒色釉をかける。燃焼部の一

第104図 90 1/2 高 5.5 橙 部欠損。所々に使用による煤油付着。口唇部蓋受け明瞭。
器カンテラ 底 3.5 

底部方形状、内面に回転指ナデ。

第104図 91 
古瀬戸陶器

胴部片 白灰 外面に灰釉、内面釉垂れ。 中世。
灰釉瓶

第104図 92 
龍泉窯系青

胴部片 暗灰 内外面に貫入。 中世。
磁碗

瀬戸・美浪
外面鉄絵具による型紙摺。内面から体部外面に灰釉。いわ

第104図 93 陶器灰釉摺 1/3 高 3.8 灰白
絵製水入れ

ゆる御深井製品。

瀬戸・美濃
外面と口縁部内面に飴釉。内外面とも口縁部上半は無釉。

第104図 94 陶器飴釉有 口縁部片 ロ(8.6) 灰
耳壷

口唇部上端全体に剥げ、飴釉一部残る。重焼痕か。

第104図 95 
占瀬戸陶器

肩部片 白灰
外面に灰釉がたっぷりとかかる。貫入入る。屑部に橋状の

中世。
灰釉有耳壷 把手が付くが欠損。

瀬戸・美濃
口縁部外面下端に削り沈線。口唇部内面にやや突出。内外

第104図 96 陶器灰釉片 1/3 口 (18.5) 淡黄
口鉢

面に灰釉。
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第104図 97 
堺・明石陶

口縁部片 橙 無釉。
器すり鉢

第104図 98 
堺 ・明石陶

口縁部片 赤橙 内外面に錆釉。口縁部内面の段差明瞭。
器すり鉢

第104図 99 
堺・明石陶

口縁部片 橙～暗橙 片口部分。口縁部が薄く、口唇部の沈線が明瞭。
器すり鉢

第104図 100 
瀬戸・美濃

口縁部片 灰黄白 内外面錆釉。
陶器すり鉢

第104図 101 
円盤形加工

完形
口 4.7 

高 2.0 橙 堺・明石陶器すり鉢の底部破片を円形状に加工したもの。
品 底 4.3 

第104図 102 
在地系士器

底部 底 11.3 淡灰～淡橙
被熱劣化。底部内面使用により平滑。底部を円形状に加工

片口鉢 した円盤状加工品の可能性あり。

第104図 103 常滑陶器甕 口縁部片 灰 口縁部上下端が小さく伸びる。外面に錆釉か。
13世紀第3四
半期

第104図 104 常滑陶器甕 口縁部片 灰白 口縁部受け口状をなす。内外面に自然釉。
13世紀第2四
半期。

第105図 105 焼締陶器甕 胴部片 淡紫橙 表面褐灰色。内面ナデ、外面かるい研磨。 中世。

第105図 106 常滑陶器甕 胴部片 暗紫灰 外面に自然釉。 中世。

第105図 107 常滑陶器甕 肩部片 黒灰 内外面に錆釉。 中世。

第105図 108 常滑陶器甕 胴部片 赤橙 内外面ナデ。外面に錆釉。 中世。

第105図 109 
円盤形加工

完形
口 5.8 

1F口1J I. I 灰 常滑陶器甕破片を円形状に加工したもの。外面に錆釉。
品 底 6.0 

第105図 110 
円盤形加工

完形
口 5.2 

高 1.5 赤橙 常滑陶器甕破片を円形状に加工したもの。
品 底 5.1 

第105図 Ill 
円盤形加工

完形
口 5.2 

高 1.5 灰～黄橙 常滑陶器甕か壷破片を円形状に加工したもの。
品 底 5. 1 

第105図 112 
円盤形加工

完形
口 4.7 

高 1. 4 白灰
在地系士器の跛片を円形状に加工したもの。内外面燻し、

品 底 4.5 黒色。外面に円粒列、粒剥落。

第105図 113 
搬入系土器

胴下半 底 4.0 くすんだ灰黄 鞘櫨整形。内外面横ナデ。底面に糸切り痕を残す。
焼塩壷

第105図 114 
在地系土器

2/3 
口 (7. 7) 

高 2.5 橙
全体に劣化。厚手で、底部が敲打以上に突出し、口縁部先

灯明皿？ 底 4.3 端が外削ぎ状に内湾。口唇全体に煤油付着。

第105図 115 
在地系土器

J/3 
口 (10.0) 

高 1.8 橙
薄手硬質。体部直線的に開く。底部上げ底状、回転糸切り

皿 底 (7. 4) 後、無調整。

第105図 116 
在地系土器

1/3 
口 (9. 4) 

高 1,9 淡橙 焼成並。口縁部やや内湾。底部回転箆削り後、無調整。
皿 底 (5. 6) 

第105図 117 
在地系士器

1/4 
口 (9. 8) 

高 2.1 淡橙 焼成並。口縁部やや内湾。底部ナデ。底部に円孔あり。
皿 底 (7 0) 

第105図 118 
在地系士器

底部片 底 (6. 0) 淡橙 焼成並。底部回転箆削り後、周縁部ナデ。底部に円孔あり。
皿

第105図 119 
在地系士器

底部片 にぶい橙
丸底内耳鍋に似るが、脚がつく。内外面燻し、黒色。内外

中世。
鉢？ 面ナデ。

第105図 120 
在地系土器

胴部片 にぶい橙
やや厚手のつくりで胴部が丸く、肩部につまみが付く。内

中世か。
茶釜？ 外面弱い燻し、黒褐色。外面入念ナデ、内面粗いナデ。

第105図 121 
在地系土器

1/4 径 (1 7 0) Iロ口J I. 7 明赤橙 上面被熱変色、剥落多。
サナ

第106図 122 
在地系土器

口縁部片 ロ(43.2) 黒～淡黄灰
口縁部小さく外折。外面上半部削り後、入念ナデ、内面研

手水鉢 磨光沢。

第106図 123 
在地系土器

胴部片 白灰 内外面燻し、黒色。内外面丁寧なナデ。
甕？

第106図 124 
在地系土器

口縁部片 ロ(36.0) 高 5.4 淡黄橙 平底で、内耳が付く。外面に煤付粒。
焙烙 底 (33.0) 

第106図 125 
在地系土器

口縁部片 ロ(36.0) 高 5.3 平底で、内耳が付く。内外面燻し、黒色。外面に煤付着。
焙烙 底 (33.0) 

第106図 126 
在地系土器

口縁部片 くすんだ赤橙
直径約27cm。焼成良好、硬質。内外面に丁寧なナデ。口唇

浅鉢？ 部は丸みをもたせて特に丁寧な仕上げ。底部に強いナデ。

第106図 127 
搬入系土器

焚き口部 橙
縁内面突出。直径20の盤を半裁して使用したものと考える。

置き瑚 正面部に坐書？

第106図 128 
搬入系土器

焚き口部 橙
127より厚みがなく、縁内面の突出が無い。直径20の盤を

置き鼈 半裁して使用したものと考える。正面部に墨書か。

第106図 129 瓦平瓦 破片 くすんだ橙 表面に丁寧なナデ、裏面に粗いナデ。 中世。

第107図 130 銅製品銭貨 完形
縦 2.836 厚 0.131 寛永通賓（II波）。表而は外縁 ・文字 ・郭とも彫深く明瞭。

横 2.846 重 4.23 裏面も外縁・波・郭とも明瞭。

第107図 131 銅製品銭貨 一部欠損
縦 2.378 厚 0.116 寛永通賓。表面は外縁 ・文字 ・郭とも彫深く明瞭、裏而は

横 2.384 重 2.04 平坦で外縁・郭不明瞭。外縁周囲の凹凸は劣化破損。

稜線上に連続する潰れが認められる。右側面は、全面が自

第107図 132 
石製品火打

完形
長 6.1 厚 3.1 

チャート
然面である。自然面はほぼ平坦であり、素材礫の形状は不

石 幅 I. 5 重 24. 7 明である。裏面には両極剥離痕が認められ、両極打撃によ

り整形されている。

長 9.5 厚 2.9 
研面は4面認められる。正面、裏面及び左側面は、研ぎ減

第107図 133 石製品砥石 完形
幅 3.4 重 90.6 

砥沢石 りによって内湾した形態である。右側面はほぼ平坦である。

上部欠損。
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第107図 1 り恥磁器染 ほぼ完形
口 10 2 

尚 2.9 白
外面に蓮弁文、つまみ部内に略した寿。口縁部内面に二重 17とセット

付広東碗蓋 底 5.8 圏線、見込み一重梱線内に鷺。 か。

第107図 2 
肥前磁器染

1/3 
口 (IO 0) 

高 2. 7 白
外面とつまみ部内に草花文。口縁部内面に二重圏線、見込

付広東碗蓋 底 (5. 4) み一重圏線内に不明文様。

第107図 3 
肥前磁器染

1/2 
口 7.4 

高 3.8 白 外面に草花文と蜻蛉、内面無文。 4と揃い。
付小碗 底 2.8 

第107図 4 
肥前磁器染

ほぼ完形
口 7.4 

高 3.8 白 外面に草花文と蜻蛉、内面無文。 3と揃い。
付小碗 底 2.8 

第107図
5 肥前磁器染

1/2 
口 8.0 

高 3.3 白
外面に染付。口縁部内面に2重圏線、見込み1重圏線内に不

付小広東碗 底 3.3 明文様。

第107図 6 
肥前磁器染

1/3 
口 (8.8) 

高 5.0 白
外面に菊花文。口縁部内面に二重圏線、見込み一重圏線内

7と揃い。
付丸碗 底 (3. 4) に五弁花か。

第107図 7 
肥前磁器染

1/3 
口 (8.6) 

晶 5.0 白
外面に菊花文。口縁部内面に二重圏線、見込みー菫圏線内

6と揃い。
付丸碗 底 (3. 3) に五弁花。貰入入る。

第107図 8 
肥前磁器染

3/4 
口 (10.4) 

「仁口J 5.1 白 外面に菊花文。内而無文。
付丸碗 底 3.8 

瀬戸・美濃
口 9.0 

第107図 9 磁器染付端 3/4 
底 3.5 

高 4.6 白 外面に染付、見込みに染付。
反碗

第107図 10 
肥前磁器染

完形
口 8.4 

高 4.9 白
外面に笹文と農夫か。口縁部内面に二重圏線、見込み一重

付丸碗 底 3.6 圏線内に略した五弁花。

第108図 II 
肥前磁器染

1/2 
口 10.0 

高 5.0 白灰 外面に梅木文、内面無文。
付丸碗 底 3.9 

第108図 12 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 10.2 高 5.0 白灰 外面に雪輪梅樹文、内面無文。高台内不明銘。
12~14は揃

付丸碗 底 4. 2 い。

第108図 13 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 9.8 高 5.1 白灰 外面に雪輪梅樹文、内面無文。高台内不明銘。
12~14は揃

付丸碗 底 4.1 し‘o

第108図 14 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 10.2 
1ロ口J 5.2 白灰 外面に雪輪梅樹文、内面無文。高台内不明銘。

12~14は揃
付丸碗 底 3.9 し‘o

第108図 15 
肥前磁器染

一部欠損 ロ 11.0 
高 6. I 白 外面に草文、見込みに染付。

付端反碗 底 4.6 

第108図 16 
肥前磁器染

体部2/3欠
口 (I I. 2) 

高 6.0 白 外面に東屋文か、内面無文。見込みにトチン痕3個。
付広東碗 底 6.0 

第108図 17 
肥前磁器染

3/4 
口 11. 8 

高 6.1 白
外面に連弁文。口縁部内面に二重圏線、見込み一重圏線内

lとセットか。
付広東碗 底 6.4 に唐草文。

第108図 18 
肥前磁器小

胴部1/3 底 2.8 灰白 御神酒徳利。外面に染付。
瓶

第108図 19 
肥前磁器染

1/5 
口 (12.8) 

尚 3.1 白灰 内面に蛇唐草文、見込み蛇の目釉剥ぎ。外面無文。
付Jlll 底 (6. 0) 

肥前磁器染 口 19.6 
体部内面に菊花文と斜格子文、見込み五弁花コンニャク判。

第108図 20 
付皿

一部欠損
底 12.2 

晶 3. I 白 外面に蛇唐草文。高台内］重圏線内に「大明年製」銘。高台
内円錐ピン痕。

肥前磁器染 口 14.5 
蛇の目凹型高台。内面全体に草花文、外面蛇唐草文。焼継

第109図 21 
付皿

ほぼ完形
底 9.2 

高 4.0 白 1箇所。高台蛇の目部分に焼継溶液で「せら田 志ミすや（せ
らだ しみずや）」と記載。

瀬戸・美濃
口 8 8 

第109図 22 陶器腰錆茶 完形
底 4.4 

高 5 6 灰白 外面口縁部下に螺旋状凹線。灰釉に貫入入る。
碗

第109図 23 
瀬戸・美浪

1/3 
口 (7.8) 

高 1.6 浅黄
汁次の蓋か。表面に灰釉。中央に方形にした摘みが付く。

陶器か蓋 底 (5.0) 裏面回転箆削り。体部との稜を斜めに落とす。

第109図 24 
古瀬戸陶器

口縁部片 灰黄白 内面から外面腰まで灰釉。貫入入る。
14世紀後葉～

平碗 15世紀初頭。

第109図 25 
瀬戸・美濃

口縁部片 ロ(10.0) 灰黄白
残存部無文。口唇部から外面にたっぷりの灰釉、貫入入る。

陶器汁次か 口縁部内面蓋受け部は無釉。体部内面に薄く灰釉。

第109図 26 
瀬戸・美濃

口縁部片 口 (28.0) 灰黄白 内外面に灰釉、貫入入る。
陶器練り鉢

第109図 27 
瀬戸・美濃

口縁部片 口 (28.0) 黄灰白
口縁部内折。外面箆状工具で施文。内外面灰釉で胴緑釉を

陶器水甕 流す。貫入入る。

第109図 28 
瀬戸・美濃

一部欠損 ロ 26.5 高 15. 7 灰黄白 内面と外面腰下まで灰釉、貫入入る。見込みに大きく4箇
陶器練り鉢 底 12.0 所の釉を掻き取る。底部削りだし高台。

瀬戸・美浪 口 (22.8) 
外面口縁部下と腰に2条の沈線。内外面に鉄釉。外面腰下

第110図 29 
陶器半胴甕

体部2/3欠損
底 17.0 

高 23.4 灰黄白 と底面の釉を掻き取る。見込みに4箇所、口唇部に1箇所の
トチン痕。高台に灰付着。底部に円孔あり。植木鉢に転用か。

第110図 30 
在地系土器

1/4 
口 (38.0) 

高 5.2 黄灰白 底部平底。体部内外面燻し、黒色。外面に煤付着。
焙烙 底 (35.0) 

在地系士器 口 (42.0) 
口縁部折り返し状に肥厚。口唇部上面に浅い沈線がめぐる。

第110図 31 
手水鉢？

1/6 
底 (34.0) 

尚 11. 9 黒灰～白灰 内外面煉し、黒色。外面ナデ、口唇部～内面研磨光沢。内
面上半と外面下半が荒れ、腐食・剥落。

漏斗状の孔が認められ、上端部径約7cm、底部径約2cm、深

第110図 32 
石製品石製

完形
長 12.3 厚 8.8 

粗粒輝石安山岩
さ約3cmを測る。孔の底部付近には著しい凹凸が認められ

品 幅 11. 7 重 887.5 るが、孔のそれ以外は滑らかな曲面で構成されている。外
周部分に僅かに断面V字の線状痕が認められる。
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遺物観察表

N区3号土坑

言
N区12号土坑

挿図 No. 種類器種

第110図 1 肥前磁器染
付丸碗

第110図 2 在地系士器
皿

第110図 3 在地系士器
皿

第110図 4 壊炉か

第110図 5 銅製品銭貨

N区13号土坑

挿図 No. 種類器種

第Ill図 1 常滑陶器甕

第Ill図 2 石製品砥石

N区18号士坑

挿図 No. 種類器種

瀬戸・美浪

第111図 ］ 磁器か端反
小坪

第lll図 2 常滑陶器甕

第111図 3 渥美陶器甕

第lll因 4 常滑陶器甕

第lll図 5 在地系士器
片口鉢

第lll図 6 
在地系土器

火鉢か

第11]図 7 瓦平瓦

第lll図 8 瓦丸瓦

w区22号士坑
挿図 No. 種類器種

第Ill図
1 肥前磁器染
付丸碗

第II]図
京・信楽系
2 陶器小杉碗

第Ill図
瀬P・美濃
3 陶器半胴甕

第Ill図
4 在地系土器
焙烙

N区25号士坑

挿図位。」種類器種

出土位置
残存率

破片

出士位岡

残存率

口縁部2/3欠

体部］／2欠

体部欠損

完形

ほぼ完形

出士位置
残存率

頸部片

2/3 

出土位閥

残存率

1/4 

胴部片

肩部片

胴部片

口縁部片

口縁部片

破片

端部破片

出士位置

残存率

1/3 

腰下破片

胴下半2/3

1/6 

出土位置

残存率

第112図I 1 I銅製品銭貨 I完形

第l12図12 1銅製品銭貨I一部欠損

N区26号士坑

挿図 No. 種類器種
出土位置

残存率

第112図
］ 肥前磁器筒
形湯呑み

1/3 

制作地不詳

第112図 2 陶器ミニ 完形
チュア碗

第112図 3 在地系士器
手水鉢？

1/6 

第112図 4 瓦丸瓦 破片

140 

計測値

計測値

ロ(7. 8) 
Ip 口l 4. 2 

底 3.3 

口 9.3 
1F口』1 I. 9 

底 5.7 

底 6.4 

口 12.1 
尚 2.0 

底 7 6 

縦 2.380 厚 0. 158 
横 2.394 重 2.58 

計測値

長 (9. 3) 厚 2.7 
幅 2.5 重 93.0 

計測値

口 (6. 2) 
高 4.2 

底 (2. 2) 

計測値

口 (9. 0) 

底 (3. I) 

底 14.4 

口 (37.0) 
高 4.9 

底 (34.0) 

計測値

疇：
計測値

口 (6. 2) 
尚 4.1 

底 (3.0) 

口 3 0 
底 I.I 

高 1.5 

ロ(37.0) 
底 (29 4) 

晶 8.9 

胎土／焼成／色調
石材・素材等

成形・整形の特徴

暗灰～にぶい橙 I表面に砂付行。前面一部研磨。外面に粗い箆痕。

胎土／焼成／色調

石材・素材等

灰白

灰白

灰白～淡橙

淡灰

胎土／焼成／色調

石材・素材等

淡灰

砥沢石

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白

黒褐色

暗灰

黒灰

くすんだ赤橙

淡橙

赤橙～暗灰

淡灰～くすんだ橙

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白灰

灰白

淡橙

黄灰白

胎土／焼成／色調
石材・素材等

胎土／焼成／色調
石材・素材等

白灰

黄灰白

黒灰～灰白

淡灰

成形・整形の特徴

外面に笹文、内面無文。

体部内湾、口縁部外反。底部回転糸切り、内面に指ナデ痕。
輔櫨右回転か。重焼により口縁部変色。

底部回転糸切り後、ナデ。底部内面に指ナデ痕。輔櫨右回
転。内面に煤油付着。

瓦片の周囲を削り、小判形に整形。懐炉として使用か。

寛永通賓。表面は外縁・文字・郭とも明瞭。裏面は外縁・

郭不明瞭。

成形 ・整形の特徴

内外面ナデ。外面に自然釉。

研面は4面認められる。正面は、研ぎ減りにより中央部が
盛り上がったやや凸状の形態を呈する。、裏面及び左右側
面はほぼ平坦である。左右側面には、線状の痕跡が著しく

認められる。上部欠損。

成形・整形の特徴

口縁部外面に一重圏線内、腰下に二重圏線。内面無文。

内外面ナデ。外面に錆釉。

外面叩き目。内面撫で。外面に自然釉。

外面に縦位の刷毛且内面に横位の刷毛目。

内面丁寧ナデ、外面粗いナデ。内外面燻し、黒色。

口縁部焼成前に内側から穿孔。内外面焼し、黒灰色。口縁

端部内面擦れる。

内外面ナデ。側面研磨。

表面ナデ、かるい研磨。裏面布目痕、粗いナデ。

成形・整形の特徴

外面に簡略化した雪輪梅樹文。内面無文。

外目下位に鉄絵具による施文。内外面灰釉に貫入入る。

内面から外面腰まで鉄釉。削りだし高台か。

底部平底。内耳がつく。内外面煉し、黒色。

成形 ・整形の特徴

寛永通賓。表面は外縁 ・文字・郭とも彫深く明瞭。裏面は

平坦で外縁・郭とも不明瞭。

寛永通賓。表面は外縁・文字・郭とも彫深く明瞭、裏面は

平坦だが外縁・郭明瞭。外縁周囲の凹凸は劣化破損。

成形・整形の特徴

外面にコンニャク判の円文を横位に3つ重ねて三輪を表示。
内面無文。

型作り。内面から口縁部外面に緑釉。

口縁部折り返し状に肥厚。内外面燻し、黒色。外面入念ナ
デ、口唇部～内面研磨光沢。内面全体に荒れ顕著、腐食・

剥落多し。

表面ナデ、一部に縄目叩き痕を残す。裏面粗いナデ、一部

に布目痕を残す。

備考

中世。

備考

備考

中世。

備考

近現代。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

中世。

備考

備考

備考



遺物観察表

N区28号土坑

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

残存率 石材・素材等
成形・整形の特徴 備考

第112図 ］ 銅製品銭貨 ほぼ完形
縦 2.385 厚 0.158 寛永通賓。表面は硬い錆に閣われるが、外縁・文字・郭と
横 2.385 重 2.38 も明瞭、裏面はやや平田だが外縁・郭とも明瞭。

第112図 2 銅製品銭貨 完形
縦 2.485 厚 0.128 寛永通窃。表面は硬い錆に投われるが、外縁・文字・郭と
横 2.500 重 2. II も明瞭、裏面は外縁・郭とも彫深く明瞭。

第112図 3 銅製品銭貨 完形
縦 2.322 厚 0.120 寛永通夜（背足）。表面は外縁・文字・郭とも彫深く明瞭、
横 2.315 重 1 98 裏面は外縁・文字・郭とも明瞭

第112図 4 銅製品銭貨 完形
縦 2.355 厚 0.131 寛永通賓。表面は外縁・文字・郭とも彫深く明瞭、果面は
横 2.346 重 2.57 外縁・郭とも明瞭だが郭と穴の中心がずれる。

IV区29号士坑

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材・素材等

第112図
l 肥前磁器染

1/3 
口 10.1 

高 2.4 白
外面に花唐草文か、つまみ部内に不明染付。口縁部内面に

付広東碗蓋 底 (5. 0) 二重圏線、見込み一重圏線内に賛か。

第112図
2 肥前磁器染

1/2 
口 8.6 

高 4.9 灰 外面残存部梅樹文。内面無文。高台内に不明文様。付丸碗 底 3.4 

第113図
3 肥前磁器染

1/3 
口 (8.8) 

高 3.9 灰白 外面に簡略化した雪輪梅樹文か。内面無文。付丸碗 底 (3.3) 

第113図
4 肥前磁器染
付丸碗

1/3 口 (8.4) 灰白 外面に菊花文。口縁部内面に二重圏線、見込み一重圏線。

第113図
5 肥前磁器染

1/3 
口 (7. 4) 

1ロ口J 5. 7 白灰 外面下半に斜格子文、内面無文。付猪口 底 (4.8) 

第113図 6 肥前磁器不 体部上半 口 7.0 白
体部が直線的に開き、内面中位に突出部、あるいは二璽構

明 造か。外面に草花文3組染付、残存部内面無文。

第113図 7 肥前磁器染 一部欠損 ロ 14.0 高 3.5 白 蛇の目凹型高台。内面雲龍文。外面に蛇唐草文。 7 ~ 9は揃い。付皿 底 9.5 

第113図 8 肥前磁器染 一部欠損 ロ 13 9 高 3.9 白 蛇の目凹型高台。内面雲龍文。外面に蛇唐草文。 7 ~ 9は揃い。付皿 底 9. 7 

第113図
，肥前磁器染
付皿

底部欠損 口 14.0 白 大きさ、文様とも残存部は7• 8と共通。 7 ~ 9は揃い。

腰から緩やかに内湾しながら僅かに開き気味に立ち上が

第113図 10 
肥前磁器赤

1/2 
口 (10 4) 

高 7.6 白
り、口縁部先端が内折して巻き込むように下がる。外面か

絵火入れ 底 7.5 ら口縁部内面に灰釉、貰入入る。外面に赤絵で海浜風景。
見込みに「おに口」と墨書。

瀬戸・美濃
口 (10.2) 内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。底部回転箆削り。第113図 II 陶器錆釉灯 1/3 高 2.0 灰オリーブ

明油皿
底 4.9 見込みと外面に重焼痕。

軟質施釉陶 口 (4. 2) 
両口形カンテラ。底部菱形状。底部内面に指ナデ。燃焼部

第113図 12 
器カンテラ

2/3 
底 6.0 

高 5.0 赤橙 片側欠損。全体に光沢のある透明釉をかける。燃焼部に使
用による煤油付着。釣り穴部に紐なし。

第113図 13 
円盤形加工

完形
口 2.4 

高 0.5 灰白 瀬戸・美濃陶器柿釉製品破片を円盤状に加工。品 底 2.2 

第113図 14 
円盤形加工

完形
口 2.7 

古向 0.9 黒灰～灰白 在地製士器焙烙の底部片を円盤状に加工。品 底 2.9 

第114図 15 
在地系土器

1/6 
口 (36.2) 

高 4.7 黒灰～灰白
底部平底。内耳が付く。体部内外面燻し、黒色。外面に煤

焙烙 底 (33.0) 付着。

第114図 16 
在地系土器

1/4 
口 (38.0) 

高 5.2 黒灰～灰白 底部平底。内外面燻し、黒色。外面に煤付着。焙烙 底 (32.6) 

第114図 17 
在地系土器

体部1/4
口 (36.4) 

高 5.4 黄灰白 底部平底。内耳が付く。外面に煤付着。焙烙 底 (33.0) 

第114図 18 
在地系土器

一部欠損 ロ 40.0 
晶 10.9 黄灰白

底部に剥落、欠損あり。口唇部上端を平坦に調整。口緑部
鉢 底 33.5 外面に竹管様の沈線が巡る。体部外面に強いナデ。

第114図 19 
在地系土器

1/4 
口 (26.0) 

高 22.2 黒灰～黄灰白
円筒形で上下が空き、前面に大きな方形の枠が開く。枠の

焼炉 底 (27.2) 上方に眉状の隆帯が付く。鍋等を掛ける口唇部に煤油付着。

L字型の細い板状鉄製品で、鉄製品に沿って片面全体に密

第114図 20 鉄製品不詳 破片
長 14.2 厚 1.24 着する針葉樹材木質が残存する。4箇所に鉄製品を木質に
幅 I I. 5 重 6.55 固定する状態で角釘破片が残存する。木製枡の縁金と考え

られるが、木質の残存がわずかなため断定はできない。

IV区31号士坑

挿図 No. 種類器種
出士位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考残存率 石材・素材等

第115図
瀬戸・美浪

1/2 
口 10.9 

高 2.2 白 内面黒色絵具による波と岩の文様を銅板転写。外面無文。 近現代。1 磁器か皿 底 6.4 

制作地不詳
口 1.0 左右を型で作り、貼り付けて成形。外面黄緑色と黄色の上第115図 2 磁器ミニ 完形
底 ]. 5 

高 4.9 白
絵。口縁端部上面黄色の絵具で塗る。

近現代か。
チュア徳利

第115図 3 制作地不詳 一部欠損
口 2.7 

高 17.4 灰白 外面の口縁部、胴部、腰下に銅板転写による施文。 近現代。磁器徳利 底 5.4 

第115図
4 在地系士器 体部下半1/2残

底 (8. 4) 橙 鞘櫨整形。底部ナデ。底部中央に円孔。植木鉢 存

第115図
5 在地系土器

3/4 口 34.5 高 4.3 黒灰～にぶい装橙
丸底。内耳3箇所で1箇所剥離。口縁部器壁厚い。外面被熱

焙烙 黒色、煤付着。
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追物観察表

N区32号土坑

挿図 No. 種類器種

第115医 ］ 肥前磁器碗

第115図 2
 在地系土器
皿

第115図 3 銅製品銭貨

w区33号土坑

出土位置

残存率

腰下残存

1/2 

ほぼ完形

挿図 INo. I種類器種 悶士止噂

口N区36号士坑
挿図 No. 種類器種

第115図
l 只・信楽系
陶器鉢

第115図 2 石製品砥石

N区38号土坑

挿図 No. 種類器種

第116図
l 肥前磁器染
付皿

第116図
瀬戸・美浪
2 陶器灰釉Ilil

第116図 3
在地系土器
皿

第116図 4 石製品石臼
（下）

N区l号井戸

挿図 No. 種類器種

第116図 1
 古瀬戸陶器
緑釉小皿

第116図 2 常滑陶器甕

第116図 3 常滑陶器甕

N区3号井戸

挿図 INo.1種類器種

出土位置
残存率

口縁部片

2/3 

出士位置

残存率

1/5 

2/3 

2/3 

1/4 

出士位附

残存率

1/3 

胴部片

胴部片

出土位置

残存率

::]::I :I宍：穴器甕1::片
w区4号井戸
挿図 INo. I種類器種

出土位置

残存率

筐w区6号井戸
挿図 No. 種類器種

第117図 1 常滑陶器甕

第117図 2 瓦平瓦

第117図 3 瓦平瓦

第117図 4 瓦丸瓦

w区7号井戸
挿図 INo.1種類器種

出土位置

残存率

肩部片

破片

破片

破片

出士位置

残存率

第117図I 1 I石製品砥石 1ほぼ完形
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計測値

底 2.9 

ロ 9.4 
底 5.8 

晶

縦 2 271 厚
横 2.238 重

計測値

底IC6. 2) 

計測値

ロ(20.0) 

長 (7. 5) 厚
幅 (2.6) 重

計測値

口 (13.6) 
高

底 (8. 0) 

口 12 2 
高

底 5.0 

口 9. 7 
高

底 6.2 

高
径 (34.0) 

重

計測値

口 (11.4) 

計測値

計測値

計測値

計測値

2.1 

0.177 
1.84 

1.8 
50.5 

3.5 

3.0 

I. 9 

(12.4) 
5496 3 

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

白灰

にぶい橙

胎土／焼成／色調

石材・素材等

黄灰白

胎土／焼成／色調

石材・素材等

黄灰白

砥沢石

胎土／焼成／色調

石材・素材等

白

暗灰

橙

粗粒輝石安山岩

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

淡灰

黒灰～暗橙

赤橙

1胎土／焼成／色調
石材・素材等

灰

淡灰

1胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

暗灰

黒灰

黒褐～黒灰

胎士／焼成／色調

石材 ・素材等

灰褐

灰

暗灰

明橙

胎上／焼成／色調

石材・素材等

は］•： I 塁 2 4.1 I砥沢石

成形・整形の特徴

残存部内外面無文。

体部直線的に開き、口縁部弱く内湾。底部回転糸切り後、

無調整。底部内面指ナデ。輔輯左回転。口縁部全体に油煙

付着。

窃永通賓。表面は外縁・郭とも明瞭、裏面は平坦で外縁・

郭やや不明瞭。寛および永の字の部分に外圧による変形が

見られる。

成形 ・整形の特徴

内面と外面腰下まで灰釉、貨入入る。

成形 ・整形の特徴

口縁部受け口状。内外面灰釉、細かな貰入入る。

研面は2面認められる。正面は、研ぎ減りにより緩やかな
起伏面を呈する。左側面には、部分的な研ぎ部が認められ

ほぼ平坦である。左右側面には、櫛歯タガネ痕が僅かに残

る。下部欠損。

成形・整形の特徴

内面に草花文、外面に蛇唐草文。

底部内面呉須絵。文様不明瞭であるが型紙摺か。高台端部

を除き灰釉。貫入入る。

体部内湾しながら開く。底部回転糸切り後、無調整。底部

内面指ナデ。輔櫨左回転。

1/4残。上面は摩滅し僅かに挽目の痕跡が残る。側面に挽

き手孔の一部残る。中央部には径約4cmの軸受孔が見られ
る。

成形・整形の特徴

口縁部外反。体部内面から口縁部外面灰釉。腰下に櫛歯状

の刷毛目。底部欠損。

外面叩き目。焼締まり弱く焼成不良。

内外面ナデ。

成形 ・整形の特徴

外面灰釉かかる。内面横ナデ。

前端側面外削ぎ。表裏面粗いナデ、表面前端部研磨。

成形 ・整形の特徴

内外面横ナデ。内外面器表暗褐色。

外面に錆釉。

内外面器表黒色。外面に縦位の刷毛目。内面横位ナデ。

成形・整形の特徴

内外面横ナデ。外面に錆釉。

薄手。表裏面に粗い刷毛目。側面研磨

側面上端部を丸く調整。表裏面粗いナデ。

瓦当面欠損。表面ナデ。裏面斜行する刷毛目、周縁部入念

ナデ。

成形 ・整形の特徴

研面は4面認められる。正面は、研ぎ減りにより緩やかな
起伏面を呈する。裏面は、やや外湾した形態である。左右

側面は、著しく内湾している。上面の一部に研ぎ部が認め

られることから、この形態で機能したものと判断した。

備考

備考

備考

備考

備考

14世紀末～
15世紀前葉。

中世。

中世。

備考

中世。

中世。

備考

中世。

中世。

中世。

備考

中世。

中世。

中世。

中世。

備考



w区8号井戸
挿図 No. 種類器種

出土位沢
残存率

第117図 1 肥前磁器染
付丸碗

体部1/4

第117図 2 石製品砥石 完形

N区10号井戸

挿図 INo. I 種類器種 悶晶詈口N区11号井戸
挿図 No. 種類器種

出土位置

残存率

瀬戸・美濃
第117図 1 陶器腰錆茶 腰下

碗

第117図 2 常滑陶器甕 胴部片

第117図 3 瓦平瓦 破片

N区12号井戸

挿図 No. 種類器種
出士位置
残存率

第118図 l 瀬戸・美漿
磁器小碗

口縁部片

第ll8図 2古瀬戸陶器
盤類

破片

第118図 3 常滑陶器甕
か壷

胴部片

第118図 4 在地系土器
皿

口縁部片

N区13号井戸

挿図 INo. I種類器種 悶贄詈口IV区3号ピッ ト
□ IV区40号ピット

挿図 INo. I 種類器種 出土位置□ N区41号ピッ ト

挿図 INo. I種類器種

第118図|l 1鐙瓦

IV区68号ピット

挿図 INo.1種類器種

出上位置

残存率

瓦当面1/3

出土位置
残存率

第118図11 1銅製品銭貨浣形

w区70号ピット
挿図 INo.I種類器種 悶士訊噂

三w区1号礎石
挿図 !No.I種類器種

出土位置
残存率

第118図I1 1:製品石製浣形

N区一括

挿図 INo. I 種類器種 出土位四

第119図1 1 1言□：／旦竪

計測値

口 (10.0) 

長 12.6 原 4. I 
幅 7.3 重 494 6 

計測値

計測値

底 4.6 

計測値

計測値

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

白灰

砂岩

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

灰

胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

白灰

灰褐

灰～暗橙

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

白

淡灰

暗灰

橙

1胎上／焼成／色調
石材 ・素材等

淡灰～灰白

遺物観察表

成形・整形の特徴 備考

外面染付、内面無文。

研面は5面認められる。正面は、研ぎ減りによりやや内湾
した形態である。左側面と底面は、中央部が盛り上がった
やや凸状の形態を呈する。右側面と裏面は緩やかに外湾し
ており、部分的な研ぎ部が認められる。

成形 ・整形の特徴 備考

外面研磨光沢。体部内面下位から底部内面使用により摩滅。I中世。

成形 ・整形の特徴 備考

内面灰釉貝入入る。

外面斜格子状叩き目。外面錆釉。 中世。

薄手。側面に丸み。表裏面粗いナデ。 中世。

成形 ・整形の特徴 備考

外面銅板転写による染付。内面無文。 近現代。

外面輯櫨目顕著。外面腰に沈線4条。内外面体部下位まで
15世紀。

灰釉。内面頁入入る。

外面に叩き目、内面ナデ。外面鈷釉。 中世。

体部内沿。

成形・整形の特徴 備考

内外面燻し、黒色。内面刷毛目ナデ。口唇部と外面研磨光
沢。口縁部外面に隆帯区画型押し巴文。

計測値 胎土／焼成／色調 l
石材 ・素材等

成形 ・整形の特徴 備考

口 10.0高 I 8 
底 6.6 . 白橙

計測値
胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

口 (42 0) 
底 (34.0)高 I I. 6灰白橙

計測値

計測値

縦 2.515厚 0.164
横 2.513重 3.03

計測値

計測値

1胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

灰～灰黒

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

胎土／焼成／色調
石材 ・素材等

白灰

胎土／焼成／色調

石材 ・素材等

I体部内湾。底部糸切り後ナデ。内面に指ナデ。

成形 ・整形の特徴

体部内湾、口縁部丸く折り返して突帯をなす。内外面燻し、
黒色。口唇部～内面研磨光沢。外面丁寧なナデ。手水鉢か。

成形 ・整形の特徴

瓦当面に巴紋。内面研磨。

成形 ・整形の特徴

寛永通行。表面は錆びに投われるが外縁 ・文字 ・郭とも彫
深く明瞭、裏面は平坦で外縁 ・郭不明瞭。

成形 ・整形の特徴

盤類体部下位片か。残存部外面上端灰釉。

成形 ・整形の特徴

は言：醤盈，681粗粒輝石安山岩 闊霜冒悶負喜摩茫り心B"□げ讐叫闊厚閾成塁胃讐：勺3cm、
計測値

胎士／焼成／色調
石材 ・素材等

旦冒)1高I2.2 I白灰
成形 ・整形の特徴

外面龍文。摘み内宝珠文。天井部内面雲雷文か。

備考

備考

備考

備考

15世紀か。

備考

備考
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遺物観察表

挿図 No. 種類器種
出土位置

計測値
胎土／焼成／色調

成形・整形の特徴 備考
残存率 石材・素材等

制作地不詳
口縁部］／4、底 ロ (6. 4) 

第119図 2 磁器白磁か
部1/2 底 2.5 

高 3.0 白 端反。残存部無文。

染付坪

第119図 3肥前磁器染 一部欠損 ロ 6.5 
Iロ口J 4.7 白 外面に草花文。口縁部内面に一璽圏線。 近代か。

付小碗 底 3.2 

第119図 4肥前磁器染 3/4 
口 7.6 

晶 3.3 灰白 外面に格子文、内面無文。 5と揃い。
付小碗 底 2.7 

第119図 5肥前磁器染 3/4 
口 7.5 

晶 3.4 灰白 外面に格子文、内面無文。 4と揃い。
付小碗 底 3.0 

第119図 6 肥前磁器染 1/2 
口 8.3 

晶 3.4 灰白 外面不明文様コンニャク判。内面無文。
付小碗 底 2 8 

第119図 7肥前磁器染 3/4 
口 9.6 

高 5 2 灰 口縁部外面の桐紋はコンニャク印判。内面無文。
付丸碗 底 4.1 

第119屈l8 肥前磁器筒 一部欠損 ロ 6.3 高 4.5 白 外面三輪文を2箇所に配置。内面無文。
形湯呑み 底 3.1 

第119図 ，肥前磁器筒 体部2/3欠損
口 (6. 2) 

高 4.2 白 外面二輪文を2箇所に配置か。内面無文。
形湯呑み 底 3.0 

第119図 10 
肥前磁器筒

1/3 
口 (7. 0) 

高 5.6 白
外面やや崩れた菊花文。口縁部内面に二重圏線、見込みー

形湯呑み 底 (4. 2) 重圏線。

第119図 11 
肥前磁器筒

体部2/3欠損 ロ (7. 0) 高 5.6 白
外面菊花文。口縁部内面に二菫圏線、見込み一重圏線内に

形湯呑み 底 3. 7 五弁花。

第119図 12 
肥前磁器染

口縁部破片 ロ (14.0) 灰白 内面に染付、外面に蛇唐草文。
付皿

第119図 13 
肥前磁器染

1/2 
口 (13.6) 

高 3.1 白灰
内面蛇の目釉剥ぎ。口縁部内面に唐草文、見込み小型五弁

付皿 底 5.2 花コンニャク判。

第119図 14 
肥前磁器猪

3/4 
口 7. 7 

高 5.5 灰白
外面松竹梅文。松文はコンニャク判。内面無文。高台内「大

口 底 4.7 明年製」崩れ銘か。

第119図 15 
肥前磁器猪

1/3 
口 (7. 2) 

高 5.5 灰白 外面下半に斜格子文、内面無文。
口 底 (4.6) 

制作地不詳
第119図 16 磁器湯呑み 口縁部破片 ロ (7.0) 灰白 口縁部外面グリーンニ重圏線。いわゆる国民食器。 近現代。

か

第119図 17 
瀬戸・美浪

口縁部破片 ロ (21.4) 白
口縁部直角に外折。外面と口縁部内面・ロ唇部に染付。内

近現代。
磁器植木鉢 面口縁部以下は無釉。

瀬戸・美濃
胴部下半～底部

第119図 18 陶器灰釉汁
1/2 

底 4.5 灰黄白 外面腰まで灰釉、貰入入る。内而見込みに釉垂れ。

次？

瀬戸・美濃
口 9.4 

第119図 19 陶器腰錆茶 2/3 
底 4.0 

晶 5.6 灰黄白 口縁部外面下位螺旋状凹線。灰釉に貰入入る。

碗

瀬戸・美浪
口 10.2 内外面に錆釉、外面口縁部以下の釉拭う。底部回転箆削り。

第119図 20 陶器錆釉灯 1/2 
底 4.6 

尚 1.8 黄灰
見込みと外面に重焼痕。口唇部に被熱痕2箇所。

明油皿

瀬戸・美浪
口 9.5 受け部「U」字状に袂る。内外面に錆釉、外面口縁部以下の

第119図 21 陶器錆釉灯 2/3 高 2.0 暗灰
明油受jlJl

底 4.0 釉拭う。底部回転箆削り。受け部と外面に重焼痕。

第120図 22 
瀬戸・美濃

口縁部破片 ロ (28 6) 灰黄白
口縁部外折。内面呉須で葉を、鉄絵具で茎を描く。灰釉に

陶器大lI[[ 貫入入る。

第120図 23 
中国陶器河

底部片 灰白～暗灰 内面に緑釉と褐色、外面は腰まで緑釉。内面沈線2条。 中世。
南彩釉陶盤

第120図 24 
瀬戸・美浪

ほぼ完形 径 4. 5 高 ]. 4 灰臼 軸穴と接地面灰釉。灰釉は擦れ、 2箇所で素地露出。
陶器戸車

第120図 25 
堺・明石陶

口縁部破片 灰橙～赤橙 口唇部内面に沈線がめぐる。
器播り鉢

第120図 26 
瀬戸・美濃

口縁部破片 ロ (21.0) 暗灰 内外面錆色の鉄釉。
陶器半胴甕

第120図 27 
円盤形加工

完形
口 3.5 

高 1. 2 黒灰 常滑甕の胴部破片を円形状に加工したもの。外面に錆釉。
品 底 3. 7 

第120図 28 
在地系士器

2/3 
口 9.2 

高 1.6 橙 体部内湾。底部回転糸切り後、無調整。底部内面に指ナデ。
皿 底 6.4 

第120図 29 常滑陶器甕 胴部破片 黒灰 内外面ナデ。外面に錆釉。

第120図 30 
在地系士器

口縁部破片 淡灰 口縁部外折。内外面燻し、黒色。内外面ナデ。 中世。
内耳鍋

第120図 31 
在地系土器

口縁部破片 暗灰 燻しか。内外面ナデ。 中世。
鉢

第120図 32 
在地系土器

1/2、底部欠損 口 (30 8) 黒灰～白橙
内外面燻し、黒色。口唇部研磨光沢。体部上半の沈線間を

鉢 櫛歯の波状文で充填。下半部に軽い研磨を施す。内面ナデ。

第120図 33 
在地系土器

口縁部破片 ロ (30.0) 
1F 口） 3.3 明橙

口縁部短く、厚い。内面研磨光沢。口唇部から外面に煤付

焙烙 底 (31 0) 着、黒色。

"'120図 34 宇瓦 宇部1/3 白灰
瓦当文様は点列紋。色は灰白色で、胎士に砂を多足に含む。

中世。
焼成良好で硬質。

石製品 長 (7. I) 厚 2.6 
研面は4面認められる。正面は、研ぎ減りにより僅かに内

て石 2/3 
幅 3.1 重 75.1 

砥沢石 湾する。裏面と左側面はほぼ平坦であり、右側面は僅かに

外湾した形態である。上部欠損。

漏斗状の孔が認められ、上端部径約2.5cm、底部径約1cm、

ご，＂ 長 9.0 厚 8.2 
二ツ岳石

深さ約1.5cmを測る。孔には、正面と並行する方向の段差
幅 10.4 重 561.3 がいくつか認められ、エ具を回転するように用いあけられ

た痕跡と推定される。



非掲載遺物集計表

第 5表非掲載遺物集計表 （点数）
土師器 須恵器 灰釉陶器 中世 近世 近現代 時期不詳

区
悶畠屑 > 閲息塁喜奇喜斎慮喜塁喜氣喜孟

椀

悶孟 讐闊儡胃i 百i 百［ 息! i 贋閾置悶i 百i I ［ 烙 息［ ， 土

贔瓦
ガ そ 土 そ

瓦 瓦 瓦 は瓦 ラ の 乱瓦の面 皿
皿 皿 ⑰ 

ス 他 他

鍋
鍋

l] 1 土坑 5 I 
口 2土坑 1 ］ 
[] 3土坑 2 2 I 2 2 4 
II 5土坑 1 
II 6土坑 4 12 2 6 3 4 I 1 
II 7土坑 I I 2 I I 1 
II 9土坑 I I 
[1 11 土坑 1 1 l I 1 
[I 12 土坑 4 1 2 I I I 2 I 
I] 13土坑 7 2 32 3 5 3 5 1 2 
口 16土坑 8 1 2 5 4 
II 18土坑 2 2 
II 20 土坑 1 2 2 
[] 22 士坑 1 I 
II 23 士坑 1 2 1 27 33 20 6 17 9 4 4 2 2 
II ］地下式坑 1 I 1 
[] l建物 I 1 3 I 25 
n l竪穴 2 1 1 
[I 2竪穴 1 2 1 
I] l井戸 2 9 2 
I] 2井戸 l 11 13 16 14 23 3 37 
II 3井戸

II 4 ピット 1 2 2 
Il IOピット 2 
[J l溝 l 44 66 5 62 12 77 4 20 72 2 22 
II 2 溝 1 3 2 I 6 7 
I] 3 溝 1 2 2 2 5 28 32 19 22 7 23 25 20 
I] 4 溝

u 5溝 l 1 
且 6 溝 I 1 I 1 2 I 
Il 7溝 I 2 12 5 5 2 2 
Il 8 溝 1 1 5 I 1 
I] 9 溝 2 1 
I] 交差点南西側一括 I 1 7 3 2 18 4 12 136 
II 確認而一括 2 1 11 15 26 4 18 28 18 2 3 4 14 7 
II II-I区表士 1 3 I 3 1 19 1 3 
口 [Iー 2区表土 1 1 14 13 12 5 5 2 10 10 2 
n [Iー 3区表土 14 26 21 5 5 3 8 3 1 5 

＂ 
IJ-4区表土 5 10 7 3 7 33 I 

ロ []ー 5区表土 3 3 19 2 5 4 10 14 2 1 
口 表採 1 6 6 3 3 5 2 19 3 1 2 
口 !l-3区南西部 7 14 12 8 3 3 7 2 
[] II-3区西側 1 15 22 11 7 9 3 6 5 11 
[] II-3区西トレンチ 12 17 4 6 2 4 3 5 3 
III l土坑 1 1 I I 
Ill 4土坑 1 l 3 4 
Ill 7土坑 2 2 1 
III 8土坑 1 1 
Ill 9土坑 7 5 1 1 I 
[[] 10土坑 1 2 2 1 
III 11土坑 1 1 2 3 
旧 13土坑 1 3 8 3 2 2 1 
m 14土坑
m 15土坑 5 3 2 1 1 2 2 
m 16士坑 1 
m 20土坑 1 I 
m 21土坑
旧 22士坑 5 12 7 2 10 1 3 2 
III 23士坑
旧 24土坑 2 I 
m 27土坑 1 1 
III 28土坑
III 29土坑 2 
m 30土坑 3 I 
m 3]土坑 1 1 6 1 
Ill 32土坑 1 1 1 
m 34土坑 1 I 
III 35土坑 1 1 
m 37土坑 I I 
III 38土坑 I 
III 39土坑 1 
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非掲載遺物集計表

土師器 須恵器 灰釉陶器 中 1It 近 l廿 近現代 時期不詳

区悶 晶閂 > 小土製IuロH口I土,I製叩" f, , l l 大型製品 不明
小型製nロu型製u中ロu 大型製品 不明
腕翡 孟瓦 磁r国器+1 陶1国器1 1 施R産釉陽器 産煉締同陶• ［ 息！ i 瓦』 器中国陶 産磁国器 丘旅釉陶国器 社灼締陶国器［ 烙 <［ >土 贔瓦

ガそ 土 そ
瓦 乱瓦 ラの 乱瓦 の面 そ ス他 他皿 皿 llil の

鍋 鍋
他

III 43 土坑 1 

Ill 46 七坑 I I 

m 47 ヒ坑 1 1 I 1 1 

旧 48 七坑 I 

旧 51上坑 1 

III 54土坑 1 

m 56土坑 ］ 1 

m 3 溝 I I 2 1 I 

[l] 4 溝 6 12 3 6 I 5 18 7 7 2 4 I 1 

w 5 溝 1 I I I 2 

Ill ］ 井戸 l 5 8 2 I I 5 

lll 2 井戸 I I 1 

m 3 井百 l 1 

m 6 ピット 1 

III IIピッ ト 1 

III 12ピット I 

III 14ピッ ト 1 2 

III 30 ピット 1 1 2 

m 1礎石 2 2 4 23 32 33 4 39 3 I 

Ill 2 礎石 I I 2 I 39 32 2 8 28 6 5 16 2 3 

m 4礎石 2 4 3 I 

旧 6 礎石 3 1 3 7 15 1 8 

旧 7 礎石 4 7 5 2 11 3 2 

旧 l 配石 3 2 2 

m l追物巣中 2 4 1 3 5 108 98 103 22 84 12 IO 14 3 

m 一括 12 8 7 12 185 157 153 43 53 4 85 40 2 7 3 

N 1土坑 1 

IV 2土坑 3 1 ］ 8 14 11 JO 3 

IV 3土坑 I I 

IV 10土坑 I 1 I 2 1 

IV 11土坑 1 

N 12七坑 7 7 2 I 4 2 

N 14上坑 I 3 

IV 18土坑 I 2 I 5 

IV 21 土坑 2 

IV 22 七坑 5 6 4 

N 24 土坑 I I 

N 25 土坑 8 4 5 2 

N 26 土坑 2 6 I 1 2 

八I 29 土坑 I I 14 7 19 2 8 1 2 

IV 31 土坑 1 6 2 1 10 1 

N 32 土坑 I 

N 33 七坑 I 1 2 I 

N 35 上坑 1 2 

N 36 上坑 1 I 2 I 3 

N 38 土坑 I 2 

N 41 土坑 1 1 2 1 

N 1井戸 1 1 3 I 

N 3 井戸 5 

N 4 井戸 2 I 

IV 6 井戸 2 

IV 8井戸 2 3 I I 

IV 10井戸 I 

N 11井戸 1 2 I 2 2 2 1 

N 12井戸 I I 

八l 4礎石 3 3 

N 5 礎石 I 

w 2溝 2 

N 4 溝 I 

N 20 ピット 1 

N 40 ピット 2 

N 41 ピッ ト I 

w 42 ピッ ト I I 

IV 43 ピット 4 2 2 

w 57 ピット l 

IV 東半側一括 l 3 3 7 4 2 3 

IV 一括 I 8 l 3 6 18 24 28 7 17 1 70 14 3 12 6 

合計 I I 4 23 55 40 40 3 69 l 676 775 6 740 259 524 77 413 17 505 9 31 22 129 14 75 

総点数 4059 古代計 2 中世計 234 近世計 3058 近現代計 997 不明計 218
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第117図 N区6~8・10・11号井戸出士遺物

ヽ
~4
 
／
 

ー（
 
3
 

1-
'

ロ

ローロ0 1: 2 4cm 
I i | 

0 l: 3 

0 1: 4 8cm 
| i I 
10cm 

209 
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3. rr~3 区全景（北）

5. II-4区全景（南）

7. IIー 7区全景西端（西）

2. II-2区全景（南）

4. II-3区全景北端（南）

6. IIー 5区全景（北）

＼ 

8. II-7区全景東端（西）

PL.1 



PL.2 

1. II-3区l号士坑全景（南） 2. Il-3区2号士坑全景（南） 3. II-3区3 • 5号上坑全景（南）

4. II-3区4号土坑全景（南） 5. II-3区6号土坑遺物出士状況（東） 6. II-3区6号士坑士層断面（南）

7. Il-3区6号土坑全景（東） 8. IIー 3区7号上坑全景（東） 9. II-3区7号士坑士層断面（南）

10. II-2区8号土坑土層断面（東） ll. II-5区9号上坑全景（西） 12. II -5区10号土坑全景（西）

13. II -4区11号士坑全景（南） 14. II-4区12号土坑全景 ・土層断面（南） 15. II -1区13号士坑全景（南）



PL.3 

1. II-1区13号土坑上層断面（南） 2. II-6区16号士坑全景（北） 3. II-6区16号土坑士層断面（西）

4. II-7区17号土坑全景・土層断面（南） 5. II-7区18号土坑全景（西） 6. II-7区18号土坑土層断面（北）

7. IIー 7区19局士坑全景（西） 8. II-7区19号土坑土層断面（西） 9. II-7区20号土坑全景 ・土層断面（北）

10. II -7区21号土坑土層断面（北） 11. 11-7区22号土坑全景（北） 12. II -7区21号土坑土層断面（南）

13. II -7区24号士坑遺物出土状況（南西） 14. IIー 7区24号士坑遺物出士状況（南西） 15. II -7区24号士坑全景（南西）
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1. II-6区25号土坑土層断面（東）

3. 

． 

II-7区27号土坑全景（北）

5. ｀ 
^ 9 9,  

II-2区1号井戸全景（北）

4. 

2. II-6区26号士坑士層断面（南）

II-7区28号士坑全景 ・土層断面（南）

6. 

灸 ゥー 一

Il-2区l号井戸土層断面（南）

7. II -2区2号井戸全景（北） 8. 

｀～＂知
999 999 9 99 99 9 999 99 9‘’  

II-2区2号井戸士層断面（西）



PL.5 

1. 11-1区3号井戸全景 ・士層断面（西） 2. II-3区1号溝全景（北）

3. II-3区l号溝士層断面（東） 4. II-3区2号溝全景（南）

5. II-1区3号溝全景（北） 6. II-1区3号溝上層断面（北）

7. II-2区3号溝全景（北） 8. Il-2区3号溝士層断面（北）



PL.6 

1. II-3区3号溝南部全景（北）

2. Il-3区3号溝北部全景（北） 3. II-3区3号溝土層断面（南）

4. II-4区3号溝全景（南） 5. 11-5区3号溝全景（南）

6. II-7区5号溝全景 ・士層断面（東） 7. Il-7区6• 7号溝全景（東）



PL.7 

1. II-7区8号溝全景（西） 2． II-6区8号溝土層断面（西） 3. IIー 7区9号溝全景（北）

4. II-7区9号溝全景（西） 5. II-7区9号溝土層断面（西） 6. II-3区l号ピッ ト全景（南）

7. Il-3区1号ピッ ト士層断面（東） 8. Il-3区2号ピット全景・土層断面（南西） 9. II-5区3号ピット全景（東）

10. II -5区3号ピット士層断面（東） 11. II-7区4・5号ピット全景・土層断面（北） 12. II -7区6号ピッ ト全景・士層断面（北）

• 
13. II―7区7号ピッ ト全景・土層断面（南） 14. II -7区8号ピッ ト全景（北） 15. II -7区9号ピッ ト全景（北）



PL.8 

1. II-6区l局地下式抗全景（南西） 2. II-3区1号竪穴状遺構遺物出士状況（東）

3. Il-3区l号竪穴状遺構全景（北） 4. II-4区2号竪穴状遺構全景（東）

5. 11-4区2号竪穴状遺構土層断面（南） 6. Il-6区1号礎石全景（南）

7. III-1区全景（北） 8. III-1区上層断面（南）



PL.9 

1. 皿ー 2区全景（南西） 2. III-3区全景（南）

4. III-5区全景西端（南）

3. III — 4 区全景（南） 5. III-5区全景（南東）

6. III-5区全景（北西） 7. III-5区全景（南東）



PL.10 

l.lII-5区1号士坑全景（北東） 2. III-5区 1号土坑士層断面（東） 3. III-5区2号士坑全景（北西）

4. III-5区2号土坑土層断面（東） 5. III-5区3号士坑全景（北） 6. III-5区3号土坑土層断面（南西）

7.III-5区4号土坑全景・遺物出上状況（北東） 8. III-5区4号土坑土層断面（南東） 9. III -5 区 5号上坑全景•土層断面全景（北東）

10. ill-5区6号土坑土層断面（南東） 11. IIIー 3区7号土坑全景（東） 12. IlI-3区7号土坑土層断面（東）

13. IIIー 3区8号土坑全景（南東） 14. IlI -3区8号士坑士層断面（東） 15. IIIー 5区9号上坑全景（西）



PL.11 

1. m-3区10号士坑全景（東） 2. m-3区10号土坑上層断面（東） 3．m-5区11号土坑全景（南西）

4. ill-5区11号士坑士層断面（南西） 5. ill-5区12号土坑全景・土層断面（南西） 6. ill-5区13号土坑全景 ・士層断面（北）

7. III-5区14号土坑全景・遺物出土状況（北東） 8. III-5区15号土坑全景（南西） 9. III-5区15号土坑上層断面（南西）

10. III -5区16号士坑全景・士層断面（北東） 11. III-5区17号士坑全景（南） 12. III-5区17号土坑土層断面（北西）

13. Ill -5区18号士坑全景・土層断面（北西） 14. Ill-5区19号土坑全景（南西） 15. Ill-2区20号上坑全景（東）



PL.12 

1. IlI-2区21号上坑全景・土層断面（東） 2. IlI-2区22号土坑遺物出土状況（東） 3. IlI-2区22号士坑全景 ・士層断面（東）

4. ill-2区23• 24号士坑全景（南） 5. ill-2区23• 25号土坑全景（北西） 6. ill-2区23• 25号土坑土層断面（南）

7. III-5区27号士坑全景（南西） 8. III-5区28• 29号土坑全景（南西） 9. III — 4 区30号上坑全景（南東）

10. Ill -4区30号士坑士層断面（東） 11. Ill-4区31• 58号土坑全景（西） 12. Ill-4区31号土坑土層断面（東）

13. III -5区32号土坑全景（東） 14. III-5区32号土坑土層断面（南東） 15. III-4区33• 37号土坑全景（南東）



PL.13 

1. IIl-4区34号士坑全景（南東） 2. III-4区34号土坑土層断面（西） 3. m-4区35号上坑上層断面（西）

4. Ill-4区36号士坑全景（北西） 5. III-4区36号土坑上層断面（南） 6. III-4区38号土坑全景（西）

7. ill-4区38号土坑上層断面（西） 8. Il] ~4 区40 • 41号士坑全景（南西） 9. III-4区42・44~46号土坑全景（北西）

10. III -4区42号士坑土層断面（南西） 11. rn ~4 区44号土坑全景（南東） 12. III -4区46号土坑土層断面（南東）

13. III -4区47号土坑全景（西） 14. III-4区47号士坑士層断面（南東） 15. III -4区47号士坑礫下全景（西）



PL.14 

1.皿ー4区47号士坑礫下土層断面（南） 2. III-4区48号士坑全景（南西） 3.III-4区50号上坑全景・土層断面（南東）

4. IlI-5区51~54・57・60号上坑全景（北西） 5. III-5区51号土坑土層断面（南西） 6. IIIー 5区52号土坑土層断面（南東）

7. III-5区53号上坑土層断面（北東） 8. III-5区54号上坑上層断面（北東） 9. Ill-5区55局士坑全景（北東）

10. III-5区55号土坑上層断面（南西） 11. III-5区56号土坑全景（北東） 12. 皿ー5区56号土坑土層断面（南西）

13. III -5区57号土坑全景・土層断面（南西） 14. Ill-1区59号土坑土層断面（北） 15. Ill -5区60号士坑土層断面（北西）



1. III-5区l号井戸全景（北西）

シ．fd`T．を書ーゴ窯下・

3. III-4区2号井戸全景（北西）

5. III-4区3号井戸全景（南東）

",― ― `―  

7. IlI-5区l号溝全景（北）

PL.15 

2. Ill-5区1号井戸上層断面（北東）

4. IIl-4区2局井戸土層断面（南東）

6. III-4区3号井戸土層断面（北東）

8. III-3区3号溝全景（南西）



PL.16 

1. III-3区3号溝士層断面（南西） 2. III-4区3号溝全景（南西）

3. III-4区3号溝土層断面（南西） 4. III-2区4号溝全景（南西）

5. Ill-3区4号溝士層断面A-A'（南西） 6. III-3区4号溝土層断面B-B'（北東）

7. III-4区5号溝全景（南東） 8. III-4区5号溝土層断面（南）



PL.17 

1.III-5区2号ピッ ト全景・土層断面（北） 2.III-5区3号ピット全景・士層断面（東） 3. III-5区5号ピッ ト全景（北西）

4. III-5区5号ピット上層断面（北西） 5. IIIー 5区6号ピット土層断面（西） 6. III-4区7 • 18号ピッ ト全景（北西）

7. III-4区8 • 9号ピット全景（北西） 8. III-4区10号ピット全景（南東） 9. III-4区12号ピット全景（南）

10. IIl -4区13号ピッ ト全景（北西） 11. IIl-4区13号ピット士層断面（南） 12. IIl -4区ピット群（北西）

13. III -5区21号ピット土層断面（北） 14. IIIー 5区22号ピット上層断面（西） 15. III-5区23号ピッ ト土層断面（南）



PL.18 

I. IIl-5区24号ピット上層断面（北西） 2. Il]-5区25号ピッ ト上層断面（南東） 3. II1-5区26号ピット土層断面（北西）

4. Ill-4区27号ピット士層断面（北西） 5. Ill-5区ピット群全景（東） 6. III-5区1号礎石全景（北東）

7. ill-5区1号礎石上層断面（北東） 8. ill-5区l号礎石石組み状況（南） 9. III-5区2号礎石全景（東）

10. III -5区2号礎石全景（南西） 11. III-5区2号礎石士層断面（西） 12. III -4区3~7号礎石全景（南）

13. III -4区3 • 4号礎石土層断面（北西） 14. III — 4 区 3 号礎石上層断面（北西） 15. III -4区4号礎石全景（北西）



1. m-4区4号礎石土層断面（東）
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4. Ill-4区6号礎石全景（北西）

7. II1-4区7号礎石土層断面（東）

10. III -3区l号配石完掘後全景（西）

13. IV-1区全景（南）

PL.19 

2. lll-4区5号礎石全景（北東） 3. III-4区5号礎石上層断面（南東）

5. IIl-4区6号礎石土層断面（東） 6. III-4区7局礎石全景（西）

8. IIl-4区8号礎石全景（西） 9. III-3区l号配石全景（西）

11. III-3区2号配石全景（西） 12. III -3区2号配石完掘後全景（西）

14. N-2区全景（北東） 15. N-3区北東端全景（北東）



PL.20 

-¥ihむも＿
1. N-3区西端全景（西） 2. 

3. N-3区中央全景（南）

4. N-5区全景（東） 5. N-4区全景（東）

6. N-3区1号土坑全景・土層断面（南） 7. N-5区2号土坑全景（南）



PL.21 

1. N-3区4号士坑全景・士層断面（東） 2. N-1区5号土坑全景・土層断面（東） 3. N-1区6号土坑全景 ・士層断面（東）

4. N-1区7号士坑全景・士層断面（東） 5. N-1区8号土坑全景 ・土層断面（東） 6. N-1区9号土坑全景（南）

7. N-l区10号土坑全景 ・上層断面（東） 8. IV-1区11号土坑全景（南西） 9. N-l 区11号上坑•5 号井戸土層断面（北）

10.N-1区11号士坑底部付近士層断面（南西） 11. N-1区12号土坑全景（北西） hl2. N-1区12号土坑土層断面（北西）

13. N-l区13号土坑上層断面（西） 14. w-4区14号土坑全景（南西） 15. N-4区15号土坑全景・土層断面（東）



PL.22 

1. N-4区16号土坑全景（北） 2. N-4区16号土坑土層断面（北東） 3. N-4区17号土坑土層断面（北）

4. N-4区18号土坑土層断面（南西） 5. N-3区21号土坑全景（南東） 6. N-3区21号土坑士層断面（南西）

7. N-3区22号土坑出上遺物（東） 8. N-3区22号士坑全景（南西） 9. N-3区22号土坑土層断面（北）
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10. N-3区23・25号上坑土層断面（南東） 11. N-3区25号士坑士層断面（南東） 12. N-3区26号土坑全景・士層断面（北西）

13. N-3区28号士坑全景（西） 14. N-3区29号土坑出上遺物状況（北） 15. N-3区29号土坑全景（北）
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l. w-3区29号士坑土層断面（西） 2. N-4区30号土坑全景 ・土層断面（北） 3. N-3区32号土坑遺物出上状況（南）

4. IV-3区32号土坑全景（南） 5. N-3区32号上坑上層断面（南西） 6．w-3区33号上坑全景・上層断面（西）

7. N-4区34号土坑土層断面（南） 8.N-3区36号土坑全景・士屑断面（北西） 9. N-3区38号土坑遺物州土状況（南西）

10. IV-3区38号土坑全景（南） 11. N-3区38号土坑土層断面（南西） 12. N-3区39局土坑全景（東）

13. N-3区39号上坑土層断面（南） 14. N-3区40号士坑全景（西） 15. N-3区40号士坑士層断面（北西）
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1. N-3区41号士坑全景（北） 2. N-3区42号上坑全景（東） 3. N-3区42号士坑土層断面（南）

4. IV-3区43号土坑全景（南） 5．IV-3区43号士坑土層断面（南西） 6．IV-2区44号士坑全景 ・土層断面（北）

7. N-3区1局井戸全景・土層断面（東） 8. N-3区2号井戸全景 ・士層断面（南） 9. N-1区3号井戸全景（南東）

10. N-1区3号井戸土層断面（南西） 11. N-1区4局井戸士層断面（北東） 12. N-3区6号井戸全景（北東）

13. N-3区6号井戸土層断面（南東） 14. N-3区7号井戸全景（北東） 15. N-3区7号井戸土層断面（南東）



PL.25 

1. IV-3区8号井戸全景（北） 2. N-4区9号井戸全景（東）

3. N-3区10号井戸全景 ・土層断面（北） 4. N-3区11号井戸全景 ・上層断面（東）

5. N-2区12号井戸全景（西） 6. w-2区12号井戸土層断面（東）

7. N-3区13号井戸全景（北東） 8. N-2区13号井戸全景 ・士層断面（南）
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1. IV-5区1号溝全景（南）

3. N-5区2号溝全景（南東）

5. N-1区3号溝全景 ・士層断面（東）

7. N-5区4号ピット土層断面（南）
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2. IV-5区1号溝士層断面（北）

4. N-5区2号溝士層断面（北）

6. N-4区4号溝土層断面（南）

8. N-5区5号ピット全景（南）
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1. N-5区6号ピット全景（南） 2. N-5区7号ピット上層断面（東） 3. N-1区21号ピッ ト土層断面（東）

4. N-1区22• 23号ピット全景（北西） 5. N-1区22号ピッ ト上層断面（南） 6. N-1区24~27• 30 • 31 • 33号ピッ
ト群全景（南東）

7. N-1区23号ピッ ト土層断面（南西） 8. N-1区24号ピット士層断面（南） 9. N-1区25号ピット土層断面（西）

10. N-1区26号ピッ ト士層断面（南） 11. w-1区27号ピット士層断面（南） 12. N-1区30号ピット士層断面（南西）

13. N-l区31局ピッ ト土層断面（南西） 14. N-4区34号ピット全景・土層断面（南西） 15. N-4区36号ピッ ト土層断面（北東）
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l. IV-4区37号ピット土層断面（東） 2．N-4区38号ピッ ト土層断面（南西） 3．N-4区39号ピッ ト士層断面（北西）

4. IV-3区40~42号ピット全景 ・土層 5. IV-4区60号ピッ ト土層断面（南） 6. IV-4区61• 62号ピット土層断面（南）
断面（南東）

7. N-3区63号ピット土層断面（南） 8. N-3区64号ピット全景（北） 9. N-3区65号ピッ ト全景（西南）

10. IV-3区66号ピット全景（北） 11. IV-3区66号ピット士層断面（北西） 12. IV-3区67号ピット全景（北）
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13. IV-3区68号ピット全景（北西） 14. IV-2区69号ピット土層断面（東） 15. IV-2区70号ピッ ト上層断面（南西）
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1. N-2区71号ピッ ト上層断面（南西） 2. N-2区72号ピッ ト土層断面（南） 3. N-4区3~5号礎石全景（南東）

4. N-5区2号礎石全景（南） 5. N-5区2号礎石土層断面（南） 6. N-4区3号礎石全景（南西）
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7. IV-4区3号礎石掘方全景（南） 8. N-4区4号礎石全景（南西） 9. N-4区4号礎石上面石取り上げ後（南）

10. N-4区4号礎石完掘後全景（北） ll. w-4区5号礎石全景（南西） 12. N-4区5号礎石下面全景（南）

13. N-4区5号礎石完掘後全景（南） 14. N-2区旧石器確認調査坑全景（南） 15. N-2区旧石器確認調査坑土層断面（北西）
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